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    　　　プロローグ


    



    　そのぬくもりは、私に絶望と恐怖しか与えなかった。


    　掠かすれた声をあげて逃げ出そうとするけれども、子供の力では母の拘こう束そくを振り解ほどくことはできない。


    「大丈夫ッ、大丈夫だからッ！」


    　悲鳴にも似た母の声が耳の横で発せられる。冷静さを欠いた甲高い声こわ色いろは、少しの安心感も与えることはなく、かえって私の恐怖を加速させた。


    　正面から母に抱き締められるかたちとなった私は、母の肩越しにその男を見る。心臓がぎゅっと押し潰つぶされるような、気味の悪い痛みを覚えた。


    　返り血を浴びて赤く染まる男の顔は、まるで未開部族の戦いくさ化粧のように思えて、如い何かなる言葉も通じないような、冷たい拒絶を感じさせる。血走って瞳どう孔こうの開いた目に残忍で凍えるような光を灯ともし、口角からは白く濁にごった泡が吹き出ていた。その手には刃やいば。何人もの血を吸って、赤く変色している。


    　躊躇ためらいなく人を斬きりつける男の目が、私たちの姿を捉とらえる。次の瞬間、男は歪いびつな笑みを浮かべながら、ひたひたと距離を詰めてきた。


    　──殺される。


    　直感的にそれを悟る。このままここにいたら、確実にあの残忍な刃の[image: ]え食じきとなってしまうだろう。


    　──逃げなきゃ。


    　けれども母が、驚くほど強い力で抱き締めているため、逃げることは叶かなわない。殺されることがわかっているのに、その未来から距離をとることができない。


    　私がパニックになって騒げば騒ぐほど、母はしっかりと抱き締めてくる。震えながらも、「大丈夫」と根こん拠きよのない慰なぐさめを呪じゆ文もんのように繰り返してくる。


    　──違う、そうじゃない。全然大丈夫なんかじゃない。


    　そう叫びたかったけれど、あふれ出たのは涙だけだ。肉体は生きているのに心が死んでいた。絶望的な恐怖を前にして、すでに精神が殺されていた。


    　男に背を向けてしゃがみ込んでいるため、母は私たちに押し迫る殺意に気づかないのだろう。いや、頼るべき母の精神も自分と同じように、すでに殺されていたのかもしれない。


    　立って、走って、逃げてほしかった。


    　抗あらがって、私の手をとって、この恐怖から救い出してほしかった。


    　けれども母は動かない。


    　まるで、このままじっとしていれば、厄やく災さいのほうから過ぎ去ってくれるとでも思っているかのように、無ぶ様ざまに震えているだけだ。そんな奇跡は存在しない。


    　不気味な死の影が、着実に歩みを寄せる。濃厚な殺意の塊かたまりが徐々に迫ってきて、やがて私の視界を埋め尽くした。ばっちりと目が合う。


    　──助けて、殺さないで。


    　瞳ひとみにありったけの気持ちを込めて、必死に訴えかけた私の願いは、いたずらに相手を歓喜させただけだった。


    　男が声もなく笑い、刃やいばを振り上げる。


    　母はそれにまったく気づくことなく、いまだに私を拘こう束そくしたままだ。小さい頃から大好きだった母の匂においとぬくもりが、この瞬間、生理的嫌けん悪おを覚えるモノへと変化する。


    　そして、男がなんの躊躇ためらいもなく刃を振り下ろしてきた。


    　母の獣けもののような悲鳴が、痛いほどの冷気の塊となって耳じ朶だを貫つらぬき、私の肺はいと心臓を押し潰つぶす。肉を貫く刃の感触が、命の輝かがやきを奪う悲しい衝撃が、母の体を通して私にまで届いてくる。何度も何度も何度も──。


    　気がつくと、母の拘束が緩ゆるんでいた。


    　凄すさまじい音が轟とどろき、私の鼓こ膜まくを震わせ、脳を揺ゆさぶってくる。


    　それが自分の口から発せられた悲鳴だと気づいたとき、私は足に違和感を覚えた。


    　見ると、男の刃が私の太ふと[image: ]ももを貫いていた。切断されてしまうくらい深く広く、刃が突き刺さっている。目の前が真っ暗になった。涙が枯れることなく、さらにあふれ出してくる。私が私でなくなっていくのだと、怖いくらいに理解できた。


    　男が再び、刃を振り上げる。私は抗あらがうことも逃げることもできず、それでも死ぬことだけは嫌だと思いながら、なんの抵抗もできずに、ただただ血の滴したたる刃を瞳に映していた──。


    



    「──はぁ、はぁ」


    　天あま音ね川がわ銀ぎん河がは激しい呼吸と共に、布ふ団とんから跳ね起きていた。体が火ほ照てっていて、肌はだがじっとりと汗ばんでいる。思い出したくない過去を夢に見てしまったのだとわかり、ほっと深い息を吐く。現実ではなかったのだ。


    　薄地のカーテンの向こうから、ほのかに月明かりが滲にじみ出て、薄暗い自室を照らし出している。やや雑然とした室内に、猫ねこやウサギやアザラシなどのぬいぐるみ、漫画やファッション雑誌などが無む造ぞう作さに転がっていた。


    「また、あの夢かぁ……。幸せなことがあると、いっつもこう。油断……したなぁ」


    　銀河は両手で目め頭がしらを押さえるようにしながら、自じ[image: ]ちよう気味に呟つぶやいた。長く艶つやのある銀髪が、きらきらと夜の水面みなものように月の光を弾はじき返している。


    　タンクトップとショーツに身を包んだだけのラフな寝姿のまま布団を出ると、部屋の電気をつける。最近は蒸し暑いので、銀河はいつもこの格好で寝ていた。


    　時間は午前四時。ショックで思わず肩を落とす。


    「これで今日きようのデートに遅刻でもしたら、洒落しやれにならないじゃない……」


    　疲れたように独りごちる。二時頃まで興奮して眠れなかったため、まだ二時間しか寝ていない。ただでさえ目つきが悪いと言われているのに、目の下にクマでもつくっていったら、それこそ悲ひ惨さんな顔になってしまうだろう。銀ぎん河がはあの悪夢を恨うらめしく思った。


    　銀河はスタンドミラーの前に立つと、銀髪をツインテールにして、この日のために慌あわてて新調した衣服を合わせてみる。上品なキャミソールに清潔感のあるブルーのサマージャケット、白のプリーツスカートに縞々ボーダーのハイソックスで絶対領域を演出する。


    「よし、大丈夫よ。結構イケるじゃない。うん、普通にかわいい」


    　力強く頷うなずくと、濃い銀色のツインテールに振動が伝わり落ち、毛先のほうへと抜けていく。銀河を応援するように、ツインテールの毛先がぴょこんと跳ねた。


    「あと数時間で、斗と和わくんとのデート。頑張れ、頑張れぇ、私ぃ。最初の科白せりふはオーソドックスに『ごめん、待った？』で。笑え顔がおを忘れずに。目つきが悪いのもなんとかごまかせるはず。……青あお葉ばさんには負けるけど、私だって可愛いんだから。銀河、ファイ、ォオオーっ」


    　銀河は小声で自分を励ますと、小さく拳こぶしを振り上げた。

  



  
    



    


    　　　第一章　その銀色は彼の名を呼ぶ


    



    　鈍にぶく重量のある衝撃が左頰ほほに走り、斗と和わは激しく横転した。感情のこもった拳こぶしは想像以上に重く、骨まで響くような痛みが全身を襲おそっている。ひんやりとした地面の感触が体の熱を冷ますようで心地よかったが、斗和はすぐに生徒たちによって立たせられた。


    　二人の生徒に両脇わきから腕を抱えられ、無抵抗な的まととなった斗和の腹部に、鋭するどい蹴けりが突き刺さる。斗和は真後ろに吹き飛ばされて、セミナーハウスの真っ白な壁に叩たたきつけられた。呼吸が止まり、激しく咳せき込むと同時に、打撃によって切れた口の中が鋭い痛みを発する。


    「──俺おれで最後だ。全員で一発ずつってのは、テメエを痛めつけるのが目的じゃねえ、無責任なことをほざいてとんずらこくテメエに、ケジメをつけるためだ」


    　ツンツンと尖とがった短髪の男子生徒が、座り込む斗和の前に立ち、嫌けん悪おをあらわに言い放つ。彼の個人色カラーはオレンジ色の髪に、鳶とび色の目だ。二千年前の世界大災害の影響で、今の日本人は髪の色と瞳ひとみの色がカラフルになったそうだ。その両方の色を個人色カラーと呼び、個人の特徴としている。


    　そうか、と斗和は他ひ人と事ごとのように思った。


    　どうやら自分の想像力は少し足りなかったらしい。彼らが自分に制裁を加える理由は、あのことだけではなかった。それプラス転校という行為が、彼らの目には卑ひ怯きようで無責任な行おこないに映ってしまったのだ。


    　斗和にはまったくそんなつもりはなかったが、そのように言われると、なるほど反論はできない。本当に自分は愚おろかだと思う。


    「何笑ってやがる？」


    　オレンジ髪が、斗和の胸むなぐらを摑つかんで持ち上げる。


    　彼の指摘を受けて、斗和は口元を引き締めた。なんて不ふ謹きん慎しんなんだ、と自分を恥じる。笑ったつもりはないのだが、そう映ってしまうこと自体が問題だ。自分に笑う権利などない。


    　青あお葉ば萌も由ゆ里りに赤あか峰みね寧ね々ね音ね、それに木き茂も辺べ卓たく二じ。大切な人たちが笑え顔がおを取り戻すその日まで、自分の感情の一切を封じるべきだ。それが無力だった自分にできる、唯ゆい一いつの償つぐないだろう。


    「ちょっとキミたちッ！　何やってんのよッ！」


    　突とつ如じよ、鋭い声が割って入る。


    　濃い銀色のツインテールが真夏の太陽の下、白しろ銀がね色の光を放っていた。腰に手を当てた勝ち気な態度と、それ以上に勝ち気で不機嫌そうにつり上がった両目。斗和の中学時代からの友人、天あま音ね川がわ銀ぎん河がだ。彼女の後ろには、脅おびえた表情を見せる立たち花ばな菜な草ぐさもいる。


    「……あんたが誰かは知らねえが黙ってろ。俺らにはな、こいつをぶん殴るだけの理由があるんだよッ！」


    　オレンジ髪の怒ど気きを孕はらんだ声に対し、毅き然ぜんとした態度で銀ぎん河がが返す。


    「何言ってるのッ！　キミたち馬ば鹿かなんじゃないッ！　どんな理由があったって、大勢で一人に暴力を振るっていいわけないでしょッ！」


    　彼女の凜りんとした甲高い声は澄んだ真夏の空に溶けるようで、ある種の気高さをもってあたりに響き渡る。その場にいた生徒たちは、幾分怯ひるんだような気配を見せた。


    「銀河、落ち着いて……。穏おん便びんに、穏便にね？」


    　菜な草ぐさが脅おびえたような態度で、銀河の袖そでを引っ張っている。


    「あんたの言い分は、わからないでもねえ。だがな、こいつだけは許せねえんだ。みんながどんな気持ちでこいつの戯ざれ言ごとを聞いていたと思う？　みんな必死に現実を受け入れて、自分なりに自分の心に折り合いをつけて、そうやって頑張ろうとしてんだッ！　それなのにこいつはッ！」


    　激しい怒りの奔ほん流りゆう。オレンジ髪の口から吐き出された感情は、そのまま斗と和わの中へと侵入を果たし、激しく心を揺ゆさぶった。息苦しくなって、すべてを放って逃げ出したい気持ちになる。


    　けれども、それは許されないことだ。オレンジ髪たちが抱いだく感情は正しい。そして、そこから派生した行動にも正義はあるだろう。


    　だが、それは斗和も同じこと。自分の行為は正しいと思っている。正しさは時として衝突することもあるのだ。


    「天あま音ね川がわ。いいんだ、邪魔をしないで……くれ」


    　斗和はなんとか、その言葉を口にした。痛みと頰ほおの腫はれでうまくしゃべれるか心配だったが、銀河の耳にはきちんと届いたみたいだ。彼女は困惑気味の表情を浮かべて、気き勢せいを削そがれた感じになっている。


    「おまえで、最後なんだろ？　思う存分やってくれ。当然の……権利だ」


    「女の前だからカッコつけるのか？　最低な奴やつはどこまでいっても最低だなッ！」


    「俺おれは、俺の言げん動どうに対し、──反省するつもりはない」


    「──ッ、テメエッ！」


    　オレンジ髪は怒りで顔を真っ赤かにして、渾こん身しんの右みぎ拳こぶしを打ち放ってきた。激しい衝撃と共に、目ま蓋ぶたの裏に火花が散る。重力があべこべになり、自分の体がどうなったのかまるでわからなくなった。うっすらと開けた視界の先に鮮あざやかな空の青が見えたことで、地面の上に仰あお向むけに倒れている事実を理解する。


    「斗和くんッ！」


    　銀河の鋭するどい悲鳴が聞こえて、自分に向かって駆かけ寄ってくる気配を感じた。


    「教師に言いたければ、言えばいいさ。俺らはなんら間違っちゃいない。それで停学になったとしても後悔はしねえ。じゃあな。テメエとは、もう二度と会うことはないだろうがよ」


    　オレンジ髪の吐き捨てるような言葉を最後に、ほかの生徒たちもその場を後にする。セミナーハウスの裏には、銀ぎん河がと菜な草ぐさ、そして倒れ込んだ斗と和わだけが残されていた。


    「ふぃ～、怖かった。銀河～、なに正面から喧けん嘩か売ってんの？　相手が本気でヤバイ人だったらどうすんのよ」


    　彼らがいなくなって気が抜けたのだろう、菜草が心底ほっとした声を漏もらした。銀河は菜草の科白せりふを無視して、鋭するどい視線を斗和に向けてくる。


    「キミは馬ば鹿かなの？　あんなこと言ったら、ぶん殴られるに決まってるでしょ！　何をしたいわけ？　キミに口がついてるのは、相手の神経を逆さか撫なでするためなの？」


    　銀河が険けわしい表情のまま、斗和の傍かたわらに膝ひざをつく。胸までもある長いツインテールが垂れ下がり、突きつけてくる矛ほこの切っ先のように思えた。


    　ふと、その銀髪がかすかに震えていることに気づく。そればかりか、怒ったように睨にらみつけてくる目の端には、涙の粒が光っているように見えた。


    「天あま音ね川がわ。……もしかして、泣いてるのか？」


    「はあぁ？　何言ってんのッ！　キミがあまりにも馬鹿だから、呆あきれた拍ひよう子しに目にゴミが入っただけよッ！」


    　銀河は涙を拭ぬぐうような仕草をして立ち上がると、菜草のもとへずかずかと歩いて行って、なにやら話をはじめた。


    「ふぇええ～っ。菜草、怖かったよ～。私今泣いてる？　やっぱ泣いてるよね？」


    「えっ？　そうだったの？　いや～、大丈夫だと思うよ。全然わかんないって。むしろ[image: ]えさを取り上げられて激怒したブルドッグみたいな顔に、男子のほうがびびってたって」


    「本当？　変な顔になってない？」


    「なってない、なってない。いつもどおり目つきの悪いまんまだよ。今だって超怖い。それよりも、今は斗和くん一人じゃん。チャンスってやつじゃない？　人が来ないようにしておくからさ。銀河は頑張りなさいな」


    　そんな彼女たちの会話も知らず、斗和は呆ぼう然ぜんと変化のない青空を眺めていた。このまま大地に溶け込んで、草木の肥料となって消しよう滅めつしてしまえれば、どれだけ楽だろうと思う。


    「斗和くん。私、ちょっと用事あるからっ！　後のことは銀河に任せるね。じゃっ！」


    　先ほどまで銀河となにやら話をしていた菜草が、大声を張り上げてくる。


    「えっ？　ちょっと、菜草ぁッ！」


    　銀河の戸惑う声を無視して、菜草は走り去ってしまった。途端に銀河は、困惑したような落ち着きのない態度になる。ちらちらと不機嫌そうな視線を斗和に送っていたが、しばらくして彼女もこの場から立ち去った。セミナーハウスの裏には、ぼろ雑ぞう巾きんのように惨みじめな姿となった斗和だけが残る。


    　──あの惨さん劇げきから、もう二週間が過ぎていた。


    　見えない壁によって学校に閉じ込められ、化け物たちに襲おそわれるという凄せい惨さんな体験。たくさんの生徒たちが喰くい殺され、または物言わぬ肉にく塊かいとなって命を落とした。斗と和わは親友を失い、仲のよい女友達も失い、淡い恋心を抱いだいていた女の子までもが無む惨ざんな死を遂げた。


    　まるで悪夢のようだと、斗和は思った。


    　いや、それは事実なのかもしれない。見えない壁が崩ほう壊かいし元の世界に戻った斗和は、化け物がいたという痕こん跡せきを、どこにも見つけることができなかった。破壊されたはずの建物は無傷で、奴やつらに喰われたはずの死体もない。そればかりか、時間がまったく経過していなかったのだ。悪夢を見ていた、というのが客観的な事実だろう。


    　だが一つだけ、夢では説明できないことがある。


    　化け物に殺された生徒たちが、──あの世界で死んだはずの生徒たちが皆、昏こん睡すい状態に陥おちいっているのだ。しかも原因はいまだに不明で、回復の目め途ども立っていないらしい。


    　ふと、影が差したかと思うと、次の瞬間ひんやりとした感触が頰ほおを襲おそった。熱を持った肌はだが急速に冷やされていき、心地よい刺激に思わず目を閉じる。


    「大丈夫？　痛くない？」


    　そこにいたのは銀ぎん河がだった。隣にしゃがみ込んで濡ぬれたハンカチを斗和の顔に押しつけながら、不機嫌そうな表情で見つめてくる。彼女は立ち去ったのではなく、ハンカチを水で濡らしに行っていただけらしい。


    「……ありがと、天あま音ね川がわ」
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    「キミはどうして、あんなこと言ったりするの？」ややあって、銀ぎん河がが拗すねたような声で尋ねてくる。「正直、キミの評判ガタガタだよ。いつか誰かに、こんなふうに暴力を振るわれるんじゃないかって心配──、なんてしてなかったけどッ、キミは馬ば鹿かじゃないのッ！」


    「……事実だから、だ。少なくも、俺おれが体験したことだ」


    　大切な人たちが昏こん睡すい状態に陥おちいり入院して以来、斗と和わは次のような主張を繰り返していた。


    『原因不明の昏睡状態になっている患者は、化け物の蔓延はびこる世界で死んだ人たちだ』


    　だが当然、誰も信じなかった。元からこういうオカルトめいた主張は受け入れられないものだし、物的証しよう拠こも皆かい無む。学校に壊された跡もなく、生徒たちに喰くわれた痕あともない。


    　それに決定的だったのは、ほかの生徒の証言。報道によれば、集団昏睡事件が起こった時点で、学校には一〇三人の生徒及び教師がいたらしい。昏睡状態になったのは、その中で六七人。四〇人近い生徒が、彼らは突とつ如じよ意識を失い倒れただけだと主張したのだ。


    　正直、斗和自身、自分の体験が絶対に正しいとは思っていない。人の認識は容易に誤るものだし、ショックから記憶を改かい竄ざんしてしまった可能性もある。客観的、論理的に考えれば考えるほど、あれが夢であった可能性は高くなる。だが──。


    「いまだに昏睡の原因はわかっていない。もしかしたら俺が持っている情報が、みんなを助けることにつながるかもしれないんだ。だとしたら、たとえ誰かに嫌われようとも、誰からも理解されないとしても、俺は主張し続けるしかない。それが、あの世界から帰ることができた、みんなを犠ぎ牲せいにして生き残った、──俺の責任だ」


    「キミの考えはわかる。だけど、もっとリスク計算しなよ。関係ないかもしれないでしょ？」


    「関係あるかもしれないだろ？　やめるわけにはいかない」


    　銀河は不機嫌そうに口元を歪ゆがめる。もっと何か言いたいことがあるけど、埒らちがあかないと思っているのだろう。彼女もまた、化け物の話は信じていない。それでも銀河はまだ、斗和に好意的なほうだ。


    　当初は、昏睡事件の現場にいて大切な人を失ったショックから、化け物の話を創作したのだろうと同情的な気持ちでいた生徒たちも、斗和の態度に辟へき易えきしていき、だんだん距離を置くようになっていた。そればかりか、大切な人が昏睡状態に陥っているほかの生徒たちからすれば、途と轍てつもなく不愉快な言げん動どうでしかない。その鬱うつ屈くつした怒りが、制裁の動機となってしまったのだ。


    「ねえ、斗和くん。……転校するって、本当？」


    　しばらくの沈黙のあと、銀河がぽつりと言った。やわらかな風が吹き抜け、彼女の銀髪を揺ゆらしていく。先ほどまでハンカチを押し当てられていた部分が急激に冷たくなって、なぜか物悲しい気持ちになる。


    「ああ」


    「……あんなこと言ったりするから、いづらくなるんだよ」


    　非難するような口く調ちよう。どうやら銀ぎん河がは、斗と和わが転校する理由を勘違いしているみたいだ。斗和は上半身を起こすと、地面の一点を見ながら言った。


    「……そこに、青あお葉ばが倒れていたんだ」


    「えっ？」


    　銀河がぎょっとした表情を浮かべる。


    「瑠る璃り色の髪が地面に広がっていて、まるで眠っているかのようで……。真っ赤かな血が口から流れていて、どうしても信じられなくて……。今だって、そこにいる。死体が、あるんだ」


    「ちょっと、やめてよねッ！　そんなこと言うから、キミは嫌われるんだよッ！」


    　銀河は跳び上がって声を荒らげたが、斗和の様子に気づくと気き勢せいを削そがれたみたいになり、深い同情の色を浮かべた表情に変化する。


    　──斗和は、涙を流していた。無力な子供のように肩を震わせている。


    「いまだに、見えるんだ。化け物に殺されていった生徒たちの死体が……。本当は存在しないはずなのに、ふとした瞬間、彼らはそこにいる。俺おれを責めるかのような目で、……じっとこちらを見ているんだ。そこにいる青葉も、俺のほうを向いて──。どうして早く来なかったのかって、赤あか峰みねのところに行かずに先に青葉のほうに行っていたら、って──」


    　突とつ如じよ、甘い匂においが鼻び孔こうを刺激する。次の瞬間、やわらかい感触が顔を覆おおってきた。ややあって斗和は、自分が彼女の胸に顔を埋うずめるようにして、抱き締められているのだという事実を理解する。


    「べ、別に勘違いしないでよねッ！　キミがあんまり惨みじめだから友達として慰なぐさめてあげてるのッ！　か、貸し一つよッ！　私の胸はそんなに安くないんだからッ！」


    「ごめん。……ありがとう」


    　全力疾しつ走そうしてきたかのような激しい鼓こ動どうの音を聞いていると、徐々に気持ちが落ち着いていく。まるで生まれる前に戻ったかのようだ。


    　ややあって、上から銀河の声が降りてきた。


    「ねえ？　──キミはやっぱり、青葉さんのことが、……好きだったの？」


    　すぐには答えられなかった。確かにそうだった記憶はある。けれど、あの凄せい惨さんな体験をしたあとでは、日常がすべて色いろ褪あせて見え、虚きよ構こうのように感じられていた。自分の中にあった想おもいは、あの世界で抱いだいた激しい感情と比べると、どれも動機の薄い朧おぼろ気げなモノに感じられる。


    「……わからない。たぶん、好き、だったんだとは思う」


    「あ、青葉さん、すごい美人だもんね。人間以外の動物にしか興味がないと思っていたキミも、実は健全な男だったってことかぁ～」


    　銀河がふざけたように言う。特に気に障さわったわけではないが、斗和は返事をする気にはなれなかった。ただ静かに、彼女のやけにリズムの速い心臓の音を聞いていた。しばらくして、再び銀河が口を開く。


    「ねえ、斗と和わくん。……はっきり言わせてもらうよ。今のキミに必要なのは、『癒いやし』だと思う。ずっと見てて思ったんだ。キミは今、キミが思っている以上に普通じゃないんだよ。ずっとずっと苦しんでいる。──昔の私みたいに。今キミがやるべきは、キミらしいことなの。最近、進化論や動物学の本を読んだりしてる？」


    　斗和は顔を横に振った。銀ぎん河がの胸に顔を埋うずめていたため、意に反して胸の谷間を刺激するかたちとなる。


    「ひゃぁあああっ！」


    　斗和はいきなり突き飛ばされて、再び地面に後頭部を打ちつける。殴られてからずいぶんと時間が経たっていたせいか、予想以上に激しい痛みを感じた。


    「貸し一回ッ！」顔を真っ赤かにして、両目をつり上げた銀河が叫ぶように言う。「さっきの貸しを返してッ！　キミは今週の土曜、私と動物園に行くことッ！　いい？　これはキミのためなんだからねッ！」


    「天あま音ね川がわ。気を遣ってくれるのはうれしいけど、今はそんな気分じゃない」


    　斗和は立ち上がりながら、冷淡に拒絶する。


    「キミの気分とかはどうだっていいのッ！　貸しをつくったまま破は廉れん恥ちな行為をしておいて、に、逃げる気ぃッ！」


    「だったら、気が済むまで俺おれを殴ってくれ。それで許してほしい」


    「──私が」銀河の声こわ色いろが暗く低いモノに変わる。「暴力とか人を傷つけることが大嫌いだって、キミは知ってるよね？　私の過去を知ってて、そういうこと言うの？」


    「……ごめん。俺が悪かった。でも、動物園は無理だ。──動物が、怖いんだ」


    　斗和は自分が許しがたい失言をしたことを理解し、即座に謝った。彼女は人を傷つける行為、特に〝殺人〟に対し、憎ぞう悪おに近い感情を抱いだいている。


    「だったら、水族館なんてどう？　ほら、去年あたりから[image: ]くし[image: ]なだ財ざい閥ばつが建設していたやつ。確かそろそろオープンだって、テレビで言ってた。魚だったら大丈夫なんじゃない？」


    　確かにそうだな、と斗和は思ってしまった。魚なら怖くないような気がする。水族館は分類上、水生生物に特化した動物園の一つにすぎない。だから、ペンギンやアザラシなどの魚以外の生物も展示しているのだが、なぜか水族館ならそこまで怖く感じなかった。


    「じゃあ、決まりね」


    　返事がないのを肯こう定ていだと受け取ったのか、銀河がはしゃぐように言う。斗和は慌あわてて、それを否定する。


    「悪いけど、今はどこにも行く気はない。俺には、──そんなことをする権利はないんだ。わかってくれ、天音川」


    「権利って何よッ！」


    　銀河が激げき昂こうした。あまりの激しさに、銀色のツインテールが跳ね上がる。


    「仮に化け物がいたとして、それはキミの責任なの？　キミが招き入れたわけでも、キミが生み出したわけでもないんでしょ？　悪いのはどっち？　斗と和わくん？　それとも化け物？　考えるまでもないでしょッ！　キミが気に病む必要なんて何もない。悪いのは化け物たち。キミがどうしてそれを取り違えるの？　あのとき私に言ったよね？　悪いのは私じゃないって。だから何も気にする必要がないって。だから私は、今の私があるんだよッ！　キミがくれた一言が、私を救ってくれたんだよ。それなのに、キミが間違えてどうするのよッ！　この馬ば鹿かっ、馬鹿馬鹿馬鹿ぁあああああッッッ!!」


    　銀ぎん河がの言葉は正しい。だから、何も言い返すことはできなかった。ただ一言「ごめん」と伝えて、その場を後にする。


    「馬鹿ぁあああああああああッッッ!!」


    　背中から、盛大な銀河の罵ば声せいが追いかけてきた。


    



    　[image: ]くし[image: ]なだ総合病院は高たか原ばる駅の北、喧けん騒そうなビジネス街と閑かん静せいな住宅街のちょうど中間地点に位置している。昏こん睡すい状態となった生徒たちは、全員がこの病院に収容されていた。大人数の昏睡状態の患者に対応できるだけの設備があるのは、このあたりではここしかない。


    「はい、どうぞ」


    　病室のドアをノックすると、婦ふ設樂しだら操みさおの落ち着いた声が返ってきた。ドアを開けると、窓際の机で教科書とノートを広げる彼女の姿がある。そして中央のベッドには、医療用チューブにつながれた卓たく二じが横たわっていた。


    　操に対し、「今日きようも来てたんですか」「早いですね」などの言葉は不要だ。彼女は面会で許可されているすべての時間を、卓二が眠るこの部屋で過ごしている。


    「昨日きのう来なかったから、どうしたのかと思ったら」


    　大して驚いたふうもなく、斗和の顔を見た操が言う。制裁を受けてから一日が経たち、だいぶ腫はれが目立ってきていた。斗和は変に重くならないように気を遣いながら、その話をする。


    「……そう。ごめんなさいね。なんの力にもなれなくて。せめて、私があの力を自由に使えれば……」


    　操が沈んだ声で言う。操の異能力は、猫ねこ蜘ぐ蛛もに嚙かまれ瀕ひん死しの状態となったあのときしか発動していない。今は沈黙したままだ。寧ね々ね音ねのときと違い、異能力の名前を思い出していないことから、まだ未み覚かく醒せいの状態なのかもしれない。


    「いえ。前も話したとおり、操先輩が異能の力を使えたとしても、化け物の存在を証明することにはなりません」


    　化け物に襲おそわれたとの主張は、同じ記憶を持つ操もしてくれていた。けれども、仲のよい二人が同じ主張をしたところで、口裏を合わせただけだと思われ、説得力がない。そして操が異能力を使えることを主張したとしても、化け物との因いん果が関係がはっきりしないため、証しよう拠ことはならなかった。悪夢を見たショックで、異能力に覚かく醒せいしたのだという理屈も同時に成り立つからだ。


    「そういえば、転校の件はどうなったのかしら？」


    「あれ？　話していませんでしたっけ？」


    「ええ。だいたいのことは聞いていたのだけれども、最終的にどうなったのかは教えてもらっていないわ。結局のところ、執事になることにしたのかしら？」


    　冗談めかして言う操みさおに、斗と和わは二学期から[image: ]くし[image: ]なだ学園に編入することを伝える。[image: ][image: ]学園は日本初の本格的なデュアルシステムを実現した学校としても有名だ。


    　デュアルシステムとは、学校に通いながら職業訓練ＯＪＴを行おこなうシステムのことで、生徒たちは放課後や休日などに、[image: ][image: ]財ざい閥ばつが運営する企業や団体で労働することが義務づけられる。そして生徒たちの、ほぼ百パーセントが、そのままそこに就職するのだ。


    　[image: ][image: ]財閥はさまざまな業種に関連会社や子会社を持っているため、選択できる職種は多た岐きにわたるのだが、執事やメイドなどの珍しい仕事もあるため、そのことを揶や揄ゆされることが多い。ちなみに最初の一年は、礼節を学ぶ名目で執事やメイドなどの奉ほう仕し業ぎよう、または接客業への職業訓練が必須となっている。


    　授業料もタダであり、制服や教科書なども支給される。斗和のように訳ありで急きゆう遽きよ編入する生徒への対応も非常に柔軟だった。一見してメリットが多いように思える[image: ][image: ]学園だが、世間の評判は芳かんばしくない。


    　まず第一に、生徒のおよそ三割が身よりのない子供や家出している子供であること。[image: ][image: ]財閥は、そんな彼らを社会的支援という名目で半ば強制的に入学させ、自分の会社に都合のいい人材に公然とつくり替えている。そのため裏では、奴ど隷れい制度と陰口を叩たたかれたりもしていた。


    　そして第二に、──先ほどとは真ま逆ぎやくになるのだが、通う生徒の約二割が財閥関連の御おん曹ぞう司しや令嬢であること。彼らは職業訓練といっても、ほとんどが経営や運用に関する方面だ。つまりは一つの学校に、金持ちの子と問題児を抱える歪いびつなヒエラルキーを持った構造となっている。


    　ただ斗和自身も彼の母親も、[image: ][image: ]学園に特段悪いイメージを持っていなかったため、二学期から急遽通える近場の高校として、そこに編入することに決めたのだ。


    「操先輩のほうは、どうなったんですか？」


    　しばらく自分のことを話したあと、斗和は話題を変えた。卓たく二じの病室を離れたくない操は、学校に通わなくても卒業できるよう、教師たちと交渉していた。


    「問題ないわ。何度か行く必要はあるけれども、基本は課題の提出だけで卒業できるわ」


    　それからしばらく操と会話をして、斗和は卓二の病室を後にした。


    



    「おい、なんでテメエがここにいんだよ？」


    　寧ね々ね音ねの病室を出たところで、二つ先のドアへ入ろうとするオレンジ髪と出くわした。昨日きのう斗と和わに制裁を加えた男子生徒だ。


    「……見舞いに来た。おまえは曽そ根ね瓦がわらさんの知り合いだったんだな？」


    　彼が入ろうとしていた病室は、曽根瓦由ゆ貴きの病室だ。自分の至らなさ故ゆえに死なせてしまった少女。彼女を見舞いたい気持ちもあったが、こっちの世界では赤の他人なので、それは控えていた。


    「はあ？　なんでテメエが由貴のことを知ってんだよ？　由貴とはガキのときからの付き合いだが、テメエとの接点はないはずだッ！」


    　オレンジ髪が声を荒らげる。斗和は彼の制服の名札を確認しようとしたが、名前は見えなかった。色から同じ一年だということだけはわかる。


    「笠かさ根ね木ぎ篤あつ志しだ。テメエみたいなクズ野や郎ろうに名前を隠すつもりはねえ。それより俺おれの質問に答えろっ！」


    　斗和の視線に気づいたのだろう、笠根木と名乗った男子は、鳶とび色の目に嫌けん悪おを滲にじませて睨にらみつけてくる。


    「……あの世界で知り合った」


    「──ッ！　今すぐそのふざけた口を閉じろっ！　ここには患者の家族だって来てんだよ。テメエの戯ざれ言ごとを聞いてどんな気持ちになるか、馬ば鹿かは馬鹿なりに察しやがれッ！」


    　笠根木が斗和の胸むなぐらを摑つかみ上げてくる。眼前に迫る鳶色の瞳ひとみは正しき怒りに燃えていた。


    「こらこら、おまえさん方。病院は喧けん嘩かする場所じゃなくて、喧嘩した後に来るところだぞ☆」


    　二人の様子に気づいたナースが注意してくる。笠根木は舌を鳴らして斗和を突き放すと、「二度と由貴の病室には来るんじゃねえ」と言い放ち、室内に消えていった。


    　笠根木は正しい。そして、どこまでもまっすぐだ。だから斗和は何も言えなかった。やるせない気持ちのままナースに謝って、その場を後にする。


    　萌も由ゆ里りの病室へ移動しようとして、斗和は自然と足が止まった。自分はどうして彼女たちを見舞っているのだろう、という根本的な疑問が湧わき上がってくる。


    　化け物に襲おそわれたという自分の言げん動どうが、単なる妄もう想そうや夢の類たぐいであった場合、笠根木の言うとおり、それは萌由里たちを貶おとしめる発言だ。そんな自分に、果たして彼女たちに会わせる顔があるのだろうか？


    　突とつ如じよとして、そんな思いが心臓に絡みつき、棘とげで刺したような鋭するどい痛みを与えてくる。下へ手たなことは言わず、一被害者として振る舞っていれば、まだこんな思いはせずに済んだのかもしれない。圧倒的な現実の前に決意が鈍にぶりそうだ。


    　斗和はなんの気なしに、廊下の窓から見える駐車場を眺めて、──呼吸が止まった。


    　陽光の下、瑠る璃り色の髪が海のようにきらめいている。少女は、真夏の積乱雲のような真っ白なワンピースに紺のレギンス、バラの飾りのある純白の帽子を被っていた。


    　突風が純白を襲おそい、瑠る璃り色の髪が水面みなものように波打つ。そして次の瞬間、風に飛ばされないようにと帽子を押さえる少女と目が合った。瑠璃色の髪に菫すみれ色の瞳ひとみ、誰もが目を奪われるほどの美び貌ぼうの持ち主──。


    　斗と和わは、我を忘れて走り出す。心の中で何度も何度も彼女の名前を呼ぶ。階段を飛び降り、誰かにぶつかりそうになり、背中にナースの怒ど声せいを受けて、少女の幻げん影えいを追いかける。やがて駐車場にたどり着き、四人の少女を引き連れて歩く純白の少女に向かって叫んだ。


    「青あお葉ばぁあああああっっ!!」


    　ぴくりと、少女の足が止まる。その振動で瑠璃色の髪がやわらかに揺ゆれた。


    「やっぱり、青葉なんだな？　目が、……覚めたのか？」


    　少女が静かに振り返る。帽子の陰になっているが、その絶ぜつ世せいの美女たる顔立ちは見間違えるはずがない。少女は青葉萌も由ゆ里りだった。


    　熱く滾たぎった想おもいがあふれ出て、視界を歪ゆがめる。もっとしっかりと彼女の顔を見たいはずなのに、涙に濡ぬれた瞳は、気持ちに反して世界の情報を乱反射する。


    「……先ほど、目が合った方ですね？　彼女の関係者の方でしたか。それは大変失礼しました。我われは青葉萌由里さんではありません」


    　少女が萌由里の顔と声で、自みずからの存在を否定する言葉を告げる。


    「何を、言ってるんだ？　……青葉？」
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    「我は古いにしえより神の意志を授さずかりし神しん悠ゆう言げんが姫ひめ巫み女こ、天あ名な地い鎮ち摩ま響ゆらと称となうる者。人違いです」


    （神悠言？　姫巫女？）


    　唐突な単語に頭の回転が追いつかない。ただただ、萌も由ゆ里りではないと言われたことが、激しく心を搔かき乱してくる。


    「青あお葉ば、何ふざけてんだよ？　今はそんな冗談を言われても笑えるような気分じゃないんだ」


    　ふらふらと近寄っていこうとする斗と和わの前に、亜あ麻ま色の髪をお団子頭シニヨンにした少女と黒髪ロングの少女が、行ゆく手を塞ふさぐように割り込んでくる。


    「邪魔をするな。俺おれは青葉に用があるんだ」


    「下がれ、下げ郎ろうッ！　二度も同じことを言わせるな。このお方は神悠言の姫巫女様。貴き様さまのような輩やからが気安く声をかけてよい存在ではないッ！」


    　黒髪ロングが臓ぞう腑ふに響く声で一喝かつする。


    「そっちこそ下がれ！　俺は貴様らの冗談に付き合う気は──」


    　斗和も強気で言い返そうとしたが、できなかった。突とつ如じよとして体が硬直する。まるで金かな縛しばりにあったように、体の自由が利かない。


    「──まったく、聞き分けのない男っすね。相手がノーと言ってるのにそれを信じないとか、ストーカーの気質ありっすね」


    　突然、背後から聞こえてきた声に、斗和は慌あわてて振り返ろうとするが、意に反してその動きはゆっくりだ。下半身は完全に動かないようだが、上半身は少しだけ動かすことができる。腕は指先にいくほど拘こう束そく力りよくが小さい。


    　程なくして斗和の視界の隅すみに、緑髪と真しん紅くの目を持つ少女の姿が映る。


    「動こうとしても無理っすよ。あたしに影を踏まれた者は、一歩も動けないっす」


    　緑髪が意味不明なことを言う。影を踏むことと斗和が動けなくなることに、なんの因いん果が関係があるのか？


    　そこで斗和は、はたと気づく。少女の全身が淡い緑色の燐りん光こうに包まれていることに。その姿は異能力を発動させたときの寧ね々ね音ねを彷ほう彿ふつとさせた。


    『神悠言の幹部連中はみんな異能力使いだって、姉ちゃんが言ってた』


    　あの世界で滅めつ多た刺ざしにされ死んだ小こ島じま、彼の言っていた科白せりふを思い出す。まさか、こいつらは全員──。


    　斗和は再び正面を向く。純白の帽子の下、鮮あざやかな瑠る璃り色の髪の奥に隠れた姫巫女の顔は、まさに萌由里そのものだ。だが、わずかに雰ふん囲い気きが違う。


    　萌由里も黙っていると近寄りがたい雰囲気を醸かもし出していたが、それ以上に目の前の少女は人を寄せつけない空気アウラを発していた。目め尻じりに朱しゆ色と青色の化粧を施ほどこし、加えて紅こう梅ばいのような鮮明な赤に塗られた唇くちびるは、どこか儀式めいた荘そう厳ごんさを演出している。


    　何より違うのは、その胸だ。目の前の少女は、純白のワンピースを押し上げるほどの豊満な胸をしていた。


    （もしかして、本当に青あお葉ばじゃないのか？）


    　斗と和わの脳のう裏りに疑念が生じる。だがそれは、決してすぐに受け入れられるような事実ではない。萌も由ゆ里りが目覚めたのだと思った。何度も何度も病室に通いながら、彼女が目を覚ますのを願い、夢にまで見た。その可能性が目の前にありながら、受け入れるなんて到底できはしない。


    「──ふざけるな」


    　力尽ずくで足を引き上げようとするが、両足は縫ぬいつけられたみたいに動かない。斗和は思考を加速させる。彼女の異能力が対象の影を踏むことで発動するなら、影の位置を動かせばいい。彼女が踏んでいるのは、斗和の頭部の影。幸いにも上半身は動かすことができる。


    　そう判断した斗和は、身を屈かがめるようにして頭を下げるが、影が彼女の足からはみ出ようとする直前で、頭もそれ以上動かなくなる。


    「無理無理っすよ。あたしの足から影を抜くこともできないっす」


    　緑髪の億おつ劫くうそうな声に、やはりそうなのか、と斗和は思った。上半身を動かしても慌あわてる素そ振ぶりを見せなかったので、その可能性は考えていた。ちらりと前を見る。異能力を過信しているのだろう、少女たちの自分に対する警戒が明らかに弱くなっていた。チャンスは今しかない。


    　斗和は先ほど頭を下げたときに、さりげなく[image: ]かばんの底に両手の指を添えていた。指先は十分に動く。そして両指の力だけで[image: ]を真上に跳ね上げる。頭部は下げたままなので、[image: ]は容易に斗和の頭を覆おおい隠した。


    　その瞬間、緑髪の異能力が消失する。いや正確には、斗和から[image: ]へと拘こう束そく対象を移行する。影の上書き。影は最初に太陽に当たった物体にしか存在しない。この瞬間、斗和の影はどこにも存在しないのだ。


    　自分の代わりに空中に固定された[image: ]の下を駆かけ抜けて、斗和は瑠る璃り色の髪の少女のところに到達した。躊躇ためらうことなく彼女の胸を揉もむ。


    「────え？」


    　少女の驚く顔が印象的だった。すべての荘そう厳ごんさを脱ぎ捨てて、普通の女の子に戻ったかのように、表情が人間味を帯びている。


    「噓うそ……だろ？」


    　彼女の胸を触りながら、斗和は絶望の声を漏もらす。この感触は明らかに本物。つまりは──。


    「きゃぁああああああああああああっっっ！」


    　両腕で護まもるようにして胸を隠した姫ひめ巫み女この絶叫は、どこか遠くから聞こえてきた。ショックのあまり、五感が麻ま痺ひしたようになっている。現実が朧おぼろ気げに霞かすんでいる。


    「ちょっと失礼」


    　別の声が聞こえたかと思った瞬間、斗和の視界が回転する。ややあってから、自分が姫巫女の傍かたわらに立っていた褐かつ色しよくの肌はだの少女に投げ飛ばされたのだと気づく。


    「は、はははは葉は月づきぃッ！」


    　姫ひめ巫み女この上うわ擦ずった声。


    「は、はい！　機械仕掛けの義手デウスマキナ、発動ッ！」


    　刹せつ那な、亜あ麻ま色シニョンの右手が巨大な機械の腕となり、斗と和わの体を摑つかんできた。無機質で圧倒的な拘こう束そく力りよくは、見た目どおりロボットの腕を連想させる。


    「葉月、その無ぶ頼らい漢かんをそのまま握り潰つぶしなさいッ！」


    「はい。──って、えええええっ？」顔を真っ赤かにして涙目になる姫巫女の指示に、亜麻色シニョンは目を丸くする。「だ、駄目ですよ～。握り潰したら死んじゃいますよ、この人」


    「其そ奴やつは我われの体を辱はずかしめたのです。当然の報むくいです。構いません。ぷちっとおやりなさいッ！」


    「まあまあ、姫様落ち着いてくださいよ。たかだか乳を揉もまれたくらいで容よう赦しやのない。それになんですか、そのリアクションは？　神聖さの欠片かけらもない。ほかの信者が見たら幻げん滅めつしますよ」


    　どこか飄ひよう々ひようとした摑みどころのない声。斗和を投げ飛ばした褐かつ色しよく肌はだの少女が、やけに呑のん気きな態度で姫巫女を宥なだめる。土色の髪に翡ひ翠すい色の瞳ひとみは、落ち着いた大人の魅力を感じさせた。


    「し、仕方ないでしょッ！　我は其そ方なたと違い殿方に免めん疫えきがないのですっ！」


    「ではせめて寛容なお心を示してくださいよ。人の上に立つべき人間なのに、『うわ～、この人、心が狭いなぁ～』って思われますよ。主に私から」


    「人の上も何も、この下げ賤せんの輩やからは痴漢の現行犯。命めい師したる我の胸を穢けがすなど、神の御おん身みを穢すも同然。即刻誅ちゆう殺さつすべきです！」


    「いえいえ、姫様の乳はそんな大層なもんでもないでしょう。そんなことを真顔で言ってると、『うわ～、この痛い人だけには仕つかえたくないわ～』って思われますよ。主に私から。それに形あるモノがいずれは壊れてしまうのと同じように、形ある乳はいずれは揉まれる運命。その無常を理解するのも、姫巫女としての務めですよ」


    「深いお話ですね～」


    　葉月と呼ばれた亜麻色シニョンが、心底感心したように目を輝かがやかせる。


    「それに私には、彼が単なる痴漢には思えません。ご覧ください、彼の絶望的な表情を。これが『ぐへへ。姉ちゃん、いい乳してんな』という顔に見えますか？　むしろ激しくショックを受けているように思えます。せめて弁明くらい聞いてあげたらどうでしょう？」


    「睦む月つきの言うとおりでもあるな。だがこの男、もはや弁明する気力もないように見えるが？」


    　黒髪ロングが濃い紫の瞳に斗和の姿を映しながら、吐き捨てるように言う。


    「では僭せん越えつながら、私が状況をもとに動機を推察してみますね」


    　睦月と呼ばれた褐色肌の少女が、わざとらしい咳せき払ばらいをして、斗和の心情を代弁しはじめた。斗和の萌も由ゆ里りに対する想おもい。足繁しげく病院に通い詰め、そのたびに彼女が目覚めることを切に願い、それが叶かなわぬと知って絶望する日々。


    　まるで読心術でも使えるかのように、斗和の心情を的確に代弁し、時には誇こ張ちようした演出や悲壮感を煽あおるような作り話を交えながら、見事な話術で聴衆を同情的な気持ちにさせる。


    　そして、斗と和わが姫ひめ巫み女こと出会った件くだり。萌も由ゆ里りが目覚めたことに対する歓喜、それが否定されたときの感情の落差、すぐにはそれを信じることができない複雑な心境を、睦む月つきはものの見事に表現してみせる。


    「──容よう姿しが瓜うり二つの青あお葉ば嬢と姫様、その最大の違いはなんでしょう？　そう、乳です。この限られた状況において、客観的説得力を持つのは、乳以外ありえないのです。だから彼は決死の覚悟で、邪悪な笑みを浮かべ最愛の人への想おもいを阻はばもうとする皐さ月つきの拘こう束そくを破り──」


    「……あたしって悪役のポジションなんすか？」


    　緑髪が不満げに呟つぶやく。


    「──姫様への接触を防ぐことができなかった、無駄に威圧感だけはある木で偶くの坊とお馬ば鹿かな護衛の間を駆かけ抜け──」


    　睦月の言葉に、黒髪ロングが「うぐっ」と口元を歪ゆがめる。失態を指摘されて、忸じく怩じたる思いなのだろう。


    「え？　神かん無な月づきさんは、お馬鹿なんかじゃありませんよ～」


    「貴き様さまのことだ、馬鹿ッ！」


    　葉は月づきの言葉に神無月と呼ばれた黒髪ロングが吠ほえる。睦月はそんな彼女たちの会話を無視して、拳こぶしに力を入れて話を続けていた。


    「──やっとの思いで、姫様のところへたどり着いたのです。ですが、唯ゆい一いつの希望に縋すがりつく思いで伸ばした手が摑つかんだモノは、彼の心を地獄へと叩たたき落とす非情なるマジもんの乳でした。それは青葉嬢を目の前で殺されたも同じ。思春期という多感な時期に、彼は二度も最愛の人を奪われてしまったのです！」


    「か、可か哀わい想そうそうですぅ～」


    　葉月が瞳ひとみをうるうるさせながら、同情するように言った。


    「それなのに姫様は、自身の軽けい率そつな行動は棚に上げて彼を罵ののしり、名誉を傷つけ、あまつさえ命までも奪おうと。なんですかそれ、姫様は鬼ですかっ！　この冷れい血けつ漢かんッ！」


    「姫様、酷ひどいです～」


    　睦月の言葉に葉月も同意する。姫巫女は偏頭痛に堪たえるかのように眉まゆ根ねを寄せ、額ひたいを押さえていた。


    「で、結局どうするっすか？　いい加減、外は暑いから早く帰りたいっすよ」


    　緑髪の少女が、手のひらで顔を扇あおぎながら面倒くさそうに言った。


    「真ま面じ目めな話、彼が神しん代だいを持っているか確認したらどうでしょう？　彼の名前は日ひの本もと斗和。先ほど偶然目にした報告書によると、あの世界からの生還者だそうです」


    　睦月の言葉に、少女たちは絶句する。それは斗和も同じだった。あの世界。それが何を意味するのか。


    「おまえたち、いったい何を知っている？　化け物のことを知っているんだな？　あの世界のこともっ！　教えろ。青あお葉ばは赤あか峰みねは、キタジたちはどうやったら元に戻るんだッ！」


    「信者でもない其そ方なたに教えることは何もありません。ですが、もしもその体に神しん代だいを持つのなら、我らが同どう胞ほうとして受け入れましょう」


    　姫ひめ巫み女こは、葉は月づきの異能力に拘こう束そくされたままの斗と和わの前にしゃがみ込むと、斗和の額ひたいに指先を触れながら、集中するように目ま蓋ぶたを閉じる。抵抗しようとした斗和だったが、彼女の尋じん常じようならざる気配に、されるがままになっていた。


    　やがて姫巫女はゆっくりと目を開き、疲れたように深く息を吐く。


    「──残念ですが、其方に同胞たる資格はないようです。普通の人間には興味がありません。疾とく失うせなさい。みなさん、帰りますよ」


    「待てッ！」


    　拘束を解かれた斗和は姫巫女を追いかけようとするが、斗和の前に褐かつ色しよく肌はだの少女が立ち塞ふさがった。そして、姫巫女たちに向かって告げる。


    「少しだけ、アフターケアをしてきます」


    「……わかりました」


    　姫巫女は嘆たん息そくしたように言うと、少女たちを引き連れて去っていく。


    　斗和は一瞬だけ迷ったが、睦む月つきが自分と対話する気があるのだと理解すると、彼女の翡ひ翠すい色の瞳ひとみを見つめ返した。


    「さて、今あなたの頭の中にはいくつかの疑問符が浮かんでいることでしょうが、答えられる範囲内で簡潔に疑問を解決しておきますね。まず、入院している人たちの件ですが、私たちにも救うことはできません。あれは人の手に余る厄やく災さいです。諦あきらめてください。次にあなたが経験したことですが、姫様もおっしゃっていたとおり、部外者に話すことはできません。仮にそれを知ったところで、なんら状況が好転することはないですよ。単なる自己満足です」


    「……そんなの、聞いてみなきゃわからないだろ。その情報で多くの人を助けることができるかもしれないんだ」


    「できませんよ」少女は冷れい徹てつに断言する。「それに私たちは慈善事業団体ではありません。ぶっちゃけ部外者がどうなろうと知ったこっちゃないです」


    　斗和はぎろりと睦月を睨にらんだが、すぐに目を逸そらす。あの世界で大切な人とそうでない人をふるいにかけ、多くの生徒を見捨てた自分に、彼女を糾きゆう弾だんする権利はない。


    「次に姫様と青葉嬢との関係ですが、まったくの無関係です。偶然にも同じ容よう姿しと声をしていただけの存在。青葉嬢は姫様のことはおろか、神しん悠ゆう言げんについても一般的なことしか知らないでしょう。姫様はああいう重要なポジションの方ですから、瓜うり二つの方がいると遠回しに監視をすることがあるんですよ」


    「影かげ武む者しや、というやつか？」


    「そこまで血なまぐさい目的ではないです。あくまで保険ですよ。教団の未来に、なんらかの損益をもたらしそうな人物をチェックしておくのは、当然の行為です。……ただ、青あお葉ば嬢の報告を受けているうちに、姫様も少しばかり彼女に情が移ってしまったようですね。その結果が、今のこの面倒くさい状況につながるわけですが。最後に、私から個人的に──」


    　睦む月つきは斗と和わの様子を確かめるようにして、一いつ旦たん言葉を切った。彼女の翡ひ翠すい色の瞳ひとみが、憂うれいを含んだみたいに揺ゆれている。


    「あなたには、なんの責任も罪もありません。自分を責める理由も自身に罰を科す必要もないのです。むしろ、あなたに成すべきことがあるとするなら、今の生活を大切にすることです。日常に戻り、たわいのないことで笑い、新しい恋を見つけ、娯楽と自己研けん鑽さんで時間を埋めていく。それがあなたの役割です」


    「そんなのっ、できるわけがない！　青葉も赤あか峰みねも、キタジだって、ずっとずっと眠ったままなんだ。それを放っておいて──」


    「いい加減にしなさいッ！」


    　感情を剝むき出しにした彼女の怒ど声せいに、斗和はびくりとなった。


    「そんなくだらない理由に、自身の懺ざん悔げに、他人を巻き込むのはおやめなさい。彼らだって、そんなことは望んでいないはずです。それがわからないほど愚おろかではないでしょう。──咄とつ嗟さに皐さ月つきの神しん代だいの弱点をつくほどの機転、私たちの警護を抜けるほどの身体能力、そして目的のためなら痴漢行為すらも躊躇ためらわない大胆な決断力。なるほど、あなたが『自分なら助けられたはず』という勘違いをするのも仕方ないかもしれません。ですが、あくまでそれは普通の人と比べた場合です。チンピラ程度ならまだしも、化け物や神しん代だいを持った私たちには到底及びません。普通の人間に、他人を護まもることなどできないのです。自分の身を護るので精いっぱい。それがあなたたちの限界なのです」


    　斗和は反論できなかった。心臓を撃ち抜かれたようなショックを受ける。確かにそうだ。操みさおは偶然生き残れたにすぎない。自分は結局、誰一人として助けることはできなかったのだ。


    「人は生きている限り、いくつもの出会いと別れを繰り返します。今回のように唐突な別れ方もあれば、あらかじめ覚悟していた別れ、失恋や喧けん嘩かなどでの別れもあるでしょう。けれども多くの人はそれらの別れを受け入れ、日常に帰り、喜き怒ど哀あい楽らくをもって生活しています。それが人の強さでもあるのです。強くおなりなさい。弱さとは、常に誰かを傷つけるモノ、そんな人たちの存在に気づいてあげてください。少々長話が過ぎましたが、私からは以上です」


    　睦月は座り込んだままの姿勢で呆ぼう然ぜんとする斗和を置き去りにすると、速歩で駐車場を進み、姫ひめ巫み女こたちが待つリムジンに乗車した。


    「申し訳ありません、姫様。少々時間をかけすぎちゃいました」


    「其そ方なたも物好きですね。どうしてそこまで、あの無ぶ頼らい漢かんの面倒を見るのですか？」


    「まぁ、あれですよ。好みのタイプだったんで。子し宮きゆうがキュンとしてしまったわけです」


    「子し宮きゆうって……。其そ方なた男でしょ？」


    「……そういう冗談やめてもらえます？　知らない人が聞いたら本気にするじゃないですか。で、彼が神しん代だいを持っていないというのは本当ですか？」


    「事実です。未み覚かく醒せいなどではなく、完全に神しん代だいがない状態。あの者は神に選ばれなかった、人類の進化についていけなかった、ごく普通の人間なのです」


    　姫ひめ巫み女こはそこで口を噤つぐむと、窓の外を眺めながら心の中で続く言葉を呟つぶやいた。


    （違和感があるとすれば、異常なまでに強い生命エネルギー。あれはいったい……）


    



    　あの後、どんな行動をとったのかは、自分でも覚えていない。気がついたら帰路についていた。頭の中で、ずっと睦む月つきの言葉がリフレインしている。理屈ではわかっていた。けれども、感情がそれを認められずにいた。


    　玄関のドアを開けると、帰宅の気配を察したのだろう妹の一いち花かが、とてとてと足音を鳴らしてやってくる。くりくりとしたエメラルドグリーンの瞳ひとみに、光沢を放つブロンドの髪を後ろで一つにまとめている。一花が跳ねるたび、後ろ髪が犬のしっぽみたいに左右に振れる。


    「お兄ちゃん、ただいま。あんな、一花ね、お兄ちゃん宛あての封筒勝手に開けちゃった。怒る？　怒る？」


    「ああ、ただいま。あと一花のほうは『ただいま』じゃなく、『おかえり』な」いつものように言葉を正しながら、斗と和わは一花の頭にぽんと手を置く。「で、俺おれ宛の封筒って？」


    「新しい学校の案内が入っているやつ」


    　一花が斗和の手を引いて居間に入る。そして透明なガラステーブルの上に広げてある[image: ]くし[image: ]なだ学園の入学案内の資料を指し示した。


    「ほら、これすごいね。お城みたいっ！」


    　興奮したような一花の声。斗和もそれを見て、思わず感嘆の声を漏もらす。[image: ][image: ]財ざい閥ばつが建てた私立高校だけあって、見た目からして普通の学校とは違う。設備の一つ一つが豪ごう奢しやで華やかであり、廊下の照明はシャンデリアだ。


    「でな、お兄ちゃん。ほら、これっ！」


    　一花が見せつけてきたのは、水族館のオープン前内ない覧らん会かいの招待券。一緒に添えてある一枚紙の文章によると、このチケットは編入生向けの特典で、入学前に先輩や同級生の職業訓練ＯＪＴの様子を見ておけということらしい。


    「ねえ？　行く？　行く行く行っちゃう？」


    　身を乗り出してきた一花が、目を輝かがやかせてお尻しりを左右に振っている。


    「こら、一花。『お尻ふりふりダンス』は禁止って言っただろ？　あと、その体勢は胸が見えるっていうのも注意した」


    「いやん。あんたも好きねえ」


    　なんの情感もなく棒読みで一いち花かが答える。しかも、それらの行為をやめる気もないらしい。


    　斗と和わはふうっと息を吐くと、複雑な気持ちでチケットを眺める。銀ぎん河がに癒いやしが必要だと言われ、水族館に誘われたのは昨日きのう。今日きようは褐かつ色しよく肌はだの少女に、日常に戻るように言われた。そして今、たまたま水族館行きのチケットが手に入り、一花に誘われている。まるで、そこに行くことが運命かのようだ。


    「ねえ、お兄ちゃん。行こうよ。こういうの好きだったでしょ？　絶対楽しいよ」


    　ふと、一花の声こわ色いろが変わったことに気づく。不安そうに揺ゆれるエメラルドグリーンの瞳ひとみの奥には、祈るような気持ちが込められているように感じた。


    　刹せつ那な、斗和は当たり前の事実に気づく。自分はこんなにも、まわりの人に心配をかけていたのだ。自分のことだけに一いつ生しよう懸けん命めいで、そんな単純なことにも気づかなかった。激しい後悔と羞しゆう恥ちの念が押し寄せる。自分はあの日から一度でも、一花の気持ちを考えたことがあっただろうか？　睦む月つきの言った言葉の意味が、ようやく理解できたような気がした。


    「よし、行くか」


    「うほほ～い。やったぁ！」


    　一花がぱぁっと顔を輝かがやかせて、室内を文字どおり跳ね回る。ジャンプするだけでは飽きたらず、側転からバク宙まで披ひ露ろうした。


    「こら、室内で宙返りは禁止って言ったろ」


    「えへへ」


    　注意されたにもかかわらず、一花はうれしそうに舌を出し、こつんと自分の頭を叩たたく。


    「人数は四人までか。母さんは無理だろうな」


    「ほいなら、一花のお友達連れてきていい？　ノマちゃんっていうの。この前、お勉強教えてもらったんだ。そのお礼。すごく頭がいいんだよ。その証しよう拠こに眼鏡めがねかけてるの」


    　斗和は快かい諾だくして、頭のよさと眼鏡は因いん果が関係がないことも、それとなく説明しておいた。


    「あとはお兄ちゃんが操みさおちゃん誘ったら、それで四人だね」


    　一花の言葉に斗和は逡しゆん巡じゆんする。おそらく操は誘っても来ないだろう。同時に、斗和が水族館に行くことも止めないはずだ。けれども、自分と同じであの世界に心を囚とらわれたままの彼女にも、早く日常に帰ってきてほしいという思いもある。


    　そこで斗和は、自分が愚おろかな勘違いをしていたことに気づく。


    「俺おれって本当、馬ば鹿かだな」


    　思わず自じ[image: ]ちようする。


    　操はすでに日常に帰還していたのだ。卓たく二じの隣こそが、彼女のいるべき場所。卓二が学校に行かず病室にいるから、操も学校に行かず病室にいるにすぎない。卓二の隣でゆっくりとした時間を過ごし、卓二の世話をし、毒を吐く。それが婦ふ設樂しだら操の日常だった──。


    「うう～っ。お兄ちゃんがお馬鹿なら、一花はスーパーお馬鹿人だよ。もしかして、一花のお馬ば鹿かがうつったのか？」


    　一いち花かが申し訳なさそうに俯うつむく。半ば本気でそんなことを思っているだけに始末が悪い。そんなことはないよとフォローして、操みさおではなくほかの人を誘うつもりだと伝えた。


    　一花と同じように自分を心配してくれた銀ぎん河が。先に誘ってくれたのは彼女のほうなのに、彼女を放っておいて水族館に行くだなんて、斗と和わにはできなかった。


    「あんな、お兄ちゃん。その天あま音ね川がわって人、デートのつもりじゃないよね？」


    　意外な一花の科白せりふに、斗和は目を丸くする。そんな雰ふん囲い気きはなかったし、付き合いが長いぶん、単に心配してくれただけだろうと思っていた。


    　今の斗和には、そんな気はない。デートの意図であれば、かえって彼女を傷つけてしまうことになるだろう。迷ったあげく、直接電話で尋ねてみることにした。


    「キミは馬鹿なのッ！　急に電話をかけてきたと思ったら何を言ってるのッ！　リア充じゆうくんも地に落ちたものねッ！　なんでもかんでも恋愛ごとに結びつけるのは、モテない男のすることよッ!!」


    　凜りん然ぜんとした声で銀河が否定してくる。動どう揺ようした感じはまったくない。思わず斗和が苦笑いを浮かべてしまうほどだ。そのまま水族館に誘うと、いくつか小言を言われたあと、「仕方ないわねッ！」と了承してくれた。


    　電話を切ったあと、わずかに気持ちが高こう揚ようしていることに気づく。なんだかんだいって、どんな状況であれ、人の心は死んだりはしないんだな、と斗和は思った。


    



    　　　＊　＊　＊


    



    「ど、どど、どどどどどどどうしよぉおおおおっっっ!!」


    　銀河は携帯電話に向かって絶叫する。頭の中が真っ白になって、こんがらがって、気づいたら親友の菜な草ぐさに電話していた。


    「へえ～、よかったじゃない。チャンスよチャンス。何が問題なの？」


    「だって、たぶん、絶対、私が斗和くんのこと好きだってバレたと思う。すごく動揺しちゃったし、自分でも何言ってるかわかんなかったし」


    「話が早くていいじゃない。つーか、私が個人的に心配なのが、銀河の『動揺』したって言葉。前も言ったと思うけど、銀河の『動揺』って本当わかんないんだからね。私だからギリギリ気づくレベル。ちゃんとデートって答えたんだよね？」


    「……言ってない」


    「はぁ？　なんで？　馬鹿じゃないの？」


    「反射的に否定しちゃった。だって、いきなりだったんだよ。断ことわられたときのこと思い出して、お布ふ団とんで泣いてたときに突然だよ？」


    「うわ～、なんか斗と和わくん、絶対気づいてない気がする。[image: ]かけてもいい」


    「ええっ！　だって、嚙かんだし、声も裏返ったし、なんか変なこと口走ってたし」


    「あんたが動どう揺ようしたときのビデオを撮って、一度あんたに見せてやりたいわ。ただでさえ悪い目つきがさらに鋭するどくなってるし、声は凜りんとして演説したようになるし。それを気づけって、普通の人には絶対無理無理。でもまあ、よかったよ。斗和くんがそんな気になってくれてさ。正直、最近の彼ちょっと怖かったからさ。なんだろ？　まるで教室に一匹の獣けものがいるみたいな。──あ、ごめん。なんか変なこと言ったみたい」


    「ううん」


    　実のところ、銀ぎん河がも同じことを思っていた。彼がまるで、自分たちと同じ人間じゃなくなってしまったみたいな恐怖。だからこそ、斗和には『癒いやし』が必要だと強く感じていたのだ。


    「あとさ、話は変わるけど、斗和くんをお持ち帰りするときは気をつけなさいよ」


    「なななな、何をおおおってんにょッ！　ぶぼっ、ばばばばっかじゃにょいぼッ！」


    「お、その『ッ！』を連発するしゃべり方、さては動揺してるな？」


    「そ、そうよ。どこからどう聞いても、言葉が詰まったり嚙んだりしてたでしょ？」


    「いや、全然まったく。まるで政治家の演説みたいだったよ。だから私じゃないと気づかないって。そんなことはどうでもいいんだけど、……ほら、最近ぶっそうだから、さ」


    　銀河は押し黙ってしまった。菜な草ぐさが何を心配しているかわかったからだ。


    「大丈夫よ。確かに私、ああいうの許せないし、思うところはあるけど、自分から危険になるようなことはしないよ。夜道も気をつけるから」


    　それから少しだけ言葉を交わして、銀河は電話を切る。自室に置いてあるテレビをつけ、チャンネルを変えると、ちょうど例の事件をやっていた。


    「──先週から連続して起きている殺人事件ですが、遺体に執しつ拗ようなまでの危害を加える点が類るい似じしており、警察は同一犯による連続殺人事件だとみています。付近の方々は──」


    　奥歯がぎちりと鳴る。目の奥は憎しみと怒りの感情で焼けるように熱かった。どうして殺人などという野や蛮ばんな行為をする連中がいるのだろうか？　銀河は彼らの存在が許せなかった。自分の過去をめちゃくちゃにした殺人者の存在が──。
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    「正直に言うと寝坊したッ！　ごめんッ！　自じ業ごう自じ得とくだと思うから先に入ってなさいよッ！」


    　と、銀河からやけに凜とした声で電話がかかってきたのは、数分前。寝坊したせいで電車に乗り遅れてしまったらしい。それはそれで入場がちょっと遅れる程度なので問題ないのだが、斗和は今現在、もう一つ大きな問題を抱えていた。


    「お兄ちゃん、この子がノマちゃんだよ。で、ノマちゃん、こっちが私のお兄ちゃん」


    　一いち花かが紹介した少女はなるほど、頭がよいという情報どおり、落ち着いた感じの利発そうな子だ。紺色の髪は肩の長さあたりで、紫色の瞳ひとみに赤い下縁の眼鏡めがねをかけている。


    　けれども斗と和わは、この時点で大きな勘違いをしていた。少女の名前は紺こん野の真ま湖こというのだが、一花の紹介からノマという名前だと思ってしまったのだ。


    「はじめまして」と丁てい寧ねいに頭を下げる彼女に挨あい拶さつを返して、斗和は少女の後ろに立つ人物に視線を向けた。どこか神経質で不器用な感じのする中年男性。


    「あの、……父です」


    　真湖が、申し訳なさそうに紹介する。


    　正直斗和は困惑した。最初はただの送り迎えかと思ったが、どうやら入場する気満々らしい。ちらりと一花に視線をやるが、彼女も知らなかったという感じで小さく首を振る。小学生を外にやるのだ。親がついてくる可能性も考慮すべきだったかもしれない。


    「すみません、勝手についてきてしまいまして。最近娘とこういうところに行っていないものでして」


    　どこか陰いん鬱うつな感じのする笑え顔がおを向けて、真湖の父親が言う。


    「あの、えーと。……ノマさん？」


    　斗和の呼びかけに、真湖の父親は戸惑った様子で「はい」と答えた。本名とは違う名前で呼ばれたので当然の反応なのだが、斗和は訝いぶかしく思った程度で自分が勘違いしているとは思わなかった。


    　そんな彼に斗和は、本日はチケットがないと入場できないこと、チケットの枠はすでに埋まっていることを遠慮がちに伝える。話を聞いているうちに、真湖の父親の表情が暗いものになっていく。やがて、ぎょろりとした目を地面に落とすと、そうですかと口くち惜おしそうに呟つぶやいた。


    「もしかして、チケットが足りないんですか？」


    　そのときだ。隣を通り過ぎようとしていた大学生くらいの集団から、一人の女性が話しかけてきた。紫色のショートヘアに上品な涙形のピアス、薄うす桃もも色のチュニックを着ている。声が印象的で、発声訓練を受けた人のようによく通った。彼女が立ち止まったため、ほかの五人も足を止める。男が三人、女性が三人の集団だ。


    「おおっ、イケメン軍団だッ！　お兄ちゃん、ほら。超絶イケメンに眼鏡のイケメン、あと遊び人っぽいイケメンだよっ！」


    「こら、一花。初対面の人に失礼だろッ！」


    　斗和は顔から火が出る思いだった。まわりを見ると、当の本人たちだけではなく、声が聞こえただろう道行く人たちの失笑まで買っている。


    「遊び人っぽいってよ、御み手た洗らい。小学生にそんなふうに言われるとか、マジやばくね？」


    　集団の中にいた、赤毛で派手な感じの女性がケラケラと腹を抱えて笑う。


    「変に擦すれていないぶんだけ男のフェロモンに敏感なんだよ。やっぱ小学生は最高だぜ。つーか、喜き一いち郎ろうさんが超絶イケメンって何気に評価すごくね？」


    「はぁ、なんと言ったらよいか。……恐れ入ります」


    　喜一郎さんと呼ばれたプラチナブロンドの男性が、恥ずかしそうに頭を搔かく。柔にゆう和わそうで落ち着いた感じのする好青年だ。


    「あの、さっきの質問、──チケットのことですが、ちょっとした手違いがあって足りないんです。こっちは、あと一人来る予定でして」


    　斗と和わはある期待を持って話を戻す。向こうの数は六人。チケットは一枚四人までのはずだ。


    「なら、ご一緒します？　こっちは余ってるので」


    　やはりというか、ありがたい申し出だった。斗和はお礼を言って彼女たちの厚意を受けると、銀ぎん河がを待つ間、自己紹介などをして時間を潰つぶす。紫ショートの女性の名前は日向ひゆうが麗れい子こ。声が印象的であることを伝えると、「昔演劇をやってたんだよね」と答えた。


    　残りのメンバーは、赤毛の女性が鏑かぶら木ぎ峰みね子こ、白はく髪はつで眼鏡めがねの女性が灰はい村むら小さ百ゆ合り。男性陣が超絶イケメン、眼鏡のイケメン、遊び人イケメンの順に、山やま田だ喜一郎、青あお美み空ぞら康やす隆たか、御み手た洗らい順じゆん次じというそうだ。全員が葦あし原はら大学の学生で、文化人類学のゼミを専攻しているらしい。


    　ふと、斗和は思った。


    　文化人類学を専攻しているのなら、神しん悠ゆう言げんにも詳しいかもしれない。


    　日向にそのことを尋ねようとしたときだ。視界の隅すみに白しろ銀がね色の光が映り込んでくる。待ち合わせ時間に遅刻した銀河が、ツインテールをたなびかせて全力疾しつ走そうしていた。


    「はぁー、はぁー。ご、ごめん。はぁー、はぁー。待ったぁ～？」


    　荒い息を吐きながら銀河が謝罪の言葉を口にするが、つり上がった勝ち気な目は威圧感しか与えてこない。なんとなくこちらが責められているような気分になる。本能的な恐怖を感じたのか、一いち花かが斗和の服を摑つかんできた。


    「ねえ、斗和くん。はぁー、はぁー。その子……誰？」


    　銀河が一花をぎろりと睨にらんで尋ねる。一花が小さく悲鳴をあげて、斗和の後ろに隠れた。


    「こいつは俺おれの妹の一花。で、あちらが一花の友達のノマちゃんとそのお父さん」


    「その子が例の遅れてくる子ね？　こんにち──ヒッ！」


    　さわやかに挨あい拶さつしようとした日向が、銀河の威圧的な視線を受けて体を強こわばらせる。


    「その人誰よッ！　まさかお姉さんとか言わないよねッ！」


    　急に凜りんとした声になった銀河に、斗和は簡単に経けい緯いを説明した。説明が終わると同時に、御手洗が軽いノリで謝ってくる。


    「安心しろよ。おまえらのデートを邪魔するつも──」


    「デートじゃありませんッ！」


    「う、ぁ。……すみません」


    　銀河の凜りん然ぜんとした威圧感に、御手洗は萎い縮しゆくしたように謝ってから、斗和にそっと耳打ちする。


    「すまん、なんか怒らせたみたいだ」


    　斗と和わは愛あい想そ笑いを浮かべると、小さくため息をついて、みんなのほうへ向き直る。


    「あの、よく誤解されるんですが、彼女は怒っているわけではなく、ただ単に目つきが物凄すごく悪くて、言い方がきついだけなんです。今も全然怒ってないですよ。だろ？　天あま音ね川がわ」


    　斗和に肩を叩たたかれて、銀ぎん河ががびくっと体を硬直させた。


    「そ、そうよッ！　私のどこが怒ってるっていうのッ！　目玉が曇ってんじゃないッ！」


    「つーか、どう見てもキレてるじゃん」


    　鏑かぶら木ぎがやや不機嫌そうに言う。


    「ほら、天音川。お手」


    　斗和が手を差し出すと、銀河はぽんと右手を置いた。


    「天音川、でんでん太だい鼓こ」


    　銀河は激しく顔を左右に振る。ツインテールが地面と平行にたなびき、彼女の顔に打ちつけている。


    「何かおもしろい駄だ洒じや落れ言って」


    「店頭で転倒したぁあああッ！」


    「ほら。本気で怒ってるなら、こんなことするはずないと思いませんか？」


    　銀河への誤解を解いているうちに開場時間になったので、斗和たちは入場の列に並ぶことにした。水族館の入り口は建物の二階部分にあり、幅広の階段を上った広場の先にある。低コストで排水処理を行おこなえるメリットがあるため、水族館は海面よりも高い位置に建てられることが多い。


    「あっ」


    　前に立つ山やま田だの後ろ姿に既き視し感かんを覚え、斗和は思わず声を漏もらした。


    「どうしたの？」


    　隣にいた銀河が尋ねてくる。


    「いや、なんか師匠を思い出しちゃって。山田さんの横顔が師匠に似てるような気がしてさ」


    「〝師匠〟って、斗和くんは武術か何かやってるの？」


    　斗和たちの会話が聞こえたのだろう、前にいた日向ひゆうがが興味深そうに質問してくる。


    「いえ、武術の師匠じゃないんです。確かにちょっと喧けん嘩かのコツみたいなのは教えてもらいましたが、どちらかと言えば人生の教師みたいな人で……。自分でも不思議なんですけど、教えてもらったことはふとした瞬間思い出せるのに、顔とかは全然覚えてなくて。記憶にあるのは背中と横顔だけで……」


    「あと、影が何個かあったんだよね？」


    　銀河が、からかうように言う。


    「さすがにそれは記憶違いだと思うけど……」


    　歯切れ悪く応こたえながら斗と和わは、なぜ山やま田だを師匠だと思ってしまったのかを考えていた。すぐにその答えにたどり着く。山田は長身で万人が認めるほどのイケメンだ。子供だった斗和にとって、師匠は途と轍てつもなく大きな存在で、誰よりもカッコよかった。そのイメージに山田がガッチリと当て嵌はまったのだろう。


    



    　──そいつは内心で激しく動どう揺ようしていた。


    　耳に飛び込んできた師匠なる人物の特徴が、自分のよく知る人物と重なったからだ。いや、まず間違いないだろう。なぜなら少年の名は斗和というらしいからだ。それはあの男が、自分に伝えた名前とおそらく一致する。


    　ちらりと少年の様子を見て、心底哀あわれだなと思った。昔の自分と少年の姿が重なる。彼は今、あの男の言葉に疑いを持たず「師匠は常に正しい」という気持ちでいるのだろう。吐き気がするほどの愚おろかしさ。


    　──気が変わった。


    　ここで殺人を犯す気はさらさらなかったのだが、この斗和という少年をからかってみようという気になる。あの少年と会話をした者は即すなわち獲物ターゲツトだ。


    　そいつは誰にも悟られることなく、斗和の様子を観察していた──。


    



    　入場ゲートを通り抜けると、中は清涼な空気で満たされているように感じられた。布張りの天井は降り注ぐ陽光を浴びてか、やわらかな光を落としている。


    　ブルーの制服に身を包んだスタッフからパンフレットを受け取り、全体の構造を素早く把握する。上から見た建物の形状は扇おうぎ形、階層は地下一階から三階までとなっていた。地下は標本やパネルなどの展示場になっているらしい。海に迫り出した砂さ州すの上に建造されているため、水族館の南側は本物の海と接している。


    「ねえ、あの子たちって、私たちと同じくらいじゃない？」


    　銀ぎん河ががスタッフを目で示しながら、小声で話しかけてくる。


    「ああ。たぶん、[image: ]くし[image: ]なだ学園の生徒だと思う」


    　斗和は複雑な気持ちで答える。二学期からは斗和も[image: ][image: ]学園の生徒となり、職業訓練ＯＪＴを行おこなうことになるのだ。自分が将来、この水族館に配属される可能性もある。彼女たちの仕事振りは他ひ人と事ごとには思えなかった。


    　順路に沿って進むと、最初にあるのが直径五〇センチほどの円まるい覗のぞき窓。本館の目玉であるパノラマ大だい水すい槽そうを反対側から覗かせ、この先訪れることになる広大な水中浪ロ漫マンの一部を垣かい間ま見せることにより、期待をふくらませる演出だろう。


    　いくつかの水槽を眺め、三階に上がると、正面の自動ドアの向こうに観覧席が見えた。一いち花かが興奮気味に駆かけ出していき、斗和たちもその後に続く。観覧席の正面にはショープールがあり、トレーナーの指示で元気にイルカが泳いでいる。


    　ショープールのバックに壁はなく、太陽の光をきらきら反射する大海原と、抜けるような青空が広がっていた。海風が潮しおの香りと外の空気を運んできて、隣に立つ銀ぎん河がの銀髪をなびかせていく。まるでプールが海と一体化しているみたいで、開放感あふれるスペクタクルが心を震わせる。今日きようはオープン前なので、ショーをやっていないのが残念でもあった。


    　次に少しだけ道を戻り、左手にあるトンネル水すい槽そうを潜くぐる。その名のとおり水槽がトンネル状になっていて、カラフルな熱帯魚が頭上を泳いでいくのを見上げながら先へ進む。


    　トンネルを過ぎるとそこは、深い海の青に染まっていた。海中のように薄暗い部屋に、ガラス越しとはいえ、大量の海水に満たされた世界が存在している。ふと懐なつかしいような、寂しいような気持ちが込み上げてきた。遺い伝でん子しに刻まれた太たい古この記憶が蘇よみがえり、思いもよらない突然の帰郷に、ノスタルジーを覚えてしまったのだろうか。


    「お兄ちゃん、何これ？　すっごいヘンテコぉ。これがみんな大好きホンソメワケベラ？」


    　斗と和わよりも速いペースで回っている一いち花かが、茶柱のように縦になって泳ぐ無数の魚を指さして言う。一花の隣ではノマちゃんが目を輝かがやかせて水槽を眺めている。その後ろには、水槽ではなく、自分の娘をじっと見つめるノマ氏の姿があった。気のせいだろうか。心なしか表情が沈んでいるように見える。


    「いや、ヘコアユだよ。名前にアユってつくけど、鮎あゆの仲間じゃない」


    「うほっ、お兄ちゃん。こいつ、すげえ。なんか可愛いっ！」


    　しばらくするとまた、一花の呼ぶ声がした。ストローみたいな形状の生物がコミカルな動きをする円柱水槽の前で、ぴょんぴょんと飛び跳ねている。


    「ああ、それはチンアナゴとニシキアナゴだな。縞しま々しまのほうがニシキアナゴ」


    「っていうか、斗和くんすごいね。お魚とか詳しいの？」


    　日向ひゆうがが感心したように話しかけてくる。入るときになって気づいたのだが、入場のタイミングが一緒だと、基本一緒に回ることになるのだ。変によそよそしくするとかえって気まずいので、互いにある程度は会話を交わすようにしていた。


    「いえ、たまたまですよ。一応水族館とか、好きなほうなんで……」


    「ふふん。この俺おれもチンアナゴのことは知ってたぜ」


    　御み手た洗らいが得意げな顔で割って入る。


    「へぇ～。順じゆん次じくんなのに、ちょっと意外」


    「チンとアナで子ができるって覚えるんだ」


    「ねえねえ、斗和くん。あの魚は何かな？」


    「あれはですね──」


    　斗和と日向は聞かなかったことにした。


    



    「……やっぱり、来て正解だった。いつものキミの表情だ」


    　ウミガメ水すい槽そうの前で、ぽつりと銀ぎん河がが漏もらす。斗と和わは驚いて、まじまじと彼女を見た。海中を思わせる世界において、彼女の銀髪とアクアブルーの瞳ひとみは不思議な魅力を放っている。


    　意図して考えないようにしていたのかもしれない。鼓こ動どうが高鳴っているのは、自分でも気づいていた。興奮して楽しんでいる気持ちがあったことは隠しようもない。ここに来るまでは、日常に戻らなければという強きよう迫はく観念に支配されていたはずなのに、それを忘れるほどあっさりと、斗和の心は感動を受け入れている。


    　罪悪感がないと言えば噓うそになる。この変化の軽さが、いまだ眠りから醒さめることのない友人たちに対する裏切りみたいに感じられて、重い自責の念が胸を締めつけてくる。


    「ご、ごめん……。私変なこと言った。気にしないで」


    　斗和の表情に気づいたのだろう、銀河が少し泣きそうな顔で自身の言葉を否定する。


    「いや、大丈夫だ」


    　この感情も含め、乗り越えなければならないことだ。決して大切な人たちのことを忘れることなく、現状を受け入れて、そのうえで自分を心配してくれる人たちとの思い出も大切にしていく。誰もがそうして生きているのだ。


    「天あま音ね川がわ、ありがとうな。君のおかげで、なんとか頑張れそうだ。本当にありがとう」


    「ば、馬ば鹿かじゃないのッ！　キミって節せつ操そうなさすぎッ！　大学生のお姉さんにもデレデレしてさこのエロガキッ！　そりゃ向こうは魅力的だけどッ！」


    　銀河が急に凜りんとした声になる。なぜか唐突に日向ひゆうがの話題を出してきたので、斗和は困惑した。


    「天音川も十分魅力的だよ。水族館は君の個人色カラーとよくマッチしている」


    「キミって馬鹿なのッ！　このタイミングでそんなこと言うッ！　もう抱いてくるわねッ！」


    「は？　抱いて？　え？」


    　斗和の疑問に答えることもなく、銀河は駆かけ出すと、前方を歩く一いち花かを後ろから抱き締めた。足音で銀河の存在に気づいた一花だったが、相手が相手なのでどうしようか迷っているうちに捕まってしまったのだ。


    「ひぃ～ん、お兄ちゃん。顔の怖いお姉ちゃんがぁ、なんかもっと怖い顔になってるぅ！」


    　一花が小刻みに震えながら助けを求めてくる。まるで猫ねこにいたぶられるハムスターみたいだなと思ったところで、急激な吐き気が襲おそってきた。例のあれを連想してしまったのだ。


    　──巨大な猫の化け物。何人もの生徒を肉にく塊かいに変え、卓たく二じや曽そ根ね瓦がわらも殺した存在。


    　大丈夫だ。斗和は自分に言い聞かせる。奴やつは倒した。あんなことは二度とない。この日常を脅おびやかすモノは何もないんだ。


    　なんとか気を持ち直してから進む斗和の視界に、銀河を一本背負いする一花の姿が映った。


    



    　　　＊　＊　＊


    



    （いや～～っ、恥ずかしい恥ずかしい恥ずかしいぃッッ！　恥ずか死ぬうううぅぅ!!）


    　銀ぎん河がは内心で激しく動どう揺ようしていた。頭の中がふわふわっとなって、心臓もバクバク銅ど鑼らみたいにうるさくて、何よりも顔が焼けるように熱かった。


    　──絶対にバレてる。


    　そう確信すればするほど、もう、どうしたらいいかわからないほどの大混乱に陥おちいってしまっている。


    　清きよ水みずの舞台から飛び降りるつもりで誘って、呆あつ気けなく断ことわられて、次の日、向こうから水族館に誘ってきた。前日までにいろいろと準備して、いざ寝ようとしたら興奮して眠れず、やっと眠れたと思ったら例の悪夢で中途半端な時間に起こされた。その結果の寝坊、遅刻。必死に電話で謝って、全速力で走ってきたのに、妹はいるし、[image: ]なぞの美男美女の大学生集団はいるし、何かもう、最初からすべてが失敗してしまったような気がして、暗い気持ちになっていた。でも──。


    「天あま音ね川がわ、ありがとうな。君のおかげで、なんとか頑張れそうだ。本当にありがとう」


    　斗と和わがそう言ってくれたのだ。


    「ばばばば馬ば鹿かじゃにゃはぁッ！　キミってんがせせせんちゅがなさすぎぃいいいッ！」

  



  [image: ]



  
    　あまりにも動揺しすぎて、後半は自分でも何を言ったかよく覚えていなかった。さぞかし自分の顔は真っ赤かになって、変な顔になって、たぶん涙も出ているはずだ。あとウミガメと目が合った。


    　それなのに斗と和わは、まるで銀ぎん河がのハートにとどめを刺すかの如ごとく、自分のことを「十分魅力的だ」と言ってきたのだ。心臓がズキュンと射い貫ぬかれ、頭がショートして真っ白になる。


    「キミよれはひほれッ！　こっこっこタンでふぅッ！　もう私を抱いふぉおおオオオッッ!!」


    　何か物凄すごくまずいことを言ったのだと本能が悟ってか、その場から脱だつ兎との如く駆かけ出す。体の奥底から、ある激しい欲求が湧わき上がってくるのに、それを満たす術すべがわからない。ふと、斗和の妹である一いち花かの姿に気づく。


    　何かのスイッチが入った。


    　自分でも訳がわからないまま、一花を抱き締めていた。力強く抱き締めるたびに、満足感が心と体を包み込んでくる。このままずっと抱き締めていたいな、と思ったところで、銀河はぐるりと重力が回転する感覚を覚え、次に鈍にぶい痛みを感じた。


    　なぜか天井が前になっている。


    　呆ぼう然ぜんとそれを眺めていると、視界の隅すみに斗和の姿が見えた。彼は心配そうに近寄ってきたが、次の瞬間、気まずそうに目を逸そらす。


    　銀河は、彼が最後に向けていた視線の先を追った。そこは自分の下半身。プリーツスカートは[image: ]まくれ上がり、ハイソックスに覆おおわれた太ふと[image: ]ももがＭ字に開いている。しかも間まの悪いことに、ここは水すい槽そう群ぐんを抜けた明るい場所──。


    　恥ずかしさで顔が爆発した。パニックに陥おちいったまま再び走り出す。


    （見られた、絶対に見られたぁあああ！　勝負パンツを見られちゃったあああああっっ!!）


    　あまりにも気まずくて、恥ずかしくて、どんな顔をすればよいかわからない。このまま家に帰ってしまおうかとも思った。そのときだ。


    　誰かと真正面からぶつかり、銀河は弾はじき飛ばされた。激痛に呻うめきそうになるが、自分が再びＭ字に股またを開いていることに気づき、慌あわててスカートを押さえつける。


    「──ってえな。どこのガキだよ」


    「ご、ごめんなさい。──って、キミはッ！」


    　銀河は驚きの声をあげる。そこには見たことのあるオレンジ髪の男子がいた。先日斗和に、暴力を振るっていた奴やつだ。


    「おまえはあんときの、目つきが悪い女ッ！」


    「ちょ、目つきが悪いって何よッ！　それ結構気にしてんだからねッ！」


    　互いに火花を散らして睨にらみ合っていたが、不意にオレンジ髪の視線が銀河の後ろに移動する。


    「──テメエッ！」


    　憎ぞう悪おを含んだ彼の声に、ある種の予感を持って振り返る。


    「……笠かさ根ね木ぎ篤あつ志し、だったな」


    　自分を追いかけてきてくれたのだろう、そこには斗と和わが立っていた。一いち花かをはじめ、日向ひゆうがたちの姿もある。


    「なんで、テメエがここにいるんだよッ！　ふざけんなッ！」


    　嚙かみつくような勢いで、笠かさ根ね木ぎと呼ばれた男子が斗和に詰め寄った。剣けん呑のんな空気があたりを包み込む。


    「ちょっと、私たちがどこにいようが、私たちの勝手でしょッ！」


    　言い返したのは銀ぎん河がだ。斗和は気け圧おされたように押し黙っている。おそらくは再び罪悪感に囚とらわれてしまったのだろう。せっかくいつもの斗和に戻りかけたのに、なんてことしてくれてんのよ、と銀河は腹立たしい気持ちになる。


    「へぇ～。私たち、ねぇ。本当に最悪だよな、テメエはよっ。さんざん迷惑なことほざいておいて、結局は女の同情引くのが目的だったのかよッ！　やっぱ腐ってもリア充じゆうだよなっ！　頭ん中はそのことだけかよッ！」


    　笠根木が心底見下したような視線を、斗和と銀河に投げつけてくる。


    「何よ、キミだって女連れじゃないっ。人のこと言える立場じゃないでしょッ！」


    　笠根木のほうも、女子が二人とほかに男子が一人の四人組で来ていた。大切な人が入院したままなのに、遊びに来ているのは向こうも同じなのだ。


    「違うよ、篤あつ志しは俺おれらが無理やりに連れ──」


    「おい、タマ。余計なことは言うんじゃねえ！」


    　連れの一人が弁解するのを、笠根木の怒ど声せいが制する。けれども途中まで聞こえた科白せりふで、彼も斗和とまったく同じなのだと理解できた。途端に銀河は、言うべき言葉を見失ってしまう。


    「──はい。そこまでにしましょうか？」


    　突とつ如じよ割り込んできたのは、やわらかく澄んでいて、それでいて頼り甲が斐いのある声。山やま田だだった。彼は如じよ才さいない笑え顔がおをつくって、斗和を護まもるように笠根木の前に立ちはだかる。


    「な、なんだよ、あんたは？」


    　笠根木がやや怯ひるんだように言う。見知らぬ大人に介入され、しかも山田の身長は高く、超絶イケメンと評されるほど整った顔立ちをしているのだ。気後れするのも無理がないと思う。


    「ただの客ですよ。そして客の一人として言わせてもらえれば、大声で喧けん嘩かするのはやめてくれませんか？　せっかくの楽しい気分が台なしになってしまいます」


    「だって、コイツは──」


    「どんな理由があってもです。少なくともほかのお客さんには関係のないことでしょう。君たちの確かく執しつについてどうこう言うつもりはありません。ただここにいる間だけ、互いに無視することはできませんか？　嫌いなモノを排除しようとする行為は、イジメと同じですよ」


    　笠根木も自身の言げん動どうを大人おとな気げないと思ったのだろう、しぶしぶといった感じで山田の提案を受け入れると、足早に順路を先行していった。


    　山やま田だにお礼を言い終えた斗と和わの横に移動して、銀ぎん河がは小声で「ごめん」と謝る。自分が逆方向に駆かけ出してしまったせいで、笠かさ根ね木ぎと遭そう遇ぐうし、斗和たちの気分を台なしにしてしまったのだ。申し訳ない気持ちで泣きそうになる。


    「気にしなくていいよ。俺は大丈夫だからさ。天あま音ね川がわこそ、変な誤解をさせたみたいで悪かったな」


    　斗和は無理に笑おうとするが、表情は暗く翳かげったままだ。銀河の胸に鈍にぶい痛みが走る。


    　やや時間をかけて三階のサイエンスラボを観賞し、一階のパノラマ大だい水すい槽そうへと続くスロープを下る。真っ暗な通路はまるで深海に潜もぐるようで、蛍光ライトで白く浮かび上がる自身の服を見て、一いち花かがはしゃいだ声をあげる。彼女も先ほどまで、斗和を心配するような表情を浮かべていた。おそらく意識して陽気に振る舞うことで、斗和を元気づけようとしているのだろう。


    　パノラマ大水槽のある空間は照明が落としてあり、ほとんど真っ暗で数メートル先の人の顔すら見えない。その中央に、青白い光を放つ海の王国が存在していた。さまざまな種類の魚たちが悠々と泳ぎ、巨大な鮫さめやエイなどが人間を圧倒するかのように白い腹を見せつけてくる。個性あふれる魚たちが織りなす大自然の営いとなみは、見る者の心を真水で洗うかのようだ。


    　次に銀河たちは、地下展示場へと移動した。


    「お兄ちゃん、お兄ちゃんっ！」


    　銀河が斗和と二人で水槽の洗浄システムに関する説明パネルを眺めていたら、奥の広場から一花の元気な声が聞こえてきた。実際の薬剤が入っているらしい黒いポリタンクの向こうに、手を振る一花の姿が見える。


    「うっひゃらほーっ！　ロボットだぁっ！」


    　斗和と一緒に声がした場所に向かうと、卵のような丸いボディに鋼鉄の手足を持つ、人型のロボットが展示してあった。


    「……これはたぶん、深海探査機『クッシー』のプロモーションモデルだな。すごい、こんなところで見ることができるなんて……」


    　斗和が興奮した子供のように目を輝かがやかせながら呟つぶやく。


    「へぇ～。深海探査機って、こんなロボットみたいな形してるんだぁ。なんか、もうちょいミジンコみたいな形だって思ってた」


    「ミジンコって……」斗和は軽く口元を緩ゆるめてから、「でも、イメージはそっちのほうが正しいよ。実際にこいつで海に潜ることはないんだ」


    「えっ？　そうなの？」


    「性能的に潜ることはできるらしいけど、それなら人型にする必要がないしね。要はプロモーション用っていうか、超日本都市が海底で発見されたときに海底探査機も世間の注目を浴びたから、[image: ]くし[image: ]なだ財ざい閥ばつが自社のロボット技術の宣伝のため、遊び半分でこいつを開発したんだ」


    　そのためか、ロボットの脇わきには超日本都市関連の資料が展示されていた。


    「ねえ、これってスピーカーじゃない？」


    　超日本都市の一部とされる石片の展示写真を見て、銀ぎん河がは思わず声をあげる。無数の穴が開いた丸いプレートは、テレビやラジオについているスピーカーの形状を想起させる。


    「確かにそう見えるな。模様か偶然の産物かはわからないけど、ここまで形が似るのもおもしろいね」


    　斗と和わに言われて、銀河は初めて気づいた。常識的に考えて、二千年以上前にスピーカーが存在するはずがないのだ。それ以前に石片では機能的にも無理だろう。彼の言うとおり、古代人が描えがいた模様が、偶然似てしまっただけのモノに違いない。なんて頭の悪い発言をしたのだろうと、途端に恥ずかしい気持ちになる。


    　──このときは、誰もが銀河や斗和のように考えていた。超日本都市の調査員や研究者たちでさえ、同じように思っていた。二千年以上前にスピーカーなるモノが存在するはずはないと。遙はるか昔に海に沈んだ巨大都市の科学技術が、現代の水準を凌りよう駕がすることはないと──。


    



    「シースルーエレベーターって書いてあるだろ。たぶんこれ、通常のエレベーターとは違って、水すい槽そうを覗のぞき見る感じになってるんじゃないかな。乗ってみないか？」


    　順路に従って、一階のパノラマ大水槽の東側に出たところで、斗和が話しかけてきた。


    「でもこれ、上に戻っちゃうんじゃない？」


    「うん。だから、上まで行ってまたこれに乗って戻ってくる。使っている人はいないみたいだから、大丈夫じゃないかな？」


    　なんとなくシュールな行為に思えたが、斗和が楽しそうにしていたので銀河は快かい諾だくした。


    「一いち花かも乗るだろ？」


    　すぐに返事はなかった。彼女のエメラルドグリーンの瞳ひとみは、パノラマ大水槽前の真っ暗な通路を不安そうに眺めている。


    「一花は後で乗るね。なんかノマちゃんがお父さんと一緒にトイレに行っちゃったから、ノマちゃんが来るまで待ってるの」


    　そういえば、と銀河は思った。いつの間にか、ノマちゃんとその父親の姿が消えている。なぜか嫌な予感がした。あえて言わなかったのだが、ずっと彼女の父親の様子が変だったのだ。まったく楽しんでいる素そ振ぶりは見せず、まるで亡ぼう霊れいのように、じっと睨にらむようにして娘の姿を凝ぎよう視ししていた。体調でも悪いのかな、と単純に考えていたのだけれど……。


    「日向ひゆうがさんたちはどうします？」


    　エレベーターの行き先ボタンをすでに押した状態で、斗和が日向たちにも声をかける。


    「わぁ、なんかおもしろそう。ねえ、喜き一いち郎ろうさんも一緒にどうですか？」


    　山やま田だは日向たちより年上なのだそうで、彼女たちから敬語を使われている。対する山田は、誰に対しても敬語だ。


    「そうですね。行きましょうか」


    　斗と和わと二人っきりになれなかったことに、銀ぎん河がは人知れず落胆する。ほかの御み手た洗らいたち四人は、大だい水すい槽そう前のベンチで休きゆう憩けいするとのことだった。


    　エレベーターはパノラマ大水槽の中にあった。前面を透明なアクリルガラスが覆おおっていて、まるで自身が海中にいるかのような興奮を覚える。ゆっくりと上昇するに従って俯ふ瞰かん気味になる海中の様子は、ＳＦ映画に出てくる水中都市のエレベーターを連想させ、鮮烈な刺激を与えてくる。天井には天の河をイメージしたみたいなカラーＬＥＤが配列されており、星空のように優しく瞬またたいていた。幻想的な美しさに、銀河は思わず感嘆の声を漏もらす。


    「私たちは、こっちから帰るね」


    　三階に到着すると、日向ひゆうがと山やま田だはエレベーターを降りていった。彼女たちは再びウミガメ水槽の前を通って、パノラマ大水槽まで戻るそうだ。


    「やっぱり、エレベーターの上下移動って気が引けるのかな？」


    　二人の背中を眺めていた斗和が、申し訳なさそうに言う。その表情が子供っぽくて、銀河は思わず笑ってしまった。


    「違うんじゃないかな。たぶんだけど、日向さんは山田さんのことが好きなのよ。二人っきりで歩きたかったんじゃない？」


    「そうなのか。確かにお似合いだよね、あの二人」


    　言って、斗和がドアを閉める。そこで初めて、銀河は斗和と二人きりになってしまったことに気づく。途端に心臓がばくばく鳴りはじめて、何か言わなきゃと気ばかりが焦あせってしまって、──気がついたら一階に戻ってきていた。


    



    　そして平へい穏おんは、突とつ如じよ崩ほう壊かいする。


    



    「うわぁぁあああああああああああああああああああああああああッ!!」


    　絶叫が館内に響き渡る。臓ぞう腑ふを揺ゆさぶるような上うわ擦ずった男性の声。


    「人がっ、人が死んでるっ！」


    　動どう揺ようが人々の間を波のように伝わっていき、ざわざわと緊迫した空気が漂ただよいはじめる。


    　どくん、どくん、どくん。


    　銀河は鼓こ動どうが速くなるのを感じた。それは斗和に感じるのとは全然違う、暗く締めつけられるような痛みを伴ともなう音。過去のトラウマが襲おそってきて、頭の芯しんが痺しびれたようになる。気を抜けば、このまま失神してしまいそうだ。


    「一いち花かッ！　一花、どこにいるッ！」


    　隣で斗和の声が爆はぜる。彼の力強い声に、銀河の精神が理性を取り戻していく。


    「天あま音ね川がわはここにいろ！　一花がどこにもいないんだ。悪い予感がするっ！」


    「待って、斗と和わくん。私も一緒に。お願い、一人にしないでッ！」


    　彼は驚いて銀ぎん河がのほうを見る。そして次の瞬間、銀河の手を取って、壁のように立ち塞ふさがる人垣の群れを搔かき分けていった。銀河の過去を知る彼だからこそ、銀河の今の心情を正確に察することができたのだろう。


    「死んでるって、なんで？」


    「なんか刺されたみたいだよ」


    「例の連続殺人事件の犯人かも。もしかして、ここにいるんじゃ？」


    　人の横を駆かけ抜けていくたび、恐ろしい言葉が銀河の耳に飛び込んでくる。なんとなくそんな予感はあった。人が死んだと聞いた瞬間から、それは殺人じゃないかと。この中に連続殺人犯がいるかもしれないと。ならば、そいつは敵だ。絶対に許すことのできない、銀河の仇かたき。


    「天あま音ね川がわはここにいろ。気持ちはわかるが、ここから先はかえって危険だ」


    　斗和の手が離れていくのは恐ろしかったが、手をつないだままだと、いざというとき斗和の邪魔になってしまうことを理解する。


    　死体があるのは大だい水すい槽そうの西側の出口の先、障がい者用のトイレの中らしい。遠巻きに人が見守るなか、斗和は堂々と歩いていき、現場へと乗り込んだ。程なくして斗和が戻ってくる。


    「普通の死体だった。おそらく他殺体の。刃物だと思うが、それで滅めつ多た刺ざしにされていた」


    　どくん、と銀河の心臓が暗い音を鳴らす。嫌な感じだ。


    　斗和は言った、普通の死体だと。それは明らかにおかしい単語。滅多刺しの死体を普通と言う彼の神経がわからない。ならば普通ではない死体とは、どんなモノを言うのか。しかも斗和は冷静に死体の検けん分ぶんまで終えて、その精神に微み塵じんも動どう揺ようがないように見受けられる。


    　銀河は彼を遠くに感じた。異い邦ほう人じんのように、決してわかり合えない存在のように思えた。


    「死体は、ノマさんだった」


    「──え？」


    　銀河の呼吸が停止する。殺害されたのはノマちゃんの父親だというのだ。ならば、一緒にいたはずのノマちゃんはどうなったのだろうか？　それに一いち花かは？


    「ノマちゃんの姿はどこにもなかった。一花の姿も。一刻も早く二人を捜す必要がある」


    　斗和の力強い声。銀河は、彼のことをどこか恐ろしく感じたはずなのに、同時に誰よりも頼り甲が斐いがあって安心できるような、矛む盾じゆんした感情を抱いだく。


    　──そのときだ。


    　ピィンと弦を弾はじくような耳鳴りがした。自身が浮き上がるような、不思議な感覚。どこか別の場所に連れてこられたみたいな違和感がある。確かめるように周囲を見回すと、明らかに人の数が減っていた。先ほどの半分くらいの数しかいないように思える。急に恐ろしくなって、斗和に縋すがりつこうとする。だが──。


    　斗和は別人のように青ざめた顔をしていた。血走った目はまるで獣けもののようで、どす黒い感情の波動が、ぞっとするような形ぎよう相そうをつくりあげている。目の前の少年は、全然知らない別の何かに思えた。


    「斗と和わ……くん？」


    　銀ぎん河がは恐る恐るといった感じで、昔から知っているはずの少年の名を呼んだ──。

  



  
    



    


    　　　第二章　その紺色は迷宮を駆かける


    



    　なぜそれが理解できたのか、斗と和わは自分でもわからなかった。


    　五感が、第六感が、世界の違和感を感じ取り、不気味に蠢うごめきはじめた濃厚な死の気配に、激しく警けい鐘しようを打ち鳴らしている。


    　不ふ穏おんな空気を敏感に察した肌はだが呼吸を潜ひそめ、全身に息苦しいような緊張を覚えた。動どう悸きが激しくなり、視界が真っ白に染め上げられていく。手足は震えて、手足の先から急速に感覚がなくなっていく。濃厚な血の臭においがした。不快に鼻び孔こうの奥を刺激し、乗り物酔いみたいに最悪な気分にしてくれる。


    　電車が走り抜けるようにして、葦あし原はら第二高校で体験した壮絶な戦いの記憶がフラッシュバックする。連写カメラで撮ったみたいに、その凄せい惨さんな記憶の風景を斗和の精神に刻みつけてきた。生徒たちの死が、無念の表情が、斗和の心を暗くら闇やみの底に引きずり込もうとする。怨えん嗟さの声が耳に取り憑つき、脳を揺ゆさぶるように鼓こ膜まくを震わせてくる。


    　だが、それら負の記憶が嵐あらしの如ごとく斗和の精神を搔かき乱していったあとは、静かで冷たく、それでいて強烈な感情だけが残った。そいつが神経を伝わり、手足の筋肉に染み込んでいき、十じゆう全ぜんに肉体を機能させる。意識がクリアになり、五感がカチッと世界にマッチする。


    　あの世界から生き延びることのできた斗和のすべてが、戦うための準備を完了させる。


    「斗和くん、大丈夫？」


    　銀ぎん河がの心配そうな声が聞こえたが、斗和は無視した。携帯電話を取り出して、圏外になっていることを確認。素早くあたりを見回して、最大の変化に気づく。


    　先ほどまで数十種に及ぶ魚が優雅に泳いでいたパノラマ大だい水すい槽そう。今はそこに魚が一匹もいなかった。さらに中の植物が、のっぺりとした黒に変色している。あのときと同じように──。


    （──一いち花か）


    　斗和は心の中で、行方ゆくえ知れずとなった妹の名前を呼ぶ。おそらく一花たちは無事だろう。ノマ氏が死んでいた位置以外には血けつ痕こんらしきものはなかったし、一花は自分よりも遙はるかに運動能力に優れている。無事に逃げ果おおせたか、逆に犯人を追いかけている最中かもしれない。武器を持った程度の大人ならば、一花の敵ではなかった。


    　だが、ここには異能力を持つ人喰くいの化け物がいるのだ。その化け物たちと一花が遭そう遇ぐうしてしまったら？


    　考えるまでもない。奴やつらの身体能力は人間を遙かに凌りよう駕がし、異能の力は物理法則をも捻ねじ曲げる。人間の優劣など、化け物にとってはドングリの背比べでしかないのだ。


    　確かに、一花がこの世界にいない可能性もある。前回の惨さん劇げき──葦原第二高校で見えない壁に閉じ込められたときも、三分の一程度の生徒たちは元の世界にいたままだった。だが、そうでなかった場合は──。


    　ぎりり、と奥歯が鳴る。早く一いち花かと合流し、彼女を護まもらなければ。


    『──普通の人間に、他人を護ることなどできないのです』


    　唐突に睦む月つきの言葉が甦よみがえる。


    （違う。そんなことはないはずだ）


    　斗と和わは心の中で否定した。そんなことは許されない。どんなことがあっても一花たちを護り抜いてみせる。生きて、手を取り合って、一緒にここから帰るのだ。


    「銀ぎん河が、君も必ず俺おれが護ってみせる。信じて、ついてきてほしい」


    「う、うん」


    　しおらしく頷うなずいた彼女の震える手を取ると、斗和はパノラマ大だい水すい槽そうの前まで移動する。真っ暗で客たちの表情は覗うかがえなかったが、視線が自分に集中してくるのだけはわかった。


    　一刻も早く一花たちと合流したい気持ちもあるが、この名も知らぬ客たちを放っておくこともできなかった。全員を助けられるとは思わない。けれども情報を与えることで無駄な行動を避け、効率的な対策をとることができるはずだ。


    　斗和は言葉を口にする順番を整理して、叫ぶように言った。


    「この中で個人色カラーが金とエメラルドグリーンの女の子を見かけた人はいませんか？　小学五年生で、黒のタンクトップに白い肩出しのミニジャケット、ピンクのショートパンツを穿はいています」


    　先に一花の目撃情報。客が混乱すれば、誰も答えてくれない可能性がある。


    「その金髪の子なら、そこから二階へ向かったわよ」


    　奥のほうで黒い影が動く。そのシルエットから指さした方向は確認できた。


    「そんなことより、何が起こってるんだ？」


    　中年男性らしき野太い声が飛んでくる。斗和としては、次に言うつもりだったのだが、先に指摘を受けたかたちとなってしまった。深く息を吸い込んでから、その事実を告げる。


    「みなさん、聞いてください。今この水族館は見えない壁によって封ふう鎖さされ、人喰くいの化け物が跋ばつ扈こする世界へと変わりました」


    「え？」


    　傍かたわらの銀河が驚いた顔を向けてくる。斗和はそれを無視して言葉を続けた。


    「化け物たちをすべて倒さない限り、ここから外に出ることはできません。外部に助けを求めることも不可能です。この中で不思議な力を使うことができる人は正直に名乗り出てください。それが、みんなを救うことにつながるんです」


    　客たちは戸惑いの反応を見せる。当然だろう。いきなり化け物の話をしても信じてもらえるわけがない。「あいつ頭キモいんじゃね」などの[image: ]ちよう笑しようする声も耳に届く。


    「テメエは何ふざけたこと言ってんだよッ！」


    　凄すさまじい怒ど号ごうが飛んできた。聞き覚えのある声。人垣を割って最前列に現れたのは、鳶とび色の瞳ひとみに怒りの炎を宿した笠かさ根ね木ぎ篤あつ志しだった。


    「そこで実際に人が死んでるんだよな？　なのにテメエは、またそんなくだらねえ妄もう想そうを吐くのかよっ。殺人犯がいるかもしれねえって、みんなが不安になっているときに。見えない壁？　人喰くいの化け物？　いい加減にしろよッ！」


    　彼の科白せりふで斗と和わは、自分が致命的な勘違いをしていたことに気づく。通じない携帯電話、消えた魚と一部の客たち。みんなは、その答えを知りたいのだと思い込んでいた。だけど、違った。彼らにとっての非日常は、たった一体の死体のほうなのだ。


    「今はそれどころじゃない。殺人犯よりも恐ろしい人喰いの化け物がいるんだ。携帯を見ろ。圏外になっているはずだ。それに魚の姿もないだろ？　消えた人もいるはずだ。これが普通の状況に見えるのか？　俺おれたちの常識を超えた現象が起こっていることの証しよう拠こだッ！」


    　周囲の客がざわつきはじめる。魚や人が消えたことに違和感を覚えていた客もいたようだ。


    「はぁ？　それのどこが証拠だよ。テメエは圏外になるたびに化け物とかほざいてんのか？　殺人犯がいるかもしれねえんだ、人がいなくなるのも当然だろ。ちょっと変わったことがあったのを、テメエの都合のいい妄想に結びつけるんじゃねぇッ！」


    「オレンジ兄ちゃん、いいぞ。おまえのほうが筋が通ってらっ！」


    「いくらなんでも化け物はなくない？」


    　笠根木の意見を後押しする声が飛ぶ。ほかにも同意する声が多数。斗和は自分の劣れつ勢せいを感じた。じくりとした痛みが胸に広がる。本当の脅きよう威いは殺人犯などではなく化け物だと、どうやったら伝えることができるのか？　思考が混こん濁だくする。迷いが体を床ゆかに縫ぬいつける。こうしている間にも一いち花かは──。


    （師匠、俺はどうすれば……）


    『斗和、斗和。言葉によって他人の思考や意志を変えられるというのは、自惚うぬぼれた考えなんだよ。人はみな自身の経験や損得勘定に基づいて、彼らにとっての最善を選んでいるんだ。それを無視して自分の意見に従わせようとしても、受け入れてもらえないのは当然さ』


    「でもね、ししょー。知らなくて損することもあると思うんだ」


    　斗和は、遠い昔に出会った青年との会話を思い出す。誰よりも頼れる存在。広い背中に優しい横顔。そして彼に意見する幼おさない自分の声も。


    『そうだね。だから、アドバイスや相手のためになる情報を伝えてあげるのは、とても大切なことだよ。でもね、それに結果を求めることがいけない。向こうも斗和と同じ一個の人間。相手の意志を尊重してあげなければいけないんだ。それは同時に、すべての責任も個人に帰結することを認めることでもある』


    「むずかしいよ、ししょー。どういうこと？」


    『斗和が愚おろかだと思う判断を相手がしても、それを認めてあげるんだ。そしてどんな結果になっても、自分自身を責めないこと。すべて相手の責任。それが尊重という行為だよ』


    「大切な人の場合もそうなの？　損するってわかってるのに？　そんなの嫌だよ、俺おれ」


    『同じだよ、斗と和わ。むしろ人は、大切に思う気持ちが強すぎて他人を尊重しなくなることだってあるんだ。その人が大切ならば信じるんだ。向こうも、こちらの意見を真剣に聞いたうえで判断してくれているのだと。いいかい、斗和。もしそれができないのなら、〝自分は絶対に正しい〟という、愚おろかな考えに陥おちいっている証しよう拠こなんだ。そんな悲しい大人になっては駄目だよ。さもないと、大切なモノを失ってしまう』


    　そう、師匠の言葉は常に正しい。この場で彼らに化け物の存在を理解してもらえると思うのは、楽観的で自惚うぬぼれた考えだ。もう必要な情報は伝えた。これ以上の問答は最悪の結果を招きかねない。今の優先事項は、一いち花かたちと合流し、生き残るために戦う準備をすることだ。


    「天あま音ね川がわ、俺の話を信じてくれとは言わない。俺自身を、信じてくれ」


    　銀ぎん河がは一瞬戸惑った表情を浮かべたが、いつもの強い視線で頷うなずき返してくれた。


    「待て、逃げるのかよっ！　謝罪の一つでもしやがれッ！」


    「うわっ、逃げ出した。マジ最悪。ちょ～ウケるｗ」


    「彼の言うとおりよ。謝罪してくださいっ！」


    　笠かさ根ね木ぎたちの怒ど声せいを背中に受けながら、斗和は銀河の手を引いて走った。黒い影のような客の間を縫ぬって、二階の水すい槽そう群ぐんに突入する。本来はライトアップされているはずのそこは、非常灯と演出用ライトの光を弾はじく海水によって、薄暗い回かい廊ろうとなっていた。前回と同じで、電気の供給が絶たれているのだろう。


    　ただし水族館では、魚などが死なないよう停電対策は万全にとられている。演出上、わざと薄暗くしてある場所もあるため、客たちは今現在、予備電源が起動していることに気づいていないみたいだ。


    　また、魚が消えているのも、単に隠れているだけだろうと思っているらしく、捜すような仕草はしても、違和感を覚えるまでには至っていないみたいだ。


    　水槽が行ゆく手を阻はばむように迫せり出し、ジグザグになっている通路を突き進むと、金髪のおさげをした少女の後ろ姿が見えた。


    「一花ッ！」


    　けれども少女は振り向かない。[image: ]やけるような焦しよう燥そう感かんが襲おそってきて、乱暴に彼女の肩を摑つかむ。


    「斗和くん、その子ッ！」


    　銀河の鋭するどい声が飛んでくる。ほぼ同時に振り返った少女の顔を見て、斗和は初めてそれに気づいた。


    　少女は一花ではなかった。別人だったのだ。隣にいた少女の保護者らしき女性が、「なんですか、あなたは！」と非難の声を浴びせてくる。


    　斗和は謝りながらも、一花を別の誰かと勘違いするほど、自身が心の平静を欠いていたことに驚きよう愕がくしていた。こんなざまで大切な人たちを護まもることができるのだろうか？


    「お母さん、見て。すっごく大きいタコ」


    　少女が斗と和わの後方を指さしながら言う。彼女たちの興味はいまだ観賞なのだ。殺人があったことも、見えない壁に囚とらわれてしまったことも知らない。


    　別の少女を一いち花かと間違えてしまった斗和は、急激に自信がなくなってきた。笠かさ根ね木ぎの言うとおり、ふとした違和感を自分の都合のよい方向に解釈しただけで、ここはまだ日常なのかもしれない。実際に見えない壁や化け物を確認したわけでもないのだ。


    「頭に角つのが生えてるね。珍しい」


    　何気ない少女の言葉。


    　だがそれは、圧倒的な冷気の塊かたまりでもって、斗和の背中を駆かけ抜けていった。パルスが稲いな妻ずまのように走り、思考を活性化させる。突とつ如じよ胸の奥に去来したどす黒い虚きよ無むのような痛みが、命の危機を敏感に伝えてくる。


    　──振り返った先に、そいつはいた。


    　タコの姿に似た、九本の足を持つ化け物。足は途中から蛇へびの胴体へと変化しており、先端には目のない蛇の頭部がついている。少女が頭と言った場所──実際は胴体なのだが、その先端からは、イッカクみたいな螺ら旋せん状の溝を持つ角が飛び出していた。足先まで入れた全長は二メートル程度。


    　何より異質なのは、そのタコの化け物が宙に浮いていることだ。通常ではありえない現象、つまりは異能の力。


    　化け物の体たい躯くが、プールに飛び込む直前の水泳選手の如ごとく折れ曲がり、まっすぐに伸びた角を斗和たちのほうへと向けてくる。次の瞬間、タコの化け物──タンガロアが、打ち放たれた矢のような勢いで飛ひ翔しようしてきた。


    「天あま音ね川がわッ！」


    　咄とつ嗟さに反応できたのは斗和だけだった。銀ぎん河がの腰を抱くようにして床ゆかの上に身を伏せる。


    　銀河の残像を貫つらぬいたタンガロアの角は、その後ろにいた少女の母親の胸を突き刺した。きょとんとした表情の母親は、射い貫ぬかれた力に押されるようにして、仰あお向むけに倒れる。寸刻の後、凄すさまじい絶叫が館内の空気を震わせた。


    　母親の叫びに合わせるかのようにして、蛇の頭部を持つ九本の足がするすると彼女の体に巻きついていく。手に、足に、胴体に。ぎりっ、ぎりっと布が絞られるような音。蛇の胴体の隙すき間まから山のように盛り上がる衣服や肌はだが、奴やつの締めつけの激しさを伝えてくる。そして、鈍にぶい音が響いた。何か硬いモノが壊れる破は砕さい音おん。


    「ぎゃぁああああああああああッッッ!!」


    　母親の悲鳴。見ると、彼女の右手首があらぬ方向へと曲がっていた。いや、それだけではない。


    　ボキッ！　ゴキッ！　ガキッ！


    　耳を覆おおいたくなるような不快な音が鳴り響く。まっすぐだった彼女の右腕が、十センチ間隔でジグザグに折れ曲がっていた。折れた骨の先端が皮ひ膚ふを突き破って、生々しい断面を見せつけてくる。


    　いや、右腕だけではなかった。さらなる破は砕さい音おんが立て続けに起こり、左手と両足も同じようにジグザグとなり、凄すさまじい激痛に母親が激しく痙けい攣れんしている。


    　非道にも手足の先端から順番にへし折っていった蛇へびたちは、使い物にならなくなった彼女の手足を解放すると、次に白目を剝むく彼女の頭部へ七匹が、下半身へ二匹が移動する。


    　蛇たちが一斉に口を開き、その中から醜みにくい芋いも虫むし状の突起物が出てくる。芋虫の先端には人間のような口と歯がついており、ガチガチと歯を鳴らしていた。


    　次の瞬間、そいつらが母親の体に襲おそいかかる。両耳、両目、両鼻と口、性器と肛こう門もん、人が持つ穴という穴へ醜い胴体を侵入させていった。内側から体を喰くい尽くすつもりなのだろう。


    「お母さんッ！」


    　凄まじい捕食シーンに思考を麻ま痺ひさせていた斗と和わは、少女の声で我に返る。少女はもはや助からないであろう母親に駆かけ寄り、タンガロアの足を剝はぎ取ろうとしていた。


    「やめろッ！　そこから離れるんだッ！」


    　斗和の叫びは少女には届かない。そして、少女がタンガロアの足に触れた瞬間、蛇の一匹が反応して、少女の口の中へと侵入を果たす。


    　くぐもった悲鳴をあげて抵抗していた少女が、やがてびくんびくんと体を揺ゆらし、口から伸びる蛇にぐったりと体重を預ける。さらに彼女の下半身がびくびくと痙攣したかと思うと、短パンの裾すそから血で真っ赤かに染まった芋虫が飛び出し、笑うように口を広げてみせた。


    「──くそっ！」


    　斗和は毒づいた。自分の反応が一瞬速ければ、少女のほうは助けられたかもしれない。


    （駄目だ。今は集中しろ。ただ生き延びることだけを考えるんだ）


    　そうだ、と自分の言葉に納得する。この世界には後悔など必要ない。誰かが犠ぎ牲せいになっている間だけ、自分の生き延びる時間が増す、そんな『冷たい方程式』の世界。一度その世界を経験した自分に、今さらきれい事を言う権利などない。


    『──おまえにも護まもりたい奴やつがいるだろう？　そいつを護ることだけに集中しろ。人間の腕は二本しかないんだ』


    　突とつ如じよ、王おう餓がの科白せりふを思い出した。前回の惨さん劇げきのとき、自分の意見に賛同し協力してくれた、兄のように頼れる先輩の言葉。


    　腕の一本は、傍かたわらにいる銀髪の少女のためにある。そして残るもう一本は、最愛の妹を護るためのモノ。だが一いち花かは今、自分の腕の中にはいない。一刻も早く見つけ出すことが今の最優先事項だ。他人の死に飲み込まれている場合じゃない。


    「天あま音ね川がわ、行くぞ。早くここを離れるんだ」


    　斗と和わは強引に銀ぎん河がの腕を引っ張って、薄暗い回かい廊ろうを走り出した。


    



    「あいつ、なんなのいったいッ！」


    　水道水で嘔おう吐とした口を洗い終えた銀河が、叫ぶように言う。魚に触れるサービスを行おこなう『探検ビーチ』では、手を洗うための水道が設けられている。貯水タンクの水が生きているのだろう、まだ使用することができた。トイレにも水場はあるが、さすがに今の状況で袋小路に駆かけ込むのは、自殺行為になりかねない。


    「正体までは知らない。だけど、例の昏こん睡すい状態になった人たちは、この見えない壁で囲まれた世界で、化け物たちに喰くい殺されたんだ」


    　喰われるだけではない。包丁で殺された寧ね々ね音ねや転落死した黒くろ井い澤ざわも同じであることから、この世界で死んでしまうと、昏睡状態になってしまうのだ。


    「……前は全部で四匹いたのよね？」


    　暗い表情で銀河が尋ねてくる。


    「ああ。今回もおそらく、それくらいはいると覚悟したほうがいい。そして、化け物に対抗できる力を持った人も、いるかもしれないんだ」


    　異能力の説明をしながらも斗和は、それが楽観的な希望だと思っていた。そんなに都合よく、異能力者が混じっているわけがない。ふと、一いち花かが以前、幽ゆう体たい離り脱だつができると言っていたのを思い出す。今思えば、あれは異能力の一いつ端たんだったのだろうか？


    　斗和たちの脇わきを、数人の客たちが悲鳴をあげながら駆け抜けていく。至るところから聞こえてくる阿あ鼻び叫きよう喚かんの声が、現状の危機を的確に教えてくれる。


    「動けるか？」


    「うん。……大丈夫。殺人鬼について調べていると、死体の写真とか目にすることあるから……」


    　銀河が気丈な態度で頷うなずき返す。けれども虚うつろな瞳ひとみと血の気の失うせた顔が、彼女の精神が受けたダメージを如によ実じつに物語っていた。


    「入り口横の案内所に行こうと思う。おそらく放送設備があるはずだ。俺おれが知っている情報を、多くの人に伝えるべきだと思う」


    「うん。放送なら妹さんも呼び出せるもんね」


    　銀河の科白せりふに、斗和は頷けなかった。放送できたとしても、どこで待ち合わせるかという問題が生じる。前回よりも狭い敷地に同じ数の化け物がいるのなら、化け物との遭遇エンカウント率はかなりのものになるだろう。おそらく一か所に留とどまれる時間は少ないはずだ。せめてこっちの世界に、一花がいるかどうかだけでも知ることができれば──。


    「なんだよ、あれ……」


    　困惑したような、怯おびえたような男の声が聞こえた。驚きよう愕がくに目を見開いた状態で、先ほど斗和たちが逃げてきた方向を指さしている。ほかにも数人の客が、彼と同じように立ち竦すくんでいた。


    「う……そ？」


    　彼の指さすモノを見た斗と和わの心情を、銀ぎん河がが代弁してくれる。


    　──巨大な水の壁が、世界を飲み込んでいた。


    　通路をすべて覆おおい尽くすほどの圧倒的な水量。深い海のように光の侵入を許さない水の壁の向こう側は、杳ようとして窺うかがい知ることはできない。それが徐々に、こちらへと押し寄せてくる。


    　ありえない現象だった。ここは二階。重力の存在を無視して顕けん現げんする水の領域フイールドは、間違いなく化け物の異能力だろう。


    　──この能力はヤバい。


    　理性と本能の両方で、容易にそれが理解できた。人間が自由に動けるのは、あくまで陸の上だけだ。水中では動きが制限され、呼吸すらままならない。ひるがえって、中にいるだろう化け物は水中戦を得意とするタイプだろう。そうでなければ館内を水で満たすメリットがない。


    　斗和は絶望を覚えた。ただでさえ強力な化け物。まともに戦っては絶対に勝てない相手。それなのに体の自由を奪われた状態では、万が一にも倒せる道理はない。


    　前回は自然界のルールを理解し、一匹の獣けものとなることで生き延びることができた。けれども自然界は、そんな生なま易やさしいものではない。二千年前の世界大災害で地球の約八割が海となってしまった。そこは陸上の生物が生きることのできない過酷な環境なのだ。


    　その理屈は逆の場合も成立する。海の生物は陸上では生きてはいけない。だが──。


    　もしも環境をも変える力を持っていたとしたら、陸上をすべて海に変える力があったとしたら、それはすなわち〝最強〟ではなかろうか？


    「キミ、何してるのっ！」


    　銀河の叱しつ咤たで、斗和は我に返る。ほかの客たちが逃げ出すなか、自分一人が呆ほうけていたみたいだ。


    　斗和は銀河と共に駆かけ出した。幸い水の壁が進む速度はそれほど速くない。走って逃のがれることができるスピードだ。だが、それがなんになる？　もしもこのまま水量が増えていき、水族館が水で埋め尽くされれば、その時点で全員死に絶えるしかないのだ。


    



    　　　＊　＊　＊


    



    　紺こん野の真ま湖こは、一いち花かを連れて地下展示場に逃げ込んでいた。


    　見えない壁により電気が遮しや断だんされ、照明が消えた展示室内は、外海の青を取り入れた一面ガラス張りの南側の窓と非常灯のグリーンにより、幻想的な薄緑色に染まっている。


    　おそらくトイレの殺人事件のせいで、客の流れが止まっているのだろう。地下展示場には、真湖と一花以外誰もいなかった。


    「ノマちゃん、どうしたの？」


    　不思議そうな顔で一いち花かが尋ねてくる。自分と同じ距離を走ったのに、向こうは息一つ切らしていない。


    「逃げなきゃ、あいつが来る前に逃げなきゃいけないのっ！」


    　荒い呼吸のなか、真ま湖こはなんとか言葉を返す。いくら体力がないほうだとはいえ、走っただけでここまで胸が苦しくなることはない。恐怖で心臓が悲鳴をあげている証しよう拠こだ。


    「あいつって誰のこと？」


    　一花がきょとんとした表情で聞き返す。


    　そうだった、と真湖は思った。一花はこの水族館に何食わぬ顔で潜ひそむ、殺人鬼の存在を知らないのだ。奴やつから距離を置くことだけに囚とらわれて、下へ手たを打ってしまった。一花は真湖の父親が殺されたことも、殺人鬼がいることも知らないままここにいる。状況が把握できていなくて当然だ。


    　だが真湖の口から、殺人鬼のことを伝えることはできない。


    　真湖の発言は、すべて検閲されている。『異能力』という単語を殺人鬼は使っていた。通常ではありえない現象によって、真湖の発言は制限を受けている。


    　殺人鬼の存在だけではない。殺人鬼の正体や、自分が過去に殺人鬼と会ったことがあるという事実、そればかりか、この水族館に魂を喰らう幻想生物ソウルテイカーがいることすらも、伝えることができないのだ。
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    　それが口くち惜おしい。


    　殺人鬼の脅きよう威いを知らない多くの人たちは、化け物の存在ばかりに気を取られ、殺人鬼のことなど気にも留とめないだろう。それが大きな間違いなのだ。本当に恐ろしいのは──。


    「ノマちゃん？」


    　再度、一いち花かの声。真ま湖こは自分が出口のない思考の闇やみに囚とらわれていたことに気づく。


    「お願い、一花ちゃん。私を信じて。あいつから逃げないと」


    　果たしてそれが可能なのだろうか。真湖自身、己おのれの言葉を信じることができなかった。殺人鬼と化け物が蔓延はびこる水族館の中を、見えない壁が消しよう滅めつするまでの間、無事に逃げ回る。子供二人だけで、そんなことが──。


    　真湖は不安に押し潰つぶされそうになるのをぐっと堪こらえる。なんとしても一花を助けたいと思った。自分はどうなってもいい。穢けがれてしまった私は、もはや生きる価値はないだろう。


    　真湖は一花を放ったまま小走りに移動して、バックヤード──従業員専用の通路や部屋へと続くドアのノブに手をかける。本来ならバックヤードへ通じるドアは施せ錠じようがなされているはずだが、非常階段へ通じるドアや、一部のドアは鍵かぎがかけられていない。ここもその一つだ。事前に知っていた情報ではあるが、実際に鍵が開いていたことに真湖は胸を撫なで下ろした。


    「こっ──」


    　こっちへ、と一花を呼ぼうとした真湖の科白せりふは途中で詰まる。


    　一花の背後、薄緑色の世界に、巨大な人影があった。


    　身長は三メートルほど。白しろ襦じゆ袢ばんを着た老ろう婆ばの姿をしており、土色の肌はだに節くれ立った手足。襟えり元からは、やけに迫せり出した鎖さ骨こつと肋ろつ骨こつが見える。ボサボサの白しら髪がは胸のあたりまで伸びていて、右手には刃渡り一メートルほどの巨大な包丁を握っていた。


    　シワシワの肌に頰ほお骨ぼねの張った顔。鼻は削そぎ落とされ目玉も存在しない。だが空洞のように穴が開いた眼がん窩かの奥に、小さな青白い光が浮かんでいる。それがおそらく目の役割を果たしているのだろう。剝むき出しになった歯は茎ぐきの上には、お歯は黒ぐろを塗ったかのような真っ黒な歯が生えていて、異常に長い舌がだらりと垂れている。


    「ノマちゃん、どうしたの？」


    　一花が心配そうに首を傾かしげて尋ねてくる。真後ろの化け物に気づいた様子はない。


    「あ……、あ」


    　真湖は答えることができなかった。異能力による制限のせいではない。純然たる恐怖。まだランドセルを背負う年頃の少女は、突とつ如じよ現れた化け物に、友達が死に瀕ひんしている絶望に、堪たえうるだけの精神を持ち合わせてはいなかった。


    「さっきから気になってたんだけど、どこかお怪け我がしてる？　なんかね、ノマちゃんから血の臭においがするの」


    　言いにくそうに尋ねてくる一いち花かの頭上で、巨大な老婆の眼がん窩かの奥に浮かぶ、青白い光が下に動き、彼女を見下ろすかたちとなる。獲え物ものを見つけたのだ。


    「シャバァァアアアアアアアアアッッッ!!」


    　老婆の化け物が鋭するどい蛇へびのような声を出し、包丁を振り上げた。気温が下がったわけでもないのに、化け物の口から漏もれる吐と息いきは、凍ったように真っ白になっている。


    「うへ？　なんの音？」


    　遅れて一花が後ろを振り向いた。だが初めて目にする化け物に、心が追いつくはずもない。呆ぼう然ぜんと化け物を見上げたまま立ち尽くしている。驚きのあまり声すら出ないみたいだ。


    　そんな一花に向かって、巨大な包丁が躊躇ためらうことなく振り下ろされた──。


    



    　　　＊　＊　＊


    



    　入り口前の空間──入り口広場には、多くの客たちが集まっていた。外に逃げ出そうとしたり、外部に助けを求めようとしたりする人たちだろう。ブルーの制服を着たスタッフの姿もあるが、責め立てられ感情が昂たかぶったのか、立場を忘れて客たちと口論している。


    　入り口のすぐ向こう側に見えない壁があるらしく、ガラス戸を押し開こうとしても、つっかえて動かない。気の急せいた客がガラス戸を叩たたき割るが、その向こうにある見えない壁に弾はじき返されていた。入り口以外のガラスも叩き割られたが、やはり外に出ることはできない。いたずらにガラス片を撒まき散らしただけだ。


    　どうやら見えない壁は、建物の外壁に沿って展開されているらしい。つまりは四角でも丸でもなく、建物の複雑な起き伏ふくに合わせて、その形状を変えているのだ。


    　斗と和わは、カウンターでどこかに電話している女性スタッフのもとへ駆かけ寄って声をかける。


    「お願いがあります。俺おれが今から言う内容を──」


    「わからないんですッ！　もうやめてくださいッ！」


    　斗和の科白せりふが終わる前に、スタッフがヒステリックな声をあげた。頭が混乱して、感情的になっているのだ。


    「じゃあ、放送設備を貸してください」


    　埒らちがあかないと瞬時に悟った斗和は、相手の了解もとらずカウンターを乗り越えようとする。


    「ここにはありませんッ！」


    　スタッフの叫びに斗和は動きを止めた。さすがに噓うそを言っているようには思えない。ここにないのなら、どこで放送できるのだろか？　斗和は再度話しかけようとするが、女性スタッフは空あいたほうの耳を手で塞ふさいで、「はやく出て、はやく出て」と念仏のように唱えながら電話をかけている。


    　カウンターの奥は仕切りのせいで見えないが、中からひそひそ、ぼそぼそと話し声が聞こえてくる。ほかにも人がいるのだ。そちらなら情報をくれるかもしれない。そう思って、再びカウンターを乗り越えようとしたときだ。


    「テメエ、これはどういうことだよッ！」


    　矢のような怒ど声せいが飛んできた。笠かさ根ね木ぎだ。彼は怒りの感情を隠すことなく近づいてくると、斗と和わの胸むなぐらを摑つかんでくる。


    「なんなんだよ、あの化け物どもはッ！　テメエ、こうなることがわかってたのに、自分だけ逃げやがったなッ！」


    　胸に鈍にぶい痛みが走った。じくりとした罪悪感が、心の奥で爛ただれるような毒を吐き出している。


    「何言ってんの？　斗和くん、ちゃんと言ってたじゃないっ！　キミたちが噓うそつき呼ばわりして、信じなかっただけでしょッ！」


    　銀ぎん河がが心底心外だというふうに声を荒らげる。


    「言い方ってのがあるだろッ！　こいつがもっと真剣に、もっときちんと説明してりゃ、信じた人間だっていたかもしれないんだ。なのにコイツはあっさり引き下がりやがった。自分を信じない奴やつが悪いってか？　テメエを信じない奴は死んでも自じ業ごう自じ得とくっていうのかよッ！　それはクズの思考だぜッ！」


    　斗和は反論することができなかった。笠根木の主張は正しい。自分を信じない奴を見捨てるという行為は、自分に従わない奴を殺すという考えと根本部分では同じだ。そして斗和自身、明確に自覚していることがある。それは、大切な人以外は見捨てる覚悟でいること。だから非難されても文句は言えない。


    　まっすぐに笠根木の顔を見つめ返し、斗和はその科白せりふを口にする。


    「そうだ。俺おれは最低のクズ野や郎ろうだ」


    「テメエッ！」「キミ何言ってんのッ！」


    　笠根木と銀河の声が同時に飛ぶ。


    「大切な人が死んでしまったんだな？」


    　びくりと笠根木の肩が跳ねる。彼は慌あわてて、両目から流れ落ちていた涙を拭ぬぐう。そう、彼は泣いていたのだ。


    「……あいつは、タマは俺の中学時代からのダチで、お節せつ介かいな奴で……、馬ば鹿かな俺が短気を起こしたときも、へらへら受け流してくれて……。いい奴だった。俺よりも何倍もいい奴だった。それなのに……。タマが死ぬ理由なんかねえッ！　テメエが自己保身に走らなければ、あいつは死なずに済んだんだッ！」


    「何それ、単なる責任転てん嫁かじゃないっ！」


    　笠根木がぎろりと銀河を睨にらみつけるが、眼がん力りきだけなら彼女も負けていない。


    「笠根木。おまえの腕は何本ある？　俺たちが護まもることができる人の数は、それだけだ。その貴重な一本を、俺なんかを摑むのに使っていていいのか？」


    「──テメエにそれを言う権利はねえッ！」


    「俺おれだけじゃない。この世界には〝権利〟なんてモノは存在しない。人が与えた人の資格なんてモノは、奴やつらの前では無意味だ。あいつらに抗あらがうことができるのは、武器を持って立ち上がった人間か、異能力者だけなんだ」


    「テメエはまだそんな戯ざれ言ごとをッ！　何が異能力者だ」


    「キミこそ何言ってんの？　化け物がいたでしょ？　斗と和わくんの言うことが正しかったって証しよう拠こじゃないッ！　それなのに斗和くんの言葉は信じなくて、斗和くんに八つ当たりして。キミのほうがよっぽどクズよッ！」


    「天あま音ね川がわ、いい。やめるんだ」


    　今にも飛びかからんばかりの銀ぎん河がを、斗和は制止する。ここで言い争っていても時間の無駄でしかない。自身の正当性など、どうでもいい問題だ。


    「ひそひそ……喧けん嘩かしてるねぇ」


    　ふと声が聞こえた。


    「くすくす……なになに？　痴ち話わ喧嘩？」


    「ぼそぼそ……腹、減ったのぅ」


    　ほとんど聞き取れないくらいの小さな声。男の声もあり女性の声もあり、老ろう若にやく男なん女によさまざまな声が混じっている。


    　ぞくりとした。斗和はぎょっとなってあたりを見回す。声自体は人間なのに、どこか異質な感じ。それ以前に声のトーンが今の状況とマッチしていない。


    　銀河たちも同じだったのか、二人とも斗和と同じように不安げな表情で首を巡らせている。


    　三人の視線がほぼ同時に、カウンターで電話をしていた女性スタッフに留とまる。彼女は今、受話器を手にしたままで、呆ぼう然ぜんと空の一点を見つめて立ち尽くしていた。


    「……かりも、ごめんね。あんたを助けたりしたら、私も虐いじめられるから……。赤ちゃんを殺させるなんて、酷ひどいと思ってたんだ。本当だよ。……だけど仕方なかったの。これって罰なんだ。悪いことした罰なんだ。……ごめんね、かりも」


    　半開きの彼女の口から、何事か言葉が漏もれているようだが、内容までは聞き取れない。ショックで精神が壊れてしまったのだろうと思った。だが、違った。


    　突とつ如じよ、女性スタッフの口から大量の血があふれ出す。蒼そう白はくな顔に真っ赤かな錦にしきを飾るように、帯状の血流を垂れ流しながら、彼女の体がぐんっと前に突き出てくる。両方の目が左右に押し広げられながら飛び出してきて、次の瞬間、顔面が内側からばっくりと割れた。中から姿を見せたのは、巨大なムカデの頭部だ。


    「うわあぁぁぁあああああああッッッ!!」


    　臓ぞう腑ふを震わせるほどの誰かの絶叫。ぐらりと風景が歪ゆがむ。斗和たちは咄とつ嗟さに後ずさって、ムカデの化け物から距離をとった。カウンターにもたれかかり、干された布ふ団とんのようになった彼女の口から、おぞましい姿を持つ化け物が全容を現しはじめる。


    「ひそひそ」「ぼそぼそ」「くすくす」


    　老若男女さまざまの囁ささやくような声。それはどこから発せられているのか。斗と和わはすぐにその答えを知る。


    　女性スタッフの割れた顔面から、無数の足をギチギチと蠢うごめかせて[image: ]はい出してきた化け物は、まさに巨大なムカデそのもの。その背中、黒い背板の部分には人間の顔らしきモノが張りついている。等間隔に三つ。まだ体は半分ほどしか[image: ]い出ていないので、バランス的に人じん面めんの数はもっとあるだろう。声の正体はそれなのだ。


    　全長は推定で一・五メートルほど。化け物としては小さいほうだ。だが、ムカデという生理的嫌けん悪おを刺激する姿が巨大化したことで、視覚から飛び込んでくるインパクトは絶大。全身の毛穴をこそばゆいような刺激が駆かけ抜け、搔かき毟むしりたい衝動に駆られる。


    　斗和は即座に、この状況を好機だと判断する。素早く視線を動かして、武器になりそうな物を探した。彼女の体に、体たい躯くの半分を埋もれさせている状態では、化け物の動きは制限される。奴やつらはすべて倒さねばならないのだ。ならば、一匹でも減らしておいたほうがいい。


    　斗和は近くにあったポールを急いで手に取るが、予想に反して重量が軽く、失望を誘う。これでは武器にならない。まだ自分の拳こぶしで殴ったほうが威力があるだろう。


    　やはり武器だ。それを手にしていない今は、チャンスを最大限に生かすことができない。どこだ？　どこに武器はある？


    　だが、斗和の思考はそこで停止してしまった。


    　──ぼとり。


    　嫌な音がした。何か重い物が落下したような音。けれども金属質ではない。生物的なやわらかい質量を持つ不気味な音。


    「げらげら……びっくりした？　びっくりした？」


    「ざわざわ……間抜けな顔だこと」


    「……ぶぃ～ん、ぶぉ～ん」


    　例の囁くような声が、カウンターとは別の場所から聞こえてきた。いや、それだけではない。


    　ぼとっ、ぼとっ、ぼとっ。


    　立て続けに響く不吉な音。それが意味することを知り、斗和は足場が消え失うせたような絶望を覚えた。自分の認識の甘さを呪のろう。化け物の数は多くとも数匹程度だと思っていたが、それは間違いだったのだ。


    「斗和……くん？」


    　懇こん願がんするかのように震える銀ぎん河がの声。だが、斗和にはどうすることもできない。


    　スタッフルームから二匹のムカデが[image: ]い出し、天井からは四匹、床ゆかと壁の境目に沿うようにして現れたのが三匹。少女の中の奴を足すと、化け物の数は全部で十匹だ。


    　多数の人面を持つ巨大なムカデの化け物──人面百足むかでたちが、入り口広場にいた客らに、一斉に襲おそいかかる。


    「うわああああああああああああっっ！」


    「ぎゃああああああああああああっっ！」


    　阿あ鼻び叫きよう喚かんの地獄絵図がそこにはあった。人間が、高い知能と文明を築いた人類が、下等なムカデの群れに為なす術すべもなく喰くい殺されていく。


    　歩ほ肢しに全身をまさぐられ、鋭するどい口で衣服ごと肉を嚙かみ千ち切ぎられる。全身を穴だらけにされる痛みに、喉のどが裂けるほどの絶叫をあげていた者も、やがてぴくりとも動かなくなって、もくもくと食されるだけとなる。頭ず蓋がいを囓かじられ絶命する者、全身血だらけになりながらも抵抗する者、毒を喰らい悶もん絶ぜつする間に、腸はらわたを喰い荒らされる者。


    　壮絶なる人じん外がいの虐ぎやく殺さつシーンに、斗と和わは心が砕けそうになったが、ぎりぎりのところで正気を取り戻す。今にも崩れ落ちそうな銀ぎん河がの手を取り、笠かさ根ね木ぎにも叱しつ咤たを飛ばした。


    「天あま音ね川がわ、逃げるぞっ。笠根木も早くッ！」


    　早く武器を手に入れなければ、と気が焦あせっていた。このままでは一方的に狩られるだけだ。やはりここでも有用な武器は包丁か長なが得え物ものだろう。だが──。


    　このまま一階に降り、レストランに向かおうとした斗和の計画は、すぐに頓とん挫ざする。


    　圧倒的な水量、異能の力で聳そびえ立つ巨大な水の壁。いつの間にかそれが、二階のシンボリック水すい槽そう付近のスペース──シンボリック広場まで迫せり出してきている。ここから一階に直接行くルートはすべて塞ふさがれてしまった状態だ。


    　斗和は次から次にやってくる絶望的な状況に、歯は嚙がみする思いだった。すべてが後ご手て後手になり、何一つ有効な手を打てないでいる。こんなことで大切な人を護まもれるのだろうか。


    「上に行く」


    　斗和は短く言って、三階の喫茶店へ向かう道を選んだ。いや、違う。選択肢はそこしか残されていなかったのだ。


    



    「テメエらと馴なれ合うつもりはねえからな」


    　三階に着いてすぐ、笠根木が吐き捨てるように言った。一瞬たりとも行動を共にするのが許せないのだろう。


    「俺おれにはおまえと協力する気がある。だが、強制はしない」


    　斗和の科白せりふに舌打ちをして、笠根木は去っていく。三階の喫茶店前には、斗和と銀河だけが残った。


    「いいの？　本当に」


    　ややあって、銀河が問いかけてくる。


    「ああ。俺にとってのキタジを、あいつは失ったんだ。気持ちは痛いほどわかる」


    「そうじゃ、なくて……さ」


    　彼女はそこで、言葉を止める。


    「俺おれは武器を探す。天あま音ね川がわはここで見張りをしてくれ。何かあれば、大声を出すんだ」


    　本心では銀ぎん河がと別れたくはなかったが、喫茶店の出入り口は一つで袋小路となっている。二人とも入ってしまえば、最悪逃げられない可能性があった。見張りは必須だ。


    　けれども銀河は頷うなずかない。アクアブルーの勝ち気な瞳ひとみが不安げに揺ゆれている。形のよい小さな指先が、心細さに震えていた。当然だ。化け物が徘はい徊かいする世界に、一人で取り残されるのを是ぜとする人間などいない。運悪く、この場所に人の姿はなかった。


    「天音川」


    　斗と和わは彼女の両肩をがっしりと摑つかんで言った。息がかかるほど互いの顔が近くなる。驚いたように目をぱちくりする銀河と、視線が絡まり合う。


    「すぐに戻る。ほんの数メートルだ。何があっても駆かけつけるから、俺を信じてほしい。君は俺が絶対に護まもってみせる」


    「キ、キミは馬ば鹿かなのッ！　そんなの当然でしょッ！　全然怖くないんだからッ！　私の顔のほうが怖くて、キスしてほしい感じなんだからッ！」


    「うええ～ん」


    　そのときだ。トイレから一人の男児が泣きながら姿を現した。驚いた銀河が、慌あわてて斗和を突き飛ばす。


    「やましいことなんて全然してないんだからッ！　勘違いしないでよねッ！」


    　銀河は、なぜか男児に怒鳴り散らした。男児はそんな銀河の態度を気にしたふうもなく、「お母さ～ん」と号泣している。


    「じゃ、すぐに戻る。頼んだぞ」


    「え？　あの、この子は？」


    　斗和は銀河の質問には答えず、喫茶店に入った。冷酷に映るだろうが、泣いている男児を慰なぐさめているような時間はない。


    　三階の北側はすべて吹き抜けになっているため、二階の入り口広場やシンボリック広場、案内所とは空間的につながっている。なので三階北側に迫せり出す喫茶店の窓から、外を移動する水の壁の様子を覗うかがうことができた。


    　やはりというか、壁の中は死の領域だった。水が濁にごっていて奥までは見えないが、切り刻まれた人の体の一部が、ちらほら表面に現れては消えていく。海水の高さは三階の中ほどまでで、天井までは届いていない。


    　心臓がぎゅっと握り潰つぶされるような不安を覚える。今はまだ天井を覆おおうほどの水量はないが、このまま増水していき、水族館が水で満たされてしまえば──。タイムリミットは思ったよりも早いのかもしれない。斗和は焦しよう燥そう感かんに駆られながら、武器を探しはじめた。
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    　銀ぎん河がは少しだけショックを受けていた。斗と和わの態度を頼もしいと思う反面、どこか怖かった。状況は理解しているつもりだが、目の前で幼おさない男の子が泣いているのに、まるで目に入っていないかのような振る舞い。


    　自分の知っている斗和とは違う冷酷な顔。心が痛い。名めい状じようしがたい不安が襲おそってくる。今の彼は自分たちが生き残るためなら、殺人でも容認してしまいそうな雰ふん囲い気きがある。


    　それだけは駄目だと思った。どんな理由であれ、たとえ相手が殺人犯であっても、人間を殺すことだけは許されない。それは最低最悪の行為。


    （大丈夫だよね？　斗和くんなら……）


    　銀河は心の中で、そっと問いかける。それともう一つ、斗和が「君を護まもる」という言葉を使うたびに、銀河は複雑な気持ちになっていた。頼もしく力強い言葉。本来ならば、飛び跳ねてしまうほどうれしいはずの言葉。だけど、違った。


    　彼の決意は自分に向けられているようで、その実、違う誰かに向けられているみたいな気がしてならない。護ることのできなかった誰かとの約束を、その無念な思いを、銀河で代だい替たいしているような──。そう感じるたびに銀河は、悲しく切ない気持ちになる。


    （斗和くん。私は、天あま音ね川がわ銀河なの。青あお葉ば萌も由ゆ里りさんじゃないんだよ。私は私で、ほかの誰かの代わりじゃないん……だよ？）


    「うえ～ん。お母さ～ん」


    　ふと、男児の声が耳に届く。我に返った銀河は、慌あわてて周囲を確認する。考え事をしていて、警戒心が薄れてしまっていた。


    　幸い化け物が現れることもなく、水の壁は階段の入り口を塞ふさぐようなかたちで右から左へと移動しており、三階へ浸水してくるような気配はない。まったくもって不思議な現象だが、異能力とは物理法則を無視したモノらしい。周囲に異状がないことを確認して、銀河は男児の前にしゃがみ込む。


    「大丈夫よ。姉ちゃんたちが、お母さんを捜してあげるからね」


    　男児が片手を差し出してくる。手をつないでほしいのかと思い、銀河は軽い気持ちで男児の手を握る。


    　チクリとした痛みが走った。


    「痛っ！」


    　銀河は驚いて立ち上がり、自分の手をまじまじと見る。だが──。


    　ぐらりと視界が歪ゆがんだ。痺しびれたような不快な刺激が全身を襲ってきて、体の感覚がなくなっていく。まるで金かな縛しばりにあったみたいに、体が思うように動かない。


    （何これっ！）


    　叫ぼうとして、それに気づく。


    　声がまったく出ない。必死に叫ぼうとするが、掠かすれた息が漏もれるだけだ。喉のどが詰まったみたいな感じがして、息苦しかった。


    　目の前の男児の姿が豹ひよう変へんする。どんどん体がふくらんでいき、服などは溶け込むようにして半透明な肌はだと一体化する。大きさは二メートルほどだろうか。半透明の丸い頭部に猫ねこ耳みみのような突起物は、巨大なクリオネを連想させる。なんとなくだが、この化け物の捕食方法が想像できた。恐怖と絶望で、銀ぎん河がは大粒の涙を浮かべる。


    　そして銀河の予想したとおり、化け物の頭部が真っ二つに割れた。中から数本の触手が伸びてきて、身動きできない銀河の体に巻きついてくる。体は動かないのに、肌を伝わる触手のねっとりした感触だけは、はっきりと感じられた。


    　頰ほおを舐なめ回し、銀髪を絡め取り、胸を揉もみしだき、体を拘こう束そくしてくる。不快な刺激に蹂じゆう躙りんされ、意識が飛んでしまいそうだった。


    　ちらりと斗と和わのほうを見るが、彼は武器を探すのに夢中で、こちらに気づいていない。声をあげればすぐに駆かけつけると言ってくれた。けれども、声を出すことができない場合はどうすればよいのか。涙の粒がほろりと頰を流れ落ちる。


    （助けて。斗和くん、助けて……）


    　その祈りは、斗和の耳には届かない。


    （死にたくない。死にたくないよ。こんな死に方、嫌だよぉ）


    　その嘆なげきも、誰の心にも響かない。怖くて怖くて、泣きたくて抗あらがいたくて、それでも死の影は追い払うことができない。涙が止めどなくあふれてきて、顔と心をぐちゃぐちゃにする。


    　そんな銀河の気持ちなど、化け物は一切考慮しない。触手を駆く使しして彼女の体を持ち上げると、頭から銀河をあっさり丸呑のみにした──。
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    　凄すさまじい勢いで、刃やいばが空気を引き裂いてくる。


    　老ろう婆ばの化け物──シャバが、一いち花か目がけて巨大な包丁を振り下ろしてきたのだ。鈍にぶい音が鳴り響き、硬いコンクリートの床ゆかに傷が入る。節くれ立った腕からは想像もできないほどの膂りよ力りよく。けれどもその長身からすれば、当然の破壊力だ。


    　だがそこには、少女の肉片一つ落ちてはいなかった。そればかりか、血の跡あとすらない。


    「あっぶないなぁ、もうっ！」


    　どこか場違いな声。怒ってはいるが、命を狙ねらわれたにしては軽い、そんな声こわ音ねだ。


    「シャバァ～？」


    　シャバがぐるりと顔を動かして、声がしたほうを向く。そこには腰に手を当てて、頰ほおをふくらます金髪の少女が立っていた。


    「お婆ばあちゃん、そんなの振り回したら危ないでしょ！　一いち花かが考える前に体が動くタイプじゃなかったら、大怪け我がしてたよ。一花、激おこぷんぷん丸なんだからッ！」


    　シャバを指さして、一花が怒りをぶちまける。あまりにも予想外な展開に、真ま湖こは声すらあげることができなかった。


    　一花の運動神経が、ずば抜けて優れていることは知っていた。なので、神かみ懸がかった反射神経でもって、化け物の一撃をかわしたのだということは理解できる。けれど今の彼女の言げん動どうは、完全に真湖の想像の斜め上をいっていた。


    　シャバは一見して老ろう婆ばの姿をしているが、身長は三メートル近くもあるし、目玉や鼻のない顔は文字どおり化け物だ。何よりその異様な雰ふん囲い気き。普通の人間ならば、すぐに気づくだろう。奴やつが人とは違う化け物であることに。だが一花は──。


    「お婆ちゃん、何か嫌なことがあったんだよね？　それとも試し斬ぎりってやつ？　でもどっちにしたって、人様に向かって包丁を振り回すなんて、悪いことだからねっ！」


    「シャバーツ」


    　シャバは真っ白に凍いてつく息を吐くと、ゆっくりと一花に向かって歩みを進める。


    　ぷりぷりした顔でシャバを睨にらんでいた一花の表情が、だんだんと驚きのそれに変わる。遅ればせながら、老婆の放つ異様さに気づいたのだ。


    「あれ、お婆ちゃん。どうしてそんな背が高いの？」


    「シャバッ」


    　問いかけに答えたつもりなのだろうか。けれどもシャバの返事からは、意図を読み取ることはできない。


    「お婆ちゃんの顔は、どうしてそんなにお化けみたいなの？」


    「シャ～バ～」


    　シャバは変わらず、意図のわからない返答をよこす。一花の表情がだんだんと引き攣つっていくのがわかった。


    「お婆ちゃんの包丁は、どうしてそんなに大きいの？」


    「シャバァアアアアアアアッッ!!」


    　シャバが咆ほう吼こうと共に包丁を振り上げ、一拍の後、白はく刃じんが薄緑色に染まった世界を切り裂いていく。


    「わわっ！」


    　一花は抜群の反射神経で、それをかわした。だがすぐに追撃が襲おそい来る。横なぎの斬ざん撃げき。一花はその場でバク転をして再び攻撃をかわした。


    「な、何こいつッ！」


    　一いち花かが誰に訊きくでもなく、悲鳴のような声を漏もらす。


    「シャバッ！」


    　シャバが再び包丁を振り上げる。けれども一花との距離が数メートルは離れていた。攻撃の届く距離ではない。一花もそれは理解したのだろう。警戒の表情を浮かべながら、注意深くシャバの様子を探っている。


    「一花ちゃん、逃げてッ！」


    　真ま湖こは反射的に叫んでいた。シャバの動作の意味を知っていたからだ。あの能力は非常にまずい。特に一花の注意は、今は化け物の視線と足あし下もとに移っている。前に彼女から聞いたことがある。攻撃をかわすときのコツは、相手の呼吸と目の動き、そして足の重心を見ることだと。　だから一花は動かない。相手はまだ攻撃してこないと思っているからだ。真湖の叫びも、一般的な科白せりふにしか聞こえなかったのだろう。まさに今の状態が、死に直面しているとは気づいていない。


    （どうすればいいの？）


    　真湖は泣きそうな気持ちになる。制約さえなければ、今すぐ異能力の存在を伝え、化け物の攻撃から一花を救うことができるのに、と歯は痒がゆく思う。


    　化け物の包丁の刃先が、まるで血があふれ出してきたかのように、赤黒い色に染まる。もはや、時間の猶ゆう予よはない。
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    「一いち花かちゃん、包丁を見てッ！」


    　真ま湖こは祈るような気持ちで叫ぶ。あとは一花の反射神経に[image: ]かけるしかない。


    　ちらっと一花の視線が動くのが見えた。


    　刹せつ那な、シャバが血の色で染まった包丁を振り下ろしてくる。一花との距離は、まだ十分にあった。普通ならば意味のない行動。だが違った。


    　包丁の刃先を染め上げていた赤黒い血の塊かたまりが、刃の形そのままで剝はがれ、猛烈なスピードで飛ひ翔しようしてくる。数メートルの距離を一気にゼロにする斬ざん撃げき。人間など容易たやすく真っ二つにする切れ味を持っている。


    　次の瞬間、一花の胴体が真っ二つに切断される。彼女の小柄な体たい躯くはあっけなく二つの物言わぬ物体となり、冷たい床ゆかの上に転がった。


    　いや、違う。


    　それは真湖が見た幻げん影えいにすぎなかった。


    「あ、危なかった～」


    　一花が心底ほっとしたように呟つぶやく。彼女は間かん一いつ髪ぱつ、滑るようにして床に寝そべって、シャバの飛翔する斬撃をかわしたのだ。


    　ガシャン。


    　硬い金属製の音が聞こえて、真湖はびくりとなった。見るとＰＳ室と書かれたドアの下部分が、きれいに真っ二つになって床の上に転がっている。先ほどの斬撃によって切断されてしまったのだろう。そして、切断されたドアの向こうから、結構な勢いで水が流れてきている。


    　しまった、と真湖は思った。やはりこうなってしまう運命なのか。これで地下一階は海水で水浸びたしになり、人の進入できない海中世界となってしまう。だが、もはや真湖にはどうすることもできない。今やるべきことは、一花を連れてここから逃げ出すことだ。


    　そう思って一花を見たところで、真湖は恐れていた事態に直面する。


    　ゆっくりと一花に近づいていくシャバ。けれども彼女は、寝そべった姿勢のまま動かないでいる。


    「一花ちゃんッ！」


    　真湖の声に、一花は震えるような表情を向けてくる。怯おびえているのだ。


    　一花が十じゆう全ぜんに体を動かすことができていたのは、深く考えない性格で恐怖を感じる前に体が動いていたからだ。だけど死に直面し、想像を超える現象を目まの当たりにした結果、彼女は今初めて、恐怖というモノを実感してしまった。


    （どうしようどうしようどうしよう？）


    　焦あせりが思考を搔かき乱す。一花を助けたいのに、自分にその力がなくて泣きそうになる。このままでは一花が殺されてしまう。悔くやしくて悲しくて情けなくて。自じ己こ嫌けん悪おで視界がぐにゃりと歪ゆがんだ。


    　そしてついに、シャバの射程に一いち花かが入る。そのときだ。


    「うわああああああああああっっっっ！」


    　たくさんの悲鳴が上から聞こえてきた。引き攣つったような叫び。日常では決して聞くことのできない異様な感情の放出。ドタバタと足音が床ゆかを踏み鳴らし、数人の客たちが地下展示場へと姿を見せる。シャバという化け物がいる空間へ──。


    「シャバー」


    　シャバがにやりと表情を歪ゆがめる。目の前の一花よりも、そちらのほうへ興味を引かれたみたいだ。大量の[image: ]えさ、大量の玩がん具ぐ。シャバは先頭を走る男の前に、跳ぶようにして立ち塞ふさがる。


    「邪魔だッ！　ど──、へ？」


    　それが男の最さい期ごの言葉となった。シャバの振り下ろした包丁によって、男の頭は真っ二つになる。想像よりも血の量は少なく、先ほどまで動いていた人間が急に動かなくなるさまは、どこか冗談のように感じられた。


    「きゃああああああああああっっ！」


    　男の死に様をすぐ真横で目にした女性が、空気を切り裂くような悲鳴をあげる。


    　シャバは左手で男の胴体を摑つかんで、素早く包丁を引き抜くと、その女性目がけて横なぎに刃やいばを払った。


    　ぼんっ！


    　鈍にぶく弾はじけるような音がして、女性の胴体が真っ二つになる。切断面からモズクのようにごちゃごちゃした内臓がはみ出して、彼女がびくんびくんと体を揺ゆらすたび、まるでそれ自体が生きているかのように蠢うごめいた。


    「シャバァアアアッ！」


    　シャバが上半身だけとなった女性の隣にしゃがみ込み、首の部分を左手で押さえつける。そして断面部分から右手を差し入れ、何かを摑み出してきた。


    　人の拳こぶしほどの大きさの薄いピンク色の物体。シャバはどくんどくんと脈打つそれを、自身の口へと運び入れる。


    「イキギモォオオオオッ！　ウンメェェエエエエエエエッッッ!!」


    「うわああああああああああああああっっっっ！」


    　再び悲鳴が爆発した。客たちは[image: ]ほう[image: ]うの体ていで、そこから逃げ出そうとするが、新たに地下展示場へ降りてきた客とぶつかり合い、一帯が混乱の場と化す。客が混み合った場所は、シャバの目にはさぞ極上の[image: ]場に見えたことだろう。


    「シャバーッ！」


    　シャバは歓喜の声をあげ、包丁を振り上げながら、客の群れに突っ込んでいった──。


    



    　真ま湖こは、一花を連れて再び走っていた。人通りの少ないバックヤード。シャバがほかの客を襲おそっている隙すきに、地下展示場から逃げ出したのだ。


    　一いち花かの様子をちらりと覗うかがう。エメラルドグリーンの純粋な瞳ひとみは恐怖に見開かれており、表情は色をなくしている。普段の一花ならば、決して見せることのない憔しよう悴すいしきった顔。そこにいたのは、凄せい惨さんな人の死にショックを受ける年相応の無力な少女だ。


    　無理もない、と真ま湖こは思った。


    　人の死を見慣れてしまった自分と違い、一花はほんの数分前まで普通の生活をしていたのだ。天てん真しん爛らん漫まんで穢けがれを知らない彼女は、世界を構成する理り不ふ尽じんで残酷な現実に対しては、あまりも無防備だった。


    「あっ」


    　突然小さな声を漏もらし、一花がバランスを崩す。真湖は咄とつ嗟さに彼女を支えようとしたが、一花は自力で体勢を立て直し、逆に真湖のほうが床ゆかに手をつくかたちとなる。


    「あっ、ノマちゃん、ごめん」


    「ううん、大丈夫」


    　自分の愚ぐ鈍どんさに辟へき易えきしつつも、真湖は眼鏡めがねの位置を直しながら立ち上がる。そして、脊せき髄ずいを貫つらぬくような戦せん慄りつに体を硬直させた。


    「……あ、……ああっ」


    　掠かすれた声をあげるのがやっとだった。


    　異変を察した一花が、真湖の視線の先に注意を払う。けれども彼女は、すぐさま警戒を解いた。当然だ。そこにいたのは化け物ではない、人間だ。だけど化け物より、もっともっと恐ろしい存在──。


    「どうした、少女よ。何をそんなに怯おびえている？　私がここにいることが、そんなにも不思議か？」


    　張りのある特徴的な声が、薄暗いバックヤードの廊下に響き渡る。一瞬にして人の注意を引くような不思議な魔力を放つ声。自分だけではない、誰もが奴やつの言葉に聞き入ってしまう。一花ですらも、雷かみなりに打たれたみたいに硬直している。


    「なぁに、簡単なことだ。君は『虚きよ構こうのゲーム理論』という話を知っているか？　ある大学で学生たちに簡単なゲームをやらせてみたのさ。もっとも点数が高い者が勝利するという単純なやつをね。学生たちは実に大胆に、そしてさまざまな戦略を用いて、ゲームを楽しんでいた。次の一言を聞くまではなぁ。『ゲームの点数は現金になります。マイナスの人は学費にそのぶんを計上します』と。そうしたら、どうなったかわかるか？　あれだけ複雑で大胆な戦略をとっていた学生たちが、みな安定してリスクが少なく、ワンパターンな戦略しか行おこなわなくなったのさ。ククク、フハハハハッ！」


    　一花も真湖も、啞あ然ぜんとしてそいつの話を聞いていた。いきなり何を言っているのだろうという唐突感がある。


    「つまりはだ、少女よ。君は必死に最良の手を考えたつもりでも、リスクを恐れ狭きよう窄さくした思考では、先の学生たちの如ごとく単純でワンパターンな選択しかできなかったということだ。ならば、私が君の行動を読んでいたとしても、なんら不思議はない。そうだろう？」


    　真ま湖こは床ゆかが抜け落ちて、奈な落らくの底に転落するような絶望を覚えた。前と同じで、どこまで逃げようとも、奴やつの手のひらからは逃げ出すことはできないのだろうか？


    「ノマちゃん、どうしたの？」


    　不安そうな一いち花かの声。彼女は状況をうまく飲み込めていないのだ。一刻も早く、奴の正体を教えなければならない。でもそれは制約を受けている。


    「うわあああああっ！」


    　悲鳴と共にスタッフらしい男女がバックヤードに飛び込んできた。「どけっ」と叫びながら真湖と一花の横を通り抜け、奴の脇わきを通ろうとする。


    「そういえば、自己紹介がまだだったな」


    　まるで男女の姿が見えていないような、マイペースな発言。次の瞬間、奴は男性スタッフの顔面を片手で摑つかむと、驚くべき力で彼の体を持ち上げた。


    「あ？　いで、いででででっ！」


    　凄すさまじい握あく力りよくなのだろう、男性がいくら暴れても、摑み上げられた頭の位置はぴくりとも動かない。そして、驚きよう愕がくと痛みを吐き出す彼の下した顎あごに、奴が右手をかける。


    「や、やめてッ！」


    　意図を悟った真湖は必死に叫んだ。だがそれは、舞台を盛り上げる演出の一つでしかなかった。


    　ブチ──、ブチブチブチブチッ！


    　顎の筋きん繊せん維いが引き千ち切ぎられる不気味な音が響き渡る。続いて暴風のような絶叫。下顎を引き千切られ顔の半分を喪そう失しつした男は、空中に固定されたまま、のたうち回るように大暴れする。


    「初めまして、日ひの本もと一花。私は殺人鬼だ」


    　一花は押し黙ったままだ。ただただ呆ぼう然ぜんと、殺人鬼と名乗った人物を凝ぎよう視ししている。


    「おいおい、早く突っ込んでくれよ。人を殺してもいないのに、殺人鬼と名乗るのはおかしいだろう、と」


    　殺人鬼はバッグから手て斧おのを取り出すと、下顎を失って悶もん絶ぜつする男を解放し、着地と同時に頭を叩たたき割った。今度こそ間違いなく、男は絶命する。あまりにも常じよう軌きを逸いつした展開に、誰も何の反応も見せることができなかった。


    「さて、自己紹介が済んだところで、私が君らの前に姿を見せた理由を告げよう。一言で言えば、エンターテインメントだな。ここにいる化け物ども──、おっと、魂を喰らう幻想生物ソウルテイカーと呼ぶべきか？　とにかくそいつらは雑ざ魚こばかりで盛り上がりに欠ける。そこでだ。喜べ少女よ。この私がゲームを提供してやろう。なぁに簡単な鬼ごっこさ。君が逃げ回る。この私と君のお兄さんが君を追いかけ、先に捕まえたほうが勝ち。どうだ？　お馬ば鹿かな脳みそを持つ君でも、十分理解できる内容だろ？」


    「……な、なんで、お兄ちゃんが？」


    　一いち花かは殺人鬼の顔を睨にらみ、次にその背後にも視線を送る。


    「ふははははっ！　この私がすんなり理由を教えると思うのか？　教えるわけないだろう。だが教えてやろう！　細かい理由はいくつかあるのだが、実は一つしかない。単なる『気まぐれ』だよ。遊ぶ理由にそれ以上のモノなど必要あるまい。そうだろう？　少女よ」


    「もしかして、お馬鹿なの？　なんか言葉が変。それに一花が、お兄ちゃんから逃げるわけないじゃん。すぐに勝負はついちゃうよ」


    　口く調ちようこそ相手を小馬鹿にした感じだが、不気味な威圧感を放つ殺人鬼に、一花の表情は張り詰めたものになっている。


    「構わんよ、ハンデだ。君と斗と和わくんが本当の兄妹きようだいならば、血のつながりで、すぐに居場所を見つけてしまうだろう。この私が負けてしまうかもしれないなぁ」


    「一花ちゃん。そいつの言葉を聞いちゃ、駄目ッ！」


    　だが真ま湖この言葉は届かない。一花のコンプレックスを刺激する単語は、容易に彼女の思考を狭きよう窄さくさせる。糸で操あやつられたみたいに、殺人鬼の手のひらの上でダンスを踊る。


    「──いいよ。そのゲームやってあげる」


    「それでこそ、斗和くんの妹だ。ちなみに予あらかじめ伝えておくが、私が君を捕まえた場合は、その首をもぎ取らせてもらう。海え老びの頭を取るみたいになぁ。だが斗和くんが勝利した場合は、そうだな、君たちと斗和くんは無事に元の世界に返してやろう。制限時間は、見えない壁が消しよう滅めつするまで。それまでの間逃げ切れれば、君たちの勝ちでいい。ああ、それと、その紺色は今回は君の味方だ。一緒に行動するといい」


    　真湖はびくりと全身を硬直させた。恐れていた事実は、あっさりと殺人鬼の口から漏もらされる。自分の紺色の髪を今すぐ違う色に染めたいと思った。一花は意味を理解できないらしく、ぽかんとした表情をこちらに向けてくる。


    「そこの少女はなぁ、前回私の協力者パートナーだったのさ。だが安心したまえ。この『鬼ごっこ』をやっている間は君の協力者だ。一応連れて帰るつもりだから、殺したりしないでくれよ。説明は以上だ。この女が死んだ時点でゲームの開始とする」


    「ひっ！」


    　殺人鬼の科白せりふを聞いて、ずっと腰を抜かしたままだった女性スタッフが悲鳴をあげる。


    「お、お願い……、殺さ……ないで」


    「おいおい。君も大人なら、相手にとって何のメリットもない要求が受け入れられるわけがないと知っているだろう。助かりたければ交渉したまえ。魅力的な提案をすれば、私の気が変わるかもしれんぞ」


    「な、なんでも言うことを……き、聞きます……から」


    　涙と恐怖で無ぶ様ざまに崩れた顔で、女性が懇こん願がんする。


    「ありふれた文句だな。君は就活のときもそんなアピールをするのか？　もっと君にしかできない個性をアピールしたまえ」


    「……え、あっ……」


    　殺人鬼の科白せりふに、女性は頭の回転がついていかないようだった。口をぱくぱくさせて、何度か言葉を紡つむごうとするが、どれも失敗していた。


    「ふむ。その魅力的な肉体で、私を魅了してみるのはどうだ？　その体を好きにしている間は、君を殺さないことを約束しよう」


    　女性は一瞬、何を言われたか理解できなかったみたいに呆あつ気けにとられた表情をしていたが、ややあって縋すがるように、こくこくと頷うなずいた。


    「交渉成立だな」


    　殺人鬼は薄く笑いを浮かべると、ゆっくりと女性の頰ほおに手を伸ばす。そして次の瞬間、彼女の耳を引き千ち切ぎった。


    「ぎゃああああああああっっっ!!」


    　濁にごった悲鳴に、一いち花かと真ま湖こは体を竦すくませる。


    「……痛いッ痛いッ！　なんで、なんでぇええええッッ!!」


    「なんで？　君の体を好きにしていいという約束だったろう？　安心しろ。私はこう見えてもプロだ。決して君を殺すことなく、その肉体をいたぶり尽くしてやろう。激痛で身み悶もだえても、臓ぞう物もつを引き出されても、どんなに殺してくれと泣き叫んだとしても、私が君の体に飽きるまでは決して殺しはしないさ。ふふっ、フハハハハハハハハッッ!!」


    「一花ちゃん。今のうちに早くッ！」


    　背中で女性のさらなる悲鳴を聞きながら、どこに続くかも判然としない薄暗い迷路のような通路を、真湖たちはひたすらに走り続けた。

  



  
    



    


    　　　第三章　そのオレンジは怒りに燃ゆ


    



    　斗と和わは焦しよう燥そう感かんに駆かられていた。


    　武器となる物を探して三階の喫茶店に来たのだが、やはりというか刃物は置いてなかった。軽食店の場合は、あらかじめ切ってある材料などを使うことが多いのだ。


    　ナイフやフォーク、木製の[image: ]はしなどはあるが、武器としては心こころ許もとない。多少のリスクは覚悟して、トイレでモップを探したほうがマシかもしれなかった。


    　館内放送が聞こえてきたのは、斗和がそんなことを考えていたときだ。


    「ひ、日ひの本もと斗和様、日本斗和様」


    　震えるような女性の声。明らかに半泣きのような、洟はなを啜すする音が混じっている。


    「殺人鬼様より、ご、ご伝言を預かっています。『やあ、斗和くん。まだちゃんと生きてるかい？　焦あせるのはよくないぞ。狭きよう窄さくした思考は百ひやく害がいあって一いち利りなしだ。さて用件だが、私は今、一いち花かくんとゲームをしている。逃げる彼女を捕まえるという単純な鬼ごっこさ。無論、私は殺人鬼だから、一花くんを捕まえ次第、彼女の首を捻ねじ切るがね。君はそれを、なんとしても阻そ止ししたいと思うはずだ。というか、思ってくれなくては困るな。そこでだ、斗和くん。急な話で戸惑うと思うが、一花くんと話し合った結果、君もこのゲームに参加することになった。私より先に一花くんを捕まえたなら、君の勝ちだ。その場合は、君と君の大切な人たちを殺さないことを約束しよう。それでは健闘を祈る』」


    　ここで一いつ旦たん、科白せりふが途切れる。がさがさと紙を動かす音。手紙か何かを読み上げているのだろう。


    「次は一般のお客様宛あてにです。『やあ、諸君。殺人鬼である私から、皆に朗ろう報ほうを伝えよう。君たちが今もっとも興味があるだろう見えない壁と化け物についてだが、これらは十二時間後に自動で消しよう滅めつする。そこまで生き延びることができれば、無事家に帰ることができるんだ。どうだ？　少しは気が楽になっただろう』──い、以上をもちまして殺人鬼様からの放送を終わり──、え？　なんで？　これを読んだら殺さないって……。いや、やめて……、いやぁあああああああああっっっ!!」


    　続いてスピーカーから、肉を叩たたくような鈍にぶく重い音が聞こえてくる。それを最後に、放送はぶつりと途絶えてしまった。


    　斗和は呆ぼう然ぜんと、その放送の中身を整理していた。いくつもの重要なメッセージが入っていたことは理解しているが、唐突すぎて頭が軽いパニック状態に陥おちいっている。


    　まずは殺人鬼だと主張する人物。放送での雰ふん囲い気きから、噓ブラフや冗談の類たぐいではないだろう。そもそも今の状況でこんな放送をすること自体、まともな人間とは思えない。おそらくは、真ま湖この父親を殺害した犯人。


    　それと細かいことだが、自分のことを殺人鬼と呼ぶのも気になった。師匠曰いわく、殺人鬼と殺人犯は別モノだ。けれど、一般的にはその二つは混同されている。この人物も単なる殺人犯なのに、自身を誇こ張ちようして殺人鬼を名乗っているのだろう。


    　そいつが、なぜ自分を名指し、一いち花かと鬼ごっこをしているのかはわからない。いや、それはノイズだ。必要のない情報。ゲームとは関係なく、最初から一花を捜すつもりでいた。やることに変化はない。それに放送内容から、一花がやはりこの世界にいること、今は無事であることが判明した。斗と和わは複雑な気持ちになる。無事であることに安あん[image: ]どする反面、この凄せい惨さんな世界にいてほしくはなかった。


    　次に気になるのが、この世界が十二時間で自動消しよう滅めつするという話。なぜ殺人鬼を名乗る人物がそんなことを知っているのか、という疑問もあるが、これを否定することが斗和にはできない。前回は十一時間ほどで元の世界に戻ってしまったため、その先のことを知らないのだ。もしこれが事実なら、リスクを負ってまで化け物と戦う必要はなくなる。


    　ただ、違和感は残る。どうして殺人鬼はわざわざ、こんな情報を流したのだろうか。純粋に客たちの不安を解消する目的だとは思えなかった。


    （必要のないことは考えるな）


    　頭を振って雑念を追い払う。これ以上、答えのない問題を考え続けても時間を無駄にするだけだ。今優先すべきは、武器を手に入れること。これ以上ここにいても、意味はないだろう。


    　斗和はそう判断すると、フォークとテーブルナイフを数本摑つかんで、出口へ向かおうとした。そして、その足は停止する。


    　──天あま音ね川がわ銀ぎん河がが、宙に浮かんでいた。


    　優雅に泳ぐ魚のように、銀色のツインテールがたゆたっている。髪だけでなく、ブルーのサマージャケットやプリーツスカートも、ゆったりと重力に逆らっていた。透明巨大な瓶びんの中に入れられて、まるで生物標本そのものだ。


    　いや、違う──。


    　現実逃避しようとしていた斗和の精神が、灼やけるような衝撃と共に事実を理解しはじめる。


    　あれは透明な瓶などではない。クリオネの上半身にペンギンの下半身を併せ持つ半透明の化け物。そいつの胃袋の中だ。


    　銀河のアクアブルーの瞳ひとみが動き、斗和を捉とらえる。それは斗和を非難しているようにも、助けを求めているようにも思えた。彼女はまだ生きていたのだ。


    「天音……川？」


    　どうしてそうなるまで、声をあげなかったんだ？　という責任転てん嫁かは、泣いていた男児の姿がないことで、ある推測に変わる。もしも男児があの化け物に襲おそわれたのなら、銀河は声をあげるなど、なんらかのリアクションを起こせたはずだ。それがなかったということは、あの男児が化け物だった可能性が高い。


    　なぜその可能性を考慮しなかったのか？　その愚おろかさで、寧ね々ね音ねが殺されてしまった事実を忘れてしまったのか？


    　身を焼き尽くすかのような、どす黒い自じ己こ嫌けん悪おの念が湧わき上がってくる。なんら成長していない自分が、憎くて憎くて仕方なかった。力を込めた奥歯が軋きしみ、歯は茎ぐきから血があふれ出る。


    　そんな斗と和わの心情を無視して、目の前の銀ぎん河がの姿は変化していく。


    　まるで買ったばかりのようにまっさらだった彼女の服が、シミが広がるようにして溶けていき、肌はだ色の占める面積が増えていく。ツインテールが解ほどけて、長い銀髪が銀杏いちようの葉のように広がった。


    　引き締まったおなかや、つんと上を向いた形のよい乳ち房ぶさ、丸みを帯びた下半身に、淡い翳かげりの奥に隠れた秘部が惜おしげもなくさらけ出される。


    　それは薄暗い水中世界で白く輝かがやいて見え、少女の持つ姿態美と同級生の裸はだかという背はい徳とく感とが混じり合い、時間を止めるほどの幻げん惑わく的な美しさを演出していた。


    　程なくして、その至し高こうの美は醜しゆう悪あくな死へと豹ひよう変へんする。


    　服と同じように皮ひ膚ふが溶け落ちていき、血がぶわっと煙のように噴き出して、透明な瓶びんの内部を一瞬にして覆おおい隠す。その煙の隙すき間まから見えるのは、まさに人体模型。つり上がった勝ち気な目は個性のない目玉となり、赤と薄ピンクの筋きん繊せん維いの束たばが全身を網あみの目のように走っている。だがそれらも、すぐに溶けていった。


    　煙が完全に消え去ったとき、そこに残っていたのは一体の骸がい骨こつ。そうだと言われても信じられないような、お節せつ介かいで勝ち気な銀髪の少女の、変わり果てた姿だ。


    　それもしばらくしてまた、泡うた沫かたのように溶けていく。まるで彼女など、最初からこの世に存在しなかったみたいに、跡あと形かたもなく消しよう滅めつしてしまった。


    「噓うそ……だろ？」


    　涙があふれ出そうになるのを必死で堪こらえた。喉のどの奥から何か熱いモノが込み上げてくる。


    　絶対に護まもってやると誓ちかった。


    　大切な人だけは、決して死なせたくないと思っていた。


    　だが、そんな斗和の願いは、脆もろくも崩れ去ってしまう。化け物が現れて、まだ幾ばくも経たっていない。それなのに、目を離したわずかな隙に、銀河はまるでなんの価値もないもののように、あっさりと喰くい殺されてしまったのだ。


    「ふざ、……けるな」


    　怨えん嗟さの声が、口から漏もれる。黒い怒りの咆ほう吼こうが、腹の底から湧き上がってくる。


    「ふざけるなっ、ふざけるなよッ！　化け物ォオオオオッッ！」


    　──殺すッ！


    　明確な殺意が、雷らい鳴めいの如ごとく全身を貫つらぬいていく。筋肉が肥大し、神経が灼やけるようなパルスを放つ。真っ白になる世界で、感覚だけが研ぎ澄まされていく。激げき昂こうが指先にまで、破壊の衝動を伝えてくる。


    　斗と和わの眼前で、化け物が変化をはじめた。


    　ぷよぷよした体型は急激に引き絞られ、半透明の体たい躯くが色彩をもちはじめる。ややふっくらとした女性の姿。着ている服は、なぜか銀ぎん河がとまったく同じ物だった。


    　斗和には奴やつの意図がわからない。目の前で人の姿に化けたとしても、相手を油断させることはできない。むしろ自分よりも身長の低い女性の姿になったことで、弱体化してしまったようにすら思える。


    「助けてくださ～い」


    　クリオネの化け物──テュポポの変へん化げした女性が縋すがるような表情で近づいてくる。だが斗和には当然、化け物を助ける気などない。


    　無言で近くの椅い子すを摑つかむと、大きく振りかぶって、思い切り女性に叩たたきつけた。低い反発力と鈍にぶい感触を残し、女性の体躯をよろめかせる。


    「助けてくださ～い」


    　再び懇こん願がんする女性の声を無視して、斗和はさらに椅子を振り下ろす。女性はほとんど抵抗することなく、縮こまるようにして、斗和の攻撃に堪たえている。


    　以前にセーラー服の化け物と戦っていなければ、良心の呵か責しやくを覚えていたかもしれない。素す手でで顔を殴るという愚ぐ行こうを犯していたかもしれない。
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    　斗と和わはわずかな間に、正確に敵の情報を分析していた。クリオネの姿から想像できるのは、奴やつが頭部に触手、いわゆるバッカルコーンを持っているだろうこと。それで獲え物ものを摑つかんで飲み込み、腹の中で消化するのだ。だから頭部を攻撃してもダメージは薄いし、バッカルコーンに捕ほ獲かくされる危険も増す。


    　次に斗和はこの化け物の強さを予測する。セーラー服の化け物みたいに、強きよう靱じんな顎あごと手を持っているわけでもない。動きも愚ぐ鈍どんで、知能も高くはないだろう。そして人に化ける異能力も、単純な言葉を放つことしかできず、コミュニケーションが成り立たないレベル。斗和の攻撃を受けているこの状況で、同じ表情と同じ科白せりふしか吐かないことから、まず間違いない。


    　とどのつまり、こいつは雑ざ魚こなのだ。前回襲おそってきたどの化け物より、明らかに弱い。


    　だからこそ、斗和は許せなかった。あの惨さん劇げきを生き延びた自分が、白い化け物や猫ねこ蜘ぐ蛛もを倒し、萌も由ゆ里りに寄生していた化け物をも喰くい殺した自分が、こんな雑魚相手に銀ぎん河がを護まもることすらできなかったなんて──。


    「くそ、くそっ！　天あま音ね川がわを返せッ！　返せよォオオオッ！」


    　咆ほう哮こうと共に、椅い子すが手を離れて飛んでいく。斗和は椅子を摑むときに床ゆかに投げ捨てたテーブルナイフを拾い上げると、怯おびえるように身を竦すくめる女性に、それを突き立てる。


    「助けてくださ～い」


    　まったく悲壮感のない声で、化け物が悲鳴をあげる。斗和は何度も何度もナイフを突き立てる。どういう体の構造になっているのか、突き刺しても突き刺しても血が出ることはない。それが、さらに斗和の残ざん虐ぎやく性を加速させていく。


    　──チク。


    　ふと、左手に痛みを感じた。夢中になっていたことで注意が疎おろそかになっていた左手を、奴が摑もうとしていたのだ。斗和はすぐに手を引き、距離をとる。奴の動きは愚鈍なため、手を摑まれるようなことはなかった。


    　いや、違う。痛みを感じたということは、すでに攻撃を受けた証しよう拠こ。針で刺された程度の痛みは、微み塵じんも戦闘意欲を衰おとろえさせるようなものではない。だが──。


    　異変は唐突に襲い来る。飛び退のいた姿勢の途中で足が動かなくなり、斗和は無ぶ様ざまに尻しり[image: ]もちをついてしまった。全身が痺しびれて、腫はれたような不思議な感覚に支配されている。体がいうことをきかず、ナメクジのようにゆっくりとしか動かすことができない。


    　いや、それだけではない。


    　声を発することができなかった。声せい帯たいに通じる神経が詰まってしまったかのように、脳からの信号が伝わり落ちていかない。


    （そうか、天音川もこれで──）


    　斗和は、銀河が声を発する間まもなく捕食されてしまった理由を理解する。


    　これは毒だ。おそらくは神経毒の一種。多くの生物が、自然淘とう汰たを生き延びるために身につけた武器。その致命的な一撃を受けてしまったのだ。


    　精神が、深い後悔の海へと沈んでいく。


    　圧倒的な強さを持つ化け物を雑ざ魚こと決めつけ、慢心した結果の敗北。熱い怒りに囚とらわれ、あらゆる可能性を考慮せずに挑いどんだが故ゆえの敗死。


    　必死にあの惨さん劇げきを生き延びて、いくつもの大切な命を犠ぎ牲せいにして、彼女たちの思いを引き継いで──、それでようやく存そん続ぞくできた命は、あっさり消えゆく運命にある。


    　それがたまらなく悔くやしかった。


    　すぐに死んでしまう命ならば、必死に生きた価値はなくなる。自分を助けるために消えた命の価値もなくなってしまう。ならば、あの惨劇から自分が生き残った意味は何なのだ？　誰も救えなかった。ただただ犠牲にしただけだ。天あま音ね川がわも護まもれず、自分の命すらも。そして、一いち花かを残したままで──。


    『普通の人間に、他人を護ることなどできないのです』


    　今さらながら、睦む月つきの言葉の重さがわかる。他人を助けることの難しさ。自分がちっぽけな存在であることを理解する。


    　銀ぎん河がの仇かたきをとろうとせず、逃げる選択肢をとっておけば、まだ結果は違っていただろう。奴やつの能力を放送で流せば、それで救えた命もあるはずだ。だが、自分はそれを選ばなかった。思いどおりにならなくて癇かん癪しやくを起こす子供のように化け物に襲おそいかかり、あえなく敗北した。自分の無力さを受け入れられなかった故の罰。


    　クリオネの化け物がゆっくりと近づいてくる。今度は向こうが攻撃する側になったにもかかわらず、奴は相変わらず「助けてくださ～い」を連呼している。


    　次の瞬間、テュポポの頭部が割れ、バッカルコーンが飛び出してくる。体たい躯くも化け物のそれに戻り、半透明の巨体が視界を覆おおう。


    　斗と和わは尻しり[image: ]もちをついたまま、テュポポを見上げるようにして眺めていた。自分も銀河と同じように、まるでこの世に初めから存在しなかったみたいに、あの胃袋の中で消しよう滅めつさせられてしまうのだ。


    　正直恐ろしいと思った。薄暗い海を模した空間では、その恐怖も倍増する。死は孤独だ。そして、いずれは他人の記憶からも消え去ってしまう。


    　前の惨劇を生き延びたとき、自分は孤独になったと思った。だが、実際は違った。一花がいて、操みさおがいて、銀河がいて。誰かと会話し、誰かに恨うらまれ、新たな出会いがある──。今思えば、孤独とは無縁だった世界。死とは違うのだ。


    　斗和は静かに目を閉じる。せめて、一花だけは生き延びてほしいと願いながら──。


    「斗和くんッ!!」


    　力強い声が、弱気になった斗和の精神を叱しつ咤たする。円テーブルが襲いかかり、眼前の化け物を押し退のける。


    「腰抜かしている場合じゃねえぞ、斗と和わ！」


    　すべての陰いん鬱うつさを吹き飛ばすような、華やかな美顔が現れる。山やま田だ喜き一いち郎ろう、青あお美み空ぞら康やす隆たか、御み手た洗らい順じゆん次じの三人だ。彼らは円テーブルを盾たてにして、テュポポに体当たりを喰くらわせていた。


    　温かいものが体の奥底から込み上げてくる。安あん[image: ]どと喜びと感動とが、ない交ぜになった複雑な感情。斗和は彼らの名前を呼ぼうとしたが、毒のせいでそれもできない。


    「様子がおかしい。斗和くん、何があった？」


    　斗和の異変に気づいた青美空が、斗和の前に腰を下ろす。知的な眼鏡めがねの奥から、鋭するどく麗美な目で、斗和の体をまじまじと観察する。


    「あ……、う……」


    　なんとか言葉を発しようとする斗和に気づき、青美空はさらさらの髪を搔かき上げて、形のよい耳を寄せてきた。


    「ど……く。手……」


    「──ッ!?　みんな、そいつは手に毒を持っているそうだ。気をつけろっ！」


    「まじかよっ！」


    　山田と一緒に、テュポポに円テーブルを押しつけていた御手洗が驚いた声をあげる。その拍ひよう子しに力が抜けてしまったのだろう。テーブルの動きが逆流し、山田と御手洗が押し返される。二人は抜群の運動神経で左右に散らばり、テーブルの下敷きになるのを逃のがれた。


    「モップを！」


    　あらかじめトイレなどから持ち出していたのだろう、山田がレストランの入り口に無む造ぞう作さに立てかけてあったモップを摑つかみ、御手洗へ放り投げる。そしてもう一本を自分で持ち、横に構えながら指示を飛ばした。


    「青美空くんは、そのまま斗和くんをお願いします」


    「了解。背負うのは……難しいか。お姫様だっこは恥ずかしいか？」


    　斗和は否定する。命がかかったこの状況で、羞しゆう恥ちなどという感情は存在しない。


    「どこかに解げ毒どくできるようなモノがあればいいんだが……」


    　青美空の呟つぶやきに、斗和は必死に声を出す。


    「お……ゆ、お……ゆ」


    「お湯？　お湯がどうしたって？」


    　けれども青美空に斗和の意図は通じなかったらしく、疑問を投げ返された。


    「生物が持つ毒は、タンパク質で構成されたモノが多い。熱で変へん性せいするという意味でしょう」


    　青美空の声を聞いた山田が、正確に斗和の意図を理解してくれる。


    　自分の受けた毒が、イモガイの毒コトノキシンのような痛みのない神経毒の一種だろうことは推測できる。だが毒の種類はまったく不明で、通常の海洋生物と同じで複数の毒が作用している可能性もある。闇やみ雲くもに消毒薬や解毒剤を使用した結果、予期せぬ化学反応で死ぬことだってあるのだ。


    　それならば、火傷やけどくらいしかリスクのない湯ゆ[image: ]せんに[image: ]かけたほうがマシだろう。山や田まだの言うとおり、生物の毒はタンパク質で構成されたモノが圧倒的に多い。タンパク質は熱に弱いため、湯[image: ]で変へん性せい──つまりは解げ毒どくできる可能性が高い。だがそれは、方法の中で一番可能性が高いというだけで、解毒できる確率はほとんどゼロに近いだろう。


    「さすがにここじゃ無理そうだから、一階のレストランだな。よし、こいつは俺おれたちが引き受け──、っておいっ！」


    　御み手た洗らいが思わずノリ突っ込みを入れる。テュポポが武器を突きつける御手洗を完全に無視して、まっすぐに斗と和わたちのほうへ向かおうとしていたのだ。


    「動けない人を優先的に狙ねらっているのかもしれません」


    「やらせるかよっ！」


    　御手洗は叫んで、テュポポの体をモップで突くが、先端は突き刺さらない。


    「くっ。なんだぁ、こいつの体。分厚いゴムみたいだ。うおっ！」


    　テュポポが触手の一本でモップを摑つかみ取り、それごと御手洗の体を持ち上げる。御手洗は咄とつ嗟さの判断でモップを手放して着地するが、奪い取られたモップを叩たたきつけられて、豪快に吹っ飛ばされた。


    「御手洗くんっ！」


    　ちょうど吹っ飛ばされた先にいた山田が、抜群の反応で受け止める。


    「くぅ、いって～。大丈夫っすよ、喜き一いち郎ろうさん！」


    　御手洗は両手を扇あおぐように振りながら答える。咄嗟に手のひらでガードしていたのだ。


    「おい、あいつがこっちにくるぞっ！」


    　青あお美み空ぞらが上うわ擦ずった声で叫んだ。武器も持たず両手に斗和を抱きかかえているため、今襲おそわれたらひとたまりもない。


    「どうします？　喜一郎さん」


    　御手洗が山田の判断を仰あおぐ。


    「御手洗くんはこれを、僕はテーブルを持ちます」山田が御手洗にモップを手渡しながら言う。「僕が先頭で後ろに御手洗くん、最後尾に青美空くんです」


    「「了解」」


    　御手洗と青美空が同時に応こたえる。


    　青美空が斜め後ろに後退し、その隙すき間まに山田と御手洗が入り込む。


    「僕がテーブルを押しつけて壁をつくりますので、御手洗くんはモップで攻撃してください。僕たちは反時計回りに回転しますから、それに合わせて青美空くんは出口に移動。いいですか？」


    「さすが喜一郎さん、最高だぜ」


    　三人の連携は絶妙で、テュポポを牽けん制せいしつつ円を描えがきながら後退し、青美空と入れ替わるような位置に誘導する。斗和をかかえた青美空は自然な流れで出口にたどり着き、押し出されるように飛び出した。


    「青あお美み空ぞらくんは、こちらに構わず一階のレストランへ。集合場所もそこ、無理ならば入場口。僕たちもタイミングを見て逃げ出します」


    「了解。喜き一いち郎ろうさんたちも気をつけて」


    　斗と和わは素直に感心した。山やま田だ喜一郎という人物。判断能力と状況把握力が高く、頭の回転も速い。そして御み手た洗らいや青美空からの信頼も厚く、自みずから先陣を切るような性格。彼らがこの状況下で大きな混乱や絶望もなく、他人を助けるほどの心理的余裕があるのは、山田の存在が大きいのだろう。


    　斗和には彼らが頼もしく、眩まぶしいモノに見えていた。化け物を前にして協力し合い、軽口を叩たたけるような関係。一見して不ふ謹きん慎しんに思えるが、そこに人間としての力強さを感じる。


    　確かに睦む月つきの言うとおり、普通の人間ならば、自分の身を護まもるだけで精いっぱいかもしれない。だが、特別な力を持った異能力者であっても、その相手に一方的に頼るような関係であれば、寧ね々ね音ねのときのような失敗を犯しかねない。


    　対等の関係で、協力し合う仲。互いを信頼し、互いの弱さを補おぎなう集団の力。人は弱い。だからこそ集団を形成し、自然淘とう汰たを生き延びることができた。人と人のつながりこそが、もっとも強固な武器なのだ。


    　──仲間、という名の力。


    　自分は間違っていたのかもしれない。だから敗れてしまったのだ。まず最初にすべきことは、大切な人を護ろうとすることでも、武器を探し出すことでもなく、協力し合える仲間を見つけることだったのでは？


    「喜一郎さんは、すごいだろ？」


    　後悔と羨せん望ぼうが顔に滲にじみ出ていたのだろうか、青美空が尋ねてきた。


    「女性陣と離れて、訳わかんなくて、混乱していた僕らをまとめてくれたのも喜一郎さんなんだ。君ならば、ここから抜け出す術すべを知っているだろうって。あのとき僕らも大だい水すい槽そう前にいたんだ。君は以前にも化け物に襲おそわれた経験があるんだな？」


    　斗和は、なんとか頷うなずき返した。青美空はほっと安あん[image: ]どしたような息をつく。


    「そうか。なら、助けてやったお礼をもらわなくちゃな」


    　それは知っている情報を教えろということだろう。確かに斗和は、ここにいる人間の中で、一番今の状況を理解しているかもしれない。けれども有益な情報を持っているかと言えば、そうではない。そのことが心苦しかった。


    「もうすぐだ。……というか、僕も体力が衰おとろえたな。君ぐらいの頃はバリバリの体育会系だったんだが。たぶん、君らの頃が一番体力がある」


    　そうかもしれないな、と斗和は思った。斗和は運動部にこそ所属していないが、そのぶん体はしっかりと鍛きたえている。基礎体力はかなりのもので、体力テストではいつもトップクラスに入っていた。体を鍛きたえることが、自分が強くなっていく感覚が、とても楽しく誇らしかった。だが、今は──。


    



    　斗と和わたちは一階のレストランへ、無事たどり着くことができた。肩を寄せ合う客の姿、テーブルの下に隠れる客の姿がある。レストランは手前の厨ちゆう房ぼうと奥の厨房とに分かれているが、そこを隔へだてる衝つい立たてが何か鋭するどいモノで真っ二つにされていた。


    「たぶん、老ろう婆ばの化け物の仕し業わざだな」


    　呟つぶやいて、青あお美み空ぞらは奥の厨房へと移動する。彼の言う化け物を、斗和は知らなかった。ほかにもまだいるのかと思うと、気が遠くなりそうな絶望を覚える。


    　シンクに栓をして、そこにお湯を溜ためる。斗和は椅い子すに腰掛けさせてもらい、シンクに寄りかかるようにして、患部である左手を浸ひたしていた。ぎりぎり火傷やけどしない温度。腕から伝わる焼けるような刺激に加え、湯気のせいで息苦しくもあったが、心なしか毒が抜けていくような感覚がある。人体もタンパク質でできているため、本当は火傷する温度にしないと解げ毒どくはできないのだが、毒の不活性化自体はそれ以下の温度でも起こりうる。


    　青美空は今、斗和の指示で、包丁などを探していた。クラス全員分が用意してある学校とは違い、厨房には最低限の道具しか置いていないらしく、見つけるのに苦労しているみたいだ。


    　──不吉な囁ささやき声は、そのとき聞こえてきた。


    「ざわざわ……あら、美お味いしそう」


    「げらげら……一人？　一人？」


    「ひそひそ……驚いてるねぇ」


    　そこには一匹のムカデがいた。いくつもの人面を背中に張りつけた巨大なムカデの化け物。無数の足を忙せわしなく動かして、斗和のいる場所へと向かってきている。


    　いまだ斗和の体は動かなかった。このままでは、無抵抗に捕食され、無む惨ざんな肉にく塊かいに成り果てるしかない。逃のがれることもできず、着実に死が近づいてくる恐怖に、斗和は頭がおかしくなりそうだった。


    「す……っ、き……」


    　必死に助けを呼ぼうとするが、声は届かない。視界の隅すみでは、引き出しなどを開けて熱心に武器を探す青美空の姿がある。斗和に訪れた危機に、まったく気づいた様子はなかった。


    　絶望が去来する。これは少し前の銀ぎん河がと自分の関係だ。すぐ目の前に助かる術すべがあるのに、その距離は異常なほど遠い。目め尻じりに涙が浮かび上がってくる。


    「くすくす……逃げないの？」


    「ぼそぼそ……儂わしは、やわらかい肉がええ」


    「……ほげぇ～、ほげぇ～」


    　人面百足むかでがぎちぎちと歯を鳴らして歓喜を示す。この醜みにくく嫌けん悪お感を覚える化け物に今から喰くい殺されるのだと思うと、いっそのこと舌を嚙かみ切りたい気持ちになる。


    　ふと、キッチンカウンターの上に投げ出していた指先が、何かに触れた。硬い金属の感触。調理用のボウルだ。空のボウル。


    　刹せつ那な、脳のう裏りに閃ひらめくモノがあった。


    （こいつを落として、音を出すことができれば──）


    　斗と和わは慎重に右の指を動かしはじめる。湯ゆ[image: ]せんの効果があったのか、ゆっくりとなら動かすことができた。その間にも、人面百足むかでは距離を詰めてくる。無数の歩ほ肢しが蠢うごめくさまが、なんとも気持ち悪い。


    （焦あせるな、焦るなよ）


    　斗和は自分に言い聞かせる。万が一、指の届かない位置にでも押しやってしまったら、それは即、死を意味する。


    　人さし指と中指の間にボウルの縁を入れ、挟み込むように力を込める。回転していきながらボウルが右側──、通路側にゆっくりスライドしていく。指の位置を変え、もう一度同じことをする。あと数回、それでボウルは床ゆかに落ちるはずだ。


    　だが、人面百足の動きも容よう赦しやない。まるで斗和の心を揺ゆさぶってミスを誘うかのように、じわじわ距離を詰めてくる。心臓の音が耳に張りついている。着実に迫る死の恐怖は、それだけで生きた心地がしなかった。


    （集中しろ、集中するんだ）


    　斗和はあえて下を見ないようにして、目の前の作業に没頭する。じりじりとスライドしていくボウル。無限にも感じられる地味な作業。だが着実に、斗和の目的は達せられようとしていた。そしてついに、ボウルがキッチンの上から落下する。その刹那──。


    「うわああああああああああっっっ!!」


    　爆発のような悲鳴が聞こえてきた。客席の方向からだ。ボウルの落ちる音は無情にも、それに搔かき消される。


    「く、また化け物か？」


    　青あお美み空ぞらが顔を上げて、剣けん呑のんな表情を向ける。


    「ちょっと見てくる」


    　青美空が、こちらを一いち瞥べつした。斗和は祈るような気持ちで見つめ返す。最後のチャンス。これで気づいてもらえなければ、もはや助かる術すべはないだろう。


    　だが、そんな願いも虚むなしく、青美空はあっさりと厨ちゆう房ぼうの出口へ向かう。キッチンの陰に隠れるようにして身を潜ひそめる人面百足の存在に、気づいた様子はない。


    「ざわざわ……残念だったわね」


    「げらげら……泣くの？　泣くの？」


    「ぼそぼそ……いい塩あん梅ばいに空腹じゃあ」


    　眼下に押し迫った人面百足むかでが、ずいっと頭をもたげてくる。もはや斗と和わに抗あらがう術すべはない。


    （──ふざけるなよ）


    　刹せつ那な、激しい怒りが込み上げてきた。身を焼くほどの圧倒的な熱量。このまま何もできずに喰くい殺されてたまるか、という思いが全身を支配する。


    　だが、激しい感情の出す命令でも、毒によって麻ま痺ひした肉体が動くことはなく、わずかに斗和の体をズラしただけだ。けれどもそのズレは、微妙に安定していた重心に影響を与える。ボウルを落とそうとして、腕の位置が動いていたせいもあるだろう。


    　次の瞬間、キッチンにもたれかかっていた斗和の体がずり落ちた。斗和の頭は、そのまま人面百足の頭部にぶつかり、全体重を乗せたままで奴やつを床ゆかへと押し潰つぶす。


    　大した効果も見込めない窮きゆう鼠その攻撃。だがそれは、予想外の威力を発揮した。


    　攻撃を受けた人面百足の全身が、淡い緑色の燐りん光こうに包まれる。寸刻の後、無数の光の粒子へと変化して、朝日に溶ける雪のように跡あと形かたもなく消え去ったのだ。


    　斗和は呆ぼう然ぜんとそれを瞳ひとみに映していた。違和感が加速する。これは明らかに生物の死に方ではない。いや、化け物であっても、このような死に方をしたモノはいなかった。これには何か、重要なメッセージが含まれているような気がする。


    「斗和くんっ！」


    　青あお美み空ぞらの声。遅ればせながら、青美空が斗和のもとへとやってきた。だが跡形もなく消えた人面百足の存在に、気づいた様子はない。


    「水の壁の奴が来た。ここもやばい」


    　青美空は再び斗和を抱きかかえて走り出したが、いくらも進まないうちに斗和を下ろして、息を整えはじめる。


    　斗和は静かに、その事実を理解する。体力の限界がきているのだ。人を抱きかかえて逃げるのは、想像以上に体力を消しよう耗もうする。おそらく青美空には、その体力は残っていない。


    　それでも彼は諦あきらめることなく、斗和を連れ出そうとする。だが──。


    　逃げ惑うほかの客と衝突し、青美空と斗和は床の上に放り出されてしまう。それは致命的な一撃だった。体力と時間、両方の面から諦める決断をさせるに足る。


    　水の壁はもはや目と鼻の先。仮に斗和を抱きかかえる体力が残っていたとしても、その移動速度では逃げ切ることができない。青美空も同じことを考えたのだろう。彼の表情には苦く渋じゆうに満ちた懊おう悩のうが刻まれていた。


    　青美空と目が合う。斗和は静かに頷うなずき返した。彼は一瞬目を丸くしたが、やがて口くち惜おしそうに顔を歪ゆがめて言う。


    「──すまない」


    　そして、斗和をそのままにして、ほかの客と一緒に逃げ出した。


    　斗和はそれでいいと思った。青美空を非難する気持ちなど微み塵じんもない。前回の惨さん劇げきで、自分がたくさんの生徒に行おこなってきた行動だ。いずれ自分の身に返ってくることだと覚悟していた。生きるために最善を尽くすべきではあるが、共倒れになるのが明白な状況で、相手に縋すがるのは何か違う。斗と和わの理性はそのように判断していた。


    　水の壁が斗和の足に触れる。浮ふ力りよくによって、下半身が持ち上がっていく。そのまま吊つるされるようにして、斗和は壁の中に引きずり込まれていった。


    　音が変化する。水の中では音も光も空気中とは異なった伝でん搬ぱんをする。身近な異界。それが水中だ。粘ねん膜まくを刺激する圧倒的な水が、斗和の鼻や口から浸入してくる。味覚から、これが海水であることがわかった。


    　気道が悲鳴をあげる。一切の酸さん素そを拒絶され、焼けるような海水の刺激に、苦痛を示すシグナルを脳のう髄ずいへ送り込む。凄すさまじい激痛は生への執しゆう着ちやく心を否いや応おうなく呼び起こし、それが不可能だと知ると、八つ当たりのように苦しみを与えてくる。


    　前に何かで読んだことがある。もっとも苦しみが強い死に方は溺でき死しだと。すぐに死ぬこともなく、呼吸を絶たれる凄まじい苦痛が最さい期ごまで続く。アドレナリンによる麻ま酔すい作用もなく、意識を失っても窒ちつ息そくの苦しみからすぐに覚かく醒せいし、気絶と覚醒を繰り返しながら、永遠とも思える責め苦を受け続けるのだ。


    　不思議だ、と斗和は思った。


    　哺ほ乳にゆう類はかつて海で暮らしていた。そこでの生存競争に負け、陸に逃げ出し、結果的に繁栄を築くことになる。けれども鯨くじらなどとは違い、人間は海に戻ることはなかった。永遠に故郷を離れたままだ。


    　人間も生命を得た瞬間は羊よう水すいの中にいるが、一度酸素を吸って産うぶ声ごえをあげれば、もはや水中に戻ることはできない。なまじ戻ろうとしても、今の斗和のように悠久の拷ごう問もんに似た苦しみを味わうはめになる。


    　もしも人類が地球を飛び出して宇宙で生活するようになったら、再び地球で生活することはできなくなるだろう。人が水族館をつくり海中を懐なつかしむように、宇宙に飛び出した人類も、地球を模した空間をつくり癒いやしを得るのかもしれない。


    　そんな益やく体たいもない思考を断ち切ったのは、夜や闇あんにも似た海の中を漂ただよう人の死体だった。半分に切断された頭部。細こま切ぎれにされた肉片。はみ出した内臓が糸を引き、クラゲの触手のように漂っている。


    　濁にごった青い闇やみと霞かすみのような血肉に染め上げられた世界に、うっすらと化け物のシルエットが現れる。イルカほどの大きさで、顎あごの下にはエラらしきモノがあるのが見えた。おそらくはあれで人間を切断したのだろう。


    　見えたのは一瞬、巨体は本物のイルカ並みの速度で移動する。刹せつ那な、視界がぐちゃぐちゃに回転し、体も揉もみくちゃにされる。上下の感覚がわからない。自分が今どの方角にいるのか、指針となるものが存在しない。まるで洗濯機の中に放り込まれているみたいだ。


    　それはおそらく、化け物が方向転換するために、尾ひれを動かしてできた海水の流れにすぎないのだろう。だがちっぽけな人間の体は、それだけでいとも簡単に攪かく拌はんされてしまう。


    　強大だ。あまりにも強大すぎる存在。敵かなうわけないじゃないか、という絶望が、斗と和わの精神を[image: ]むしばんでいく。


    『斗和、斗和。勝てないと思うことと、勝つ術すべがないことはイコールではないよ。人はいくつもの困難を、知恵を絞り互いに協力し合って、何度も乗り越えてきたんだ。克服とは弛たゆまぬ努力と試し行こう錯さく誤ごの先にあるんだよ』


    「でも、ししょー。どうやったらいいかわからないときは、どうしたらいいの？」


    『そのときはね、まず自分のできることからやるんだ。手を動かし、足を動かし、そうして何かをしているうちに、自おのずと見えてくるものがあるんだ。いいかい、斗和。何もしないで考えるよりは、何かをしながら考えるほうが、ずっと答えに近づけるんだよ』


    　そうだ。師匠の言葉は常に正しい。それが何の役に立つかなんてどうでもいい。まずは手足を動かして抗あらがうことが大切なのだ。それなのに、斗和の体は毒で動かないままだ。


    　いや、違う──。


    　斗和は自身の体に起こった変化を理解する。


    　動く、動く。手足が、全身が、自由に動く。その感かん慨がいに浸ひたる間もなく、突とつ如じよ現れた壁に、斗和の体が叩たたきつけられた。数メートル先も見えない海中で、記憶に残る風景が映る。どうやら湯ゆ[image: ]せんをしていた奥の厨ちゆう房ぼうに、再び流し込まれていたようだ。


    　そして、ぐるりと回転する視界の先に、それを見つけた。


    　意識が覚かく醒せいする。思考がクリアになり、急速に生きる意志が湧わいてくる。右手を伸ばし、それを摑つかみ取った。続いて左手も添えて、その唯ゆい一いつの希望に縋すがりつく。


    　息が苦しい。もう長いこと、酸さん素そをよこせと騒ぎ立てる細さい胞ぼうの要求を無視している。気を抜けば、意識の糸がぷつりと切れてしまいそうだ。だが、諦あきらめるわけにはいかない。


    　この状況で摑むことのできたドアのノブ。運よくそれは、外開きのドアだ。つまり──。


    　カチャリと鍵かぎを開け、ドアノブを捻ひねる。


    　その瞬間、斗和の体は猛烈な勢いで押し出された。室内を圧迫していた海水は、一か所の出口を見つけるや、そこへ猛然と流れ込む。同時にそれは、斗和の体を廊下側へと放り投げるかたちとなった。


    　音が元に戻る。詰まったような感じがなくなり、体を包み込んでいた冷たい圧力が搔かき消えた。硬い床ゆかの感触に、激突した痛みを覚える余裕はなかった。久しぶりに得た酸素を、肺はいが貪どん欲よくに吸い込んでいる。


    　斗和は咳せき込みながらも、急いで距離をとるべきだと判断した。再び海水に捕まってしまう危険がある。だが後ろを見て、異変に気づく。水の壁がドアから少し飛び出したところで静止していた。まるでゲル状に固められたかのようだ。ややあって、それがするするとドアの向こう側へと引っ込んでいく。


    　斗と和わは呆ぼう然ぜんとそれを眺めながらも、本能的にこれが重要な情報だと悟る。水の壁は一定の距離以上は広がらないのだ。部屋の形状によってある程度は柔軟に形を変えるみたいだが、おそらくは化け物を中心として、その周囲に海水を展開させているのだろう。


    　それは、水の量が有限であることを示していた。斗和が心配したように、奴やつの能力によって水族館全体が海水に沈むことはない。海水に満たされるのは奴の周囲だけなのだ。


    　呼吸を落ち着けながら、斗和は安あん[image: ]どする。最悪の事態は免まぬがれた。そして自身も生き残ることができ、毒も消えていた。即効性があるぶんだけ、消えるのも早い毒なのかもしれない。


    　今斗和がいる場所は、厨ちゆう房ぼう裏の薄暗いバックヤード。パンフレットの地図にも載っていない場所だ。目の前に更衣室があることに気づいて、斗和は自分の服を確認する。ぐっしょりと海水で濡ぬれた服は重く、体の自由を奪う枷かせとなっている。装備は肝かん心じんだ。ＲＰＧロールプレイングゲームほど劇的な効果はないが、過酷な環境においては、装備の有う無むで生死が決まることが多々ある。


    　更衣室に鍵かぎはかかっておらず、容易に入ることができた。祈るような気持ちでロッカーを開くと、そこには海水パンツと上半身用の水着ラツシユガードが置いてあった。サイズは少し大きめだが、問題はないみたいだ。斗和は迷うことなく全ぜん裸らになると、服を着替えた。


    



    　　　＊　＊　＊


    



    「一いち花かちゃん、こっちへ」


    　半ば放心したような様子の一花の手を引いて、真ま湖こは四階のキーパースペースに足を踏み入れた。魚の世話をするための関係者用の部屋だ。二階と三階を貫つらぬく吹き抜け水すい槽そうの真上で、海水の光を反射した青白い空間に、さらさらと水の流れる音がしている。


    　真湖は素早くドアの鍵を閉めると、部屋の片かた隅すみに一花と腰を並べて座り込んだ。一花の表情を見るたび、真湖は胸が張り裂けそうになる。いつもの天てん真しん爛らん漫まんな少女の姿はない。恐怖に怯おびえるごく普通の女の子。


    　決して、一花を死なせたくないと思った。だから裏を搔かいて逃げ出したつもりだったのに、殺人鬼はあっさり真湖の行動を読んで待ち伏せしていた。それが恐ろしい。あいつはただの殺人鬼ではない。頭の回転が速く、人じん心しんを操あやつる術すべに長たけ、まるで他人の心が読めるかのような鋭するどい洞察力を持っている。


    　震えが止まらない。どこに逃げても、どんなに抗あらがっても、奴からは決して逃げられないような気がする。それがたまらなく恐ろしかった。怖くて怖くて頭がどうにかなりそうだ。


    「ノマちゃん。一花、お馬ば鹿かだから間違っているかもしれないけど、ここにいたら駄目だと思うの」


    　ぽつりと一花が呟つぶやいた。驚いて彼女の顔を覗のぞき見るが、その表情はとても固い。突然思いついたことを口にしたというよりは、深く悩み抜いた末の決意のように感じられた。


    「違うよ、一いち花かちゃん。外は危険なの。化け物もいるし、あの殺人鬼だっている。ここに隠れていたほうが安全なのっ！」


    　真ま湖こは懇こん願がんするように言う。一花は判断を誤ろうとしている。闇やみ雲くもに外を走り回っても、殺人鬼や化け物に殺されるだけだ。けれど、鍵かぎをかけた部屋に閉じこもっていれば、奴やつらに見つかることもない。そうやってじっと息を潜ひそめて、災さい厄やくが過ぎるのを待っていれば、危険は回避できるのだ。見えない壁が消しよう滅めつするそのときまで、じっと静かにしてさえいれば──。


    「ノマちゃんが言っているのは、安全じゃなくて安心だと思うの」


    　ガツンと頭を殴られたような気がした。彼女の一言は、自分の中にある臆おく病びようで軟弱な考えを非難してくる。


    「安心はね、自分の心だけを護まもること。でも安全は違う。『全』て、みんなって意味だから、みんなの心を護ることだと思うの」


    　真湖は「それは違うよ」と言うことができなかった。一花は『全』という漢字を間違えて覚えている。安全とは自分の肉体が無事であることだ。けれども、その精神は何よりもまっすぐで、核心をついているかに感じられた。


    「お母さんがね、前に言ってたの。傷つくタイミングを間違えたらいけないって」


    「え？」


    「誰も傷つけず、自分も傷つかない方法を選んでいると、そのうち深みに嵌はまっちゃうんだって。そのときはもう手遅れで、どんなに頑張っても無理ってなるの。そんでな、傷は後になれば後になるほど深く致命的になるんだって。絶対に後悔する結末しか迎えないの」


    　とくん、と心臓が鳴る。心の動どう揺ようが動どう悸きというかたちで表われている。自分が、あの日から悪夢のような人生を送っているのは、まさに傷つくことを恐れて深みに嵌った結果なのではないか。そんな疑問が首をもたげる。


    「だから、まず自分から攻めるんだよ。そうすれば、自分が覚悟したぶんしか傷つかなくて済むの。『攻撃は最大の攻撃』って言うでしょ？」


    「『攻撃は最大の防御』だよ、一花ちゃん」


    「え？　どうして攻撃が防御になるの？」


    　本気でぽかんとする一花に、真湖のほうも戸惑ってしまった。説明すべきか迷って、結局は自分が聞きたかったことを口にする。


    「一花ちゃんは怖くないの？　あの殺人鬼が。……化け物だっているのに」


    「……怖いよ。正直、すごく怖い。たぶん、死んじゃうかもしれないって思う」


    「だったら──」


    「でも、それって当然のことだと思うの。相手が悪い奴だから立ち向かうんだよね？　悪い奴だから、すっごく怖くて当然なの。もしね、怖いとか全然思わない相手なら、それは一花たちが間違ってる証しよう拠こだと思う。一いち花かたちが悪い奴やつで、向こうがいい人。だって、相手がいい人だったら、全然怖くないはずでしょ？」


    　怖いのも当たり前、傷つくのも当たり前。悪に立ち向かうとは、そういうことなのだ。それが一花の言葉だった。


    「……そうかもしれない。そうかもしれないけど、ここにずっと隠れていたら駄目なの？　時間切れまで隠れていたら、それで私たち、……助かるんだよ」


    　声が尻しりすぼみになる。まるで、自分でも信じていないかのように。でも、ほかに信じられるモノは存在しない。この希望に縋すがるしかないのだ。


    「ねえ、ノマちゃん？　時間切れまで隠れることなんて、本当にできるの？　それに、あいつはたぶん、そういうのもわかっていると思う」


    　ぞわりとした。一花の勘はおそらく正しい。あの殺人鬼は自分が隠れることも、どこに隠れるのかも把握している可能性がある。奴の手のひらの上から逃のがれることなど、誰にもできないのかしれない。


    「だから、ゲームに勝とうよ。お兄ちゃんを捜すの」


    　真ま湖この反応を見て、肯こう定ていと受け取ったのだろう。一花が、言葉に力を入れて言う。


    　真湖は意味がないと伝えたかったが、できなかった。あの殺人鬼が息をするように噓うそをつくことも、ほんの数秒も経たたないうちに自分の言葉さえ否定するほどいい加減な性格をしていることも、制約によって口にできない。ゲームに勝ったとしても、奴が一花たちを殺さないという保証はどこにもないのだ。


    「それに、お兄ちゃんにも会えるよ。会って伝えるんだ。殺人鬼のこと。お兄ちゃんはね。先に生まれたから『お兄ちゃん』じゃないんだよ。一花よりも頭がよくて、すごく頼りになって、どんな困難も吹き飛ばしちゃう。だから一花は『お兄ちゃん』って呼ぶの。自慢のお兄ちゃんだから、きっと一花たちを助けてくれるよ」


    　まっすぐな瞳ひとみと、どこか気高い表情で誇らしげに言う。そんな彼女を、真湖は眩まぶしく思った。一瞬だけ、斗と和わなら自分たちを助けてくれるかのような幻げん想そうを抱いだく。だが、──それは無理だ。彼では自分たちを救えない。それには明確な根こん拠きよがある。


    「一花ね、迷ったときは、お兄ちゃんだったらどうするかなって、いつも考えるんだ。お兄ちゃんが今の一花と同じ立場だったら、きっとゲームで勝とうとすると思う。一花はお兄ちゃんと血がつながってないから、せめてお兄ちゃんに幻げん滅めつされるようなことはしたくないの。それが一花の証明。お兄ちゃんの妹だっていう証拠だから」


    　一花は、「自分は斗和の実の妹じゃない」という強いコンプレックスを抱いていた。けれども真湖が得た情報では、それは彼女が勝手にそう思い込んでいるだけで、根拠のあるものではないらしい。


    「どうして一花ちゃんは、実の兄妹きようだいじゃないと思うの？」


    「だって、お母さんもお兄ちゃんも頭いいけど、一いち花かだけお馬ば鹿かだし。それにお兄ちゃんが言ってたもん。知能は遺い伝でんするって。もし知能が遺伝しなかったら、人間からお猿さるさんや鶏にわとりさんレベルの人間が生まれるって」


    　真ま湖こは言葉に詰まる。どういう具合に質問したか知らないが、斗と和わは一花の質問の意図を完全に誤解して答えたみたいだ。


    「うわっ、何これ？」


    　突とつ如じよ、一花が声をあげた。はっと我に返った真湖は、北側のドアから水が浸入してきているのを見る。一瞬、自分の目を疑った。ここは四階、浸水などしてくるはずがない。だがすぐに、自身の愚おろかさを呪のろう。


    「一花ちゃん、外へッ！」


    　叫んで、真湖は廊下側のドアに駆かけ寄った。キーパースペースには窓がないため、状況は推測するしかないが、このままここにいたら溺でき死ししてしまうだろう。焦あせりもあって、やや手こずりながらも鍵かぎを開け、一花と一緒に廊下に飛び出した。窓の外、三階と吹き抜けになっている空間を見る。


    　巨大な水の塊かたまりが、空中に浮いていた。重力に逆らって、シャボン玉みたいに宙を漂ただよっている。その水の一部が、先ほどまで真湖たちがいたキーパースペースに浸入してきていたのだ。


    　防水対策がとられている電源室や空調室と違い、キーパースペースは水の浸入には無防備だ。それ以前に化け物なら、ドアを切断することもできるはず。


    　今の今まで、そのことを失念していた。一瞬でも、隠れていれば助かると思っていた自分が恥ずかしい。


    「何あれ？」


    　一花が驚いた声をあげるが、真湖は制約により答えることができない。ただ水の表面に漂う人の死体を見て、一花は奴やつが何であるかを悟ったみたいだ。


    「一花ちゃん。一つだけ、私のお願いを聞いて。絶対に化け物と戦ったりしないで。ほかの人を助けようともしないで。お願いッ！」


    「……ノマちゃん？」


    「一花ちゃんがいくら強くても危険なの。『金色の究極兵器ウルテイマウエポン』でも、あいつらには敵かなわないよ」


    　金色の究極兵器ウルテイマウエポンとは、小学校での一花の二つ名だ。抜群の運動能力で、八はち面めん六ろつ臂ぴの大活躍を見せる彼女は、よく助すけっ人ととして試合などに出場する。彼女の出た試合は、まさに常勝無敗。それ故ゆえについた異い名みよう。だが、その常勝無敗はこの世界では通用しない。


    「斗和さんだって、絶対そうすると思う。優先順位をつけて、無む謀ぼうと勇気を履き違えたりはしない。一花ちゃんは斗和さんの妹なんだよね？　なら、私のお願いを聞いて。約束して」


    　卑ひ怯きようかと思ったが、あの殺人鬼と同じく、一花のコンプレックスを刺激する。そうでもしないと、一花は無謀な戦いを挑いどんでしまうだろう。


    「……うん。わかった。約束するよ。一いち花かがいくらお馬ば鹿かでも、あいつらに勝てないことくらいわかるもん」


    



    　四階からバックヤードを通り、三階に下りた真ま湖こたちは、数人の客たちが休きゆう憩けいしているサイエンスラボに出る。一花が銀ぎん河がを一本背負いした場所だ。


    　真湖たちに気づいた客らは警戒したような態度を見せたが、すぐにほっと疲れたような息を吐く。疲ひ弊へいした陰いん鬱うつな顔、血で汚れ、怪け我がをしている人々。中には遺体の一部を大事そうにかかえている人もいる。まるで映画に出てくる野戦病院のようだと、真湖は思った。


    「あのね、一花のお兄ちゃん知らないかな？　日ひの本もと斗と和わという名前で──」


    　一花は斗和の名前と特徴を伝えるが、どうやら誰も心当たりはないらしい。他人を気にする余裕など、なくなっているというのもあるだろう。


    「あと、殺人鬼の正体は──」


    　一花は必死に殺人鬼の正体を告げるが、客たちの反応は薄い。先ほどの放送を聞いていたはずなのに、まるで気にした様子はなかった。虚うつろな視線を向けてはくれるが、冷めた空気がひしひしと伝わってくる。


    「それで──」


    「うっせえええっ！」男の怒ど声せいが一花の科白せりふを制する。「殺人鬼がなんだ！　今は化け物がいるんだ！　そんなもんどうだっていいだろっ！」


    「そいつもとっくに喰くい殺されているわよっ！」


    　じくり、と真湖は胸が痛んだ。やはり殺人鬼の恐怖は、化け物の陰に押しやられてしまっている。本当の脅きよう威いを彼らは知らない。


    「ああっ、うわあああああっっ！」


    　凄すさまじい悲鳴が聞こえ、皆の視線が一点に集中する。そこにはタコの体と九本の蛇へびの足を持つ化け物の姿があった。


    「何……あれ？」


    　一花はタコの化け物を見るのは初めてらしい。奴やつがゆっくりと、血で汚れた角つのを向けてくるのを驚きよう愕がくの眼まな差ざしで見つめている。


    「一花ちゃん、逃げてッ！」


    　次の瞬間、タコの化け物──タンガロアが猛然と突っ込んでくる。遮しや蔽へい物ぶつのない空間で、まっすぐに一花に向かって飛ひ翔しようしてくる。


    　同時に一花も反応した。すっと体を引くようにして横に移動。そのままくるりと体を回転させ、回し蹴げりを打ち放つ。彼女はわずか一呼吸のうちに、敵の攻撃をかわし反撃を行おこなったのだ。一花だからできる芸当。だが──。


    　タンガロアが急停止する。慣かん性せいの法則を完全に無視した、ありえない止まり方。異能の力だ。奴やつの動きに合わせた一いち花かの蹴けりは、当然、空振りに終わり空くうを切る。攻撃直後の無防備となった彼女目がけて、再び化け物が加速してきた。


    「──いっ！」


    　それは刹せつ那なの出来事。タンガロアが一花の首を貫つらぬこうとした瞬間、彼女は上半身を思いっきり反らせた。背中と床ゆかが平行になるような角度。間かん一いつ髪ぱつ、一花の残像を貫いて、タンガロアは飛び去っていく。そして彼女の後方にいた男性の背中に突き刺さった。


    「痛いてえぇっ、痛ええよっ、ちくしょう！」


    　苦く悶もんの声をあげる男性の体に、タンガロアの触手が巻きついていく。続いて骨が折れる音。


    「一花ちゃん、今のうちに早くッ！」


    　真ま湖こは、蒼そう白はくになったまま固まっている一花の手を、強く引っ張った。


    「一花は、そんなつもりじゃ……」


    「一花ちゃんのせいじゃない、せいじゃないからッ！」


    　叫んで、真湖は一花を連れて逃げ出す。パノラマ大だい水すい槽そうへと続く、真っ暗なスロープ。壮大な深海へと至る道を演出するかのような漆しつ黒こくの回かい廊ろうは、今では不安を煽あおる効果しかない。そこへ潜もぐろうとした真湖たちは、動きを止めた。


    「うぎゃあああああっっ!!」


    「誰か、助けてええっっ!!」


    　スロープの先から悲鳴が上ってくる。胃が縮むような声。まさか、という思いが、真湖の心臓を締め上げてくる。


    　漆黒の闇やみの向こうから、恐怖を顔に張りつかせた客たちがまろび出てきた。そして、カサカサという虫の足音を思わせる音。


    「な、なに？　なんかいる。ぞわぞわってする」


    　一花が真湖の肩に寄り添ってくる。そういえば、と真湖は思った。一花はイメージの快活さとは真ま逆ぎやくで、ゴキブリとかムカデとかは大の苦手なのだ。


    　そしてついに、化け物がその醜みにくい姿を露あらわにした。巨大なムカデの化け物──人面百足むかで。数匹のそいつらが、壁を[image: ]はい、天井に張りつき、人に喰くらいつきながら姿を現す。


    「──ひっ！」


    　一花が掠かすれたような悲鳴をあげる。一瞬にして鳥とり肌はだを立て、真湖に抱きついてくる。そして、真湖を伴ともなって逃げ出そうとした一花は、ちらりと手すりの向こうを見た。


    　サイエンスラボとスロープの間には、テラスのような場所がある。休きゆう憩けい用のスペースだが、そこから二階の入り口広場を見下ろすことができる。つまりは、五メートルほどの高さをうまく飛び降りられれば、下に降りることができるのだ。おそらく一花一人なら、それも可能だろう。でも──。


    「ノマちゃん、戻ろう」


    　一いち花かの判断は速かった。彼女は、タコの化け物のいるサイエンスラボに戻ることを決意する。


    　真ま湖こは、唇くちびるを嚙かみ締めた。「一花ちゃんだけでも逃げて」という言葉を呑のみ込む。益やく体たいのない科白せりふ。今は押し問答をしている暇ひまはない。ただただ、歯は痒がゆい気持ちだけが加速していく。


    　タンガロアは先ほどの男性を捕食中だった。九本の触手を男性の穴という穴に突っ込んで、中を喰くらっている。男性はこちらに尻しりを向ける格好で死んでいたので、その惨みじめな姿は真湖の精神を否いや応おうなく疲ひ弊へいさせた。


    　奴やつが捕食している隙すきに、真湖たちはサイエンスラボを駆かけ抜け、水すい槽そうが複雑に行ゆく手を阻はばむ夜や闇あんのような回かい廊ろうへと入り込む。


    「君、かわいいねえ」


    　しばらく進むと、太った男が薄ら笑いを浮かべて真湖たちの前に立ち塞ふさがった。一花がびくりとして立ち止まる。真湖も立ち止まり、まじまじと男を見た。何か嫌な予感がする。


    「君、かわいいねえ」


    　男は同じ言葉を繰り返す。まるで逃げ惑う人たちに気づいていないような、ズレた雰ふん囲い気き。


    「どけっ、邪魔だッ！」


    　突とつ如じよ、一花の後ろから細身の青年が飛び出してきた。彼は太った男を押し退のけようとして、できなかった。青年の体がびくりと震えたかと思うと、不自然な格好のまま動きを止め、床ゆかの上に倒れ込む。


    　そして、太った男の頭部が割れた。半透明のバッカルコーンが青年に巻きついていく。


    「うわっ、何これ？」


    　一花が悲鳴をあげる。


    「一花ちゃん、今のうちにッ！」


    　真湖の心臓もバクバク鳴っている。ほんの少し対処が遅れれば、ああなっていたのは自分たちかもしれないのだ。


    　クリオネの化け物がいるのは、水槽を衝つい立たてに二つに分かれた通路の片方なので、真湖たちは逆側の通路を走り抜け、出口へと向かう。


    　だが今度は、前方から逆流してくる人の流れがあった。


    「まさか……」


    　最悪の予感は無情にも的中する。トンネル水槽のある場所に、巨大な水の壁があった。先ほど自分たちを襲おそってきた化け物の異能力。奴は四階の吹き抜け部分を移動して、ここにやってきたのだろう。水の壁は出口を塞ぐと共に、再び真湖たちを追い詰めるように、こちら側へと押し迫ってくる。真湖たちは仕方なく来た道を戻った。


    　捕食中のテュポポの横を走り抜けると、人面百足むかでたちによって無む惨ざんに喰い散らかされる人々の姿があった。ほとんど暗くら闇やみに近い通路では、奴らの姿は見えにくい。カサカサと歩ほ肢しの蠢うごめく音と肉を咀そ嚼しやくする音、化け物の囁ささやき声と客の悲鳴が混じり合って、吐き気を催すようなイメージを搔かき立てる。


    「こっちへ！」


    　阿あ鼻び叫きよう喚かんの地獄絵え図ずから目を逸そらすように、左手の非常階段へ続くドアを開け、そこへ駆かけ込んだ。真ま湖こはまるで迷宮のようだと思った。水で囲まれた水迷宮。何度も同じ場所を行き来して、出口がどこかわからなくて、会うべき人に会えなくて。


    　果たして殺人鬼に捕まる前に、斗と和わと会うことができるのだろうか。


    　黒い霧きりのような不安が、真湖の精神を侵しん食しよくしはじめていた──。
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    　──苦しい、仇かたきを取ってくれ。


    　ふと、笠かさ根ね木ぎの耳に、その声が聞こえてきた。


    「やめろ、黙れ」


    　笠根木は耳を塞ふさいで、誰ともなしに呟つぶやく。


    　──痛い、痛いよ。仇を取ってよ。


    　今度は別の声。笠根木は頭を振って、それを追い払う。やはりそうなのか、と笠根木は思った。自分には死体の声が聞こえるのだ。


    　最初にそれに気づいたのは祖父の葬式のとき。次は親しん戚せきのおばさんの葬式のときだ。けれども幼おさない頃の経験だったし、それ以降は死体に接する機会などなかったので、今の今まで幻げん聴ちようだと思い込んできた。そう自分を納得させようとしていた。


    　でも今は違った。足の踏み場もないほど、至るところに死体が転がっている。そのすべてが怨えん嗟さと悲痛の声をあげ、必死に訴えかけている。


    　不意に笠根木は、自分の体が鳶とび色の光に包まれていることに気づいた。そして何かを思い出しそうな感覚。


    　ぎょっとして立ち止まると、全身を包む光はいつの間にか消えていた。幻げん覚かくだ、と笠根木は結論づける。異能力、という単語が脳のう裏りを過よぎったが、意識して無視する。あの最低リア充じゆう野や郎ろうの戯ざれ言ごとに、これ以上振り回されるつもりはない。


    　気が焦あせる。離れ離れになったきり一度も再会していない二人の少女、宇う佐さ院いんと原はら田だの安否も、非常に気がかりだ。この死体の中にいるのでは、と想像するだけで胸が搔き毟むしられる思いになる。


    　斗和たちと別れたあと、笠根木はスタッフから場所を聞き、事務所へ向かった。そこには外に出ようとしたり外部に助けを求めようとしたりする人々が集まっていた。笠根木も彼らと同じ考えだ。先に調べていた彼ら曰いわく、外へ出る方法もわからず、外部に連絡する手段も見つかっていないらしい。


    　放送機器は破壊されており、例の殺人鬼を名乗る人物の仕し業わざだろうと、忌いま忌ましげに言っていた。館内放送をしていたはずの女性スタッフらしき死体は、なぜかなかった。


    　彼らと今後の動きを相談しようとしたところで、老ろう婆ばの化け物が襲おそってきた。友人のタマこと、多た摩ま川がわ光みつ雄おを殺した化け物。何人かが犠ぎ牲せいになるのを横目に、笠かさ根ね木ぎは必死に逃げ出した。それがたまらなく悔くやしい。ビビって、自分の命を惜おしんで、他人を見殺しにして逃げ出して。やっていることはあの最低野や郎ろうと同じだ。


    　陰いん鬱うつで行き場のない怒りをかかえながら、迷路のように入り組んだ水族館内を歩き回る。そして笠根木は、その少女と出会った。


    　銀髪のツインテールに、勝ち気なアクアブルーの瞳ひとみ。気の強そうな顔は、今は惚ほうけたようになっている。


    　天あま音ね川がわ銀ぎん河がだった。


    　魂たましいの抜けた亡ぼう霊れいのような雰ふん囲い気きに、この状況では仕方ないかと思う反面、笠根木はある予感を覚える。近くにあの男の姿はない。どくん、と心臓が鳴った。まさか──。


    「……あ、キミは？」


    　笠根木の姿に気づいた銀河の顔に、表情が灯ともる。


    「あいつは、……どうした？　し、死んだのか？」


    　なぜかショックを受けている自分がいた。それが無む性しように腹立たしい。あんな奴やつ、死んでも構わないと思っているはずなのに、否定してもらいたいという矛む盾じゆんした気持ちもある。


    「斗と和わくん？　わからない。気がついたら離れ離れになっていて──」


    「はぁ？　まさかあいつ、テメエだけ逃げやがったのか？　くそ野郎がッ！　最低だぜッ！」


    「ちょ、何言ってんのよ、キミはッ！　キミだって同じでしょ？　ここでは誰もが自分を護まもるだけで精いっぱいなの。いい加減にしなさいよッ！」


    「──くっ」


    　笠根木は反論できなかった。彼女の言葉が正しいことは理解できる。だが、感情面で納得することができない。どんな理由があれ、曽そ根ね瓦がわら由ゆ貴きを──大切な女性を侮ぶ辱じよくした奴を許すということは、自みずからの手で彼女を穢けがすことと同意なのだ。理屈じゃない、引くに引けないプライドがある。


    　歯は嚙がみするような気持ちで、視線をさまよわせていた笠根木は、ふとそれに気づいて、間抜けな声をあげた。


    「あれ？　おまえ、そんな服装だったっけ？」


    　はっきりとは覚えていないが、彼女はスカートだったはず。それが今は、ストレッチパンツを穿はいていた。


    「え？　あ、ううん。違うけど……。なんか知らないけど、気がついたらこの服で──」


    「動くなッ！」


    　だが、言葉は最後まで続かなかった。鋭するどい声が彼女の科白せりふを途切れさせる。聞き覚えのある声。二人は驚いて、それが飛んできたほうを振り向いた。


    



    　　　＊　＊　＊


    



    　斗と和わには、目の前の状況が理解できなかった。


    　二階のシンボリック水すい槽そうの前。クリオネの化け物に捕食され、死んだはずの銀ぎん河がが生きていたのだ。なぜか違う服を着て、笠かさ根ね木ぎと会話をしている。


    　斗和は自作の槍やり──モップの先に包丁を固定した物を構えながら、慎重に二人に近づいていく。


    「斗和くん。……無事、だったんだね。よかった」


    　銀河の表情が感極まったみたいに紅こう潮ちようし、目め尻じりの端に大粒の涙があふれる。


    「動くなッ！」


    　そのまま走り寄ってこようとする銀河に槍の切っ先を向けて、斗和は彼女を牽けん制せいする。


    「え？　斗和くん、どうしたの？」


    「何やってんだよ、テメエッ！」


    　怪け[image: ]げんな表情をする銀河と、声を荒らげる笠根木。


    「笠根木、彼女から離れろ。そいつは化け物の可能性がある」


    　斗和の科白に、二人ともぎょっとした顔をする。互いに視線を交差させ、次に笠根木が数歩後ろに下がった。


    「ちょ、何言ってるの、キミは？　私が化け物なわけないじゃないっ！」


    「笠根木、これを持て」


    　斗和は笠根木に自分の持っていた槍を投げ渡した。そして床ゆかに置いていたもう一本の槍を手にする。槍は全部で二本だ。


    「テメエ、今度は護まもると言った女にその態度かよ。最低のクソ野や郎ろうだな」


    　反射的に槍を受け取りながらも、笠根木が吐き捨てるように言う。


    　斗和は笠根木を無視して、冷静に銀河を観察する。ボキャブラリーや表情の豊富さから、クリオネの化け物ではない。可能性としては、萌も由ゆ里りに寄生していた芋いも虫むしの化け物。それと同じタイプだろう。ならば痛みを与えれば、正体を現すはずだ。


    「自分が化け物じゃないと言うのなら、両手を上げて後ろを向け！　早くしろっ！」


    　銀河は何か言おうとしたようだったが、斗和の気迫に圧おされるように、しぶしぶ従った。


    　けれども、いざ銀河を攻撃する段階になって、斗和は迷った。槍で突くのは、さすがにやりすぎのような気がする。それになんとなくだが、彼女は本人のような気がして、それがいっそう余計な傷はつけたくない、という心理を加速させた。だが、迷っている暇ひまはない。水族館の化け物との遭遇エンカウント率は異様に高いのだ。


    　体に悪影響が少なく、効果的に痛みを与える手段を模も索さくする。その答えに行き着くと同時に、斗と和わは平手をつくると、思い切り銀ぎん河がのお尻しりを引っぱたいた。


    「うひゃぁああああ!?」


    　銀河が素すっ頓とん狂きような声をあげ、文字どおり飛び上がる。わなわなと肩を震わせ、ぷるぷると震える指で斗和を指しながら、凜りんとした声で吠ほえる。


    「キミキミキミッ！　キミは何をするの何をしたのッ！　この変態痴漢ドすけべ唐とう変へん木ぼくッ！」


    「テメエッ！　お、女になんてことしやがるぅっ！」


    　笠かさ根ね木ぎが動どう揺ようしたように叫ぶ。


    「本当に、……天あま音ね川がわなんだな？　生きて、いたんだな？」


    　斗和はある種の感かん慨がいをもって呟つぶやいた。


    「さっきからそう言ってるでしょッ！　それと私のお尻になんの関係があるわけッ！」


    「……痛みを与える必要があった。お尻は痛みのわりにダメージが少ない」


    「馬ば鹿かじゃないのッ！　何それッ！　心のダメージを無視してるじゃないッ！　キミにはデリカシーってモノがないのッ！　妊にん娠しんしたらどうすんのよッ！」


    「いや、今の行為で妊娠することはない。もう高校生なんだから、妊娠の仕組みは知っておいたほうがいい」


    「馬鹿じゃないのッ！　キミが教えてくれるのッ！　もっとまわりの状況を考えてよねッ！　せめてシャワーくらい浴びさせてッ！」


    「っていうか、おまえらなんの話してんだよ。聞いてるこっちが恥ずかしくなるだろうがっ！」


    　顔を若じやつ干かん赤くした笠根木に怒鳴られ、斗和は自分が意味のない会話をしていたことに気づく。いくつかの質問を銀河に投げ、どうやら彼女が本人であると思えるに至った。化け物に喰くわれてしまったことについては記憶が曖あい昧まいらしい。気がついたら二階のマリンホールにいたそうだ。


    　銀河が化け物である可能性もまだ残ってはいるが、ほかに確認する方法がない。それとは別に、斗和はもう一つの可能性を思い浮かべていた。それは──。


    　そのときだ。誰かの息を呑のむような悲鳴が聞こえてきた。咄とつ嗟さに周囲を警戒した斗和たちは、驚くべきモノを目にする。


    　一人の少女が歩いていた。身につけているモノは靴と靴下だけ。つまりは全ぜん裸らだ。少女の白い裸体は、薄暗い空間では蠱こ惑わく的な魅力を放ち、見る者の興味を引く。だが、それ以上に目を引くのは、その凄せい惨さんな姿だ。


    　両腕は肩の部分から切断され、顎あごも舌も喪そう失しつしていた。そして彼女の腹部には、本人の腕だろう、肘ひじから先だけとなった腕が突き刺さっている。


    　人の尊そん厳げんを踏み躙にじる非道な行おこない。自然と怒りが込み上げてくる。


    「酷ひどい……」


    　銀ぎん河がの悲痛な声が耳をつく。そして、掠かすれたような声で笠かさ根ね木ぎが少女の名を呼んだ。


    「原はら田だっ！」


    　刹せつ那な、斗と和わは猛烈な危機感を覚えた。第六感がまだ見ぬ死の予感を察知する。駆かけ出そうとする笠根木を制止して、上から落ちてくるそいつを捕ほ捉そくする。


    　──ぼとりと、鈍にぶい音が響いた。続いてひそひそと話す声。


    「ひそひそ……見つかったねぇ」


    「ざわざわ……あら、バレたわ」


    「……うっげっげ、イヒヒヒッ」


    　笠根木が向かおうとした先、原田との間に、人面百足むかでが落ちてきた。ぼとり、ぼとり。ほかにも音が続く。敵の数は全部で四匹。


    「気をつけろ。こいつらは普通のムカデと違って、尻しつ尾ぽに毒がある」


    「はぁ？　普通は尻尾じゃねえのかよ？」


    　斗和の科白せりふに、笠根木が忌いま忌ましげに言い返した。普通のムカデの場合は顔の部分、正確には一番目の歩ほ肢しが変化して、[image: ]きばみたいになった顎がく肢しと呼ばれる部分に毒がある。


    「きゃああああっ！」


    　銀河の悲鳴。彼女の近くにいた人面百足が、その頭をもたげてきたのだ。


    　斗和は躊躇ためらうことなく、銀河に飛びかかろうとしていた人面百足に斬きりかかった。以前とは違い、今は武器がある。確かな手て応ごたえ。斗和の槍やりは、伸び上がって無防備になった人面百足の腹を突き刺した。


    「くすくす……痛い痛い。酷い奴やつだなぁ」


    　攻撃を喰くらった人面百足は床ゆかに全身を[image: ]はわせて、時計回りに回り込もうとする。まるでダメージのないような俊しゆん敏びんな動き。


    　斗和は回り込もうとする人面百足の動きを読んで先回りし、奴の背中にある人面を斬りつけた。だが次の瞬間、驚くべき現象を目まの当たりにする。


    　人面につけた傷きず痕あとが、一瞬にして消えてしまったのだ。まるで攻撃が無効にされてしまったかのように──。


    （人面部分は無敵なのか？）


    　瞬時にそう判断した斗和は、背中や歩肢などを攻撃するが、瞬またたく間に傷が治ってしまう。


    「くそっ！　なんだよ。こいつらッ！」


    　同じように槍で応戦していた笠根木も悲鳴をあげる。不死身なのは向こうも同じらしい。


    　気が焦あせる。もし本当に不死身ならば、こいつらを倒す術すべはない。この水族館から逃げ出すことはできず、無ぶ様ざまに喰い殺される運命しか残っていないのだ。


    （いや、違う）


    　斗と和わはその考えを否定した。一度自分は奴やつを退治している。あの場面を明確に思い出す。その方法は確か──。


    「おおぉぉ、おおおぉっ！」


    　くぐもった悲鳴が、斗和の思考を途切れさせる。


    　全ぜん裸らの少女が人面百足むかでに捕食されていた。両腕がなく身を護まもる術すべのない彼女は、呆あつ気けなく押し倒され、喪そう失しつした顎あごの部分から人面百足の侵入を許す。顔面に巨大な百足を差し込まれたままでのたうち回る少女の姿は、見る者を悲痛な気持ちにさせた。


    「げらげら……脳みそ！　脳みそ！」


    「ひそひそ……美お味いしいねぇ」


    「ちくしょう！　原はら田だから離れろッ！」


    　笠かさ根ね木ぎの絶叫がこだまする。だが彼は、別の人面百足に進路を阻はばまれ、進めないでいた。


    「頭部だッ！　頭を攻撃しろ！」


    　斗和は叫びつつ、自みずからも実行に移す。壁を伝い、凄すさまじい速度で移動する人面百足の動きを正確に捉とらえ、頭部に槍やりの一撃を喰くらわせる。途端に人面百足の体が青白い光の粒子に変わり、跡あと形かたもなく消しよう滅めつした。


    「噓うそ、すごいっ！　一匹倒した！」


    　銀ぎん河がが歓喜の声をあげる。そのことに気づいた笠根木も同じく頭部を攻撃しようとするが、素早く動く化け物相手に、それは困難を極めた。斗和が加勢に入り、二人がかりでようやく仕留める。その隙すきに、残りの二匹はどこかに逃げ去っていた。


    「原田っ！」


    　笠根木が全裸の少女に駆かけ寄るが、彼女はすでに事切れていた。無む惨ざんな姿で徘はい徊かいさせられ、最さい期ごは化け物に捕食されてしまった彼女の気持ちを考えると、胸が張り裂けそうになる。


    （誰がこんな非道なことを──）


    　その答えはすぐに判明する。遠目にはただの怪け我がかと思っていたが、彼女の腹部には文字らしきものが刻まれていた。鋭えい利りな刃物で、柔やわ肌はだを切り刻んだ無数の線。


    　鬼き畜ちくの所しよ業ぎように啞あ然ぜんとする二人を放って、斗和はその文字を解読する。やはりというか、殺人鬼からだった。


    『トワくんへ。メッセージをたくす。よくさがしたまえ。byサツジンキ』


    　吐き気を催すほど不快な気持ちになりながらも、絶命する少女の体を見回す。仕方のないこととはいえ、人前で同じ年頃の女の子の裸はだかをまじまじと見ることを強きよう要ようさせられる行為に、斗和は言いようのない屈くつ辱じよくを覚えた。これも奴の狙ねらいの一つなのかもしれない。


    　だが、いまだに理性と倫理に支配される意識において、それは大変酷なことだった。思わず目を背そむけてしまう。


    　そして、それに気づいた。


    　血で汚れたビニールに包まれた細長い物体が、少し離れた床ゆかの上に落ちている。よく見るとそれは、筒状に丸められた紙であることに気づく。おそらく、原はら田だの口こう腔こうにでも詰められていたのだろう。人面百足むかでに襲おそわれた際、床に落ちたのだ。


    　今の今まで、これが飲み込まれていなかった事実に、激しい怒りを覚える。殺人鬼に、そのように脅おどされていたのだろう。恐怖に支配された彼女は、嚥えん下げしそうになるのを必死に堪こらえながら彷徨さまよっていたに違いない。


    『やあ、少年よ。私との鬼ごっこは楽しんでくれているかな？　一いち花かくんのことは忘れて、化け物とばかり戯たわむれているんじゃないかと心配になったので、君の知り合いらしい女の子二人に、メッセンジャーになってもらった。念のため名前を伝えておくが、宇う佐さ院いん陽よう子こと原田朱あけ美みの二人だ。君も年頃の男子だから、裸はだかのほうが興味を引くだろう。私の粋いきな演出に感謝したまえ。ああ、それと最近の女子高生は貞てい操そう観かん念ねんがないな。ちょっと顎あごを引き千ち切ぎっただけで、懇こん願がんして自みずから服を脱いできたぞ（笑）。ともかく、メッセージを受け取った君が、少しは真剣にゲームに取り組んでくれることを願っている。早くしないと一花くんがこの子と同じ目に遭あってしまうよ。それでは健闘を祈る。水迷宮の殺人鬼より』


    　如い何かにも女子高生が書いたと思われるやわらかい字で、ところどころ震えて読みにくくなっていた。彼女らのどちらかが、この文章を書くことを強きよう要ようされたのは、想像にかたくない。残忍で卑ひ怯きような行おこないに腸はらわたが煮えくり返る思いだ。


    「ふっざけるなぁああああああっっ!!」斗と和わから奪うようにして手紙を読んでいた笠かさ根ね木ぎが、怒りの咆ほう哮こうをあげる。「何がゲームだ！　何が殺人鬼だ！　くそっ、くそぉおおおおッッ!!」


    　男泣きする笠根木の背中は、酷ひどく哀あい愁しゆうを誘った。殺人鬼に対する憎しみの炎が、ふつふつと湧わいてくる。


    　ふと斗和は、冷たい空気の流れを背中に感じて、後ろを振り返る。三階から落ちてくるようにして、水の壁が押し迫ってきていた。すぐにここも海中に沈んでしまうだろう。


    「天あま音ね川がわ、笠根木。水の奴やつだ。ここを移動するぞ」


    「なんだ、テメエ。その態度はよッ！」笠根木が斗和の胸むなぐらを摑つかんでくる。「なんでテメエはそんなに冷静なんだ。こんな仕打ちを目にしておいて、どうしてテメエはそんなに他ひ人と事ごとなんだよッ！　原田がこんな目に遭ったのは、テメエのせいだろがッ！」


    「何言ってんの？　違うでしょ？　悪いのは殺人鬼ッ！　八つ当たりしないでよねッ！」


    　銀ぎん河がが抗議の声をあげる。


    「じゃあ、なんで殺人鬼はこいつを名指しにしてるんだよ？　こいつが殺人鬼に目をつけられなけりゃ、原田や宇佐院が狙ねらわれることもなかったッ！」


    　それは斗和も疑問に思っていたことだ。殺人鬼はなぜ一花を追い、自分にゲームを焚たきつけてきたのか。まるで心当たりがなかった。


    　斗和は無言で笠根木の腕を振り払うと、近くの死体から上着を剝はぎ取って、原田の体を隠す。すぐに海中に沈んでしまうため意味のない行為だが、どうしてもそのままにしておけなかった。


    「行こう、天あま音ね川がわ」


    「うわあああん、ママっ！」


    　返事をしたのは別の声だ。反射的にそれを見てしまう。母親の死体に縋すがりつき、泣き喚わめく幼おさない少女。母親は、さっきの人面百足むかでの襲しゆう撃げきで犠ぎ牲せいになったうちの一人だ。


    　水の壁から逃げ惑う客たちの中にあって、幼よう女じよはその場を動こうとしない。このままでは、まず間違いなく海中に飲み込まれてしまうだろう。


    （どうする？）


    　斗と和わは迷った。今動けば一時的に幼女を助けることはできるだろう。だが、その後の責任を持てない。自分の片手は銀ぎん河がを、もう片方は一いち花かの分だ。見ず知らずの幼女を摑つかむことのできる手は存在しない。それにもう、たくさんの人を見捨てている。今さら罪悪感に急せかされるようにあの子を救って、いったいなんになる。


    「やっぱりテメエは最低だなッ！　悩む必要なんてねえだろッ！」


    　斗和の迷いを見て取ったのだろう。笠かさ根ね木ぎが吐き捨てるように言って、幼女のもとへ駆かけ寄った。彼は必死に幼女を宥なだめようとするが、説得するまでには至らない。


    　そうこうするうちに水の壁が間近に押し迫っている。じりじりとした焦しよう燥そう感かんが斗和を苦しめる。彼らを見捨てて逃げ出すべきなのは理解しているが、足が動いてくれない。


    　そのときだ。一人の青年が、三階の喫茶店へ続く階段から下りてきた。「どけ、邪魔だ」と叫びながら、笠根木たちのほうへと向かっていく。


    　なぜだかわからないが、斗和はじくじくとした違和感を覚えた。同じ科白せりふを繰り返す細身の青年。しかも、言葉に反して急いでいる様子はない。それはすぐに、ある可能性へと結びつく。


    「笠根木、逃げろ！　そいつは化け物だッ！」


    　斗和の声に、笠根木は状況を察したのだろう。無理やりに幼女の手を引っ張って逃げ出そうとする。けれども焦あせりで握あく力りよくが緩ゆるんだのか、途中で手が離れ、笠根木は綱引きで綱が切れたように、豪快に尻しり[image: ]もちをついた。


    　自由になった幼女は、再び母親に縋りつこうと、四つん[image: ]ばいのまま戻っていく。そんな幼女の前に、例の青年が立ちはだかった。無防備な彼女に易やす々やすと手を触れる。


    　変化は劇的だった。幼女はびくりと痙けい攣れんしたかと思うと、そのまま眠ってしまったかのように動かなくなる。だが見開かれた目が、彼女の意識がはっきりしていることを伝えてくる。


    　それを見下ろすように眺めていた青年が、ついに正体を現した。頭部が割れ、半透明のバッカルコーンが姿を現す。


    「うおおおおおおっっっ!!」


    　斗和は雄お叫たけびと共に、槍やりをクリオネの化け物の[image: ]たるのような胴体に突き刺した。ゴムのような鈍にぶい感触。血すら出ていない。


    　テュポポは無言で触手を振るってきた。胴体の向きはそのままで、予備動作がまったくないため、死角から襲おそってくるような唐突感がある。そのうえ、リーチも長い。


    　こうして冷静に相あい対たいしてみると、当初のイメージよりも遙はるかに難敵であることがわかる。一瞬でも、こいつを雑ざ魚こ扱いしてしまった自分を恥じた。


    　斗と和わは一瞬の隙すきをついて、幼よう女じよを足で押すようにはね飛ばした。小柄な体たい躯くは軽々と放物線を描えがき、化け物から一メートルほど距離を置く。


    「テメエッ！」


    　笠かさ根ね木ぎが激げき昂こうするが、斗和は無視した。幼女を丁てい寧ねいに担かつぎ上げる余裕などない。それは平和ボケした感傷にほかならないのだ。


    　クリオネの化け物はやはり毒を受けた獲え物ものをターゲットにするのか、斗和を無視して幼女を襲おうとする。斗和は果か敢かんに攻撃を仕掛けるが、向こうも抵抗してくるため、思ったようにダメージを与えられない。一瞬でも攻撃の手を緩ゆるめれば、幼女はその瞬間に捕食されてしまうだろう。そして、こうしている間にも着実に襲い来る水の壁。時間はあまりない。


    　その焦あせりが、斗和に隙をつくる。槍やりはあっさりと触手に絡め取られてしまった。中ほどからへし折られ、無む造ぞう作さに投げ捨てられる。


    「だったら、俺おれがっ！」


    　幼女のもとへ駆かけ寄ろうとしていた笠根木が足を止めて、槍を構える。


    「駄目だッ！　槍をくれ、早くッ！」


    　斗和は、戦おうとする彼を押しとどめた。人面百足むかでとの戦闘で理解した。笠根木の実力では返り討ちに遭あうだけだ。


    「これでも、くらえッ！」


    　突然、銀ぎん河がの声が聞こえた。彼女はいつの間にか、シンボリック水すい槽そうの巨大な岩の上に登っていた。そこから目の前の売店から拝借した物だろう、防犯ネットを投げ広げる。


    　テュポポの体を緑色の防犯ネットが覆おおい、進行を妨さまたげる。銀河は防犯ネットの残りの部分をシンボリック水槽の岩に巻きつけて、金属の留め金でネットの両端をつなげた。


    「天あま音ね川がわ、ナイスだ！」


    　斗和は喝かつ采さいを送った。事実、テュポポの歩みは完全に止まっている。不快な網あみを取り除こうと触手を動かすが、それほど器用な動きはできないため、今しばらくは抜け出すことはないだろう。


    　このチャンスに奴やつを倒せないか、斗和は少しの間考え、無理だと判断した。おそらく槍の攻撃は有効なダメージを与えていない。刃先が短く、急所となる場所まで届いていないのだ。ほかの武器を探し、奴を攻撃するには時間がなさすぎる。水の壁はすでに眼前を覆い尽くしていた。


    「上だ、ボケッ！」


    　刹せつ那な、笠かさ根ね木ぎの焦あせった声が耳じ朶だを打つ。


    　ぞわりとした戦せん慄りつが、斗と和わの背中を駆かけ巡った。床ゆかに倒れ込む幼よう女じよに手を伸ばした姿勢のまま、斗和は上空を仰あおぎ見る。


    　まるで風船のように、タコの化け物が宙に浮かんでいた。そいつが逆さまにひっくり返り、先端の鋭するどい角つのを向けてくる。次の瞬間、凄すさまじい勢いでタンガロアが落下してきた。


    「──ッ！」


    　斗和は幼女を抱きかかえ、大きく駆け出した。けれども奴やつの軌き道どうが修正され、追尾してくるのが見える。灼やけるような刺激が眉み間けんに走った。本能が、決して奴の攻撃を避けられないのだと告げてくる。


    　恐怖と焦りで縮み上がった足は無ぶ様ざまにもつれ、斗和の体を押し倒す。しまった、という痛つう恨こんの念が駆け巡る。意識が加速し、時間の流れが相対的に遅くなる。ゆっくりと傾いていく世界。必死に抱き締めた幼女の「マ……、マ」と掠かすれたように呟つぶやく声が耳に届く。刹那、斗和はその存在と、一つの方策に気づく。


    「斗和くんッ！」


    　銀ぎん河がの悲鳴が聞こえ、時間の流れが正常に戻る。斗和は床に倒れると同時に、素早く隣にあった母親の死体を幼女の代わりに抱き上げた。タンガロアと幼女の間に挟み込み、肉の盾たてと成す。


    　続いて重い衝撃。母親の胸を突き抜けて、角の先端が迫せり出してくる。すぐさま巻きつこうと蠢うごめく蛇へびの形を摸した触手たち。斗和はそいつらが巻きつく前に、両足の裏を母親の腹に当て、全身のバネを使ってその遺体をはね飛ばした。


    「マ……、マ……。嫌ぁ……」


    　大粒の涙を流す幼女を抱きかかえると、近道用のドアへと向かった。銀河と笠根木の二人も、後に続いてくる。ちらりと後ろの様子を覗うかがうと、死体だとは気づかずに、嬉き々きとして母親の体を喰くい散らかすタンガロアの姿があった。


    



    「その子を降ろせよ。テメエにその子を抱く権利はねえ」


    　近道用のドアの裏、水すい槽そう群ぐんが回かい廊ろうをなす入り口のところで、笠根木が忌いま忌ましげに言った。


    　斗和は素直に彼の言葉に従う。幼女を水槽にもたれかけさせるように座らせ、顔を上げたところで、焼けるような痛みが頰ほおを襲おそってきた。


    「何すんのよキミはッ！」


    　銀河が笠根木に向かって、ヒステリックな声を上げる。


    「それはこっちの科白せりふだ！　テメエは自分が何をやったのか、わかってんのかっ！」


    「仕方がなかった」


    　斗和は静かに言葉を紡つむぐ。笠根木に殴られた場所が、じくじくと痛みはじめる。


    「なんだとぉ？」


    「あれが最善の方法だった」


    「だからって、他人を盾たてにするのかよッ！　テメエにそんな権利があるのかよッ！」


    「あの人はもう死んでいた。生き延びるためには、死体を利用するしかなかったんだ」


    「この子に向かって同じ科白せりふが言えるのか？　仕方がなかったって。この子のこの顔を見て、同じこと言えるのかよッ！」


    　斗と和わは何も言うことができなかった。喉のどの奥が罪悪感で乾き、切り裂くような痛みを発している。


    　幼よう女じよの心は壊れていた。肌はだの色は死んだ魚のようにくすみ、小刻みに震える瞳どう孔こうに生気はない。凍ったような唇くちびるからは絶え間なく「マ……、マ」という掠かすれた鈴の音が聞こえている。


    　これは毒による影響だけではない。斗和は抱きかかえて逃げ出すとき、変わりゆく母親の姿を幼女に見せつけてしまっていたのだ。いや、笠かさ根ね木ぎの言うとおり、それ以前の問題だ。


    「死体にも心がある。そしてそれは、生きている人間にもつながっているんだ。死んだら何してもいいって理屈は存在しねえ」


    　笠根木は手に持っていた槍やりを、無む造ぞう作さに投げ捨てた。代わりに、人形のように動けず、心さえも凍いてつかせてしまった幼女を抱き上げる。


    「こいつは返す。そしてこの子は俺おれが護まもる。テメエは絶対、いざとなったらこの子を見捨てるはずだ」


    「なっ、斗和くんはそんなこと──」


    　腕を上げて、銀ぎん河がの科白を遮さえぎる。自分でもわかっていた。おそらく笠根木の言葉は正しい。


    「……毒は、しばらくしたら消えるはずだ。俺の場合もそうだった」


    　笠根木は返事をすることもなく、幼女と共に、この場を立ち去っていった。


    　薄暗い通路で、水すい槽そうの水がやわらかな光を反射している。暗く沈んだ斗和の心を、ゆらゆらと揺ゆらしていた。


    「斗和くん……」


    　銀河が不安そうな、心配そうな表情で名前を呼んでくる。その潤うるんだアクアブルーの瞳ひとみに吸い込まれるようにして、斗和は銀河に近づいていき、彼女の体を抱き締めた。


    「え？　あ？　キミキミキミッ！　何してるのッ！」


    「俺は、どうしたらいい？　俺がやったことは、酷ひどいことなのか？」


    「……斗和、くん」


    「自分が最低だって、わかっている。けれど、こうするしかないんだ。異能力を持たない普通の人間には、他人を護ることなんてできない。本当はみんなを助けたいんだ。一いつ生しよう懸けん命めいに抗あらがって、俺の命だって捨ててもいい。それでも全員を助けるのは無理だ。わかってしまった。理解して……しまったんだ。だけど諦あきらめきれないんだ。もう、大切な人を失いたくない。だから、心に決めた人だけを護まもる。人を選別して差別して、それ以外はたぶん見捨てる。笠かさ根ね木ぎの言うとおり、俺おれは最低の人間だ。殺人鬼と、なんら変わらない」


    「それは違う！　大切な人を護るために誰かを犠ぎ牲せいにすることと、殺人は全然別だよ。悪いのは殺す奴やつ。化け物と殺人鬼のほう。キミは何一つ間違っていないよ」


    　優しい声が降りてくる。銀ぎん河がの体はとてもやわらかく、自分のすべてを包み込んでくれるみたいで心地よかった。このぬくもりに抱かれたまま眠りにつくことができれば、どんなに幸福か。


    　斗と和わは顔を離して、正面から銀河を見た。互いの視線が熱く絡み合う。


    　背景の水すい槽そうが弾はじくやわらかな光が、銀色の髪に編み込まれ、幻げん惑わく的な美しさを醸かもし出す。ツンとつり上がった勝ち気な目の中心、深い色彩に染まるアクアブルーの瞳ひとみは、真夏の澄み切った海のように雄大で陽気な魅力を湛たたえている。


    　きれいだ、と斗和は素直に思った。


    　ぷっくりとふくらんだ唇くちびるの端を親指の腹でなぞる。彼女は抵抗しなかった。何かを期待するかのように、瞳を潤うるませ、熱い吐と息いきを漏もらしている。


    　銀河を護りたいと思った。どんなことをしても、彼女を護ってみせると誓ちかった。


    　そのときだ──。


    「きゃああああああああっっっ!!」


    　悲鳴が爆発した。客の群れが叫きよう喚かんと共に雪な崩だれ込んでくる。そして見たこともない化け物が姿を現した。老ろう婆ばの姿をした巨人が巨大な包丁を振り回して、人々を切り刻んでいる。


    「シャバァアアアッ!!」


    　あいつはやばい。斗和は直感的に悟った。動きも俊しゆん敏びんで、圧倒的な戦闘力を持っている。今まで出会わなかったのが奇跡に近い機動力だ。あっという間に距離を縮めてくる。


    「何あれ……」


    　銀河が呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。彼女も一見して、奴の凄すさまじさに気づいたのだろう。


    「とにかく、逃げるぞ！」


    　刹せつ那な、斗和は全身が悲鳴をあげるような戦せん慄りつを覚えた。濃厚な死の予感が駆かけ抜けていく。肺はいを押し潰つぶすような、強烈な圧迫感。洞ほら穴あなのような目の奥にある光が、こちらを捉とらえたかのような気がした。


    　奴の手にある包丁が赤黒い血の色に染まる。ぞわぞわとする悪お寒かんは、すでに痛いくらいだ。第六感が絶望的な何かを感じ取る。心臓が早鐘を打ち、激しい警けい鐘しようを鳴らしてくる。


    「──ッ!?　やばいッ！」


    　斗和は咄とつ嗟さに銀河の手を握った。だが、それとほぼ同時にシャバの包丁も振り下ろされる。


    　──それは一瞬の出来事だった。


    　ドン、という鈍にぶい衝撃が、右手から伝わってくる。何が起こったのか、わからなかった。恐る恐る、隣に立つ銀河を見る。


    　彼女は動かない。金かな縛しばりにあったように、目を見開いたまま立っている。


    　いや、違った。


    　彼女は動かないのではない、もはや動けないのだ。


    　斗と和わはつないでいた彼女の腕を、無意識に引っ張った。ずるりと、何かがズレる音がする。まるで冗談のように、頭頂部から銀ぎん河がの体が左右に裂けていく。正せい中ちゆう線せんをなぞるように肉体がきれいに引き剝はがされ、先ほどまで自分が抱き締めていた少女の体が、真っ二つになって開いていく。


    　半身が崩れ落ち、どんと音を立てて水すい槽そうにぶつかった。そのままずり落ちるようにして、床ゆかに転がる。切断された断面は、もはや少女の面おも影かげすら残してはいなかった。


    　──噓うそだろ？


    　斗和はあまりの衝撃に、頭が真っ白になっていた。護まもると誓ちかってから、まだ数秒も経たっていない。それなのに、手をつないだ先には半分だけとなった銀河の体の断片が、置物のように立ち尽くしている。


    　いや、違った。


    　斗和は己おのが認識の間違いに気づく。斗和が手をつないでいたのは、銀髪ツインテールの少女ではなかった。全然知らない太った中年の男、床に転がる残り半分も、太った男のものだ。


    　銀河は忽こつ然ぜんと姿を消していた。それはある事実を予感させる。まさか銀河は──。

  



  
    



    


    　　　第四章　その白しろ金がねは舞い降りる


    



    　まただ、と銀ぎん河がは思った。


    　深く沈んでいくみたいな感覚。螺ら旋せん回かい廊ろうのような薄暗い洞どう窟くつを落ちるように進んでいく。その深部を抜けると、ぱあぁっと明るい光の奔ほん流りゆうが体を包み込んだ。


    　気がつくと銀河は、見知らぬ場所にいた。竜巻でも来たかのように散乱する机と人の死体。水の香りはするけれども、水すい槽そうなどはない普通のオフィス。どうやらここは、水族館の事務所らしい。水族館の中に職員室のような空間があることに、銀河はなんとなく不思議な気持ちになった。


    　ふと、自分の体を銀色の光が包み込んでいることに気づく。そして何かを思い出しそうな感覚。それがなぜかそら恐ろしい。知ってはいけない薄ら寒い恐怖を感じる。


    　銀色の光が消えていくに連れ、自分自身が帰ってくるような奇妙な感覚を覚えた。五感が日常を取り戻すと共に、先ほど斗と和わに抱き締められた感触を体が思い出す。急激に顔が熱くなってきて、心臓がバクバク鳴りはじめた。


    「うふふふ、ひひゃひゃふふっ」


    　思わず不気味な笑い声を漏もらしてしまう。こんなときに不ふ謹きん慎しんかもしれないが、どうしても高鳴る気持ちを抑えられない。あのとき確かに斗和の瞳ひとみは、自分だけしか映していなかった。肉体の垣根を越えて、急速に心が結びついたような気がする。


    （あれって絶対、キスされそうになってたよね？）


    　そう思うだけで、飛び跳ねたい衝動が湧わき上がってくる。


    （これって、キテるんじゃない？　うそ？　うそうそ本当？）


    　ついにたまらなくなって、言葉を呑のみ込んだまま、満悦の表情で飛び跳ねた。そして、やけにスースーする下半身に気づく。そこで初めて銀河は、自分の服装に関心を寄せた。


    　ぶかぶかのＴシャツに、同じくぶかぶかのチェックの長なが袖そでシャツを羽織っている。あまりにも大きすぎて、袖から指先が見えないほどだ。しかもＴシャツには、アニメの女の子がプリントされていた。


    　足あし下もとには、今まさにずり下ろされたばかりという感じで、ジーパンとトランクスが落ちている。その両方の裾すそ口ぐちの中には、サイズの大きなスニーカーが鎮ちん座ざしていた。それを踏みつけている自分の足先には、今にも脱げそうになっている靴下が引っかかっている。


    「まさか……」


    　銀河はある予感を持って、自分の臀でん部ぶに手を伸ばす。やはりというか、何も穿はいていなかった。つまりはノーパンなのだ。


    「────ッ!?」


    　銀ぎん河がは服を押さえながら、思わずしゃがみ込んだ。一気に顔の血が滾たぎる。焼けるように顔が熱くなって、羞しゆう恥ちで涙があふれてきた。こんな姿を誰かに見られでもしたら──。


    「そこに誰かいるのですか！」


    　誰かの鋭するどい声。銀河は反射的に立ち上がって叫ぶ。


    「だ、だだだ誰だってあらひょッ！　こっちあらいにゃぁあああッ！」


    「誰だっていいでしょ。こっちに来ないで」と、言ったつもりだが、果たして相手に伝わっただろうか？


    「天あま音ね川がわさん？　天音川さんね？」


    　自分の名前を呼ばれたことで、銀河は若じやつ干かんの冷静さを取り戻した。たった今、ドアを開けて入ってきたばかりといった感じの二人組を、まじまじと見る。


    　紫色のショートヘアに同じく紫の瞳ひとみ、向日葵ひまわりのような雰ふん囲い気きを持つ女性と、プラチナブロンドの髪に金色の瞳を持つ超絶イケメン。日向ひゆうが麗れい子こと山やま田だ喜き一いち郎ろうだった。


    「やっぱり、天音川さんだ。よかった。怪け我がはない？　心配してたのよ」


    　日向が走り寄ってきて銀河の両手を取る。


    「あひゃっ」


    　銀河は素すっ頓とん狂きような声をあげた。裾すそを押さえつけていた両手が離れ、下半身が無防備になってしまったのだ。幸い服がかなり大きいため、太ふと[image: ]ももまでは隠れている。自分がノーパンであることに気づかれた様子はない。下へ手たに騒ぎ立てないほうが、バレないような気がする。


    「ごめん。もしかして、どこか怪我してた？」


    　銀河の声を怪我のせいだと勘違いしたのだろう、日向が不安げに銀河の体に視線を[image: ]はわせてくる。


    「だいはびゃあぶっ！　気にしひゃらほいッ！」


    　ノーパンがバレてしまうのではないかと思い、銀河は必死になって否定した。日向は「ひっ」っと悲鳴をあげて、びくりと肩を震わせる。もしかして菜な草ぐさの言う、例の強い口く調ちようとやらになったのかもしれない。


    「すみません」


    　銀河は素直に謝った。心配してくれる人に対し、たぶん自分は失礼な態度をとったのだろうと思ったからだ。


    「ううん。久しぶりだったから、ちょっと驚いただけ。怒ったように見えるだけ、ってのは理解しているから。別の人の服を着ているみたいだけど、怪我じゃないならいいの。とにかく、天音川さんが無事でよかった」


    　彼女の表情は心底ほっとしたみたいで、目め尻じりには涙の粒が浮かんでいた。けれども、張りがあってよく響く彼女の声は、どこか演技っぽいイメージを与える。演劇でもやっている人なのかな、と銀河は思った。


    　日向ひゆうがは銀ぎん河がの服装が違うことにも気づいたようだが、彼女の中で理由は補完したらしい。どうやら、破けたり血で汚れたりしたために、着替えたのだと思ったみたいだ。


    　よく見ると、日向の服も血で汚れていた。日向だけではない、山やま田だの服も血で汚れている。二人とも怪け我がをした様子はないから、誰かの血を浴びたのだろう。


    「日向さんも、ピアスが……」


    　ふと銀河は、日向のピアスが両方ともなくなっていることに気づく。上品で洗練された装飾品は、大人の女性の証あかしのようで、日向にはよく似合っていると思っていた。銀河はどこか物悲しい気持ちになる。


    「え？　ええ、そうね。どこかで落としたみたい」


    　日向も寂しげな表情で呟つぶやく。


    「似合っていたのに残念です」


    「とにかく、天あま音ね川がわさんだけでも無事で何よりです」


    　二人の会話が一段落したタイミングを見計らって、山田が話しかけてくる。だが銀河は、彼の科白せりふに不ふ穏おんな空気を感じた。思わず尋ねてしまう。


    「……誰か亡くなったんですか？」


    　山田は言いにくそうな戸惑ったような表情を浮かべ、ちらりと日向に視線を送ったあと、重い口を開く。


    「斗と和わくんが」


    「──え？」


    　予想外の名前に、銀河は激しく動どう揺ようする。老ろう婆ばの化け物に襲おそわれてから、まだ幾ばくも経たっていないような気がしてたのに、もうずいぶんと時間が経過していたのだろうか？　自分の中の時間感覚がくるってしまったかのように感じられた。


    「すみません。彼を助けることができませんでした」


    「……噓うそよ」


    　銀河は呆ぼう然ぜんと声を漏もらす。彼らの態度から、噓をついているとは思えない。斗和とは先ほどまで一緒にいたのだ。あの老婆の化け物に襲われるまで。まさか、その直後に斗和は──。


    「信じられないかもしれませんが、事実です。青あお美み空ぞらくんから聞きました。彼は化け物の毒で動けない状態になって、水の壁に飲み込まれてしまったそうです」


    「何よそれッ！　噓よッ！　だって私、さっきまで斗和くんと一緒にいたんだからッ！」


    「「え？」」


    　山田と日向が同時に声をあげる。


    「え？」


    　その反応に、銀河も面食らってしまった。どこか話が嚙かみ合っていない。


    「天音川さん。それは、いつの話ですか？」


    　怪け[image: ]げんな表情をする山やま田だたちに向かって、銀ぎん河がは戸惑いながらも説明をはじめた。
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    　おそらく銀河は生きている。斗と和わは、そう確信していた。銀河は間違いなく異能力者だ。それは本来喜ぶべき情報。ずっとずっと異能力者を捜していた。だが──。


    　斗和はぎりっ、と奥歯を嚙かみ締める。求めていた希望は、今は陰いん鬱うつな不安の種となっていた。斗和の勘が正しければ、あれは自分たちに仇あだなす最低最悪の能力だ。なんとしても銀河を護まもらなければならない。それは前と同じ言葉だったが、今は前と違う意味になっていた。


    　おそらく銀河は、自分との合流を目指すだろうと、斗和は思った。二度目であるから、状況をある程度理解しているはずだ。先ほどシャバに襲おそわれた場所へ向かうに違いない。銀河と合流したいなら、斗和もそこへ戻る必要がある。


    　シャバと、その後に遭そう遇ぐうしたリヴァイノスから逃げた結果、斗和は現在、一階レストランの西側に来ていた。


    「斗和くんッ！」


    　突とつ如じよ自分の名前を呼ばれ、斗和はびくりとなって立ち止まる。声のしたほうを見ると、レストランの中ほどに青あお美み空ぞらと御み手た洗らいが立っていた。彼らの後ろには、赤毛で派手な感じの鏑かぶら木ぎ峰みね子こ、白はく髪はつで眼鏡めがねをかけた灰はい村むら小さ百ゆ合りの姿もあった。


    「生きていたのか？　幻げん覚かくじゃないよな？」


    　青美空が震える声で言った。斗和のほうからも、青美空たちのもとへ駆かけ寄って、レストラン内で合流を果たす。南側の壁はショープールとつながっており、外の光を含んだ海水によって、レストランの中はそれなりに明るかった。


    「すまない、斗和くん。本当にすまない」


    　必死に謝る青美空を宥なだめながら、斗和は簡単にあの後のことを説明し、今度は青美空たちのことを尋ねてみた。


    　青美空もあの後、山田たちと合流できて、日向ひゆうがたち女性陣三人とも無事に出会えたそうだ。けれどもそこで人面百足むかでに襲われ、山田、日向の二人と、はぐれてしまったらしい。


    　斗和は人面百足は頭部が弱点であることを伝え、化け物の数も確認した。敵の数を正確に知ることは何よりも重要なことだ。


    　リヴァイノス、シャバ、テュポポ、タンガロア、人面百足。


    　この五匹以外の化け物は確認されていない。そして人面百足については、同じ種類の奴やつが数匹いることがわかっている。斗和が入り口広場で見たとき十匹はいたので、最低でもそれだけの数はいることになる。


    　だが斗和には、一つ気になることがあった。


    「みんなでお尻しりを叩たたき合ってください」


    「はあ？　あんた何言ってんの？」


    　斗と和わの科白せりふに、鏑かぶら木ぎが露骨に嫌けん悪おの表情を見せる。斗和は簡潔に、以前にも見えない壁に閉じ込められたこと、人間に成り済ますタイプの化け物がいたことなどを説明した。


    「でも、どうしてお尻なの？　叩くだけなら、ほかの場所でもいいんじゃない？」


    「それはですね──」


    　灰はい村むらの質問に、斗和は人間の肉体の構造から尻を叩くことの意義を解説する。


    「すげえ、こいつ。言ってることは変態のそれなのに、全然いやらしくないぞ。合コンで使えるなぁ」


    　御み手た洗らいの呟つぶやきを耳にして、灰村がじろりと[image: ]さげすんだ目で睨にらみつける。御手洗はとぼけたように、わざとらしく咳せきをした。


    「鏑木さんと灰村さんは、お二人で叩き合ってください。男が叩くのはデリカシーのないことだと思いますので」


    　斗和は、銀ぎん河がの件で学んだことを付け加えた。


    「おいおい。それじゃあ俺おれらに、なんの得もねえじゃん。何が悲しくて、血便野や郎ろうのケツを叩かなきゃいけないんだ？　俺にそんな趣味はねえぞ」


    　御手洗が心底嫌そうに、青あお美み空ぞらを親指で指しながら言う。


    「奇き遇ぐうだな、僕も男のケツを触る趣味はないッ！」


    　言い終わると同時に、青美空が御手洗の尻を蹴けりつける。御手洗は「──いッ！」と鋭するどい悲鳴をあげて悶もん絶ぜつした。その隙すきに青美空は斗和に向かって尻を突き出してくる。


    「さあ、斗和くん。お願いする」


    「何がお願いするだ、ゴラァッ!!」


    　御手洗が復活して、青美空の尻を全力で殴りつけた。今度は、青美空が飛び跳ねるようにして悶絶する。


    「あいつら馬ば鹿かなの？」


    　そう吐き捨てて、鏑木がさっさと灰村の尻を叩く。容よう赦しやない一撃に、灰村が小さく悲鳴をあげた。


    「さ、交代。痕あとにはしないでね」


    　その言葉に萎い縮しゆくしたのか、灰村が叩く力は弱い。


    「灰村さん、もっとです。もっと強く」


    　斗和は咄とつ嗟さに口を挟む。


    「あ、うん」


    　けれども、今度も叩く力は弱いままだ。


    「まだです。まだまだ強く、激しくぶってください！　手加減しないでッ！」


    「あと、卑ひ猥わいな言葉で罵ののしってください！」


    　これは御み手た洗らいの科白せりふだ。


    「は、はい。この雌めす豚ぶたッ！　私の手で醜みにくく喘あえぎやがれッ！」


    　御手洗たちに尻しりを叩たたくことを提案しながら、斗と和わは冷静に彼らの様子を観察していた。そんなはずはないと思いながらも、その可能性を捨て切れずにいる。


    　──彼らの中に、殺人鬼がいるかもしれない。


    　それは笠かさ根ね木ぎに言われたときから考えていたことだ。なぜ殺人鬼が自分を名指ししたのか。やはり斗和には心当たりがない。殺人鬼が自分の名前を知っていたのも不可解だ。


    　この水族館において、自分の名前を知っている人間は限られている。それに殺人鬼からのメッセージにもあった『顎あごを引き千ち切ぎった』という表現。『顎を切り取った』ではないのだ。


    　斗和は知らないが、専用の道具があれば、それも可能なのかもしれない。だがそうでなければ、殺人鬼は素す手でで顎を引き千切ったことになる。つまりは、彼らの中で腕力がある順番に疑いが強くなるのだ。


    　腕力が一番強いのは、おそらく山やま田だだろう。身長も高く、テーブルを軽々と持ち上げるほどの筋力。服の隙すき間まから覗のぞく筋肉もずいぶんと引き締まったものだった。


    　だが、彼には完かん璧ぺきなアリバイがある。最初の殺人、真ま湖この父親が殺されたとき、山田は斗和たちと行動を共にしていた。その後彼は、日向ひゆうがと一緒に別行動をとったが、殺人現場に着いたのは斗和たちのほうが先だ。瞬間移動でもしない限り、殺人は不可能なのだ。


    　あの時点で真湖の父親を殺すことができたのは四人。御手洗、青あお美み空ぞら、鏑かぶら木ぎ、灰はい村むらの誰かだ。腕力の順番で言えば、御手洗、青美空の順で怪しくなる。さすがに女性陣の腕力では無理だろう。だが、『引き千切った』という言葉自体が噓ブラフだった場合、彼女たちも容疑者の中に入るのだ。いや、もしかしたら──。


    　だが、斗和にはどうしても、彼らの中に殺人鬼がいるとは思えなかった。


    　ほかの可能性としては、殺人鬼が偶然斗和の名前を耳にしたこと。笠根木と喧けん嘩かしたりなど、結構目立つこともしてしまった。そのときに名前を聞かれ、目を付けられてしまった可能性は否定できない。


    　もっとも可能性だけならば、単なる気まぐれで真湖の父親を殺し、偶然近くにいた一いち花かを捕まえ、そのときに斗和の名前を聞いてゲームをはじめた可能性だってあるのだ。そこまでいくと、「殺人鬼は誰か？」などという[image: ]せん索さくは無意味になる。


    「ちょっと、あんたはやらないの？」


    　鏑木が不満げに言ってきた。尻を叩かれる行為を斗和だけしないことが、彼女は気に食わないらしい。確かに言い出しっぺの自分が、一人だけそれをしなかったら、不満を抱いだくのは当然の感情だろう。


    「そうですね。お願いします」


    　斗と和わは膝ひざに手をついて、尻しりを突き出した。


    「あたしは面倒だから、パス。ゆりゆり、お願い」


    「え？　私？」


    　いきなり叩たたくように言われ、灰はい村むらが慌あわてた素そ振ぶりを見せる。だが逆らう気はないらしく、しぶしぶ斗和の後ろに立った。


    「遠慮はしないでください。強く、激しく、しっかりと、俺おれの臀でん部ぶを叩いてください。早く！」


    　そう言って、正面を向いたところで、斗和はその存在に気づく。


    「キミ、……何やってんの？」


    　そこには、すごく冷めた目で、自分を見つめている銀ぎん河がの姿があった。彼女の後ろには、微妙な表情を浮かべる山やま田だと日向ひゆうがの姿もある。


    「この変態マゾ野や郎ろうッ！　お待ちかねのご褒ほう美びだよッ！」


    　さらなる誤解を加速させるような科白せりふと共に、乾いた音が鳴り響いた──。
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    　首にはまだ、あの忌いま忌ましい感触が残っているかのようだ。複雑に入り組む水族館の構造は、広いようで狭く、近いようで遠い。


    　真ま湖こは慎重に歩を進めながら、どうしてこんな目に遭あっているのだろう、と考えていた。あの日からずっと、自分は魔ま窟くつに迷い込んだままなのだろうか。


    　息苦しさが残っている。殺されるという行為が、あんなにもおぞましく、不愉快なモノだということを長い間忘れていた。心が止まったまま、〝生きろ〟という命令に押され、時間だけが過ぎていた。


    　斗和たちがエレベーターに乗る直前、真湖は父に引っ張られて、トイレへ連れ込まれた。血走った目と興奮した表情に本能的な恐怖を感じた真湖は、途端に自分の意志を失ってしまう。


    　自分をトイレに連れ込んだ父の表情は亡ぼう霊れいのように虚うつろだったが、爛らん々らんと異様な光を放つ目は、静かな決意を伝えてきていた。


    「やっぱり、母さんのもとへ送り届けておくべきだった。こんなところへ来なければ、おまえは悲しい思いをせずに済んだのに……」


    　真湖には父の言葉が理解できなかった。


    　観賞中も父が後ろに張りついていたせいで、陰いん鬱うつな気分が晴れることはなかったが、それなりに楽しんでいたつもりだ。


    「最さい期ごのいい思い出になると思ったんだ。けれど、それが間違いだった。楽しければ楽しいほど、別れが寂しくなるだろ？　お父さんはもう、我慢できない。そんなおまえが、不ふ憫びんでならないよ」


    　父がずいっと近づいて、セカンドバッグの中身を広げて見せる。


    　数本の包丁と白いロープのようなモノが目に飛び込んできた。そこでやっと、父の意図を悟る。途端に体が震えて、抵抗する気力が失うせた。呪のろいのような記憶は、いまだ真ま湖この精神に深く根付いている。


    「さあ、どっちがいい？　包丁はやめようか？　痛いもんなぁ。ロープにしよう。ちょっと苦しいけど、すぐに母さんに会えるぞ。さあ、お父さんを信じて」


    「いや……、お父さん。馬ば鹿かなことは……やめて」


    　なんとか出た声で、必死に懇こん願がんする。


    「おまえのためなんだよ、真湖。おまえを不幸にしたくないんだ。うちにはもう金がない。お父さんはこんなだから、どこも雇ってくれない。それ以前に、お父さんはもう疲れたんだ。生きていくことになんの希望も見み出いだせない」


    　ならば一人で死んでほしい。真湖はそう思ったが、言葉は出なかった。


    「だけど、おまえを置いていくことが心残りだ。きっと苦労するだろう。つらい思いをするだろう。それが不憫でならない。親がいなくて、一人で生きていけるはずがない。なら、お父さんと一緒に母さんのもとへ行ったほうが幸せだろ？」


    　父は自分の言葉に酔ったように、哀あわれそうな表情をつくる。セカンドバッグからロープを取り出し、ぱんっ、と音を鳴らした。その音にびくりとなって、真湖の腰が砕ける。


    「お父さんもすぐに行くからね。おまえの幸福のためなんだ。じっとしているんだよ」


    　やけにひんやりとした感触のロープが首に絡みついた。ぎゅっと引き絞られて気管を圧迫される息苦しさに、恐怖が爆発する。咄とつ嗟さにロープを摑つかんで暴れた。父の怒ど声せいが聞こえたが、全身の毛が逆立つような嫌けん悪お感だけが襲おそい来る。


    　抵抗するうちに床ゆかに倒れ込んでいたみたいだ。必死に暴れる指先に何か硬い物が触れた。無む造ぞう作さに床に転がる包丁。セカンドバッグから飛び出たそれを摑んで、覆おおい被さる父に突き立てる。


    　その後の記憶は曖あい昧まいになっていた。


    　気がついたら、滅めつ多た刺ざしになってぴくりとも動かない父の亡なき骸がらがあった。悲しみも後悔もない。ただただ心が凍りついていた。


    　次に湧わき上がってきたのは、とにかくこの事実を隠したいという気持ち。包丁とロープをセカンドバッグに隠し、顔と手についた血を洗い落とす。服も必死に水を含ませたハンカチで押し拭ぶきし、なんとか目立たない感じになる。


    　セカンドバッグをトイレのタンクの中に隠し、外に出たところで一いち花かと遭そう遇ぐうした。気づかれた、と思った。事実は違い、一花は父が死んだことも知らなかったのだが、このときの真湖はそのように思い込み、すべてを放り出すようにして逃げ出した。そして、世界は化け物の蔓延はびこる異界へと変へん貌ぼうし、まるで別人のような空気をまとった奴やつと再会する。


    「どうした少女よ？　まるで人でも殺したような顔だな？　ん？」


    　殺人鬼特有の驚くべき嗅きゆう覚かくなのか、奴はあっけなく殺人のことに勘付き、真ま湖このもう一つの秘密も暴き出したのだ──。


    



    「お兄ちゃんの匂においだッ！」


    　一階のバックヤードを進んでいると、一いち花かが興奮したような声をあげる。〝匂い〟という単語に真湖は自分の耳を疑ったが、一花は本気らしい。


    　左手の更衣室に入り、そこで脱ぎ捨てられた衣服を発見した。真湖は斗と和わの服装を曖あい昧まいにしか覚えていなかったので、それが彼のものかは判断できない。


    「お兄ちゃんのだよ。ノマちゃんも嗅かいでみる？」


    「いい。たぶん、わからないから」


    「ここに服があるってことは、お兄ちゃん裸はだかなのかな？」


    「たぶん、着替えたんだと思うよ。濡ぬれてもいい服装に」


    　やはり斗和の判断は速く的確だ、と真湖は思った。さすがは、前にも化け物が蔓延はびこる世界から生還できただけのことはある。


    「一花ちゃん、斗和さんがどこにいるか、匂いでわからないの？」


    「あんな、ノマちゃん。一花は犬じゃないんだから、そんなの無理っぺよ。近くにいたら、気づくけど」


    　一花は唇くちびるを尖とがらせて、不満げに言った。


    　しばらく進んで、右手の厨ちゆう房ぼうからレストランへ向かおうとしたときだ。一花がびくりと何かに反応する。その拍ひよう子しに金髪のおさげが、ぴょこんと飛び跳ねた。


    「お兄ちゃんの声だ」


    　真湖は再び驚いた。人の声など聞こえなかったが、一花には聞こえたらしい。


    「ノマちゃん、早く早く」


    「待って。化け物がいるかもしれない。慎重に」


    　真湖は一花と一緒に並んで、厨房からレストランを覗のぞき込む。そこには果たして、斗和の姿があった。やっと出会えたのだという安あん[image: ]どから、思わず目め頭がしらが熱くなる。


    　一花が勢いよく飛び出そうとし、真湖もそれに続こうとして、すんでのところで危機を悟った。


    「一花ちゃん！」


    　小さく叫び、一花の手を摑つかんで制止する。真湖がいなかったら、彼女は間違いなく斗和のもとへ駆かけ寄っていたはずだ。それはすなわち、真湖たちの負けを意味する。


    （どうしてあいつがッ！）


    　歯は嚙がみする思いで、真ま湖こは奴やつを睨にらみつけた。


    　──殺人鬼。


    　奴は自然に輪の中に溶け込み、斗と和わと雑談をしている。ちょうど一いち花かの位置からは、柱のように立つ水すい槽そうが邪魔で、奴の姿が見えなかったのだ。


    　思えば、それは当然の戦略かもしれなかった。無む闇やみに自分たちを捜し回るより、斗和と行動を共にしたほうが、確実にゲームを制することができる。そして真湖は、自分が致命的な勘違いをしていた事実に気づく。ゲームの内容はあくまで「鬼ごっこ」なのだ。そこに秘められたルールの裏側まで、想像する必要があった。


    　殺人鬼の存在に気づいた一花も、激しく動どう揺ようしたみたいだ。戸惑ったような半泣きの視線を自分に向けてくる。


    「今は我慢して。あいつが斗和さんから離れるまで」


    　果たして、そのタイミングはあるのだろうか。真湖自身も判断はつかなかった。今が斗和と会える千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスかもしれない、という焦あせりもある。


    「あいつが殺人鬼だって、大声で伝えたらどうかな？　そしたら──」


    「駄目よッ！」


    　真湖は反射的に声を荒らげる。それは決してやってはいけない最悪の一手だ。今の今まで気づかなかった愚おろかな自分が恥ずかしい。客たちに殺人鬼の正体を伝え歩いていたが、今は彼らの無関心に感謝したいくらいだ。


    「どうして？」


    　一花が訳がわからないといった表情で尋ねてくる。


    「ゲームの内容は、あくまで『鬼ごっこ』なの。殺人鬼の正体を斗和さんが知ったところで、それは変わらない。むしろ正体がバレたのなら、あいつは躊躇ためらいなく、斗和さんに危害を加えると思う」


    「え？　なんで……」


    「ゲームのルールに斗和さんに危害を加えないって、あった？　確かに、勝ったら命の保証はするって言ってた。でも、あいつのやり方は見たでしょ？　本当に悪い奴が法の抜け道をついてくるのと一緒で、あいつは約束の抜け道をついてくるの」


    　一花もそれを事実と感じ取ったのか、目に見えてしゅんと項うな垂だれる。


    　殺人鬼が正体を隠して斗和に接している理由。それはおそらく単純に「おもしろい」からだ。奴はゲームというモノの本質を理解している。つまりは娯楽、楽しむこと。勝敗に固こ執しゆうして、負けたことに腹を立てる幼よう稚ちな精神とは、正反対の位置にあの殺人鬼はいる。


    　ふと、真湖はそれに気づいて、呼吸が停止した。


    　わずかに漏もれた話し声が聞こえてしまったのかもしれない。


    　斗和と殺人鬼が、こちらを見ていた。その視線は間違いなく、自分たちを捉とらえていた。


    



    　　　＊　＊　＊


    



    　斗と和わは自分の目を疑った。誰かの話し声が聞こえたような気がして、視線を向けた厨ちゆう房ぼうに、一いち花かと真ま湖この姿があったのだ。


    　自分に気づいたはずの彼女たちは、なぜかこちらに近づいてこない。それどころか、踵きびすを返して奥の厨房へ逃げ込んでしまった。意味がわからない。なぜ彼女たちに逃げ出す必要があるのか？


    「一花ッ！」


    　斗和が駆かけ出そうとした、そのときだ。


    「うわああああああああっっ！」


    「きゃああああああああっっ！」


    　鋭するどい悲鳴が東側の階段から降りてきた。血ち飛沫しぶきと共に吹き飛ばされるようにして、数人の客が姿を現す。


    「シャッ、シャッ、シャバァアアアアアッッ!!」


    　シャバが飛ぶようにして、レストランに降り立った。斗和、一花、シャバの位置関係は、ほぼ正三角形の頂点となる。シャバがこちらに向かってきているため、一花に近づく行為は、シャバに近づくこととイコールだ。しかし斗和は、迷うことなく厨房に進むことに決めた。


    「待ってください、斗和くん！」


    　山やま田だが腕を摑つかんで止めてくる。


    「離してください。一花が、妹がいたんです！」


    「わかっています。ですが、今は自殺行為です。厨房の裏へは、こちらからでも行けるはずです」


    　山田が示したのは西側のドア。事務所方面に通じるバックヤードがある。しばらく進んで左手に折れれば事務所で、右手に折れれば厨房裏へつながる通路に出る。確かにそこからでも、一花たちと合流することはできるだろう。


    「決まりだな。行くぞっ！」


    　御み手た洗らいが決定を下して、全員がそれに従った。最初は斗和が先頭を走っていたが、すぐに山田が隣に並ぶ。


    　刹せつ那な、名めい状じようしがたい不安が斗和を襲おそってきた。第六感が激しく警けい鐘しようを打ち鳴らしている。本能が、山田を自分より先に行かせては駄目だと警告してくる。


    「待ってください、山田さん！」


    　斗和の声に、山田は[image: ]いぶかしげな表情のまま足を止める。


    　斗和は彼の進路に立ち塞ふさがるようにして、槍やりの切っ先を向けた。


    「ちょっとキミ、何してんの？」


    　追いついてきた銀ぎん河がが、悲鳴のような声をあげる。全員が追いついてきて、斗と和わに[image: ]いぶかしげな視線を注いでくる。


    「……山やま田ださん、質問に答えてください。服に血がついていますよね？　それはどこでついたモノですか？」


    「急にどうしたんですか？　斗和くん」


    「すみません。まず俺おれの質問に答えてください」


    　戸惑った様子の山田の科白せりふを遮さえぎって、斗和は言い放つ。遠目でよくわからなかったが、今思えば、一いち花かたちは山田を見て逃げ出したような気がする。それが意味することは一つ、山田が殺人鬼なのだ。


    　ゲームのルールは、先に一花を捕まえたほうの勝利。ならば、このまま一花たちと合流するのは最悪な結果を招くことになる。足の速さは、山田のほうが上だ。


    　だが、もしここで殺人鬼の正体を暴くことができれば、御み手た洗らいたちもいるのだ、簡単に取り押さえることができるだろう。


    「……覚えていません。僕も何度か死ぬような目に遭あったし、死体に触れた記憶もあります」


    「すみませんが、[image: ]かばんの中を調べさせてください」


    　原はら田だの体の傷から、判断できることがあった。腕は大きめの刃物で切断され、胴体に刻まれた傷は小さな刃物によるモノ。この状況下で、武器を放棄するとは思えない。殺人鬼は必ず、血が付着した刃物を持ち歩いているはずだ。


    「おい、何やってんだよ。おまえの妹がその先にいるんだろ？　このままじゃ見失うぞ」


    　御手洗が焦じれたように言う。


    「それよりも化け物がやばいよ。もっと遠くへ逃げなきゃッ！」


    　鏑かぶら木ぎが背後を気にしながら声を荒らげる。


    「……理由を教えてくれませんか？　さすがに斗和くんの態度には、戸惑いを覚えます」


    「あなたが例の殺人鬼じゃないかと疑っています」


    　斗和は一瞬迷ったが、素直に答えた。今は問答している時間が惜おしい。


    「斗和くん、何を言ってるんだ？　喜き一いち郎ろうさんが殺人鬼なわけないだろ？」


    「そうだぜ。それに喜一郎さんは、ケツ検査に合格したはずだ」


    　青あお美み空ぞらと御手洗がすぐに反論してきた。ケツ検査とは、例の尻しりを叩たたく検査のことだろう。事情を説明したうえで、山田と日向ひゆうが、それに銀河にも再会したタイミングでそれを行おこなっていた。


    　御手洗は誤解しているみたいだが、ケツ検査はあくまで化け物に寄生されているかどうかを調べる目的であって、殺人鬼を見分けるモノではない。見えない壁が出現する前に、真ま湖この父親が殺害されたことから、殺人鬼は化け物に操あやつられているわけではないのだ。


    「つーかさぁ、何か証しよう拠こがあるわけ？」


    「証しよう拠こはこれから見つける予定です」


    　鏑かぶら木ぎの問いに、斗と和わは答える。


    「はぁ？　それって単なる言いがかりじゃねえかっ！」


    　声を荒らげたのは御み手た洗らいだ。


    「……わかりました。[image: ]かばんを改めてください」


    「喜き一いち郎ろうさんっ！」


    「時間の無駄です。これで誤解が解けるのであれば、問題ないですよ」


    　御手洗に如じよ才さいない笑みを返してから、山やま田だはメッセンジャーバッグを床ゆかに置き、数歩後ろに下がった。予想と違ってあまりにも潔いさぎよい態度に、斗和は困惑する。自分が途と轍てつもなく、大きな勘違いをしているような気分になった。


    「天あま音ね川がわ、調べてくれ。中に凶器が入っているはずだ」


    　本来は御手洗や青あお美み空ぞらに頼むべきことかもしれないが、斗和は銀ぎん河がを指名した。この中で一番信頼できるのは彼女だ。


    「ええッ！　私ッ！　馬ば鹿かじゃないのこのスケベッ！　って、──あっ、……うん」


    　突とつ如じよ、凜りん然ぜんとした声で叫んだ銀河は、すぐに何かに気づいたようになって、両手で自分の口を押さえると、しぶしぶ頷うなずいた。斗和を気にしたふうに、ちらちらと視線を向けてきて、しきりに服の裾すそを気にしている。


    　左手で太ふと[image: ]ももの後ろあたりを押さえ、前まえ屈かがみになろうとして、今度は右手で襟えりの部分を押さえる。両手が塞ふさがってしまって、これでは[image: ]を拾うことはできない。いったい何をしたいのだろうかと、斗和は焦じれったく思った。見かねた日向ひゆうががバッグを拾って、銀河に手渡す。


    「……違う、と思う。山田さんは殺人鬼じゃないよ」


    　ややあって、銀河が首を横に振る。バッグの中に凶器となる物は見つからなかったらしい。


    「念のため、俺おれも確認したい」


    「だったら、最初から自分で確認すればいいじゃない」


    　銀河が少しむくれたみたいに言う。


    　斗和は槍やりを銀河に渡して、自分でも山田のバッグを確かめる。凶器はおろか、血の跡すらなかった。途端に罪悪感が押し寄せてきた。


    「山田さん、すみません！」


    　斗和は深々と頭を下げた。


    「誤解が解けたのなら、それでいいですよ。それよりも今は行動しましょう」


    　山田が取りなすように、にっこり微笑ほほえんで言う。申し訳なさから、斗和はさらに平へい伏ふくする気持ちになった。


    　銀河から槍を受け取ろうとして、斗和はそれに気づく。


    　銀河の着ているＴシャツ。その胸のふくらみの先端に、ぽつりと小さな突起物があった。今まではチェックの長なが袖そでシャツを羽織っていたお陰で隠されていたが、動いた拍ひよう子しに前身頃がズレてしまったらしく、胸が露あらわになっていた。


    　なぜか彼女はノーブラだったのだ。意表をつかれた斗と和わはぎょっとなって、まじまじとそこを見つめてしまう。


    　そして銀ぎん河がも斗和の視線に気づいたらしく、顔が沸ふつ騰とうしたみたいに真っ赤かになり、悲鳴をあげ、槍やりを持ったまま暴れ出した。


    「どこ見てんのキミはッ！　この変態マゾ野や郎ろうッ！　槍で目玉くりぬいてやるんだからッ！」


    「天あま音ね川がわ、危ないッ！」


    　斗和が咄とつ嗟さに槍を奪い返そうとすると、バランスを崩した銀河が豪快に尻しり[image: ]もちをついて倒れた。斗和も、彼女の股またの間に顔を突っ込むようなかたちで倒れ込む。そして──。


    「…………」


    「……………………」


    　二人は言葉を失った。


    　斗和は左手で慌あわてて口元を押さえながら、がばっと上体をはね除のける。


    「二人とも大丈──、ひゃッ！」


    　駆かけ寄ってきた日向ひゆうがが素すっ頓とん狂きような声をあげて、慌てて銀河の服の裾すそを押さえつけた。お姉さん然とした雰ふん囲い気きが粉ふん砕さいするほどの動どう揺ようした表情で、斗和と銀河の顔を見比べる。位置的に斗和とは反対方向にいた山やま田だたちは、状況が摑つかめず[image: ]いぶかしげな表情をしていた。


    　そして、銀河の絶叫が馳はせる。


    「きゃぁあああああああああああッッッ!!」


    「シャバァアアアアアアアアアアッッッ!!」


    　同時にシャバの声も轟とどろいた。数人の客と共に、ドアを破って老ろう婆ばの化け物が姿を現す。


    「やっばッ！」


    　鏑かぶら木ぎの鋭するどい声。斗和はすぐに頭のスイッチを切り替える。銀河を抱きかかえて、右手の通路へ駆け込んだ。山田と日向、御み手た洗らいと灰はい村むらがそれに続く。だが青あお美み空ぞらと鏑木は反対側、事務所方向へと逃げ出したため、彼らとは離れ離れになってしまった。


    　厨ちゆう房ぼう裏へつながるＴ字路には着いたが、そこに一いち花かたちの姿はなかった。斗和たちが問答している間に、パノラマ大だい水すい槽そうの裏側へと抜けたのだろう。残るルートはそこしかない。


    　山田を疑うという痛つう恨こんのミスが、一花と出会うチャンスをふいにしてしまった。悔かい恨こんの念が胸を締めつける。


    「見られた見られた見られた見られたぁ」


    　腕の中の銀河が、早口で呪じゆ詛そのように呟つぶやいている。ぎゅっと両目を閉じていて、涙の粒が浮かび上がっていた。


    「天音川。今はそんなことを気にしている場合じゃない。正気に戻れッ！」


    　焦あせった気持ちそのままに、斗と和わは叱しかりつける。


    「そんなことって──。キミにとってあれは、その程度のものだったのッ！」


    「ああ、そうだ。今は些さ細さいな出来事だ。ほかに優先すべきことはたくさんある」


    「……下ろして」


    「天あま音ね川がわ？」


    「下ろしてっ！　下ろせ、馬ば鹿かッ！　この朴ぼく念ねん仁じんッ！」


    　銀ぎん河がが暴れるので、斗和は仕方なく彼女を床ゆかに下ろす。それに気づいた日向ひゆうがたちも足を止めた。


    「いったいどうしたんだ？」


    「どうしたもこうしたもないッ！　キミにとって私ってその程度の価値もないの？　そりゃ、顔も性格もきついし、到底青あお葉ばさんには適かなわない。でもだからって、大切な場所を見られて、その程度の反応だなんて、あんまりよッ！」


    　斗和は言葉が出なかった。豹ひよう変へんした銀河の態度に、どう接してよいかわからない。長なが袖そでに隠れた手で、ぼろぼろと流れ落ちる涙を拭ぬぐっている。幼おさない子供のようにしゃくりあげる銀河に、ただただ戸惑っていた。


    「今のは斗和くんが悪い」


    　日向が怒った顔で非難してくる。

  



  [image: ]



  
    「どんな状況だって関係ない。君は、その……、女の子の大切な場所を見たんだよ。斗と和わくんにとって、それってなんなの？」


    「生せい殖しよく器きです」


    　斗和は端的に答えた。


    「え？　あ、そうだけど、……そうじゃなくてね」


    「もしかして排はい泄せつ的な意味でした？」


    「もしかして君、頭が不自由なの？」


    　日向ひゆうがが目を丸くする。斗和はなんだか居たたまれない気持ちになった。


    「ちょっと待て、その会話……。もしかして、そのシャツの下って──」


    　御み手た洗らいが激しく動どう揺ようした態度で問いかけてくる。彼の隣にいた灰はい村むらが、無言で腹パンを喰くらわせて、御手洗を黙らせた。


    「とにかく斗和くんは、天あま音ね川がわさんに謝る。ほら」


    「天音川、ごめん。俺おれが悪かった。君を傷つけたこと、大切な場所を見たことは謝る。本当にごめん」


    　逆らいがたい圧力プレツシヤーを感じて、斗和は素直に従った。本心でも、銀ぎん河がをなんとかしたいという気持ちはある。


    「今度は感謝。君は男として、役得だったんだよ」


    「天音川。その……大変素晴らしいものを見せてくれて、ありがとう。一生の思い出にする。本当は感激で胸がいっぱいで、すごく動揺しているだけなんだ。本当だ。最高だったよ」


    「よし」日向は満足げに頷うなずいて、銀河の背中に身を寄せる。「ね？　天音川さん、これで許してあげて。大丈夫、天音川さんはとっても魅力的な女の子だよ。自信を持って」


    　斗和はなんだか、どっと疲れてしまった。ふと視線を上げると、先頭にいた山やま田だが、お疲れ様といった感じで肩を竦すくめてみせた。


    



    　パノラマ大だい水すい槽そうの裏も観賞スペースになっていて、元は魚がいた中型水槽がいくつも並んでいる。ここにも一いち花かたちの姿はない。


    「ねえ？　どうして下は捜さないの？」


    　地下展示場へ下りる階段を無視して、スナメリ水槽へ向かおうとしたところで、銀河が尋ねてくる。まだ目は赤いままだが、機嫌は直っていた。意識して普段どおりに振る舞おうとしているのかもしれない。


    「地下はプールみたいに水浸びたしになってるんだ。まずそこにはいない」


    　斗和は一人になった際に、その事実を確認していた。


    「水浸しって、ここは大丈夫なの？　どこからか水が漏もれてるんでしょ？」


    　慌あわてたように言う銀河に、斗和は問題ないことを説明する。見えない壁によって閉じ込められた世界では、水の総量が増えることはない。おそらくは、地下貯ちよ水すい槽そうからの供給ポンプが破損して、水漏もれしたのだろう。貯水槽にある以上の水量があふれ出ることはないのだ。


    「でも、水槽が割れたりしたら、水は増えるんじゃない？」


    「水槽のガラスは何十トンっていう水圧に耐えるだけの強度があるんだ。割れることはまずないよ。排水ポンプが破損する可能性はあるけど、水族館はオーバーフロー方式で水の入れ替えをしているから、水が供給されないと排水されない仕組みなんだ。だからほら、水が減ったりしてないだろ？」


    　斗と和わはパノラマ大水槽を顎あごで示して言った。パノラマ大水槽をはじめ、すべての水槽は水位を減らしていない。


    「しっかしなぁ、せめて地下にも逃げることができればなぁ」


    　御み手た洗らいが独りごちた。地下のスペースが使えれば、そのぶん逃げ回れる場所が増える。移動可能な場所が制限されるのは、斗和たちにとって不利でしかない。


    「水の壁の奴やつもそう。あれのせいで追い込まれている気がするの」


    　灰はい村むらの科白せりふに、老ろう婆ばの化け物もだな、と斗和は思った。クリオネやタコの化け物、人面百足むかでなら脇わきを通って逃げることも可能だが、老婆や水の壁の化け物は違う。奴らは空間を制圧する。逆方向へ逃げるしか道がなくなるのだ。


    「そうだ、電気。電気だっ！」


    　御手洗が突然、はしゃいだように言った。


    「電気がどうしたの？　ここは前から真っ暗なままよ」


    　灰村の質問に、御手洗は自信満々に答える。


    「水の壁の化け物を倒す方法だよ。どこかの電源ケーブルを切断して垂らしておけば、水に電流が流れて、あいつ感電死するんじゃねえの？」


    「「それは無理です」」


    　斗和と山やま田だの声が重なった。


    「え？　なんで？」


    　驚いた表情で御手洗が説明を求めてくる。斗和はどちらが言うべきか迷って、山田のほうを見ると、彼は「どうぞ」という感じで、斗和に手のひらを向けてきた。斗和は頷うなずいて、端的に伝える。


    「水の壁は、実は海水なんです」


    「お、おう」


    　少しの間まがあった。斗和としては、これで伝わると思っていたのだが、どうやら説明が必要みたいだ。


    「伝導率の関係で、電気はすべて海水のほうに流れます。落雷ほどの高電圧なら別ですが、普通は海中にいる生物が感電することはありません」


    「え？　でもほら、映画とかで……」


    「映画はつくりものですし……」


    　斗と和わは困惑したように答えた。


    「あれ？　順じゆん次じくんは大学生じゃなかったっけ？」


    　灰はい村むらがとぼけたように言う。御み手た洗らいが「うぐっ」という表情をして怯ひるんだ。


    「俺おれは実際に飲んだから海水だと気づきました。山やま田ださんも飲まれたんですか？」


    「え？　あれを飲んだの」


    　銀ぎん河がが驚いた声をあげたので、斗和は「一度あれに捕まったから」と付け加えた。


    「僕の場合は、あいつにやられたと思われる死体からです。かすかですが、潮しおの香りがしました」


    　斗和は素直に感心した。おそらく山田は電気で倒せる可能性を視野に入れて、死体を調べたのだろう。毒で動けなくなり、海水に飲み込まれた間抜けな自分とはわけが違う。


    「ねえ、斗和くん。ここには毒みたいなモノはないの？　前はそれで倒したんでしょ？」


    「あるとすれば、おそらく研究室だと思う。海洋生物の毒が置いてあるかもしれない。だけど即効性がない」


    「でも、ないよりマシでしょ？　水の奴やつは海水に垂らしておけば、そのうち死ぬんじゃない？」


    「いや、濃度の問題で──」


    　そこまで言って斗和は、その可能性に気づく。リヴァイノスを倒せる方法に。


    「そうだ。次じ亜あ塩えん素そ酸さんソーダだ！」


    　斗和は思わず叫んでいた。山田以外のみんなは、きょとんとした顔をしている。


    「あの中にいる化け物はエラ呼吸なんですか？」


    「確証はありませんが、ちらっとエラらしきモノが見えました。その可能性は高いです」


    　山田の問いに、斗和は力強い声で返す。


    「ちょっ、なんだ？　そのジアなんとかって？」


    「え？　順次くん、大学入試受けたんだよね？」


    「……おまえこそ知ってんのかよ？」


    　御手洗は灰村を睨にらみつけるが、彼女はとぼけたように視線を逸そらす。代わりに日向ひゆうがが質問してきた。


    「確かプールの洗浄に使われる薬よね？　それがどうかしたの？」


    「次亜塩素酸ソーダは魚にとって猛毒なんです。人間にとっての塩素ガスみたいなもので」


    「え？　でもプールに使われてるんでしょ？」


    　今度は銀河が驚いた声をあげた。


    「飲み水の消毒にも使われている。エラ呼吸の魚にとって猛毒なだけで、肺はい呼吸の生物にはそれほど影響はないんだ」


    「次じ亜あ塩えん素そ酸さんソーダが置いてあるとすれば、イルカプールのあたりでしょうか？」


    「それともう一つ、地下展示場です」


    　山やま田だが「あっ」と声を漏もらし、すぐさま斗と和わの意図を察する。


    「そうでした。あれは展示品じゃなく、実際に使っているものでしたね」


    「ええ、あの量なら間違いなく致死量です」


    



    「本当に大丈夫なの？」


    「ああ。ここからタンクまでは、ほんの数メートルだし、すぐに戻るから大丈夫だよ」


    　斗和は落ち着いた声で答えながら、心配そうにする銀ぎん河がの肩に、ぽんと手を置いた。場所は先ほどと同じ、パノラマ大だい水すい槽そう東側の下り階段前。次亜塩素酸ソーダの入っている黒いポリタンクまでは、この場所からが一番近い。


    　誰が行くかという問題については、斗和が志願するかたちで決着がついた。発案者は斗和で、水中用の装備を着ているからだ。議論する時間が惜おしいというのは全員の共通認識でもあったので、山田が承しよう諾だくした時点で、斗和に決定した。


    　斗和は今、槍やりの代わりに擬ぎ岩がんを握っている。擬岩とは、セメントなどを加工して作った模造品の岩石のことで、水族館の水槽にある岩は、ほとんどがこの擬岩だ。


    　ポリタンクのあるスペースは普通のガラスで仕切られており、鍵かぎを持たない斗和はガラスを割って入る必要がある。だが威力の出せない水中では、槍でガラスを割るのは困難だ。どうしたものかと悩んでいたところ、パノラマ大水槽前の倉庫の段ボールの中に、擬岩がいくつか詰め込んであるのを発見したのだった。


    「それじゃ、銀河を頼みます。皆さんも気をつけて」


    　言って、斗和は海水に飛び込んだ。元は観賞用に透明度を高めた海水であるが、いくつも死体と肉片が浮き、血が混じった結果、霞かすみのように視界を狭せばめている。それ以前に、人間の目は水中に適さない。


    　水面と天井の間は一メートルほど空あいており、斗和は水面を目的の場所まで泳いだ。比較的小さい擬岩を選んだお陰で、なんとか沈まずに進むことができた。


    　黒いポリタンクの入ったガラスケースは、高さが一・五メートルほどしかないため、完全に海中に沈んでいる。タンクには供給用と循じゆん環かん用の配管がつながっているが、後ろのコンクリート柱に潜もぐり込んでいるため、やはり海水に潜る必要があった。


    　斗和は大きく息を吸い込むと、ガラスケースに向かって潜水した。海水が五感を圧迫して、異質な世界へ侵入したことを知らせてくる。押し返そうとする浮ふ力りよくに逆らい、全身の筋力でもって体を押し込める。


    　ガラスの面に釘くぎの形状をした擬岩を押しつけて、平たいほうの擬岩で釘の尻しりを叩たたく。トンカチを使う要領だ。水の抵抗のせいで思ったように速度が出ず、バランスを崩して浮き上がりそうになる。それでも何度か叩たたきつけるうちに要領を覚えてきた。穴が開いたところで、海水が流れ込み、ガラスケース内を満たしていく。一度浮ふ上じようしてから再び潜もぐり、今度は自分が通れる穴を作成する。


    　呼吸を止めたまま、体を動かすという息苦しさのなか、穴と穴を結び線をつくる。線と線は面となり、三度目の潜水で、ついにガラスケースの側面に大穴を開けることに成功した。


    　予定ではここで一いつ旦たん戻って、槍やりを取ってくることになっていた。ポリタンクを壊すには、刃物のほうがいいだろうという判断だ。


    　けれども斗と和わは、この形状ならいける気がした。ガラスケースを壊すのと同じ要領で、ポリタンクの表面に尖とがった擬ぎ岩がんを打ちつける。衝撃に強い素材であるため、へこむだけでなかなか壊れなかったが、何度かやるうちに穴が開いた。一度穴が開くと強度が下がるため、以後の作業は比較的楽になる。四度目の潜水で大穴を開けることに成功し、淡たん緑りよく黄おう色しよくの液体がぶわっと噴き出して、海中に拡散するのを見届ける。


    　素早く戻るために、二つとも擬岩を捨てようとした斗和だったが、念のため尖ったほうの擬岩だけを持って水面に戻った。息苦しさから解放され、大きく息を吸い込む。そのときだ──。


    　ぼちゃん。


    　何か重い物が、水に落ちる音が聞こえた。ぎょっとして、音がしたあたりを注視する。ざわざわとした予感が不気味に肺はいを圧迫してくる。


    　何か黒い影のような物が動いていた。死体ではない。意志を持った動き。斗和は咄とつ嗟さに顔を海水につけ、そいつの姿を確認する。


    「ひそひそ……目が合ったねぇ」


    「げらげら……ヤバい？　ヤバい？」


    　人面百足むかでだ。生理的嫌けん悪お感を刺激する体たい躯くを上下にうねらせて、猛烈な勢いで襲おそいかかってくる。


    　斗和は慌あわてて回避しようとするが、水中では思いどおりに体が動かない。無駄に気き泡ほうを発生させて、自分の視界を悪くするだけだ。一向に進むことのない自分の体に、もどかしさを通り越して怒りすら覚える。


    　人面百足の頭部が押し迫る。大おお顎あごを開き、何人もの客を喰くい殺した残忍な[image: ]きばを見せつける。それは一直線に斗和の首を狙ねらってきた。


    　ガチッ、と鈍にぶい音が水中に響く。腕に重い衝撃。水流が肌はだを擦こすり、耳じ朶だを圧迫する。水中での急激な移動は、肺の空気を絞り出させるような不快な圧力を及ぼしてくる。


    　斗和は人面百足の攻撃を擬岩で防ぐことに成功したが、その衝撃で、水中の奥深くに吹き飛ばされてしまったのだ。


    「ぼそぼそ……喰い損そこねてしもた」


    「ひそひそ……やるねぇ」


    　人面百足むかでが斗と和わの背後に回り込むようにして、大きく旋せん回かいする。視界から消えそうになったところで、再び黒い槍やりとなって襲おそってきた。


    　斗和は擬ぎ岩がんを構え、タイミングを見計らう。いくら弱点である頭から突っ込んでくるといっても、水中で殴る突くなどの攻撃は不可能だ。なので予あらかじめ擬岩を配置し、相手の衝突の威力を利用して突き刺すしか方法はない。


    　息苦しい。肺はいが悲鳴をあげ、意識を真っ白に染め上げようとする。


    　防御するだけで精いっぱいの奴やつの突進。攻撃に転じれば、すなわち捨て身になるしかない。もしも敵の位置を読み違え、擬岩が外れるようなことがあれば、その時点で自分は間違いなく死ぬだろう。途端に、全身の血を抜かれて凍えるような不安に襲われる。


    　人面百足は再び、斗和の首を狙ねらってきた。斗和は擬岩の位置を固定して、奴との接触に備える。


    （──獲とった！）


    　そう確信した斗和の思考を、化け物が[image: ]あざける。奴は擬岩と接触する寸前、急きゆう遽きよ軌き道どうを変え、斜め下に潜もぐるようにして泳ぎ去る。


    　刹せつ那な、激しい激痛が斗和の太ふと[image: ]ももを襲った。あまりの痛みに、思わず擬岩を落としてしまう。酸さん素そも吐き出しそうになったが、そちらは必死に堪こらえた。


    　激痛の正体を、斗和はすぐに察する。人面百足の毒。すれ違いざま、奴の尻しつ尾ぽに刺されたのだ。意識が薄れそうになる。酸欠の息苦しさと神経を貫つらぬく激痛に、体が絶叫をあげる。


    「げらげら……痛い？　痛い？」


    「ざわざわ……油断したわねぇ」


    「くすくす……もう死んじゃうの？」


    　だが、激しい痛みは噓うそのように消えていく。どうやら一瞬だけ激痛を与える効果しかないようだ。斗和は慌あわてて周囲を見回し、ゆっくりと沈んでいく擬岩を見つけると、すぐさま後を追う。唯ゆい一いつの武器。これがなくなれば、あっさり捕食される運命しか残っていない。


    （もう少し、もう少しだ）


    　必死に右手を伸ばし、指が擬岩に触れた瞬間、斗和の体が急浮上する。いつの間にか忍び寄っていた人面百足が、生理的嫌けん悪お感を抱いだかせる醜みにくい体を巻きつけてきたのだ。水中なのに肌はだが粟あわ立だつのを感じた。


    　向かい合うようにして、人面百足の頭部が、斗和の眼前にある。ガチガチと大おお顎あごを鳴らして、斗和の恐怖心を煽あおってくる。


    「くすくす……食べちゃうよ」


    「げらげら……怖い？　怖い？」


    「……ギシャギシャ。ぐぉおおん！」


    　そして、何かにぶつかる感触。斗和は人面百足に押され、壁に激突したのだ。そう自覚した瞬間、すぐさま行動に移した。


    　拘こう束そくされたままの上半身を捻ひねり、奴やつの体ごと向きを変える。壁と斗と和わの間に、人面百足むかでがいるような格好。そして釘くぎ状の擬ぎ岩がんを、自分の額ひたいと奴の頭の間に押し入れた。落とした擬岩を摑つかむのに、ぎりぎり間に合っていたのだ。


    　全身の筋力を使い、足をばたつかせて、擬岩の底を額で押す。壁が受け皿となり、すべての圧力を人面百足の頭部に集中させる。


    　弱点を攻撃された人面百足は次の瞬間、光の粒子となってあっさり消しよう滅めつした。


    　内心で安あん[image: ]どの息を漏もらした斗和は、凄すさまじい息苦しさに身み悶もだえる。もはや息を止めるのは限界だった。肺はいが酸さん素そを欲してのたうち回っている。


    　踠もがくようにして上昇する斗和。だが海水は絶え間なく続き、ついには壁に阻はばまれてしまった。そこで斗和は、自分が致命的なミスを犯したことに気づく。上だと思って進んでいた方向は、実は下だったのだ。


    　激しい焦しよう燥そう感かんが襲おそってくる。呼吸をすることができない。このままでは溺おぼれてしまう。


    　斗和はくるりと方向転換して壁を両足で蹴けると、全速力で反対方向へ泳ぐ。必死に泳いで、そこに酸素があるという希望だけを頼りに、限界を超えて息を止め続ける。


    　だが、絶望的な事実に失神しそうになった。死が現実味を帯びて、背後に寄り添う気配を感じる。


    　目の前に再び壁があった。反対側に進んだのに、空気のあるスペースにたどり着かない。いつの間にか方向感覚がくるっていた。上下方向ではなく横方向に進んでいたのだ。ダイバーがもっとも恐れるという方向感覚の喪そう失しつ状態に、斗和も陥おちいっていた。


    　海に潜もぐる場合、もっとも注意すべきことは、自分が今どの方向を向いているかだ。陸と違い浮くことができる水中では、実質上下の感覚が曖あい昧まいになる。また視界も悪く、目印となる物も存在しない。指針がないため、人は方向を見失ってしまうのだ。


    　苦しい。苦しい。


    　酸素を遮しや断だんされ、怨えん嗟さの声をあげる全身の細さい胞ぼうが、思考をそれ一色に染め上げていく。血の気が引いていくような気がして、全身に力が入らなくなる。


    　それでいい、と斗和は思った。


    　方向を見失った人間が行おこなう対処法。それは全身の力を抜くことだ。水中には浮ふ力りよくがある。無駄に動こうとしなければ、人の体は自然と上昇していくのだ。


    　息苦しさと死の恐怖のなか、斗和はじっと堪たえ忍ぶ。永遠とも思える苦痛に、何度も意識が飛びそうになる。そうして斗和は方向を摑むと、全力で海水を蹴って、やっとのことで天井に到達する。だが──。


    　状況は斗和の想像を超え、遙はるかに絶望的で最悪なことになっていた。


    （噓うそ……だろ？）


    　斗と和わは方向感覚の喪そう失しつに陥おちいったわけではなかった。最初に向かった場所は間違いなく天井だったのだ。ただし、ある可能性を失念していた。


    　水の壁の奴やつがこの地下展示場にやってくる可能性──。


    　いつの間にか、地下の海水は水の壁と一体化していた。その水量だけ水みず嵩かさが増し、天井にあった空気のスペースまでも飲み込んでしまったのだ。もはや、この部屋から外に出るしか、酸さん素そを得る方法はない。


    　無限に続く冷たい水の世界。そこは、人が生きることのできない死の世界だ。如い何かなる強きよう靱じんな肉体を持っていても、如何なる屈くつ強きような精神を持ってしても、その絶望からは逃げられない。


    　人は呼吸を止め苦しみを覚えてからも、数分は生きることができるという。それ故ゆえに水中での生存率は高まり、それ故に地獄の苦しみを延々と味わうことになる。


    　天井の方向はわかった。けれども、ここから抜け出す場所がわからない。右に行けばよいのか、左に行けばよいのか。道を誤れば、その時点で溺でき死しが確定する。方向を知るための目印を探す時間も残されていない。論理的思考は役に立たず、ただ己おのれの勘だけが頼りだった。


    （師匠、俺おれはどうすれば──）


    『斗和、斗和。君には大切な人はいるかい？』


    「うん、いるよ。一いち花かに、お母さんに、ししょー。それに、かりもちゃん」


    『それじゃあ、仲間はいるかい？』


    「仲間？　お友達のことだよね？」


    『そうとは限らないよ。友達や親しい者の中にいれば、あまり親しくない者の中にいることもある。仲間とはそういうものさ』


    「よくわからないよ。どうやって、仲間ってつくるの？」


    『つくるものではないよ。仲間とは強制するものでも、本人が望むべきことでもない。単なる結果さ。だから、自分自身を高めることだ。仲間とは同じ信念、同じ力を持った者同士の集まり。自分に近い者が自然と惹ひかれて集まってくる。だからね、斗和。もしも仲間ができたのなら、耳を澄ませて彼らの声を聞きなさい。君がピンチのときには、必ず助けに来てくれるはずだから』


    　そう、師匠の言葉は常に正しい。自分の勘に頼るより、もっと信頼できるものがある。


    　斗和は精神を集中させて耳を澄ます。世界を覆おおう海水は、すべての希望を遮しや断だんするかのように、鈍にぶく感覚を押さえつけてくる。


    　いや──。


    　かすかに音が聞こえてくる。誰かが必死に壁を叩たたく音。そこはみんながいる場所だ。濃厚な死の影から逃のがれることができる唯ゆい一いつの希望。


    　斗和の精神が加速する。限界を超えた肉体に鞭むちを打ち、筋肉に命令を下す。踠もがいて足あ搔がいて、必死に前に進もうとする。だが──。


    　限界だった。長い間酸さん素そを絶たれた細さい胞ぼうが力尽きる。肺はいが二酸化炭素を吐き出し、代わりに海水が押し入ってくる。暗い暗い絶望の闇やみに飲み込まれるように体が沈んでいき、意識が真っ白に染め上げられていく。


    　それは死の到来だった。最後の足あ搔がきも虚むなしく、斗と和わの魂たましいは黄よ泉みの国へと引きずり込まれていく。


    　視界の先に、金色の光があった。漆しつ黒こくの闇をも照らす力強い光。それが急速に舞い降りてくる。


    　いや、違う。


    　意識が暗闇に落ちる寸前、斗和はその光の正体を見る。金髪金眼の整った顔立ち、自分に手を伸ばしてきたのは、山やま田だ喜き一いち郎ろう、その人だった──。

  



  
    



    


    　　　第五章　その紫は走り去る


    



    　殺人鬼は、その男のことを思い出していた。


    　細身だが頼り甲が斐いのある広い背中、整った横顔のシルエット。月明かりに照らされた世界で、後ろを向いて立つ姿に、神こう々ごうしい美しさを感じていた。母の命日だったこともあり、母の知り合いかとも思っていたが、そうでないことを後で知る。


    「それは本当なのですか？」


    　幼おさなき日の、まだ殺人鬼でなかったころの殺人鬼は、絶望の悲鳴をあげる。


    『事実だよ。君は遠からず、門を潜くぐることになる。アインズヴァッハの門。その門を潜れば、どんな善人も、どんな純粋な子供も、どんな思いやりのある人間も、君のような聖人でさえ、残忍な殺人鬼となってしまうんだ』


    　どんな言葉を発したか、殺人鬼は正確には覚えていない。とにかく、そんなモノにはなりたくない。命を[image: ]としてでも他人を助けるような、そんな人間になりたい。いつの間にか誰かに刷り込まれていた、吐き気がするほど甘い思想を伝えた記憶がある。


    『人は変わるものだよ。肉体も精神も、魂たましいでさえ。君たちがそれを自覚できないのは、記憶がつながっているからにすぎない。矛む盾じゆんなき認識が、真実の世界を曇らせている。世界が五分前に創られたとしても、人の意識はそれを認識できない。だから、大丈夫だよ。君がアインズヴァッハの門を潜ったとしても、何も恐れることはないんだ』


    　不思議だった。彼の言葉はすべてが真実であるように感じられ、そもそも〝疑う〟という概がい念ねん自体を打ち消すような、摩ま訶か不思議な説得力を持っている。


    「私は絶対に、殺人鬼になんてなりません」


    『気持ちは必ずしも、結果とは一致しない。君が門を潜ることは──、そうだね、君たちの概念で言えば、運命というやつさ。そして運命を変えることはできないけれど、未来は変えることができる。その選択肢は残されているんだ。だから、君が好きなほうを選べばいい』


    　殺人鬼は疑問に思う。未来と運命は同じモノではないのか？　未来を変えることができれば、運命も変えることができるはず。そうではないのか？


    『違うよ。その二つはまったく別の概念だ』


    　殺人鬼の問いを、直接魂に届くような声で男は否定する。


    『君が殺人鬼になる運命は変えられない。君は必ず、人の命を奪う存在となってしまうんだ。だけどね、最初に殺す人間は選ぶことができるんだ。それによって大きく未来は変わる。よく考えておくといい。最初に殺す相手は〝他人〟か、それとも〝自分〟かを──』


    



    　ふと気配を感じて、殺人鬼は億おつ劫くうそうにそちらを向く。


    「くすくす……泣いてるの？」


    「ざわざわ……みっともないわねぇ」


    「ぼそぼそ……若いのう」


    　床ゆかの端に真っ黒で巨大な影が蠢うごめいていた。人面百足むかでが壁に沿うようにして、やってくる。


    「一気に消し去ってやりたいところだが、せっかくの〝保険〟が消えてしまうからな。まったく面倒なことだ」


    　殺人鬼は、なんの感かん慨がいも抱いだかない瞳ひとみで人面百足を見下ろす。そう、恐怖も焦あせりもそこにはなかった。


    　人面百足が滑るようにして襲おそい来る。殺人鬼はある意味、優雅ともとれる動きで、バッグから手て斧おのを取り出した。胴部を斬きりつけ、傷が回復するのを見届けてから、人面百足の頭部をあっさり叩たたき割る。


    「確かに、貴様の言うことは正しかった。だが──」


    　カチャリと鍵かぎが開く音がする。トイレの個室のドアが開く前に、殺人鬼は素早くバッグに手斧を隠した──。


    



    　　　＊　＊　＊


    



    「──ったく、情けねえなあ」


    　快活な声が降ってくる。とてもとても懐なつかしく、でもずっと遠いところから聞こえてくるみたいに、ぼんやりとした響き。まるで夢でも見ているかのように、その人物の顔は見えないのに、イメージだけが流れ込んでくる。


    　褐かつ色しよくの肌はだにクリーム色の髪。頰ほおには何かの模様のようなものがある。引き締まった体たい躯くに、女性らしい双そう丘きゆうのふくらみ。


    「異能力に頼ってばかりだから、……が弱いままなんだよ。そんなザマじゃ、……を護まもることなんてできないぜ」


    　にやりと口元を歪ゆがめ、真っ白な歯を見せつけてくる。どうやら自分は寝っ転がっていて、向こうがそんな自分を見下ろしている状況のようだ。


    　それは、ただのイメージ。形なき情報がそう伝えてきているだけ──。


    　急激な眠気が襲ってきて、そのまま沈んでいくようにして、意識が落ちていく。やがて誰かの、自分を呼ぶ声が聞こえてきた。


    



    　……わ……。


    



    　とわ……ん。


    



    「斗と和わくんっ！」


    　急激に音が飛び込んできて、斗和はうっすらと目を開けた。まだ夢の途中にいるような気け怠だるい感じがする。世界はぼんやりと歪ゆがんでいて、白しろ銀がね色の光が揺ゆれていた。そして、何か温かいモノが頰ほおを濡ぬらしている。


    「斗和くん、斗和くん、斗和くんッ！」


    （どうして、天あま音ね川がわがここに？）


    　斗和はぼんやりした思考のままで考えた。


    　体の節々が痛みを発している。肉体と肉体のぶつかりあった感触。何度も何度もあの女性に戦いを挑いどんで、そのたびにズタボロにされた。悔くやしいし情けなかったが、それ以上に充実感があった。いつかあの人に勝ちたいと──。


    「斗和くん、しっかりしてッ！　死なないでッ！」


    　妙に質量のある声。そして視界に飛び込んできた形のよい乳ち房ぶさに、一気に頭が覚かく醒せいする。慌あわてて上半身を起こすと、ずきりとした痛みが頭の奥を襲おそった。思わず顔をしかめる。


    「大丈夫？　無理しないでよ」


    　心配そうな銀ぎん河がの声。勝ち気な瞳ひとみに涙の粒をたくさん浮かべて、斗和の腰に縋すがりつくような格好で見上げてくる。大きく開いた襟えり元からは乳房のふくらみが覗のぞいていて、目のやり場に困った。どうしてこんなサイズの合っていない服を着ているのかと[image: ]いぶかしく思う。まだ少し頭が混乱していた。

  



  [image: ]



  
    「頭が痛いの？　大丈夫？　ほかに変なところはない？」


    　どうやら目を逸そらす動きが、頭痛に堪たえているように映ったようだ。こちらの困惑に気づくこともなく、銀ぎん河ががずいずいと体を寄せてくる。心配のあまり気が回らないのか、胸が見えていることに気づいた様子もない。


    「どうやら認識に問題があるみたいですね」


    　よく通る玲れい瓏ろうな声が聞こえた。砂さ金きんのようなプラチナブロンドに、優しい光を灯ともす金色の目。きれいに整った顔立ちに男性的な魅力を押し込めている。


    （誰だ？）


    　どことなく懐なつかしい感じがする。なんとなく他人とは思えないような、不思議な感覚。


    「おい、やばいんじゃないのか？」


    　今度は別の声。焼けた肌はだに茶色の髪、どことなく軽い感じはするが、こちらもかなりのイケメンだ。だが、誰だか思い出せない。


    　いや──。


    　突とつ如じよとして、記憶が蘇よみがえる。圧倒的な死の奔ほん流りゆう。豹ひよう変へんした世界。化け物の蔓延はびこる水族館。


    「天あま音ね川がわッ！」


    「きゃっ、何よッ！」


    　斗と和わの叫びに、急に凜りんとした声で銀河が問い返す。


    「山やま田ださん、ですよね？　それに御み手た洗らいさんだ」


    　次に二人の名前を呼ぶ。ああ、そうだ、と斗和は思った。どうして彼らのことを、この惨さん劇げきのことを一瞬でも忘れていたのだろうか？


    「おいおい。まるで『今思い出しました』みたいな反応だな？」


    　御手洗が呆あきれたように言う。


    「酸さん素その供給が絶たれ、脳になんらかのダメージがあったせいで、記憶が混乱していたのかもしれませんね」


    　山田が真剣な表情で補足する。


    「大丈夫？　斗和くん。今はなんともない？」


    「ああ。大丈夫だ、天音川。今は頭がはっきりしている。全部、思い出した」


    　途端に気持ちが切り替わっていく。深く深く沈み込むように感情が凍りつき、心が麻ま痺ひしたようになり、唯ゆい一いつ、生き残ることだけに集中する。あたりを見回して、自分のいる場所がラッコプール東側の女子トイレの前であることを把握した。どうやら地下展示場から、ここまで運んでくれたみたいだ。


    「山田さんが助けてくれたんですよね？　本当にありがとうございます」


    　かすかに記憶に残っている。山やま田だが危険を顧かえりみず助けにきてくれたこと。ただの海水の満ちた部屋ではない。強大な化け物のいる、濃厚な死の空間。その気高き精神には、感服する思いだ。この感謝の気持ちは、言葉で伝え切れるものではない。


    「お礼は天あま音ね川がわさんに言ってください。水みず嵩かさが増したとき、真っ先に君を助けようとしたのは彼女です。そして彼女が必死に音を出して君を導みちびいたからこそ、僕は斗と和わくんの手を摑つかむことができたんですよ」


    　斗和はまじまじと銀ぎん河がを見た。彼女は途端に怒ったような顔になり、ぷいっと顔を逸そらす。


    「ありがとう、天音川」


    「べ、別にそんな大したことしてないんだからッ！　音を出すよう言ったのは山田さんだしッ！　っていうかキミはもっと自分のことを大切にしなさいよッ！」


    　斗和は銀河のいつもと変わらないそんな態度を微笑ほほえましく思いながら、残る御み手た洗らいにもお礼を言った。


    「それで、水の壁の化け物はどうなりました？」


    　あの空間から無事に生還できたということは、奴やつを倒せた可能性が高い。だが、みんながすぐに言いにくそうな表情をする。なんとなくだが、察することができた。


    「無理だったんですか？」


    　山田が神妙な顔で頷うなずいた。斗和はリヴァイノスを倒すことはできなかったのだ。


    「俺おれは確かに次じ亜あ塩えん素そ酸さんソーダを拡散させました。奴はエラ呼吸だった。なのになんでっ！」


    　叫ぶように不満をぶちまける。命いのち懸がけの行為が、なんの成果もあげられなかったことが悔くやしくて仕方ない。


    「化け物だから、そういうもんかもしれねえだろ？」


    　御手洗がさらりと言い放つ。斗和は反射的に言い返そうとしたが、案外核心をついているのかもしれないと感じ、思い止とどまった。猫ねこ蜘ぐ蛛もが青酸ソーダで倒せたことから、狭きよう窄さく的な思い込みがあったのかもしれない。奴らは生物の規格を超えた化け物。常識が通用しないのが当たり前なのだ。だが、何か引っかかるモノがあった。


    「そんなことより、斗和。もう一つ大切なことを忘れてないか？」


    　御手洗がやけに真剣な表情で言ってきた。そこで斗和は、遅ればせながら気づく。日向ひゆうがと灰はい村むらの姿がどこにもないのだ。まさか彼女たちは──。


    「おまえが溺おぼれて、意識を失っていたことは思い出したよな？」


    　斗和はこくりと頷く。


    「さて、おまえはいわゆる心しん肺ぱい停止状態になってしまったわけだが、その場合の応急措そ置ちとして何があるかわかるか？」


    「人工呼吸と心臓マッサージですか？」


    　斗和は[image: ]いぶかしげに答えた。いまだ御手洗の質問の意図が摑めていない。


    「そう、つまりはここにおまえの唇くちびるを奪った者がいるということだ。そこで問題だ。この中でおまえに人工呼吸をしたのは誰でしょう？　Ａ天あま音ね川がわ銀ぎん河が、Ｂ山やま田だ喜き一いち郎ろう、Ｃは日向ひゆうが麗れい子こ。さあ、誰だと思う？」


    　御み手た洗らいの意図を理解し、斗と和わは返答に困った。人工呼吸は純然たる医療行為だ。それに性的なニュアンスを加えるのは、モラルに反すると考えている。


    「順じゆん次じくん、やめなさいよ。性格が悪い」


    　吐き捨てるような声で、すぐ近くのトイレから姿を現した灰はい村むらが言う。その後ろには日向の姿もあった。灰村の手にはモップが握られている。


    「斗和くん、よかった。気がついたんだね。私、すっごく心配したんだよ」


    　日向が駆かけ寄ってきて、膝ひざをつきながら斗和の手を握る。途端に銀河が恐ろしいほどの形ぎよう相そうで睨にらみつけてきたが、彼女はたまにそんな表情をするので、あまり気にならなかった。


    「本当、無事でよかった。私も心配してたよ」


    　灰村もほっとした表情をする。色白で白はく髪はつなため、どこか冷たい感じの彼女が微笑ほほえむと、やけに色っぽく見えた。


    「斗和。騙だまされんなよ。こいつはおまえが気を失っているにもかかわらず、ウ○コを優先し──」


    　灰村からモップの一撃を鳩みぞ尾おちに喰くらい、御手洗は最後まで科白せりふを言うことができなかった。


    「あんたマジでデリカシーないッ！　これをケツの穴に突っ込んでやろうか？」


    「くそっ！　痛って。マジやめろ、ちょっ！」


    　灰村が物ぶつ騒そうな言葉を吐き、御手洗をモップでつつく。


    「──確かに袋小路に入るのは危険ですが、そうは言っていられない場合もあります。幸い僕らは入り口の前にいましたし」


    　山田の判断力に、斗和は感心した。前回の惨さん劇げきで学んだことだが、ひたすら、化け物に襲おそわれる可能性だけに囚とらわれ、行動を制限してしまうのも間違った判断なのだ。そのぎりぎりの部分を見極める力を判断力という。


    　山田は結果的に、誰も犠ぎ牲せいにすることなく、武器まで手に入れてしまった。果たして自分にその決断ができるだろうかと、斗和は憂ゆう鬱うつな気持ちになる。


    　悲鳴が聞こえてきたのは、そのときだ。


    　場所はおそらく真上、ショープールの観客席。


    　ぼとり、と何か重い物が落ちる音がする。嫌な予感が加速した。何度も体験した記憶が、戦せん慄りつとなって駆け巡る。


    　全員が、ぎょっとなってそこを見た。


    　いや、違う。人面百足むかでではなかった。それは切断された人の腕。おそらく上の観客席で暴れているのは、シャバだろう。


    「逃げましょう」


    　山やま田だが指示を飛ばす。彼は日向ひゆうがの近くへ、御み手た洗らいは灰はい村むらのもとへ、そして斗と和わは銀ぎん河がの手をぎゅっと握り締める。自然と男女のペアができあがっていた。


    　ぼとっ、ぼとっ。


    　さらに肉片が降ってくる。人の頭、人の腕、真っ赤かな臓ぞう物もつ、黒い物体──。


    「御手洗さんっ！」


    　斗和の叫びに、無警戒に黒い物体の横を通ろうとしていた御手洗は瞬時に状況を察した。灰村を護まもるようにして、慌あわてて立ち止まる。


    「ひそひそ……気づかれたねぇ」


    「ぼそぼそ……儂わしゃぁ、忠告したぞ」


    「ざわざわ……やるじゃな～い」


    　人面百足むかでだ。奴やつは肉片に紛まぎれるようにして、上から落ちてきた。その数は四匹。誰かをフォローするには多すぎる数だ。


    「斗和くん、私のことは気にしないで」


    　ぐっと瞳ひとみに力を入れて、銀河が小声で言う。斗和は嫌な予感がした。


    「私、異能力者だったの。光が体を包み込んでいるのを見た。たぶん、死なない能力。不死身なの。だから、私のことは放っておいても大丈夫」


    　そうは言いつつも、彼女の表情は緊張していた。確信が持てず不安になっているのだろう。もしもなんらかの理由で能力が発動しなかったら、それはすなわち自みずからの死を意味する。躊ちゆう躇ちよしない人間などいない。


    　だがそれ以前に、自分の推測が正しければ、彼女の異能力は〝不死身〟などではない。もっとおぞましく、嫌けん悪お感を抱いだかせる最悪のモノだ。彼女のことを考えるなら、それは絶対に使わせてはならない力──。


    「気をつけてください。奴は普通の百足と違い、尻しつ尾ぽに毒を持っています」


    「え？　普通って尻尾じゃないんっすか？」


    　山田の注意に、御手洗がどこかで聞いたような科白せりふを返す。けれども強い絆きずなに結ばれた二人の関係に比べ、あのときの斗和たちの関係は、ずいぶん冷え切ったものだった。ふと、笠かさ根ね木ぎは今どうしているだろう、と思った。


    「くすくす……何考えてるの？」


    「げらげら……エロいこと？　エロいこと？」


    「……ビュビュッ！　しゅっしゅっ！」


    　人面たちの悠長な囁ささやきとは反対に、人面百足は螺ら旋せんを描えがくように猛烈な速度で襲おそいかかってくる。


    「こいつらの弱点は頭です。胴体は傷つけても意味がありません」


    　斗和は再度その情報を伝え、自みずからも槍やりを構えて応戦する。


    　人面百足むかでは押し迫ろうとしては、すっと距離をとり、嚙かみつこうと頭をもたげては、くるりと尻しつ尾ぽを打ち放ってくる。斗と和わを翻ほん弄ろうする動き。一匹だけなら対処できないこともないが、今は二匹の人面百足と対たい峙じしていた。しかも銀ぎん河がを護まもりながらだ。弱点である頭部に、一向にダメージを与えることができない。


    　山やま田だも一匹の人面百足と対峙している。彼は売店からタオルと金属製の置物を拝借すると、タオルに置物を入れて振り回していた。鞭むちのようにしなるタオルに、重量のある物体を入れることで、即席のハンマーをつくったのだ。


    　彼の咄とつ嗟さの応用力に、斗和は舌を巻く。おそらく人間の頭部なら余裕でかち割るほどの威力があるだろう。しかし彼の武器は、人面百足が相手では有効とは言えなかった。振り回す動作は精密さに欠け、文庫本ほどのサイズの頭部を打ち抜くのには向いていない。結局は胴体を叩たたき飛ばすだけで、終わりの見えない消しよう耗もう戦に陥おちいっている。


    　御み手た洗らいのほうはもっと苦戦していた。灰はい村むらからもらい受けたモップで応戦するが、奴やつの動きについていくだけで精いっぱいという感じだ。じりじり斗和たちとの距離が開いていっている。


    　焦しよう燥そう感かんが筋肉に絡みつく。焦あせれば焦るほど、体の動きが硬くなるのを自覚する。自分がたった一匹倒すだけで、状況は好転するのだ。


    　武器を持たない女性陣の加勢は期待できない。なまじ敵に近づいて毒を喰くらいでもしたら、それこそ足手まといになってしまう。みんなその点は理解しているらしく、男性陣の邪魔にならないよう彼らの背中を盾たてにして、人面百足から身を隠していた。


    「御手洗くん。無理をしないで。逃げられるなら、逃げてください」


    　山田が叫ぶ。御手洗と灰村は押しやられるようなかたちで、トイレの奥、通路側へ後退していた。斗和たちと無理に合流するよりも、そのまま反対方向へ逃げ出したほうが確実だ。


    「すまない。喜き一いち郎ろうさん、麗れい子こちゃん。斗和とつり目も無む茶ちやすんなよッ！」


    　御手洗もそう判断したのだろう、灰村と連れ立って逃げ出した。だが、御手洗たちと戦っていた人面百足も、彼らの後を追っていく。


    「斗和くんも、逃げることを優先してください」


    「しかし、こいつらを倒しておけば──」


    「上には老ろう婆ばの化け物がいます。長居は無用です。今は倒そうとすべき時ではありません」


    　斗和は言葉に詰まった。まったくもって山田の言うとおりだ。彼は自分よりも、広い視野で物事を見ている。チャンスはいずれやってくるだろう。活路の見えない今の状況で闇やみ雲くもに倒そうとしても、最悪な結果になるだけだ。


    　斗和は思考を切り替え、逃げることに専念する。山田たちはすでに退路を確保していて、隣のシンボリック広場に向かうところだった。


    　遅れて斗和たちも、人面百足を牽けん制せいしながら山田との合流を目指す。


    「げらげら……逃げちゃうの？　逃げちゃうの？」


    「ざわざわ……情けないわねぇ」


    　左手の通路から、別の人面百足むかでが現れる。反射的に槍やりで斬きりつけた斗と和わの一撃をかわし、進路を阻はばむように回り込む。


    　斗和は即座に奴やつの動きを目で追い、片手でゴルフクラブを振るみたいに槍を払った。刃先が人面を切りつけて、奴を吹き飛ばす。──異変は、そのとき起こった。


    　通常であれば、すぐに回復するはずの傷。それが今回は一向に治る兆きざしがない。それどころか、「ギギッ！」と悲鳴を漏もらし、傷口からは緑色の液体が噴き出している。


    （──なんだ？）


    　明らかに、今までとは違う手て応ごたえ。違和感が加速する。何度斬ってもどれだけダメージを与えても死なない化け物。けれども頭部に一定のダメージを与えると、まるで霞かすみみたいに消えていく。


    　それは通常の物理法則に反する現象。斗和は、その存在を知っている。


    　異能力。この世ならざる不ふ可か思し議ぎな現象を起こす力。


    　十匹の人面百足。ほかの化け物と違い、まったく同じ姿をしていた。生物学的には、なんら矛む盾じゆんのない現象だが、果たして化け物の場合はどうか？　一種一匹が原則だとしたら、同じ個体がいるのはおかしい。導みちびかれる可能性は、あれが異能力でつくられた分身であること。人を喰くい殺すことができる分身。


    　ならばその中で、一匹だけ傷が回復しない個体がいたとすれば、それはすなわち──。


    「あいつが本体かッ！」


    　殺意が集中する。なんとしてでも仕留めなければ、という思いが湧わき上がる。奴が本体ならば、奴を倒した時点で、ほかの人面百足も消しよう滅めつする可能性が高い。


    「斗和くん、危ないッ！」


    　鋭するどい悲鳴。銀ぎん河がの声が耳じ朶だを打つ。


    　──ズン。


    　鈍にぶい衝撃音が聞こえたような気がした。


    　銀色のツインテールが宙を舞う。斗和を護まもるようにして、両手を広げる銀河の後ろ姿。そして倒れ込む彼女の胸には、巨大なタコの化け物、タンガロアが突き刺さっていた。


    「天あま音ね川がわッ！」


    　斗和は自分の愚おろかさを呪のろった。人面百足だけに気をとられ、別の化け物の接近に気づかなかったのだ。情けなくて歯は痒がゆくて、胸が搔かき毟むしられる思いだ。


    「私は、大丈夫。不死身……だから」


    　口から血を流しながら、銀河が苦しそうに言う。そうこうするうちに、九本の蛇へびが彼女の体に巻きつきはじめている。


    「天あま音ね川がわを放せッ！」


    　叫んで斗と和わは、タンガロアの胴部に槍やりを突き入れた。ダメージはあったらしく、九本の蛇へびがのたうち回る。だが、すぐさま奴やつの反撃がきた。素早い動きで、槍を持つ斗和の左指に喰くいつこうとする。


    　斗和は咄とつ嗟さに手を離して回避するが、今度は右手一本で持つかたちとなった槍に喰いつかれた。物凄すごい力で槍を奪い取られ、吐き出すように投げ捨てられる。


    「何してるの。逃げてっ、意味ないでしょッ！」


    　銀ぎん河がが声を荒らげて言う。言葉と共に血が吐き出される。そんな彼女の体に、再び蛇が巻きついていく。斗和は今すぐにでも助けに行きたい衝動を必死に抑え、槍を取りに走った。距離にして数メートル。だが銀河との距離は、絶望的に遠くなる。


    「くすくす……どこ行くの？」


    「ひそひそ……困ったねぇ」


    「ぼそぼそ……ゆっくりしていきなされ」


    　槍を拾い上げた斗和の前に、立ち塞ふさがるようにして三匹の人面百足むかでが頭をもたげる。本体以外の奴だ。


    「どけッ！　邪魔をするなッ！」


    　だがそれで、奴らがどいてくれるはずもない。斗和は槍を振るって人面百足らを蹴け散ちらそうとするが、入れ替わり立ち替わり襲おそい来る化け物に、身を護まもるだけで精いっぱいだ。


    　ゴキッ、ボキッ！


    　ついには、タンガロアが銀河の骨を折る音が聞こえてくる。斗和を心配させないためだろう、銀河は必死に悲鳴を我慢していた。けれど──。


    　ボキボキボキッ！


    　バキバキバキッ！


    「あがっ！　ひぎっ！　うぐっ！」


    　堪こらえきれなくなった銀河は、全身に脂あぶら汗あせをかきながら、悲痛な呻うめき声を漏もらす。なまじ堪えようとしているだけ、余計悲ひ惨さんさが増した。やがて、骨折の激痛にびくびく痙けい攣れんするだけとなった銀河の体に、蛇の口から伸びる芋いも虫むし状の化け物が侵入してくる。


    　両目を喰い抉えぐり、耳と鼻を犯し、蛇の体ごと口の奥深くへ身を乗り入れる。丸まる裸はだかの下腹部にも、二匹の蛇が強引に押し入り、彼女の尊そん厳げんを穢けがす。


    「くそッ！　天音川ッ！　天音川ぁあああああッッッ!!」


    　怒りに任せて必死に槍を振り回すが、精密さを欠いた動きでは、化け物を仕留めるに至らない。そればかりか、致命的な隙すきをつくってしまった。当然化け物のほうも、その好機を逃がさない。素早く尻しつ尾ぽを振り、毒を叩たたき込もうとしてくる。


    （しまった！）


    　斗と和わは心の中で、自みずからの敗北を悟った。


    　だが次の瞬間、化け物が光の粒子となって搔かき消える。


    「斗和くん。無事ですか？」


    　山やま田だだった。とうに安全圏に逃げたはずの山田が、危険を顧かえりみずに戻ってきて、人面百足むかでを倒してくれたのだ。


    「ひそひそ……二人だねぇ」


    「ざわざわ……あら、やばいわね」


    「……ツー、ツー、プー、プー」


    　人面百足たちは、あっさり逃げ去っていく。


    「天あま音ね川がわッ！」


    　銀ぎん河がに走り寄ろうとする斗和の腕を、山田が咄とつ嗟さに摑つかんだ。


    「待ってください。もはや彼女は手遅れです。気持ちはわかりますが、ここは逃げてください。すぐに奴やつが動き出します」


    　山田の言うことは正しい。再びタンガロアに襲おそわれれば、誰かが犠ぎ牲せいになってしまうだろう。今は奴から距離をとるべきだ。理性ではそうわかっていても、感情面で斗和は認めることができなかった。悲痛な思いで、タンガロアに喰くい荒らされる銀河の無む惨ざんな姿を見る。


    　いや、違う。


    　それは彼女ではなかった。いつの間にか、死体は別の誰かと入れ替わっていた。それは銀河の異能力が発動した証しよう拠こであり、彼女が無事だという証あかし。だが──。


    「噓うそ……だろ？　天音……川？」


    　タンガロアに捕食されている死体は、斗和がよく知る人物のモノだった──。


    



    　　　＊　＊　＊


    



    　不快な感覚が、全身に残っているような気がする。穴という穴を押し広げられ、中を喰い千ち切ぎられる鋭するどく焼けるような気持ちの悪い痛み。それがだんだんと薄れていく。


    　暗い螺ら旋せん回かい廊ろうを落ちていきながら、銀河はその意味を知る。これは誕生への儀式イニシエーシヨンなのだ。深く沈んでいくほどに肉体が再生していく。傷を治し、精神の受けたダメージすらも搔き消し、本来の私自身を取り戻していく。


    　意識が戻ったとき、またもや見知らぬ場所に立たされていた。雑然とした事務所のようなところ。そこには数人の客がいて、ぎょっとした表情で銀河を見つめている。


    　さすがに三度目となる銀河は、慌あわてて自分の服装を確認した。さっきはたった二枚しか着てなかったのだ。次は全ぜん裸らになっている可能性もある。


    　やや露出が高く派手な感じの衣装だったが、全裸になっていなかったことに、ほっと息を吐く。だけどふと、この衣装をどこかで見たような記憶があった。必死に思い出そうとする銀ぎん河がに、聞き覚えのある声が投げかけられる。


    「あ、天あま音ね川がわ……さん？」


    　青あお美み空ぞらだった。驚きよう愕がくに目を見開いている。


    「どうして、ここにいるんだ？」


    　そのときになって初めて、銀河は疑問に思った。瞬間移動をした自分は、他人から見たらどんなふうに映っているのだろう？　やっぱり一瞬にして、この場所に現れたように見えるのだろうか。


    「え～と、その……」


    　銀河は返答に困る。異能力に目覚めて不死身になって、ついでに瞬間移動までしてしまうという事実を伝えても、すぐに信じてもらえるとは思えなかった。


    「鏑かぶら木ぎさんは？　鏑木さんは、どこに行った？」


    「え？　鏑木さん？」


    　銀河は疑問の声をあげる。自分が鏑木の居場所を知っているはずがない。はぐれた際、彼女は青美空と一緒だったのだ。むしろ彼のほうが鏑木の居場所を知っているだろう。


    　だが、続く青美空の言葉が、銀河の精神を打ち砕く。


    「どうして君が、鏑木さんの服を着て、鏑木さんがいた場所にいるんだ？」


    「──え？」


    　じくりとした痛みが走った。なぜかわからないけど、心臓がバクバク鳴り出し、不ふ穏おんな気配がまとわりついている。物凄すごく嫌な感じがした。鼻の奥で重要な血管が切れて、どくどくと血が流れ出しているような、不気味な感覚。


    「あの……。どういうこと、ですか？」


    　やっとのことで出た科白せりふは、意味のない疑問形だった。


    「それを僕が質問しているんだ。それは鏑木さんの服だろ？　どうしてそれを君が着てるんだ？　いや、どうやって──」


    「わ、わからない……。何を言ってるの？　最後に鏑木さんと一緒だったのは、青美空さんじゃないっ！」


    「そうだ。僕だ。君たちと離れ離れになって、僕と鏑木さんはずっと一緒だった。ここに逃げ込んで、じっとしていたんだ。君の今いる場所に、たった今まで鏑木さんがいたんだよッ！」


    　音が遠のいていく。ぐらりと視界が歪ゆがんで、おなかの奥で内臓が溶けるような痛みを発する。


    「う……そ？」


    　それは、ある事実を想像させる。今の今まで、自分の服装が変わっていることに大して気を留とめなかった。それが誰かの着ていた服だなんて、想像すらしなかった。


    　──入れ替わり。


    　もしも自分が誰かと入れ替わって、ここにいるのだとしたら、入れ替わった誰かは、今どこにいるのだろうか？


    　震える手で、青あお美み空ぞらの服を摑つかんでいた。何かに摑まっていないと、このまま奈な落らくの底に落ちて、二度と[image: ]はい出せないような気がした。


    「ラッコ……、プールの前……」


    　そう呟つぶやくのが精いっぱいだった。自分がタコの化け物に殺されかけた場所、ここに来る前にいた場所。そこに行けば、何かわかるような気がする。


    「──わかった」


    　銀ぎん河がの態度から、何か尋じん常じようならざる雰ふん囲い気きを察したのか、青美空は神妙に頷うなずいた。彼は銀河を伴ともなって部屋を出ようとしたが、銀河が自分の足でうまく歩けないことを知ると、肩を貸してくれた。


    　外に出て初めてわかったことだが、ここはショープールの奥で、ショーステージの後ろにある建物の中だ。すぐ後ろには空と海が広がっており、閉じ込められた自分たちを[image: ]あざけるように、悠々とした風景を見せつけている。空は曇り空で、どことなく奇妙な感じがした。


    「ここから外に出ることはできない。目と鼻の先に、見えない壁があるんだ」


    　青美空の科白せりふに、銀河は応こたえる気力がなかった。今はただ、残酷な想像が間違いであってほしいと願うだけだ。


    　プールの縁を通り、観客席の裏へ続く通路を抜けると、銀河がタンガロアに捕食された場所に出る。そして青美空が、悲痛な声で呟いた。


    「そ、そんな……。噓うそだろ……？」


    　銀河をその場に放置して、青美空はその死体に駆かけ寄った。銀河も自力で立つことができず、四つん[image: ]いの姿勢のまま、彼の後を追う。


    　それは、鏑かぶら木ぎ峰みね子この変わり果てた姿だった。


    　両目と鼻が消失し、舌のない口をだらしなく広げた顔。だが、彼女だとわかる程度には原形をとどめている。やはりというか、彼女はアニメの女の子がプリントされた特徴的なＴシャツを着ており、下は何も穿はいておらず、タコの化け物に抉えぐられた無む惨ざんな大穴を見せつけていた。


    「鏑木さん。鏑木さん。噓だろ……。くそっ！　くそぉおおおおッッ！」


    　青美空の無念の叫びが銀河の胸にこだまする。


    「違う……。私じゃない……」


    　銀河は嫌々するように呟いた。不死身の能力だと思っていた。死にたくないという祈りが天に届いた奇跡の力。けれども、この世界にそんな都合のいいモノなんて存在しない。


    　どくん、どくん。心臓が激しく脈打つ。何かが脳のう裏りを駆け抜けていき、無意識と意識の境界を押し上げていく。そして唐突に、それは境界面を突き抜けてきた。


    　記憶が蘇よみがえる。生まれたときから、自身と共にあった記憶。その異能の力を──。


    　憐れなる子羊の生贄サクリフアイス。発動条件は自分が死んだとき。ランダムに対象を選定し、その者の生と自分の死を入れ替える異能の力。


    　つまりは他人を身代わりにして、自分だけが生き残る能力なのだ。


    　それは、殺人とは、どう違うのだろうか？


    　銀ぎん河がは今にも気絶してしまいそうになる頭で考える。生き延びるために、自分の無力が故ゆえに、誰かを見殺しにするのは仕方ないだろう。けれど、誰かを自分の盾たてにするのは、何か違うような気がする。


    　生き残ったという因いん果がを強引に捻ねじ曲げ、無理やりに殺す。それを殺人と呼ばず、なんと呼ぶ？　しかも、その対象は完全にランダム。斗と和わや一いち花か、ほかにも自分の身近な人や、罪のない子供までもが、殺害の対象となるのだ。まさに無差別。


    　そう、これは不死身なんかじゃない。もっとも卑ひ劣れつでもっとも忌いむべき、無差別殺人の能力。


    「何よ……それ？　それじゃ私、……お兄ちゃんと同じ……じゃない」


    　不意に、あの感覚が襲おそってきた。例の悪夢を見る直前の感覚。何年経たっても消えることのない、忌まわしい過去の記憶──。


    



    「「ひっと殺し、ひっと殺し」」


    　少年たちが囃はやし立てるように手を叩たたき、その言葉を投げつけてくる。


    「なんで殺人者が学校に来るんだよっ！」


    「何だよ、その態度。ぜってぇ、反省してないだろ？」


    「うわっ、マジこいつの顔怖えぇ。人殺しの妹はやっぱ違うなぁ」


    　罵ば倒とうするクラスメイトの声。


    「あの子と話すのはやめなさい。あの子は人殺しの家族なのよ」


    「なんであいつら引っ越さねえの？　迷惑だろうがッ！」


    「犯罪者に食わせるもんなんてねぇッ！　さっさと帰れ、この社会のクズがッ！」


    　冷たい世間の声。家の壁やドアには、消しても消しても消えない罵倒の声が書き殴られていた。


    　──天あま音ね川がわ銀河は、殺人犯の家族だった。彼女の兄が、無差別大量殺人を犯したのだ。


    　銀河の記憶にかすかに残る兄の姿は、優しくておもしろくて、勉強もできるといった、どちらかと言えば自慢の、年の離れた兄だった。


    　その兄が豹ひよう変へんしたのは、いつからだろうか。銀河にその記憶はない。気づいたときには部屋に閉じこもり、パソコンに張りついては、誰もいない空間に罵ば声せいを浴びせる兄がいた。


    『世の中、馬ば鹿かばかりだ。女はクソだらけで、才能のないクズがちやほやされている。誰も俺おれの凄すごさに気づかない。俺は選ばれた人間だ。俺以外の人間は皆、生きる価値がない』


    　そんな世界を呪のろう兄の声が、毎晩毎晩、壁越しに聞こえてくる。まだ幼おさない銀河は、兄の豹変振りに、ただただ怯おびえていた。恐ろしくて、不安で、頭がどうにかなりそうだった。


    　両親は心配して、いろいろ手を尽くしたみたいだが、自みずから硬い殻からに閉じこもってしまった兄に対し、何もできなかった。いや、きっと誰にも、兄を以前の兄に戻すことなどできなかっただろう。


    　そして兄は、人を殺した。


    　休日のデパート、子供服売り場で、刃物を振り回して、たくさんの人を刺し殺した。我が子を護まもるようにして抱き締めていた母親を、後ろから滅めつ多た刺ざしにし、彼女が最後まで護ろうとした子供に襲おそいかかったところで、兄は駆かけつけた警官に取り押さえられたそうだ。


    　同じ家に住んでいたものの、もうずいぶん長いこと顔すら合わせていなかったので、ニュースで放送された兄の写真は、そうだと言われなければ気づかないほどに別人だった。兄が犯行現場にそこを選んだ理由は、「一人でも多く殺すために、出口の限られた場所で子供のほうが確実だと思った」らしく、それが社会の批判をより一層強いモノにした。


    　その日から銀ぎん河がは、殺人犯の家族として迫害を受け続けた。家族は疲ひ弊へいし、家の中は常に陰いん鬱うつな空気が張り詰めて、心ない罵ば倒とうに母の心は折れた。けれども誰も助けてくれない。なぜなら銀河は〝悪〟だからだ。


    　殺人は悪。ならば、殺人者をつくった家庭も悪。家族も同罪。その論理のもと、人々は銀河たちを迫害するのを正義と謳うたう。正義を成すのに躊躇ためらう人間はいない。


    　隣の部屋にはいたが、顔も知らない兄。その責任が自分にあるというのなら、隣の家に住んでいた人々にもその責任があり、同じ地区に住んでいる人にも責任があり、兄と同じ学校に通う人にも責任があるのではないか？


    　そんな疑問が過ぎることもあったが、罪悪感に押し潰つぶされるように、意識の奥底へ沈んでいく。命の価値を理解できるほど大人ではなかったが、自分の兄が途方もなく残ざん虐ぎやくで取り返しのつかない罪を犯した事実は理解している。いや、子供だからこそ、その後悔と罪の意識は本来の姿を超えて、強大な異物となって銀河の心を苦しめた。


    　迫害を受けることを当然だと思い、自身を穢けがらわしいモノだと思い込んだ。苦しみから逃のがれようとは思わない。けれど、許されたいとも思った。迫害する世界にではない。被害に遭あった人たち、彼らに許されることが自分のゴールなのだ。贖しよく罪ざい。それが銀河の生きる意味。許されるためならば、この命を[image: ]としてもいい。


    　でも、その方法がわからなかった。謝罪を繰り返しても、それで許されることはない。贖罪とは出口のない迷宮なのだ。進んでも進んでも、光が見えない。化け物のように世間の声は襲ってくるけれども、被害者の心は聞こえない。本当に会いたい人には、会うことができない。


    　そして何度か引っ越しても、中学生になっても、迫害は続いた。


    　私が私である限り、この善意の迫害は私を苦しめ続けるのだ。銀河はそう、諦あきらめていた。


    　けれども、──彼と出会った。


    「天あま音ね川がわは天音川だろ？　悪いのは君のお兄さんであって、天音川じゃない」


    　その言葉は銀ぎん河がにとって、目から鱗うろこが落ちる思いだった。悪いのは殺人犯である兄。銀河に罪はなく、銀河の家族は被害者でしかない。


    　彼の名前は、日ひの本もと斗と和わ。その日から彼は、銀河の中で特別な存在となった。


    　──私は私、兄とは違う。


    　それが銀河の証あかし。殺人犯となった兄のせいで、迫害を受け続けてきた人生。故ゆえに、誰よりも犯罪を憎み、誰よりも犯罪者を嫌う。だが──。


    （斗和くん。……私）


    　銀河は現実に帰ってくる。目の前には、銀河の能力によって殺された鏑かぶら木ぎの無む惨ざんな死体が転がっていた。


    （ごめん。私も、……同じだ）


    　自分も兄と同じ、殺人犯でしかなかった。異能の力で、少なくとも三人を殺害した。それは言い逃のがれすることのできない、自分自身の罪。ずっと憎み嫌けん悪おしていたモノと、自分は同じになってしまったのだ。


    　猛烈な吐き気がする。心臓が破裂しそうで、頭が針で刺されたみたいに痛い。すべてが脆もろく壊れていく。信じたモノが消え去っていく。


    「嫌ぁっ！　──いやぁあああああああああああああああああああああああっっっッッッ!!」


    　銀河の精神はあっけなく、闇やみに落ちた──。
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    　真ま湖こはその声に、びくりと肩を震わせた。死の恐怖とは違う、何か異質なモノが混じっているような悲鳴。


    「ノマちゃん。今の、あの顔の怖いお姉ちゃんの声じゃない？」


    　そう言われても、真湖にはよくわからなかった。声で判別などできない。けれど一いち花かが言うのなら、まず間違いないような気がする。あれは銀河の声なのだ。


    「どうしよう？」


    　緊張した面おも持もちで一花が尋ねてくる。


    「化け物がいたりしないよね？」


    「うん。なんか違う声も聞こえるし、いないっぽい」


    　一花の答えに、真湖は迷っていた。近づくべきか逃げ出すべきか。もしかしたら、この判断次第でゲームの勝敗がつくかもしれない。


    「近くに行こう、ノマちゃん」


    「駄目っ、もしも見つかったりしたら……」


    「うん。だからね、覗のぞいたりしないよ。話し声を聞けば、あいつがいるかどうか、わかると思うんだ」


    　一いち花かの提案に、真ま湖こは正直驚いてしまった。視認することばかり考えていたが、なるほど声で判断するという方法もあるのだ。一花はたまに、こういう鋭するどい発想の転換をしてくる。


    　真湖はこくりと頷うなずいて、一花の案を採用した。途端に、心臓が激しく鳴りはじめる。


    　三階の観覧席から二階へ降りる階段の踊り場、そこに身を潜ひそめながら、下から聞こえてくる声に耳を傾けた。やはり内容までは聞き取れない。


    「下にいるのは、眼鏡めがねのイケメンと顔の怖いお姉ちゃんだけみたい」


    　一花がずば抜けた聴力で、状況を把握する。斗と和わがいないのは残念だが、殺人鬼もいないらしい。そして二人のことを知る銀ぎん河がと青あお美み空ぞらがいるのだ。うまく話せば、ゲームを有利に進められるかもしれない。運命の分かれ道。


    　ちらりと一花を見ると、彼女は覚悟を決めたように顎あごを引く。真湖も一瞬の逡しゆん巡じゆんのあと、覚悟を決めた。階段を駆かけ下りて、銀河たちのもとへと向かう。


    「き、君たちは……」


    　真湖たちの姿に気づいた青美空が、驚いた表情を見せる。彼はぴくりとも動かない銀河を抱きかかえようとしているところだった。


    「無事だったのか。よかった。心配してたんだ」


    「うん。一花たちはピンピンしてるよ。お姉ちゃん、どうしたの？」


    「気を失っているだけだ。……たぶん、ショックだったんだろう」


    　青美空は心底後悔しているような、沈んだ顔で言った。


    「あ、あの」


    　真湖が声をかけると、青美空は驚いた表情をした。思えば、自分から彼に話しかけたのは、これが初めてのことだ。


    「ああ、斗和くんのことだな？　残念だが僕もはぐれてしまって──」


    「ち、違います」


    　真湖は慌あわてて否定する。年上の男性と話をするのは、どうしても慣れない。緊張して、手足ばかりか声までも震えていた。だけど、頑張らなければならない。


    「さ、殺人鬼の正体について……です」


    　青美空がわずかに目を見開く。反応が鈍にぶいのは、おそらくほかの客と一緒で、殺人鬼をそれほど脅きよう威いだとは思っていないからだろう。


    「ノマちゃん、いいの？」


    　一花が心配そうに尋ねてくる。先ほど殺人鬼の正体はバラさないほうがいいと言ったので、戸惑っているのだろう。真湖は静かに頷き返した。


    「そ、その前に約束してほしいことがあります。ゆ、指切りです。でないと教えられません」


    「君は何を言って──」


    「じゃあ、私がするわ」


    　声は突然違う場所から聞こえてきた。銀髪ツインテールの少女が起き上がる。気絶していたはずの銀ぎん河がが、意識を取り戻したのだ。


    　彼女の顔を見て、皆が息を呑のんだ。ぞっとするほど陰いん鬱うつな表情。鋭するどい目つきはさらに剣けん呑のんさを極め、まるで誰かを激しく憎ぞう悪おしているように思えた。


    「殺人鬼の正体を知っているんでしょ？　私も知りたい。そいつがどんな奴やつで、なんであんな酷ひどいことをできるのかって。──許せない、絶対に許せないッ！」


    「落ち着け、天あま音ね川がわさん。まだ顔色が悪い。いったんプールの事務所に戻ろう。あそこには化け物が来ないんだ」


    　手を引こうとする青あお美み空ぞらを、銀河は振り払おうとするが、まるで泥でい酔すいしているみたいに動きが危あやうい。気持ちと体のバランスが取れていないかのようだ。


    　青美空の言うとおり、どこか安全な場所があるのなら、そこで話をしたほうがいいのかもしれない。けれど今を逃のがしたら、二度と機会が巡ってこないような気がする。


    「何を約束すれば、いいの？」


    　銀河の問いに、真ま湖こは約束の内容を明かす。全部で三つ。


    　一つ、そいつが殺人鬼であることを無条件で信じてほしい。


    　二つ、その殺人鬼に出会っても、今までどおりの態度で接してほしい。


    　三つ、この情報を他人に漏もらさない。当然、殺人鬼と斗と和わにも。


    「うん。約束する」


    　銀河が頷うなずき、小指を突き出してくる。けれど、こちらに来ることはできないらしく、真湖のほうから歩み寄った。


    「……わかった。この状況で僕だけ仲間外れもなんだ。約束しよう」


    　青美空は諦あきらめたように息を吐いてから、真湖と指切りをする。


    　真湖は一いち花かと頷き合ってから、殺人鬼の正体を二人に告げた。


    「……噓うそ……でしょ？」


    「馬ば鹿かなっ、ありえないッ！　だって──」


    「ゆ、指切りッ！」


    　驚きよう愕がくの声をあげる銀河と青美空に、真湖は必死に大声を出す。約束のことを思い出してくれたのだろう、二人はぴたりと押し黙った。


    「本当だよ。一花、見たもん。あいつが人を殺すところ。しゃべり方も違うし、全然別人のように見えたよ。でも、あいつは殺人鬼なの」


    「今も信じられないが、僕も男だ。約束は守ろう。それで、君たちはどうしたいんだ？　殺人鬼を捕らえるわけでもなく、他人に正体を伝えるのも禁止なら、意味がないだろう？」


    「ゲームに勝つの」答えたのは一いち花かだ。「ゲームに勝ったら、あいつは一花たちを殺さないって約束したし、お兄ちゃんにも会える。一いつ朝ちよう一いつ夕せきなの」


    「一花ちゃん。それを言うなら、一いつ石せき二に鳥ちようだよ」


    　真ま湖こが慌あわてて修正する。と同時に、殺人鬼が約束を守る確率はどれくらいだろうと不安にもなる。だが、ほかに術すべがないのも事実だ。


    「放送で言ってたやつだな？　先に一花ちゃんを捕まえたほうが勝ちという」


    「うん、そだよ。でも、あいつがお兄ちゃんの近くにいるから近づけないの」


    「だ、だから、斗と和わさんを殺人鬼から引き離してほしいんです」


    「あのとき逃げたのは、そういう理由か。──なるほど、彼を殺人鬼から引き離した隙すきに、君たちが斗和くんに接触。ゲームに勝利ということだな？」


    「おおっ！　さすがは眼鏡めがねのイケメン。眼鏡かけてるだけあるね」


    　一花が目を輝かがやかせて言った。


    「だが、それは確実性に欠けるな。うまく斗和くんを引き離したとしても、君たちとの合流はどうする？　殺人鬼にバレたら意味がないだろうし、長い時間引き離すのは不可能だ。いっそ斗和くんに、殺人鬼の正体を打ち明けたらどうだ？」


    「き、危険です。斗和さんの性格からして、そのことを知ったら……」


    「どのみち彼を引き離すなら、殺人鬼の正体は伝えたほうがやり易やすい。彼の身体能力が高いことはわかるが、相手も武器を持っているんだろ？　直接対決は避けるよう、僕からも確約させる。それに問題点はそこじゃない。どうやって一花ちゃんと斗和くんが合流するかだ」


    　確かに青あお美み空ぞらの言うとおりだ、と真湖は思った。こちらも闇やみ雲くもに捜し回れば、行き違いになる可能性も、意図せず殺人鬼と出くわす危険もある。青美空たちと行動を共にしてもそれは同じことだし、むしろ一緒にいるところを見られたら、斗和を引き離す策は不可能となってしまう。


    「青美空さん、さっきプールの事務所は安全って言ってましたよね？　それって本当ですか？」


    「ああ。理由はまったくもって不明なんだが、なぜかあの場所には化け物がやってこないんだ。確実とは言えないが、今のところ……」銀ぎん河がの質問に答えかけた青美空が、次の瞬間目を見開く。「そうか。そこにいてもらえば──」


    「どういうこと？　みんな早押しクイズみたいにポンポンって感じで、お馬ば鹿かな一花はそろそろアホな顔になるよ」


    　一花が混乱しはじめたようなので、青美空が丁てい寧ねいに説明をする。


    　一花と真湖はプールの事務所で待機。そこは場所的にわかりにくいせいか、今のところ化け物の襲しゆう撃げきがない安全スポットになっているらしい。その間に青美空が斗和を捜し回る。そこで斗和と合流できるかは運次第だが、殺人鬼から警戒されていない青美空は、一花たちとは違い、容易に接触を図れる。そこでタイミングを見計らって、一花たちの潜伏先を伝えるのだ。居場所が確定しているので、合流は容易だ。ただ、殺人鬼がついてこないように、状況によっては斗と和わに殺人鬼の正体をバラすかもしれないとのことだった。


    「私も行くわ。殺人鬼に警戒されてないのは、私も同じ。二人で捜せば効率も倍よ」


    「天あま音ね川がわさんは無理だ。そんな状態じゃ、すぐに化け物に殺されてしまうぞ」


    「私は死なない。だって──」


    　その瞬間、銀ぎん河がはつわり中の妊にん婦ぷのように口元を押さえ、堪こらえきれず吐と瀉しや物ぶつを撒まき散らした。


    「ほら、無理だ」


    「違う。私は……これ以上……お兄ちゃんとは……」


    　大粒の涙を流しながら銀河が何事か呟つぶやいている。青あお美み空ぞらの言うとおり、銀河が斗和を捜し回るのは無理だろう。そのときだ。


    　右手から数人の客が飛び出してきた。彼らの後ろから、水の壁が迫せまり来るのが見える。


    「話す時間があっただけでも僥ぎよう倖こうだったな。天音川さんを頼む」


    　一いち花かが銀河を背負うようにし、青美空がそれを手伝った。銀河は抵抗することもなく、されるがままになっている。


    「三十分だ」青美空が告げる。「三十分経たっても斗和くんが来なかったら、僕は失敗したのだと判断してくれ」


    　その意味を理解し、真ま湖こは胸が引き裂かれる思いだった。自分がどうしようもなく残酷なお願いをしたのだと気づく。


    「僕は一度、斗和くんを見殺しにしてしまった。一つくらい、カッコつけさせてくれ」


    　決意の表情を見せ、青美空は薄暗い水迷宮へと潜もぐっていく。


    　真湖が彼の姿を見たのは、これが最後となった──。
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    　斗和は銀河のことが心配だった。三度目の異能力発動。今度こそ、自身の能力が不死身などではなく、他人を身代わりにする極めて殺人に近い能力だと気づいたかもしれない。


    　しかもその対象が鏑かぶら木ぎだったのだ。顔見知りであるぶんだけ、銀河の受けたショックは計り知れない。


    　迫害を受けるのを当然のことだと諦あきらめ、陰いん鬱うつで能面のように無表情な少女。以前の銀河の姿が脳のう裏りを過よぎる。


    　斗和は、そんな彼女の姿が目に映るたび、たまらなく嫌な気持ちになった。いや、より正確にいうのなら、彼女を迫害するクラスメイトたちの姿を見るのが嫌だった。


    　気さくな奴やつが、おもしろいことを言って笑わせる奴が、健けな気げに動物の世話をする奴が、銀河に対しては[image: ]さげすんだ目で睨にらみつけ、汚きたならしい侮ぶ辱じよくの言葉を平気で投げつける。まるで人が変わったみたいに──。


    　人の持つ二面性。笑え顔がおの裏にある人間の攻撃性。自分が正義だと信じた人間は、疑うこともなく残ざん虐ぎやく極まりない行為を行おこなう。


    　その事実に、斗と和わは恐怖した。人間の理性は、こんなにも簡単に豹ひよう変へんしてしまうのかと。しかも、銀ぎん河がにはなんの罪もないことなど、少し考えればわかることなのだ。けれども、迫害は正当化されていた。だからこそ、斗和は──。


    



    　ふと、目の前でしゃがみ込む、その人物に気づく。水の灯あかりがほのかに照らし出す三階の水すい槽そう群ぐんの真っ暗な回かい廊ろう。目が慣れてきたため、ある程度は判別できるようになっていた。向こうもこちらに気づいたみたいで、慌あわてて立ち上がり、涙を拭ぬぐう仕草をする。


    「テメエ、噓うそつきやがったな？　何が毒はすぐに消えるだ。全然治らねえじゃねえかッ！」


    　すぐに笠かさ根ね木ぎが吠ほえる。彼に抱きかかえられたままの幼よう女じよを見ると、確かにまだ毒は抜けていないようだった。


    　斗和は[image: ]いぶかしく思う。もう十分に時間は経たったはずだ。毒が消えていなければおかしい。幼女の体が小さいせいで毒の影響が強いのか？　それともわずかな時間行った湯ゆ[image: ]せんが、斗和には遅れて効果を発したのか？


    「一瞬でも、テメエを信じた俺おれが馬ば鹿かだったぜ！」


    「待ってください！」


    　立ち去ろうとする笠根木を呼び止めたのは、山やま田だだった。


    「あなたも僕たちと一緒に行動しませんか？　子供をかかえた状態では無理です」


    「うるせえ、余計なお世話だッ！　この子は絶対に俺が護まもってみせる。最低野や郎ろうの仲間なんかに、助けられてたまるかッ！」


    　そう言い捨てて笠根木は走り去っていく。


    「お湯につけるんだ。毒は熱に弱いッ！」


    　斗和は咄とつ嗟さに叫んだが、その声が笠根木に届いたかは不明だった。


    「なんか悲しいね。こんな状況でも啀いがみ合うなんて」


    　日向ひゆうがが心底悲しそうな声で言う。


    　斗和は視線を下に落とし、先ほどまで笠根木が見ていたものに気づく。


    　それは全ぜん裸らの女性の死体だった。バラバラになって原形をとどめていない。おそらくは老ろう婆ばの化け物か水の壁の奴やつにやられたのだろう。だが、その肌はだと見られる部分には、文字らしきモノが刻んであった。


    『君の知り合いらしい女の子二人に、メッセンジャーになってもらった』


    　殺人鬼の文章を思い出す。ぎりりっ、と奥歯が鳴った。


    　この子がもう一人の、確か宇う佐さ院いんという名の女の子だ。彼女も原はら田だと同じように、無む惨ざんで屈くつ辱じよく的な姿で徘はい徊かいさせられたあげく、化け物に殺されてしまったのだ。[image: ]やけるような怒りが脳のう髄ずいを駆かけ抜けていく。腸はらわたが煮えくり返る思いだ。


    　顔も知らない殺人鬼。奴やつは今、いったいどこにいて、どんな気持ちでいるのか？　一いち花かは無事なのだろうか？　底の見えない不安に、斗と和わは眩暈めまいを覚えた。そのときだ──。


    　何か光るモノが、斗和の視界に飛び込んできた。宇う佐さ院いんの死体の一部が、水すい槽そうの水のきらめきを反射し、チカチカと輝かがやいている。


    　斗和は一瞬、吐き気を催した。それは人間の腕。その切断された指の陰に、きらきらと光る物体がある。斗和は誘われるようにそれを手に取り、まじまじと見た。


    　刹せつ那な、精神が加速する。思考がクリアになり、血流が激しく行ゆき交うのを感じた。筋肉が収縮し、緊張が肌はだを包み込む。


    　彼女は、どんな思いで、これを摑つかんでいたのだろう？


    　斗和は少女の気持ちに思いを馳はせる。これは殺人鬼の手掛かりを伝える重要な証しよう拠こだ。何かの拍ひよう子しに殺人鬼が落としたこれを、必死に手に隠し持っていたのだろう。その腕は切断されてしまったが、殺人鬼は握り締められていたそれに気づくことなく、少女の陰部にこの腕を捻ねじ込んだのだ。二分の一の確率。もしも反対側の腕だったら、彼女のメッセージは永遠に届くことはなかったはずだ。


    　斗和はそっと、それを死体に戻す。血に塗まみれた涙形のピアス。


    　そして槍やりを構えて、その人物の名前を呼んだ。


    「──日向ひゆうがさん」


    　日向麗れい子こはくるりと振り向き、槍の切っ先を向ける斗和を見て、驚きよう愕がくの表情を浮かべた。


    「ど、どうしたの？　斗和くん」


    「あなたに一つの質問と、一つのお願いがあります」


    「え？　な、なに？」


    　斗和の刺すような視線を受けて、日向が戸惑ったような声を出す。いや。どこかそのリアクションは演技くさかった。


    「ピアス。いつの間にか、なくなっていますよね？　いつなくしたか覚えていますか？」


    「……ごめんなさい。わからないわ。気づいたときにはなくなっていて……」


    　日向がハンドバッグを胸に抱き締めながら答える。彼女を大人っぽく演出していたピアスが、今は彼女の両耳から消えていた。


    「そのハンドバッグ。中身を確認させてもらっていいですか？」


    「え？　ど、どうしたの？　急に」


    「お願いします。日向さん」


    「まさか、私を疑ってるの？　喜き一いち郎ろうさんのときみたいに……。私が、殺人鬼なわけないじゃない」


    　日向がちらりと山やま田だの様子を窺うかがう。山田はまだ状況を理解できていないのか、戸惑うような表情で事の成り行きを見守っている。


    「なら、バッグを確認させてください。逆さにして中身を出してくださいッ！」


    　けれども日向ひゆうがは動かない。頑かたくなにハンドバッグを握り締めたままだ。その表情からは、縋すがるような愛あい想そ笑いが消えている。


    　彼女はもう一度山やま田だを見て、次に逆方向を見て、鋭するどい悲鳴をあげた。


    「斗と和わくんっ、タコの化け物がッ！」


    　斗和は舌打ちする。このタイミングで化け物がやってきたことに歯は嚙がみしたい思いだ。素早く槍やりの切っ先を向け、タンガロアに対たい峙じする。だが──。


    　そこには化け物の姿はなかった。一瞬の空白のあと、それが日向の噓うそだったことに気づく。彼女はその隙すきに逃げ出していた。


    「しまったっ！」


    　古典的な手に引っかかってしまったことに、斗和は自分をぶん殴りたい気持ちになる。同じく日向の噓に騙だまされた山田の横を抜けて、彼女を追いかけた。


    　二階に下りたところで、マリンホールから飛び出す人の群れに進路を阻はばまれる。中からシャバの「イキギモォオオオッ！」と叫ぶ声が聞こえてくる。奴やつから逃げ出した客の合間を縫ぬって一階に下りると、パノラマ大だい水すい槽そうの裏道へ入る直前、誰かに名前を呼ばれた。


    「斗和くんッ！　斗和くんだろ？」


    　青あお美み空ぞらの声だった。真っ暗で向こうの表情はほとんど見えない。青美空が自分に気づいたのも、おそらく槍を持っていたからだろう。しかし今は、彼に構っている場合じゃない。


    「待てっ、待つんだッ！　一いち花かちゃんの居場所を知っているッ！」


    　その科白せりふに、斗和は一瞬足を止めかける。だが、今は日向を優先すべきだと思った。ゲームの勝敗などくだらない。殺人鬼を押さえてしまえば、それで済む。一花の居場所を知っているというのなら、彼女は無事ということだ。今はその情報があればいい。


    　斗和は青美空を無視して、日向を追いかける。日向はバックヤードを通り、厨ちゆう房ぼうへの道をひた走っていた。ドアに鍵かぎをかけられたら手痛いが、向こうにその余裕はないみたいだ。見る見る距離が縮まっていく。


    　そして、日向は厨房へは入らず、その先の道を右折する。その時点で、追いかけっこは終了した。その先は行ゆき止まりだ。


    　斗和は槍を構えて、立ち塞ふさがるようにして、右手の通路に姿を現す。


    　日向は背中を向けたまま、呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていた。ここが行き止まりで、もはや逃げ場がないことを悟ったのだろう。


    「日向麗れい子こ。あんたが殺人鬼なんだな？」


    　斗和は腹に力を込めて問いかける。


    「ふふっ、ふははははははっ！　いや～、参ったなぁ。まさか、こんなにも早くバレてしまうとは思わなかったぞ、少年」


    　日向ひゆうがの口く調ちようが豹ひよう変へんする。歌うように響きわたる腹式呼吸特有の張りのある声。演劇経験のある彼女だからなのか、妙に芝しば居いがかった印象がある。


    「参考までに教えてくれないか、少年。なぜ私が殺人鬼だとわかった？」


    「貴き様さまの放ったメッセージだ。なんの罪もない、ただ単に俺おれの知り合いかもしれないってだけで凄せい惨さんな仕打ちを受けた彼女たちが、貴様が殺人鬼だと教えてくれたッ！　日向麗れい子こ。同じ女なら、彼女たちの受けた屈くつ辱じよくと苦しみがわかるはずだッ！　なぜ平気であんなことができる？　貴様に人の心はないのかッ！」


    「おいおい、質問にはきちんと答えてくれないか？　それはなんの回答にもなっていないぞ。だがまあ、大体のことはわかった。それで、少年。私をどうする気だ？　まさか殺す気か？　これでも私は人間だぞ。君は正義の名の下もと、殺人を正当化するのか？」


    　斗と和わは返答に困った。追い詰めたものの正直、最終的にどうするかなど決めていなかった。殺すつもりは当然ない。だが拘こう束そくしたところで、その結果化け物に殺されてしまったら、殺人と同じではないのか？　そんな疑念が思考を乱す。


    「それは貴様を倒してから決める」


    「ふっ、そうか。まあいい」


    　日向がハンドバッグに手を入れる。中から取り出したのは、血で汚れた手て斧おの。こいつが殺人鬼である証しよう拠こだ。


    「それでは少年。戦闘開始といこうか」


    　くるりと日向が正面を向く。


    　──斗和は動けなかった。


    　予想を超えた事態に、思考が追いつかない。鼓こ動どうが激しくなり、耳の後ろに張りついている。ショックのあまり、腕に力が入らず、槍やりの切っ先がしなだれていく。


    「そんな……馬ば鹿かな。まさか、そんなことが──」


    　思わず、声を漏もらしてしまった。悲痛な思いが胸を駆かけ抜け、最悪の想像をもたらしてくる。


    



    　──日向麗子は泣いていた。


    



    　ぼろぼろと大粒の涙を流し、体を震わせていた。


    　カラン、と鈍にぶい金属音を立てて、手斧が床ゆかに落ちる。


    「駄目……。もう無理。私、……堪たえられ……ない」


    　両手で顔を覆おおい、崩れるようにして両膝ひざをつき、幼おさない少女のように嗚お咽えつを漏らす。


    「ごめんなさい、ごめんなさい、ごめんなさいッ！」


    　大声で泣き叫びながら、日向が謝罪の言葉を口にする。それは誰に向けられたモノだろうか。これが演技だとは思えなかった。肌はだを通して伝わってくる懺ざん悔げと後悔の念が、痛いくらいに斗と和わの心に響いてくる。


    　ふと斗和は、日向ひゆうがのピアスが両方消失していた事実に気づく。二つのピアス、そしてメッセンジャーの数も二人。それが単なる偶然でないとしたら──。


    　落らく雷らいのような衝撃が駆かけ抜けていく。どうしてそれに気づかなかったのか？　あれは殺人鬼の正体を伝えるために、宇う佐さ院いんが握り締めていたモノではない。真の殺人鬼が日向を殺人鬼と思わせるために、あえて彼女たちに握らせていたモノだ。まず間違いなく、原はら田だの手の中にもピアスがあるはずだ。日向麗れい子このもう一つのピアス。


    　ピアスが二つとも消えている不自然さに気づけば、そのカラクリに気づく仕組みになっている。まるでゲームだ。メッセンジャーとは、そういう意味もあったのだろう。


    　斗和は怒りで唇くちびるを嚙かみ切る思いだった。無ぶ様ざまにも殺人鬼の手の上で踊らされ、まんまとダミーの日向を追い詰めてしまった。あまりにも情けない。


    「日向さん。教えてくれ。あなたは殺人鬼の正体を知っているんだな？　少しでも悪いと思っているのなら、罪つみ滅ほろぼしをしたいのなら、奴やつの正体を教えてくれ。頼むッ！」


    　日向はしゃくりあげながらも、必死にその名を伝えてくる。


    　斗和は心臓が止まる思いだった。それは理性の部分で半ば否定していて、本能の部分で半ば肯こう定ていしている人物の名。


    「山やま田だ喜き一いち郎ろうが、殺人鬼なんだな？」


    　確認するように尋ねる。日向はこくりと大きく頷うなずいた。


    （──しまった）


    　斗和は自分が最悪の選択をしてしまったことを理解する。青あお美み空ぞらに呼び止められたとき、彼が一いち花かの居場所を知っていると叫んだとき、階段から下りてくる山田の姿を目にしていた。山田が殺人鬼ならば、今頃青美空は──。


    「お願い。喜一郎さんを……助けてあげて。彼は本当は優しい人なの。目の前でお母さんを殺されて……。彼は、お母さんに抱き締められたまま、通り魔に襲おそわれて。それで──」


    　日向の声は半分も届いていなかった。斗和は全力で来た道を走り、最後に青美空を見た場所へと戻る。


    　そして斗和は、無む惨ざんな姿となった青美空を発見する。果たしてどんな刃物で傷つけられたモノなのか、腹部が抉えぐられるようにして切り取られていた。臓ぞう物もつが引きずり出され、拷ごう問もんの痕あとを色濃く臭におわせる。


    「う……あ。斗和……ん」


    　驚くべきことに、青美空はまだ生きていた。光の消えた瞳ひとみで、血で汚れた口元から声を出す。


    「しょ……るの……裏」


    　かけたい言葉はたくさんあったが、今は彼の言葉を聞き取ることが先決だと思った。最さい期ごの力を振り絞って、メッセージを伝えようとしている。おそらくは一いち花かのいる場所。


    「ショープールの裏の事務所。そこにいるんですね？」


    「あ……あ」


    　かすかに青あお美み空ぞらが頷うなずいて肯こう定ていする。


    「きいち……じん……き」


    「殺人鬼は山やま田だ喜き一いち郎ろうなんですね？」


    　再び青美空が肯定する。


    「す……ま……な……」


    　そこで青美空は事切れた。臓ぞう物もつを引きずり出された激痛のなか、必死に自分にメッセージを残してくれたのだ。


    　斗と和わは静かに立ち上がる。青美空の遺体はそのままに、水族館を走り出す。


    　走るたびに怒りが全身を染め上げていく。人々が逃げ惑うなか、怒りの衝動に突き動かされるまま、ショープールへの道を駆かけ抜ける。


    （一花、一花、一花、一花、一花。無事でいてくれ。一花ッ！）


    　薄暗い水迷宮の回かい廊ろうを抜け、薄明るい光のステージに飛び出る。


    



    「──遅かったな、少年」


    



    　斗和には目の前の光景が信じられなかった。まるで体の芯しんが打ち砕かれたみたいに、全身から力が抜け落ちていく。


    「ゲームは私の勝ちだ。君の敗因はなんだかわかるか？　ん？」


    　涙が視界を埋めていく。大切な思い出がぼろぼろと剝はがれ落ちていく。半身を失ったような悲しみに、世界が色を失う。


    「それはな、ゲームの趣旨を勘違いしたことだ。ゲームは『鬼ごっこ』だと伝えたはず。それなのに君は犯人探しに執しゆう着ちやくしてしまった。『ミステリ』というジャンルは確かに人の興味を引いてやまないものだが、ミステリ要素があるからといって、そのジャンルを『ミステリ』だと決めつけるのは、あまりにも浅はかだ。そうは思わないか？　少年よ」


    　山田のよく通る声が、観客席に響き渡る。奴やつの右手には、この場で起こった事の結末が握られていた。斗和のよく知る少女の頭部。酷ひどく殴られたのだろう、少女の顔は見るも無む惨ざんに腫はれ上がり、天てん真しん爛らん漫まんだった面おも影かげは微み塵じんもない。


    「ああ。返すぞ、少年。──君の妹だ」


    　山田がまるでボールでも投げるみたいに、手に持っていたそれを放ってくる。ぼとりと床ゆかに転がったのは、──変わり果てた一花の生首だった。


    　刹せつ那な、真っ白な火花が斗和の視界を埋め尽くした。[image: ]やけるようなパルスが神経を駆け抜け、身を焦こがすほどのどす黒い殺意が漲みなぎってくる。


    



    　──殺す！　


    　殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺すぅうううッッ!!


    



    　もはや何も考えられなかった。目の奥が激しく燃え盛る。殺人鬼をどうするのか？　その答えは、たった二文字の言葉に集約された。体内でエンジンが燃焼するように力が湧わいてくる。奴やつにこの怒りをぶち込みたいという純粋な思いが、筋肉を引き締める。そのときだ──。


    「シャバアアアアッッ!!」


    　咆ほう哮こうと共に、シャバが姿を現した。斗と和わの機き先せんを制するようなかたちで、山やま田だの前に立ち塞ふさがる。まるで斗和の怒りが顕けん現げんし、殺人鬼を殺すための力を与えたかのようだ。


    （殺せ。殺せ。殺せ。そいつを殺すんだッ！）


    　最愛の妹を殺された斗和は、人の持つ二面性を露あらわに、冷酷な怒りをぶちまける。相手が化け物であっても、自分の気持ちを代弁してくれるのなら、それで構わないと思った。ただただ、その巨大な包丁で奴を斬きり殺してくれることだけを願った。


    「無ぶ粋すいな化け物だな。このタイミングで邪魔に入るか？」


    　それは奇妙な光景だった。人間を一瞬にして肉にく塊かいに変える化け物がいて、明確にそのターゲットにされているにもかかわらず、山田の態度は冷静そのものだ。だが、そんなことはどうでもいい。斗和の願いはただ一つ、山田が老ろう婆ばの化け物に無む惨ざんに殺されることのみ。


    「シャバアアアアアアッッッ！」


    　凍いてつく息を吐いて、シャバが凄すさまじい斬ざん撃げきと共に空気を切り裂いた。


    　だが不思議な現象が起こる。


    　なぜかわからないが、奴がわざと攻撃を外したのだ。山田のいないところに包丁を振り下ろしている。


    　何をやってるんだ？　という焦あせりが斗和の胸を締めつける。


    「シャバ？」


    　化け物がぐるりと山田に顔を向けた。今度こそ殺人鬼を斬り殺すつもりなのだろう。再び包丁を振り上げて、強烈な袈け裟さ斬りを打ち放つ。


    　だが、今度もわざと外したみたいだ。シャバの包丁は、山田から大きくずれた位置にある。疑問が生じる。なぜ老婆の化け物は山田を攻撃しないのか？


    　いや、違う──。


    　斗和は、その驚くべき事実に気づく。奴は攻撃をわざと外したわけではない、山田が化け物の攻撃をかわしていたのだ。


    　まるで動いたことを気づかせないほどの洗練された動き。あまりにも自然で、あまりにも素早く、一切の呼吸の乱れもない。それは文字どおり、達人の域の体たい捌さばきだ。


    「そろそろ人数も減ってきたことだし、ここいらで狩っておくとするか。貴き様さまは殺しすぎるからなぁ」


    　山やま田だの言った意味が、斗と和わにはわからなかった。それはあまりにも現実味のない科白せりふ。


    　次の瞬間、山田の拳こぶしが唸うなった。


    　予備動作はなく、ただ殴ったのだという結果のみを突きつけてくる。盛大に吹き飛ばされる化け物の巨体。三メートルほどもある老ろう婆ばは頰ほおを殴られ、無ぶ様ざまに床ゆかに叩たたきつけられる。


    　驚くべき光景。誰がこの光景を想像できようか？　山田は、包丁を振り下ろし無防備となったシャバの顔を殴りつけたのだ。


    「シャバアアアアアアア!!」


    　シャバが怒りの咆ほう哮こうをあげて襲おそい来る。縦じゆう横おう無む尽じんに振り回される巨大な刃やいば。だが、当たらない。優雅に佇たたずむ山田のまわりで、シャバが必死に包丁を振り回すだけの光景。あまりにも滑こつ稽けいで、あまりにも恐ろしい現実。


    　山田はあっさりと、シャバの伸びきった右腕の外側につくと、逆上がりでもするように順手で奴やつの腕を摑つかんだ。そのまま、シャバの肘ひじに膝ひざ蹴げりを叩き込むと同時に両手を押し込み、いとも簡単にシャバの右腕をへし折った。
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    　さらには暴れる化け物の背後をとり、鋭するどい蹴りを入れて、シャバの膝を突き落とす。ちょうど殴りやすい位置にきたシャバを、山や田まだはタコ殴りにする。容よう赦しやなく、重く鋭するどい打撃の嵐あらしを叩き込む。肉が破れる音、骨の折れる音が響き、化け物が血ち反へ吐どを吐く。そしてついに、崩れるようにしてシャバは倒れ込んだ。


    　剣道三倍段という言葉がある。刀を持った相手に勝つには、相手の段よりも実力が三倍ほど高くなければならないという概がい念ねん。その正確さはさておき、武器を持つというのは、それほど有利なことなのだ。だが、人間を遙はるかに凌りよう駕がする身体能力を持つ化け物が、太た刀ちほどもある刃物を振り回してもなお、山田には傷一つ付けることができなかった。それはつまり──。


    　山田はうつ伏せになるシャバの髪を摑つかみ上げ、顎あごに腕を回すと、ゴキッと物凄すごい音を立てて、奴やつの首をへし折った。あっけなく絶命する老ろう婆ばの化け物。


    「……噓うそ……だろ？」


    　斗と和わは自分の見たモノが信じられなかった。一部始終を目にしていたはずなのに、まるで現実感が湧わかない。ありえないと思った。素す手でで化け物を倒せる人間など存在するはずがない。もしもそれを成せる存在がいるとすれば、それは──。


    「どうした、少年。何を驚いている？　格闘術とは元来、自分よりも体格や腕力に優れる者を倒すために編み出されたモノだ。それを駆く使しして化け物こいつらを倒したところで、そこになんの不思議がある。ん？」


    　山田の声が染み入るように響き渡る。ある種の魔力を秘めたかのような、人の心を魅了する声。荘そう厳ごんさと残忍さ、美しさと淫いん靡びさが魅惑の四重奏カルテツトを奏かなでている。


    『斗和、斗和』


    　師匠の言葉を思い出す。


    『君は必ず、鬼と呼ばれる存在と出会うだろう。鬼とは人の姿をして、人を超越した存在。化け物をも超える強さを誇るモノ。いいかい、斗和。鬼と出会ったら、絶対に倒そうとしてはいけないよ。ひたすら逃げるんだ。君では絶対にそいつを殺すことはできない』


    　鬼という存在。もしもそれが実在するのなら、化け物を素手で殺すことも可能だろう。彼らは古いにしえより最強の種しゆとして描えがかれてきた。特に人を好んで殺す鬼のことを〝殺人鬼〟という。


    「山……田」


    　斗和はなんとか、奴の名前を口にする。このまま言葉を出さなければ、呼吸が詰まり脳が壊え死ししてしまいそうに思えた。


    「少年よ、それは違うなぁ。私に対する敬意と畏い怖ふがまるで足りないぞ。『様』をつけろ。それが、今の君の立場というものだろう」


    　ふざけているのか、と斗和は一瞬思った。まるで子供じみた要求。小物がいい気になったときにでも言いそうな、矮わい小しような自尊心を満たすための言葉。


    　いや、違う。


    　それは上辺だけしか見ていない、愚おろかで浅はかな感性だ。


    　人ひと喰くいの化け物が徘はい徊かいするなかで「鬼ごっこ」というふざけた遊びを完かん遂すいさせ、そのためだけに残忍に残ざん虐ぎやくに他人をも利用する。しかも、武器を持った化け物を素手で殺すほどの超人的な戦闘力。不気味で底が知れぬ凄すごみと、魂たましいが凍りつくほどの畏い怖ふを抱いだかせる圧倒的な存在。奴やつの言葉は独裁者の気まぐれであり、歴史に刻まれるほどの効力を持つ。奴の戯ざれ言ごとは、[image: ]あざ笑わらうにはあまりにも重すぎる。


    　そのような存在をどう呼べばよいか？


    　奴はその問いに、的確に答えているにすぎない。強制しているのではなく、己おのれを識しれと諭さとしているのだ。いや、それだけではない。


    　俗に『看かん守しゆと囚しゆう人じん』と呼ばれる心理学の実験エクスペリメントがある。これは肩書きや敬称により、人がどのような影響を受けるかを調べた実験だ。一般人を看守役と囚人役に分けて、それぞれの役を演じさせた結果、個性や生まれ育った環境には関係なく、看守役はより看守らしく、囚人役はより囚人らしく振る舞うようになった。そしてついにはモラルが崩ほう壊かいし、役と現実とが入れ代わり、悲ひ惨さんな結末をたどることになる。


    　これが指し示す事実は一つ。


    　閉へい鎖さ空間において、一人の人間を「様」付けで呼ぶということは、そいつを頂点とした奴ど隷れい制を形成することになるのだ。マインドコントロールの基礎の一手。一度でも「山やま田だ様」と口にすれば、どのような鋼はがねの意志をもってしても、どんなに屈くつ強きような精神をもってしても、知らず知らずのうちに奴の支配下に堕おちてしまう。まさに奴隷。いや、木で偶く人形だ。


    　──おそらく奴は、そのことを熟知している。


    「さあ、少年。もう一度チャンスをやろう。私の名前を呼んでみろ」


    　ぞわりとした。見えない無数の刃やいばが、皮ひ膚ふのまわりに鋭するどい切っ先を向けているかのような感覚。汗がどっと噴き出して、喉のどが爛ただれるような痛みを発する。おそらく、これは最後通つう牒ちよう。死より、もっと恐ろしい目に遭あわされると、本能が悲鳴のような訴えをしてきた。


    「……や、山田」


    　斗と和わは自分の意志に反して、その単語を引きずり出される。


    「山田？」


    　殺人鬼がにやりと口元を歪ゆがめ、その続きを催促してくる。まるで砂漠で遭そう難なんしたときに、最後の水で喉を潤うるおすように斗和は口を開き、奴隷となる言葉を告げようとする。


    　必死に抗あらがおうとして、逸そらした視線の端にそれが映った。


    　無む惨ざんに転がる一いち花かの頭部。天てん真しん爛らん漫まんで、いつも明るくて、兄思いだった妹の面おも影かげはどこにもない。これは自分の愚おろかさのせいでもあり、あの殺人鬼の咎とがである。


    　突とつ如じよとして、全身の細さい胞ぼうが爆発を起こした。すべてを焼き焦こがすような純粋なる怒りは、死の恐怖すらもあっさりと飲み尽くす。落らく雷らいのような自責の念も加勢して、もはや自分など地獄の苦しみを味わって当然の存在だと思った。故ゆえに、殺人鬼を恐れる理由などない。


    「──山やま田だ、喜き一いち郎ろうぉぉおおおおおおおおおおおッッッッ!!」


    　斗と和わは全ぜん身しん全ぜん霊れいをもって、宣戦布告を叫ぶ。


    「ふははははははっっ!!　私のことは、山田様と呼べぇええええええええええッッッ!!」


    　世界をどす黒く染め上げるほどの、圧倒的な殺意が放出される。憎ぞう悪おと歓喜と[image: ]ちよう笑しように歪ゆがんだ表情は、まさに悪あつ鬼き。邪悪なるモノの化け身しんであった。


    



    　この閉じ込められた世界において、最強にして最大の敵である、水迷宮の殺人鬼が、その正体を現した瞬間だった──。
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    あとがき


    



    　本巻をお買い求め頂き、ありがとうございます。もう少し頑張りますので、よろしくお願いします。


    



    　本巻の舞台は、福岡県にある水族館「（株）海の中道海洋生態科学館」様の「マリンワールド海の中道」をモデルにしています。実際に行ったことのある方は、既視感のある構内図に驚かれるかもしれません。


    　また本巻を執筆するに当たり、「マリンワールド海の中道」館長の高田様には、大変なご協力とご理解を頂きまして、この場を借りてお礼を申し上げたいと思います。


    　明るく笑顔の絶えない教育施設である水族館に対して突如、「人喰いの化け物が跋ばつ扈こし、人が無惨に殺されていく阿あ鼻び叫きよう喚かんのパニックホラー小説を書くので取材させてチョンマゲ」と不ぶ躾しつけで失礼なお願いをしてきた僕に対し、高田様は笑顔で快諾してくださりました。そのうえ自ら施設を丁てい寧ねいに案内までしてくださり、誠に感謝の念に堪えません。


    　通常は目にすることができない、バックヤードやキーパースペース、配管が縦横無尽に走る地下施設や研究施設などを見学でき、年甲斐もなくわくわくした気持ちになりました。そのうえ取材後のメールでもさまざまなことを教えて頂き、恐縮すると共に、感謝の気持ちでいっぱいです。


    　幻の鮫さめと言われる「メガマウスの標本」や、立体的で臨場感あふれる「かいじゅうアイランド」も出したかったのですが、如何いかんせん僕の実力が足りず、本作では見送ることになりました。そのぶん生き生きとした化け物たちが、人間を虐殺するシーンを増やしましたので、ご容赦ください。


    



    　謝辞。担当江橋様、僕が誤解を与える性格なので、いつもすみません。編集長およびガガガ文庫様、無事に本巻を出させて頂き、ありがとうございます。イラストを担当して頂いたしらび様、今回もかわいい女の子を描いてくださり、ありがとうございます。毎回、登場人物が軽く二桁を超え、その都度キャラ作成をされるのも大変かと思います。本当にかたじけない。また、しらびさんは個人的にも『俺が生きる意味』のイラストを描いてくださっているみたいで、個人ＨＰなどに公開されています。非常にうれしく思います。


    　最後に、いつも協力してくれている友人と家族に感謝を──。
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